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末日聖徒イエス ・キリスト教会

第165回 半期総大会報告

7995年9月30日 ，70月1日 ，

ユタ州ソルトレーク ・シティー，

テン勿 レスクウェアのタバナクルにおいて開かれた

半期総大会の説教とその模様

ゴ∴ 監論諜婁
の日曜日午前の部会で次のように語 っ

た。 「今 は，悲観的な考 えが はび こっ

ている時代です。わたしたちには信仰

の使命があ ります。世界中の兄弟姉妹

の皆 さん，自分の信仰 を再確認 し， こ
み わざ

の御業を世に推 し進めてい こうではあ

りませんか。皆さんは自分 自身の生 き

方によって御業を強めることができま

す。福音を自分の剣 と盾にしてください。

わたしたちは皆， この地上で最 もす

ば らしい大義の一翼 を担っているので

す。 この教義 は啓示によって与えられ

ました。神権 は神か ら授 けられたもの
あかし

です。主イエス ・キリス トの証に， さ

らにもう一つの証が加 えられ ました。

それ はダニエルの夢に出て くる 『あた

か も人手 によらずに山か ら切 り出され

た石が全地に満ちるまで転が り進む よ

うに』(教 義 と聖約65：2)と い う小

さな石その ものなのです。」

9月30日 土 曜 日，10月1日 日曜日の

2日 間にわたった総大会の各部会 は，

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長 ，

トーマス ・S・ モンソン第一副管長，

ジェームズ ・E・ ファウス ト第二副管

長の司会により行われた。

総大会に先立つ1週 間前の9月23日 ，

ヒンクレー大管長 は中央扶助協会集会

で，歴史に残 る，大管長会 ならびに十

二使徒評議会の宣言を正式 に発表 した。

これは，家族に焦点を当てた もので，

「全地の責任 ある市民 と政府の行政官

の方々に，社会の基本単位である家族

を維持 し，強めるために， これらの定

められた事柄 を推 し進 めて くださるよ

う」呼びかけている。

今大会でのお もな管理上の決定 は，

土曜 日午後 の部会で行われた。

1995年 の 夏 に発表 された ように，

レックス ・D・ ビネガー長 老お よび

チ ャール ズ ・ディデ ィエ長 老が七十

人会長会か ら解任 とな り， ジャック ・

H・ ゴー ズ リンド長老 とハ ロル ド ・

G・ ヒラム長老が後任 として同会長会

に任命 された。 この決定 は今大会で支

持 された。 また， ともに七十人定員会

のテッド・E・ ブルーアー トン長老 とハ

ンス ・B・ リンガー長老が名誉幹部の

称号 を受 けた。 さらに，エ ドワル ド・

アヤ ラ長老， リグ ラン ド ・R・ カー

ティス長老，ヘルベ シオ ・マーティン

ズ長老，J・ バ ラー ド・ウォシュバー

ン長老， デュレル ・A・ ウルジ長老が

七十人第二定員会会員を解任 となった。

中央 日曜 学 校会 長 会 で は， 会 長 の

チャールズ ・ディディエ長老，第一副

会長 のJ・ バラー ド ・ウォシュバー ン

長老 お よび第 二副会長のF・ バ ー ト

ン ・ハ ワー ド長老(3人 とも七十人)

が解任 とな り，新 しい中央 日曜学校会

長会 として，ハ ロル ド・G・ ヒラム長

老が会長 に，F・ バー トン ・ハ ワー ド

長老が第一副会長に，グレン ・L・ ペ

イス長老が第二副会長に支持 された。

土曜 日夜の神権部会でヒンクレー大

管長 は，神殿がマサチューセッツ州ボ

ス トン とニ ュー ヨー ク州 ホワイ トプ

レー ンズに建設 される こと，「現在 ベ

ネズエラに神殿 を建 てる計画について

も検討中」であることを発表した。そ

して 「これらに加 えて，現在6つ の敷

地が検討 されています。実 に壮大なプ

ログラムです。わた しは，世界中の末

日聖徒のために神殿が比較的近い所 に

置かれ るように切 に願 って います と

述べた。 編集部
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索 引

●以下のテーマによる説教が，それぞ

れ右側のページに掲載されています。
このリストは話者が採り上げたテーマ

を，すべて網羅するものではありません。
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●今大会の話者(ア イウエオ川頁)の説

教が右側のページに掲載されています。

ア イ リ ン グ ， ヘ ン リー ・B4E

ウ ェ ル ズ ， ロ バ ー ト ・E70

ウ ル ジ ， デ ュ レル ・A93

岡 崎 ， チ エ コ ・N旧4

オ ー ク ス ， ダ リン ・H27

ク ラ イ ド， ア イ リー ン ・H107

ゴ ー ズ リ ン ド， ジ ャ ッ ク ・HB

ジ ャ ッ ク ， イ レ イ ン ・L100

ズ ウ ィ ッ ク ，W・ ク レ イ グ13

ス コ ッ ト， リチ ャ ー ド ・017

ダ ン ， ロ ー レ ン ・031

ネ ル ソ ン ， ラ ッ セ ル ・M95

バ ー トン ，H・ デ ビ ッ ド4B

パ ッカ ー ， ボ イ ド ・K20

バ ラ ー ド，M・ ラ ッ セ ル5

ヒ ラ ム ， 八 ロル ド ・G46

ヒ ン ク レー ， ゴ ー ド ン ・B4，5B，

75，99，110

フ ァ ウ ス ト， ジ ェー ム ズ ・E51，66

ブ ル ー ア ー ト ン ， テ ッ ド ・E33

ヘ イ ト， デ ビ ッ ド ・B79

ヘ イ ル ズ ， ロバ ー ト ・口35

ベ ッカ ム ， ジ ャ ネ ッ ト ・ヘ イ ル ズ10

ペ リー ，.L・ トム39

ポ ー タ ー ， ブ ル ー ス ・口15

ホ ラ ン ド， ジ ェ フ リー ・R7E

マ ッ ク ス ウ ェル ， ニ ー ル ・AE4

ミ ケ ル セ ン ， リ ン ・AB6

モ ン ソ ン ， トー マ ス ・SE3，54，63

リ ンガ ー ， 八 ン ス ・B91

ワ ー ス リ ン ， ア ン ・GB9

ワ ー ス リ ン ， ジ ョ セ フ ・BB2

偽



目 次

末日聖徒イエス ・キリスト教会第165回 半期総大会報告 ……1

1995年9月30日(土)午 前の部会

集いの時 ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

八イラム ・スミス 「天の柱のように強固」な人

M・ ラッセル ・バラード

霊的な山の頂

慈しみの力

救い主の愛に包まれて

イスラエルの救い主

主を信頼する

輝かしい赦しの朝

4

ジャ ック ・H・ ゴーズ リンド

ジャネッ ト・ヘイルズ ・ベッカム

5

B

10

W・ ク レ イ グ ・ズ ウ ィ ッ ク … … …13

ブ ル ー ス ・D・ ポ ー タ ー

リ チ ャ ー ド ・G・ ス コ ッ ト

ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー

15

17

20

神権 の祝福

世界に告げるメッセージ

ロバー ト ・E・ ウエルズ

1995年10月1日(日)午 前の部会

忍耐 天の徳 トーマス ・S・ モンソン

ジェームズ ・E・ ファウス ト

63

66

「わた しを記念するため
，このように行いなさい」

ジェフ リー ・R・ ホランド

この道を歩み続 け，信仰を保つ

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

70

72

1995年10月1日(日)午 後の部会

まず神の国を求めなさい デビッ ド・B・ ヘイ ト

75

1995年9月30日(土)午 後の部会

教会役員の支持 トーマス ・S・ モンソン

「御父の御心にのみ込まれる」

ニール ・A・ マ ックスウエル

力強い理念 ダリン ・H・ オークス

2B

証 人 ローレン ・0・ ダン

『モルモン書』 神聖な古代の記録

テッ ド・E・ プルーアー トン

神権がもたらす祝福

24

27

31

33

光と真理の窓 ジョセフ ・B・ ワースリン

幸福をもたらす永遠の律法

子供たちの心に触れる

79

82

リ ン ・A・ ミ ケ ル セ ン … … …86

ア ン ・0・ ワ ー ス リ ン

「主よ
，わたしたちは，だれのところに行きま しょう」

ロバー ト ・口 ・ヘイルズ 35

八 ンス ・B・ リンガー

戦略 デュレル ・A・ ウルジ

完成への道

信仰 と証があやなす織物

「備えていれば恐れることはない」

89

ラ ッセル ・M・ ネルソン

L・ トム ・ペ リ ー 39

ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レー

1995年9月30日(土)神 権部会

信仰により人々に影響を与える

ヘンリー ・B・ アイリング

奉仕に伴う犠牲

「わたしは行って行います」

八ロル ド ・G・ ヒラム

42

46

91

93

95

1995年9月23日(土)中 央扶助協会集会

扶助協会 ギレアデの乳香

H・ デ ビッド ・バー トン

強いられてでなく，

48

イ レイン ・L・ ジャック

生きたネットワーク

扶助協会 は何のために

世の策略に対抗 して立つ

99

チ エ コ ・N・ 岡 崎

100

104

ア イ リー ン ・H・ ク ラ イ ド … …107

ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レー 110

自ら行動する

ジェームズ ・E・ ファウス ト

神を尊ぶ者を，神は尊ばれる

51

指導者の言葉

チャーチニューズ

116

トー マス ・∈3・モンソン

伝道と神殿，そ して管理の職

54

ローカルニューズ

11B

ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レ ー 5B

122

聖徒の道/1996年1月 号

3

一



●1995年9月30日.(土)午 前の部会

集いの時

大管長

ゴードン ・B・ ヒンクレー

わたしたぢは一つの偉大な家族であり，神の息子，娘です。神の愛する

御子の業に携わっています。

弟姉妹の皆 さん，半年ごとに，

兄 この盛大な世界的大会にともに
集う機会があるのは，すばらしい こと

あかし

です。世界中か ら集まって，互いに証

を述べ，教 えを受 け，兄弟姉妹 として

交流 します。わたしたちの享受す るこ

の交わ りは，大変心地 よく，きわめて

重要な ものであ り， この偉大な組織の

文化の一部 になっています。

1世 紀以上 もの間，歴史的なここタ

バナクルで，集会が持たれて きました。
み こと ば

この説教壇から主の御言葉が広まって

いったのです。何年 もの間，数知れぬ

話者が この壇上に上 りました。個性 は

異なってい ましたが，精神 においては

一つで した。 それは 「それゆえ，説 く

者 と受 ける者が互 いに理解 し合い，両

者 ともに教化 されて， ともに喜ぶので

ある」(教 義 と聖約50：22)と ， 主が

言われた精神 にほかな らないのです。

この偉大なタバナクル も，年ごとに，

狭 くなってい くように.感じられ ます。

現在では，さらに大勢の聴衆を収容す

るもっ と大きな施設 で，幾つかの地区

大会が開かれています。例 えば，つい

最近では，ワシントン州タコマ地区で

わた したちは大会 を開きました。そこ

では，一 か所 に集 った1万7，328人 の

末口聖徒 を前 にして，わたしたちは話

をす る特権 を得 ました。ただ音響効果

は，タバナクル とい う驚 くべ き建築物

には及びませんで した。

もちろん， ここテ ンプルスクウェア

に集 っている皆 さん よりも，はるかに

大勢の方 々が電子 メデ ィアの驚異 に

よって，参加 して くださってい ます。

タバナクルは次第 に，ラジオ，テレビ，

有線放送，衛星放送 によってこうした

大会の集 いを伝 える，放送 スタジオに

なりっっあります。大会の模様 は，今，

アメ リカ合衆国，カナダ，西イ ンド諸

島の全域で映し出されています。 イギ

リス諸島ならびにヨーロッパの多 くの

地域で も放映されています。太平洋諸

島，ニ ュージーラン ドとオース トラリ

ア， アジアの島々， メキシコ，中央ア

メ リカ，南米諸国にも，遠からず，生

中継で放映できる日が来 るように，わ

たしたちは願 っています。 しか し現在

でも，わずかな努力 を払 えば，教会員
き ょ う

の半数以上の方々は，今 日，わたしが

話す様子 を見聞 きできます。

わたしが話 している場所のちょうど

真下にあるタバナクルの地下で は，大

勢の通訳者たちが働 いています。自国

の言葉で話 を聞きたいと願 う人々が，

そうできるようにするためです。こう

した献身的な男女の大 きな働 きに敬意

を表 し，感謝 します。彼 らは この通訳
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という業のために自らの時間 と才能を

惜 しみな く提供 しています。

人手によらずに山か ら切 り出された

小さな石が，転が り進んで全地に満ち

ます(教 義 と聖約65：2参 照)。 わた

したちの主の，発展するこの王国に籍

を置 くことは，何 とすばらしいことで

しょう。 どこに住 んでいようと神の子

供たちの心 を隔てる，政治的な境界は

ありません。わた したちは皆，一つの

偉大 な家族であ り，神の息子，娘です。

神の愛する御子の業 に従事 しています。
あがな

この御方はわたしたちの贈い主，救い

主であって，その真理に対する証 はわ

た したちの心の内に燃 えています。皆

さん一人一人が， この業 に対す るそう

した証 を受 ける権利があ ります。わた

したちが教会 または神の玉国 と呼んで

いるものに，わた したちを一 つに結び

つけているのは，崇高な基本的真理 に

対する佃人の知識なのです。

こうしてわた したちは6か 月ごとに

集 まり，信仰 を新たにし，神に関する

事柄に対 して理解 を深め，わたしたち

企員が末.日聖徒イエス ・キ リス ト教会

として知る， この偉大な特筆 すべ き兄

弟愛，姉妹愛の輪の中で，互いに愛 と

尊敬を示 し合います。皆さん とともに，

わた しも今日，明 日と開かれる集会 を
み たま

心待ちにし，主の聖なる御霊がわたし

たち一人一人 とともにあるよう，主の

祝福を祈っています。

すべての話 し手，歌 い手，祈 りをさ

さげる者の うえに，なかんず く，わた

しの心 にある深い愛 と感謝 を込 めて，

御霊の声によって耳を傾けるすべての

人 のうえに，主の祝福があるようお祈
み

り して い ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御
な

名 に よ り， ア ー メ ン。



八イラム ・スミス
「天の柱のように

強 固」

十二使徒定員会会員

M・ ラッセル ・バラード

な人

はらから

ジョセフ ・スミス自身がかつて同胞に，ハイラムの模範に従って生活する

よう勧めたほどです。

き よう

する兄弟姉妹の皆さん，今日皆

愛 さんの前 に立てることを感謝し
ます。2か 月前 に心臓のバイパ ス手術

を受 けてか ら， どこにで も立てるよう

になり，喜んでいます。過去数か月間，

わた しのために示 された教会員 の強い

信仰 と祈 りを感 じて きました。 その こ'

とに心から感謝 しています。わた しは

豊か に祝福 され ました。皆 さんの前で

へ りくだって天父に感謝 します。

7月 の初旬 に，わたしたち夫婦 はパ

ルマイラ，カー トランド，ノーブーの

教会史跡 を見て回 りました。7人 の子
はんりょ

供 とその伴侶，20人 の孫 も一緒でした。

中には，この旅行が心臓病 に影響す る

か もしれないと言 う者 もいました。 そ

れはどうか知 りませんが， この旅行 に

よって，わた したちの心は，深い愛 と

尊敬の念 に満たされ ました。それは預

言者 ジョセブ ・ス ミス とその家族， そ

して回復 されたイエス ・キ リス トの福

音 を初 めに受 け入 れ，末 日聖徒イエ

ス ・キリス ト教会の会員になった信仰

堅固な人々に対する気持ちで した。実

際に多 くの啓示や指示が与 えられたそ

の場所 に立 って， 『教義 と聖約 』につ

いて家族 に教 えるのは，実にすばらし

い経験でした。

これ らの霊感あふれる場所 を訪れ，

家族皆で回復 の出来事に浸って， この

時代 に生 きる特権 を思い返しました。

つ まり，神の子供たちに救いと昇栄を

もた らす天父の計画が，教義上はっき

りと理解されている時代です。主イエ

ス ・キリス トや回復 された教会 とわた

したちとの関係が明らかにされたこと

により，わた したち一人一人 は貴 く力

ある知識を得 ました。道徳が退廃 し，

価値観が破壊 され る困難 な時代に，生

活 を導 く真理が余す ところな く啓示 さ

れた ことを神に感謝 します。

数週間の療養期間中は，いつもより

はるかに自由な時間が多 く，考 えた り，
めいそう

瞑想 した り，祈 った りできる機会がた
たまもの

くさんありました。時間 とい う賜物の

ために，わた しと同じ状態 になること

はお勧 めできませんが，すべての人が
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熟考 し，瞑想する時間を取るなら，必

ずや祝福 を享受で きることでしょう。
み たま

静かに内省す るときに，御霊 は多 くの

ことを教えて くれ るのです。

わたしは御霊 によって大切 な責任を

受 けました。それは，開拓者 の信仰の

遺産を決 して失わない という責任です。

教会歴史を理解す ることによって，わ

たしたちは，特に青少年は，大きな力を

得 ることがで きます。わたしはハイラ

ム ・ス ミスの子孫 として，神聖な責任

を感 じています。それ はこの偉大 な指

導者の重要な働 きを，教会員の心に銘

記す ることです。 ジ.ヨセブ ・ス ミスは，

ただイエス ・キ リス トは別 として，ほ

かのいかなる人よ りも力ある業 を行い，

比類ない業績 を残 しました。彼の兄で

祝福師のハイラムも，雄々しい生涯 を

送 り，顕著な貢献 をしました。わたし

の心は彼への思い と尊敬でいっぱいです。

1840年9月 ，ジ ョセブ ・スミス ・シ

ニアは，家族 を集 めました。 この年老

いた敬 うべ き祝福師は，死 を前にして，

愛する妻 と子供たちに祝福 を残 したい

と思ったのです。生 きている子供たち

の中でいちばん年上のハイラムは，父

親が天 に召 されるときに，天か らの助

けがあって，教会 の敵が末日聖徒 を支

配する力を持 たないように と願いまし

た。父親のス ミスはハイラムの頭 に手

を置 き，「神か ら授 けられる業 を達成

す るのに十分な平安があるように」 と

祝福 しました。ハイラムが終生忠実で

あることを知っていた父親は， この最

後 の祝福 を次の約束で結 び ました。

「あなたは最後の 日まで
，天 の柱のよ

うに強固で揺るがないでしょう。」1

この祝福 は，ハイラムの最大の特質

を示 しています。 ほかのだれよりハイ

ラムは，「天の柱のように強固」で した。

ハ イラムの生涯を通じて，悪魔 は力 を

結集 して働 きかけ，彼 を打ち負かすか，

正 しい道か ら外れさせ ようとしました。

1823年 に彼の兄のアルビンが亡 くな

ると，ハイラムはス ミス家で重要な責

任 を担 うようにな りました。同時に，

回復の長 く困難な過程 を通 じて，、弟の

ジョセフを援助 し，仕 えました。そし

て最後には， ジョセブ ・ス ミス ととも

に，過去の福音の神権時代 の殉教者の



一人 に加 えられました
。世 に対す る最

あかし

後の証 として，自ら.の血を流したのです。

ハイラムは常に 「強固」・で した。人

生のた どるべ き道 を知 り， 自ら選んで

それに従いました。ジョセブにとって，

ハイラムは同僚であ り，守 り手であ り，

助 け手であ り，親友であ り，そして同

じ殉教者でした。不法な迫害に生涯 さ

らされていました。 自分 の方が年上で

したが，弟 に与 えられた神か らの召 し

を認めていました。 ジョセブに強 く助

言することもあ りましたが，ハイラム

はいつも，弟に従いました。

ジョセフは兄 について， こう述べて

います。 「ハイラム兄弟， あなた は何

と忠実な心 を持 っていることで しょう。

わたしのためにして くれた ことの報い

として，永遠 のエホバが永遠の祝福を
こうべ

あなたの頭に授 けて くださるように，

ああ， どれほ ど多 くの悲 しみを共 にし

てきた ことでしょうか。」2

別 の機会に も， ジョセフは兄につい

て，深遠 な優 しい言葉を述べています。

「わたしは
，死 よ りも強 い愛でハイラ

ムを愛 しています。」3

ハ イラムはたゆむ ことな く教会に奉

仕 しました。1829年 に は，数人の兄弟

とともに，金版を見ることを許 されま

した。 この金版か ら 『モルモ ン書』が

翻訳 されたのです。そ して，「金版 を

実際に目で見，手で持ち上げてみた」4

八人の証人 の一入 として，残 りの生涯，

『モルモ ン書』の神聖 さを証 しました
。

ハイラム は， この福音の神権時代の最

初 にバ プテスマ を受 けた一人 です。

1830年 ， 当時30歳 のハイラムは，末 日

聖徒イエス ・キ リス ト教会を正式に組

織するために選 ばれた6人 の中の一人

となりました。1831年 ， ハイラムはオ

ハ イオの大会で こう言 いました。「わ

たしの持つものはすべて主の ものであ
みこころ

り，わた しは御心を続けて行 うために

備 え られ ました。」51833年 ， 主 が ，

カー トラン ド神殿 の着工の遅れに関 し
しっせき

て教会員を叱責 された とき，ハイラム

は率先 して基礎の穴掘 りを始めました。

神殿管理委員会の長 として，ハイラム

は，教会員を集めて，ほとんどの会員

が文字 どお り何 もで きない ときに，.

カー トラン ド神殿の建設 とい う不可能

L ____..

と.思われた仕事 を成 し遂 げました。 ま

た数年後には， ノーブー神殿の建設の

ために同様の働 きをしました。

ハ イラム は，.オハイオで監督会，.最

初の高等評議員，祝福師，副管長，そ

してかつて二人 しか受 けていない大管

長補佐の職に就いて，働 きました。

ハイラムは教会のために何度 も伝道

しました。中で も，カー トランドから

インディアナまでの旅 は，最 もつ らい

試練の一つでした。その ときに，最初

の妻 ジェルシャが6番 目の子供 を産ん

です ぐに亡 くなったのです。ハイラム

の母 ルー シー ・マ ック ・ス ミス は，

ジェルシャの死 を手紙で こう伝 えまし

た。 「わたしたちの心 は悲 しみで張 り

裂 けそうです。ジェル シャはだれから

も愛 され る女性 でした。」6

ハ イラムは悲 しみに沈みましたが，

その信仰は揺 るがず，天父 と教会 に仕

えるという決意 は決して鈍 りませんで

した。神はその忠実さに報いて，教会

史 上 最 も偉 大 な女 性 の一 人 ， メア

リー ・フィールディングを送 られ，後

に二人 は結婚 しました。 そして，主に

従 う者 としての模範 と愛 というすばら

しい遺産 を築き上げました。

確か に，ハイラム ・ス ミスは，回復

の強固な柱で した。 しかし悲 しいことに，

多 くの教会員は，カーセージの監獄で弟

とともに殉教した こと以外，ハイラムに

ついてほ とんど知 りません。殉教 は重

要ですが，彼 はもっと多 くのことをし

ています。ジ ョセブ ・スミス自身がか
はらから

つて同胞 に，ハイラムの模範に従って

生活するよう勧めたほ どです。7では，

ハイラムの生涯から，わたしたちも倣

うべき幾つかの模範を挙げてみましょう。

1829年 ， ジョセブが 『.モルモン書』

の翻訳 を終 えた とき，ハイラムは福音

を広めて教会 を築 きたい と強 く思いま

した。 そこで，何 をすべきか主 に尋ね

てほしいと，ジ ョセフに頼みました。

教義 と聖約第11章 にこの ときの主の答

えが記 されています。 「わた しの言葉

を告げようとしないで，まずわた しの

言葉を得るように努 めなさい。……す

でに……出ているわた しの言葉を研究

し，……現在翻訳されつつあるわた し

の言葉 を研究 しなさい。」8
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ハイラムの生涯 は，彼が主からのこ

の指示に忠実であったことを証 してい

ます。ハイラムは最後の 日まで，聖文
み こと ば

を通 して主の御言葉 を究 めるために，

努力 しました。 カーセージの監獄で は，

『モルモン書』か らの抜粋 を読 んで研

究 しました。聖文は明 らかにハイラム

の一部であ り，慰めや力が最 も必要な

ときに，彼 は聖典を開いたのです。

霊的な強 さとい う面を考えただけで

も， もしわた したちが毎 日聖文を研究

す るなら，力が増 し加えられて，教師

として，宣教師 として，友人 として，

もっ と効果的に働 けるでしょう。ハイ

ラムが した ように神の御言葉 を研究す

るなら，ハイラムのように最大の試練

にも耐え られるでしょう。

ハ イラムの生涯か らの2番 目の偉大

な模範は，回復の初めのころの ことで

す。ルーシー ・マック ・ス ミスによれ

ば，少年 ジョセフが，聖なる森 での経

験を初めて家族に話 した とき，ハイラ

ムを含 め全員 が， 「喜 んで」そのメ ッ

セー ジを聞 きま した。家族 は 「円 く

座 って，…… 『聖書』 をまだ読 み通 し

た ことのないこの少年 に，最大 の関心

を向 けま した。」9こ れ は，弟 のニー

フ ァイが神の召 しを受 けた ときの，

レーマンやレムエルの反応 とは対照的

です。 また，弟 のヨセフをエジプ トに
しっ と

売 うた兄たちの嫉妬心 とも対照的です。

ハイラム ・ス ミスには，嫉妬 も敵意 も

なかったのです。 む しろ，弟 のメ ッ

セージに霊的な真理 を感 じてひとえに

喜び， ジョセフの話 を心か ら信 じまし

た。ハイラムは主から，何が正 しいか

教 えられ，残 りの生涯， ジョセ フに忠

実に従いました。

救い主は教義 と聖約第124章 で ， こ

う言われました。「〔ハイラム〕の心が

高潔であるので，また彼がわた しの前

に正 しいことを愛す るので，主なるわ

た しは彼 を愛す る……。」10

忠 実なハイラムは，偉大な信仰の持

ち主で， ジョセ フの見たすべてを見る

必要 はあ りませんで した。彼 にとって，

ジョセブの口か ら真理 を聞き，それが
み たま

正 しい とい う御霊の ささやきを感 じれ

ば，十分だったのです。信 じる信仰 は，

ハイラムの霊的な強 さの源で した。 そ
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れは，今 も昔 も忠実な教会員 にとって

霊的な力の源です。わたしたちに必要

なのは， ささいな ことにいちいち疑問
み

を抱 く会員ではな く，心で感 じて，御
たま

霊 に近 く生活 し，その ささやきに喜ん

で従 う会員なのです。議論や不平なし

に，また奇跡の現れを目にしな くても，

福音 の真理 を受 け入れ る探求心なので

す。自分よ りも年齢が下で経験の浅い

監督やステーク会長，定員会や補助組

織の指導者か ら勧告を受け入れて，喜

んでそれに従 うなら， どれほど祝福 さ

れる ことで しょうか。「正 しい こと」

に対 し，不承不承でな く，喜んで従 う

な らば， どれほど大 きな祝福 を受 ける

ことで しょうか。

ハイラムの生活 に見 られる3番 目の

模範 は，彼の無私 の奉仕です。母親は

彼のこの特質について， こう言いました。

「ハ イラムの優 しさと思いや りは言葉

に尽 くせ ませ ん。」11ジョセブが足 の痛

みで苦 しんでいた とき，ハイラムは母

親に代わって，1週 間以上，毎日ほとん

ど24時 間付 きっきりの看病 をしました。

ハイラムは，真っ先 に訪問者 に友情

を示し，だれよりも早 く争いを静めよう
ゆる

とする人でした。最初に敵 を赦す人でし

た。預言者 ジョセフは， こう言 ってい

ます。「もしハイラムにけんかをして

いる二人 を仲直 りさせ ることがで きな

ければ，天使 にもできないで しょう。」12

当時の教会内で必要だったことが，
こんにち

今日の教会や家族 にも必要ではないで

しょうか。わた したちは，特別な注意

を必要 とす る人々の問題 に敏感でしょ

うか。霊的または情緒的に苦 しんでいて，

わたしたちの愛や励 まし，助 けを必要

とする家族 に気づいているでしょうか。

ハイラムの無私の奉仕の模範 は，わたし

たちがそれに従 う決意をすれば，.今日の

世の中に力強い影響 を及ぼすでしょう。

もう一 つ の偉 大 な模 範 は， リバ

ティーの暗 い監獄でのことです。 ここ

でハイラム どジ ョセブ，数人の人々は，

寒 さと飢 え，非人道的な扱 い， それに

友人たちか ら隔離 された孤独感 に悩 ま

されていました。 この学びの場 で，ハ
かんなん

イラムは逆境や難難に耐 えるという教

訓 を学びました。 この最 も厳 しい試練

の中で，ハイラムがいちばん心配 した

のは，自分のことで も同僚 のことで も

なく，家族でした。妻にあてた手紙 の

中で，ハ イラムは，妻子の安否がいち

ばん気がか りである と書いてい ます。

「家族 の問題 について考え るとき
，わ

た しの心は悲 しみで押 しつぶされそう

です。……しかし，わたしに何がで き
みこころ

るで しょうか。…… どうか，主の御心

が成 りますように。」13

各地の教会 を訪れると，苦悩 を伴 う

大 きな試練 を受けている会員に会いま

す。体 をむしばむ健康上の問題で苦 し
はんりょ

んでいる会員がいます。伴侶や子供た

ちのことで どうすることもで きない難

しい状況 に置かれている夫や妻，親が

います。わたしたちはだれで も， 自分

の力ではどうすることもできない苦難

や逆境，.好ましくない状況に直面する

ことがあ ります。多 くの環境 は，時間

や涙，祈 り，信仰 などを用いなければ

対処で きません。心 に平安を得るには，

わたしたちもハイラムのように，こう

言わなければなりませ ん。「しか し，

わたしに何ができるで しょうか。……

どうか，主の御心が成 りますように。」

ジョセブは確かに霊感 を受 けて，兄

ハ イラム について こう書 きました。

「あなたの名 は書 き記 され
，……後 に

続 く人々が見て，あなたの模範 に従 う

で しょう。」14教義 と聖約第124章 で ，

ハ イラムは 「彼の名が代々 とこしえに

いつ まで も尊敬 を込めて覚え られる」15

と約束され ました。わた したちが この

約束の成就に貢献で きますように。わ

た したちが 「〔彼〕の模範」 に従って

み わざ

主の御業を行 うとき，ノトイラムの名は

誉れとなるでしょう。ハイラム ・スミス

をはじめ，忠実な先祖たちに対する思

いが，わたしたちの心から消え去ること

のないよう，へ りくだ り，イエス ・キリ
み な

ス トの御名により祈 ります。アーメン。

注
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14.『 教 会 歴 史 』5;108

15.教 義 と聖 約124：96

聖徒 の道/1996年1月 号

7



霊的な山の頂

七十人会長会

ジヤツク ・H・ ゴーズリン ド

あかし

イエス ・キリストに対する証のカは，現代の生活に指針を与えてくれる偉

大な，しかしあまり利用されていない源泉の一つです。

目 近，わた しはジャクソンレイク

取 の集会に出席する機会がありま

した。 この街 はアメリカ合衆国西部 の

ワイオ ミング州にある，雄大なテー ト

ン山にあ ります。起伏の多 い山の頂で，

涼し くさわやかな秋の空気 に包まれな

が ら，息 をのむほど美 しい風景 を眺め

ていると，訪れるだれ もが心の高揚 と

再生 を感 じます。 その地を訪問す る割

り当ては，人々の日々の仕事の大変さ

を思 うときわめて快適 なものでした。

平穏な山々の景色 は，わたしだけでな

く出席者全員の英気を養って くれ まし

た。 この世 の諸問題に打ち勝つ力 を感

じ， 自分の直面 していたチャレンジも

ちっぽけに感 じました。 こうして，新

たな希望 と情熱により，鮮明なビジョ

ンを得，心を一新 して帰路 に就 きまし

た。

あの山岳高地は，わた しにいろいろ

な ことを考えさせて くれ ました。今朝

は，その幾つかを皆 さん と分かち合い

たい と思います。

主はしばしば山の頂を聖所 として用

いられました。神殿が まだなか った旧

約聖書時代 に，主は山頂 を聖所 に用い

て，預言者たちに真理を明 らか にされ

ました。同様 に，『新約聖書』 と 『モ
しもベ

ルモ ン書』 にも，神が僕たちに真理 を

明らかにされた神聖 な山の頂のことが

記 されています。ジ ョセブ ・スミスは

聖なる森でひざまずきましたが，彼 は
ひ ゆ

比喩的な意味で，霊的にきわめて高い

山頂でひざまずきました。
こんにち

今 日，主 は，わたしたちが自分だけ

の霊的な山の頂 に立 ち，.真理 と霊感 を

受 けられるよう，様々な方法を備えて

くださってい ます。例えば，聖文を調

べるなら，物事 をはっきりと識別でき

る高みにまで霊性が高揚 し，日々の様

様な疑問に対 して答 えが得 られ ます。

さらに，世界各地には神殿が建て られ

ていて，わた したちはそ こに参入して

指示 と霊感 を受 け，神聖 な儀式 を執 り

行 うことがで きます。 ここで開かれて

いるような各種 の大会をはじめ，愛す
せいさん

る指導者の預言的な言葉，聖餐会やス

テーク大会な どは， どれ も真理 を耳 に

する豊富な，満足感 のある機会 とな り，

わた したちの心 に深 い影響を及ぼしま

す。

自らの人生や日々の仕事の中で，わ

たしたちはまたとない自分だけの 「山

頂での体験」を作 り出す ことができま

す。わた しの言 うこの霊的な山頂 とは，

主であ り救い主であるイエス ・キ リス
あかし

トへの証 をはぐくみ，強 めることです。

どの ような高い山で も頂上に立てば，
い けい

眼前には畏敬の念を起 こさせるほ どの
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すぼ らしい眺めが広が ります。救 い主

が人 の理解 を超 えた愛をもって命 をさ

さげ，人類の苦痛をその身に引 き受け

て くだ さった ことを知 ると，わたした

ちも同 じようにきっ と自分だけの霊的

な山頂に立ち，圧倒 されるほどの畏敬

の念 を体験できるでしょう。

イエス ・キ リス トに対す る証の力は，

現代の生活 に指針を与えて くれ る偉大

な， しかしあま り利用されていない源

泉の一つの ようです。福音や教会 の中

にあって， どれほ ど善良で，忠実で，

献 身的であるよう努めていても，わた

したち一人一人が主への揺るぎない信

仰が与 える力 と影響力をもって取 り組

むなら，必ずやなおいっそう多 くのこ

とを成 し遂げ られるで しょう。一例を

ご紹介 しましょう。

わた しの話 を聞いていらっしゃる親

の皆 さんは，子供 たちに正邪の違 いを .

教 え，誠実で，人 を敬 い，道徳的に清

い生活 を送 り，家族 を愛する人になる

よう教 えることに努めてい らっしゃる
ゆる

と思います。皆 さんは，罪の赦 しのバ

プテスマな ど，救 いの儀式の重要性を

子供たちに教 えようと熱心に努めてい

らっしゃい ます。適切 な年齢 になると，

息子 さんたちが神権 に聖任されること

を望んでい らっしゃい ます。正 しい場

所で，正 しい人 と，正 しい時期に，正

しい権能の下で結婚するのは，昇栄に

不可欠であることを知 るように，子供

たちに教 えていらっしゃい ます。

これ らの教 えをはじめとするほかの

同 じような教 えは，すべての末 日聖徒

にとって非常 に重要であ り，わたした

ちの信条や価値観 を表す ものです。 も
み たま

し子供たちがこれらの教えを御霊を通
あがな

じて学び，親 の側 も，救い主の贋いに

対 する強い証 の強力な影響を受けなが

ら教 えるなら，親子は ともに愛 と信頼

の雰囲気の中で教 え学ぶ ことができ，

子供たちは教 えをいつまで も心に留め

るでしょう。聖文 はこう教えています。

「子 をその行 くべ き道に従 って教 えよ
，

そ うすれば年老いても，それ を離れる

ことがない。」(箴 言22：6)ナ ザ レの

イエス，大工 の息子 として育 ったイス

ラエルの騰い主，主なる救い主，イエ

ス ・キ リス トは，命 を犠牲にして，わ



た したちが不死不滅 と永遠の命を得 ら

れるようにして くだ さいました。 これ

を信 じる気持 ちはやがて確信 とな り，

子供たちをはじめわた したちに託 され

た人々に伝えるすべての教えを明 らか

にして くれ ます。

時折感 じるのですが，わたしたちは

いろいろな ことを懸念す るあまり，子

供 たちの教育 を福音の真理 という基盤

に結びつけられずにいるのではないで

しょうか。わた したちはあるいは，家

族が従順 を期待 しているか らという理

由で律法や原則 を守 るように子供たち

に教 えてい ることが往々 にしてないで

しょうか。，しか しそれでは子供たちは，

新たな真理 を聞 くとき，近所の人や監

督を喜ばせ るために従 い，別の新たな

真理 を聞けば，何 かほかの理 由のため

に従 うようになりかね ません。子供た

ちに永遠の真理 を教 えていなが ら，救
あかし

い主に対す る確固 とした証に基づいて

説明しなかった とした ら，史上最 も偉

大な教師である御 方の模範の力を無に

してしまうでしょう。

同様にわたしたちの多 くは字義 どお

りに一貫 して従い，悲 しむべき罪 を犯

さないという従順 のレベルには到達 し

て います。 わた した ちは自分 を振 り

返 って， 「お隣の家庭 と比 べて劣 るわ

けではないか ら」 と満足 し，安心 して

しまいます。しか しこれでは，霊的成

長 という山の中腹 で，ほかの人たちに

合わせて自分の歩みを止 めているよう

なものです。だれ もが この快適なレベ

ル にとどまるのを好み ます。そこでは

どの戒め も無理な く守 ることがで きま

す。しか しわたしたちは，イエス ・キ

リス トへの信頼，知識，.証，信仰 のゆ

えに福音の原則や律法 に従 うことを自

ら学び，教 える必要があ ります。聖文

中で 「分か りやすい言葉で話すことを

喜 びとしている」(2ニ ーファイ25：

4)と 語 ったニー ファイは，ニーファ

イ第二書第25章 で，わたしたちに次の

ことを思い起 こさせて くれています。

「わた したちはキ リス トの ことを話 し
，

キリス トのことを喜び，キ リス トのこ

とを説教 し，キ リス トの ことを預言し，
ゆる

また， どこに罪の赦しを求 めればよい

かを，わたしたちの子孫に知 らせ るた

鵡

囁㌔

、

めに，自分たちの預言したことを書き

記すのである。」(26節)

救 い主 に対す る証 をわたしたちの信

仰の完全 なよりどころとするのは，時

に難 しいこともあるでしょう。 これに

対 し，ハ ロル ド・B・ リー大管長 はこ

う勧告 してい ます。「信仰 と知識 を携

えて，限界 と思 えるところまで行 きま

しょう。 そこまで来た らさらにあと2，

3歩 ，歩 を進めてみて ください。 きっ

とあなたは，信仰 と知識が増 して，自

分 を導 いて くれ るの を感 じるで しょ

う。」(ボ イ ド・K・ パッカーによる引用，

R解 ガoηα11～ 〔ψ76s6痂αガ06S6粥 ゴ照 γ

『地区代表セ ミナー』1977年4月1日)

証 をは ぐくみ，少 しずつでも信仰 を

増 し，ぬるま湯のような状態か ら抜け

出す努力 をするときに，わたしたちは

自分 だけの霊的な山の頂 に近づ き，か

つて経験 しなかった霊的導き と真理を

受 けることができるのではないでしょ

うか。そ うすれば，わたしがテー トン

山の頂で経験 したように，わた したち

はもっと明 らかに考 え，物事の本質 を.

見極 め，清 く新鮮な光の中で真理 を理

解で きます。さらに，聖霊の導 きと影

響 を受 けて，新たな意義 と深い理解の

下 に人々の生活 に祝福を もたらし，教

える方法を悟るようになるでしょう。

今朝，わた しの心 にある願 いが一つ

だけかなえられるな ら，皆さんの心 に
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イエス ・キ リス トに対する揺 るぎない

思いを深 く植え付けたいと思 います。

この時代 に，ハ ワー ド・W・ ハ ンター

大管長 はわた したちすべてに向けて こ

う語 りました。「わた したちは今 まで

以上に深 くキ リス トを知 り， これまで

以上に頻繁 に主を思い起 こして，過去

にも増 して雄 々しく主に仕えなければ

な りません。」(『聖徒の道』1994年7

月 号，p.67)

ハ ン ター大管長がこのチャレンジに

満ちた言葉 を通 じて，わた したちに求

めた ものは，預言者アルマが心の中に

大 きな変化 を経験するように教えたの

と同 じではないで しょうか。 アルマは

ゼラヘムラの教会員たちに，心を高め，

いっそう高い霊の レベルに到達する必

要があると説 きました。神を信頼する

必要性や信仰 を行使す ることがいかに
ごんにち

大切か も語 りました。 さらに，今 日の

わた したちも自問する必要のある次の

ような重要 な質問を しました。 「さて
はらから

見 よ，わたしの同胞 よ，わたしはあな

たがたに言う。 もしあなたがたが心の

変化を経験 してい るのであれば， また，
あがな

贈いをもたらす愛の歌 を歌おうと感 じ

たことがあるのであれば，今で もその

ように感 じられるか尋ねたい。」(ア ル

マ5：26)

兄弟 姉妹の皆 さん，わた したちの美

徳，すなわちあらゆる義 にかなった働

き，善 い行 い，従順 さ，人に祝福 をも

たらすための努力 は，キ リス トに対す

る信仰，主の使命 と犠牲 に対す る証，

快適な平地か ら進んで抜け出す熱意に

基づ き， また動機づけられていなけれ

ばなりません。わたしたちがイエス ・

キ リス トと順いの効力 に対する証 を強

め，増 し，尊んで大いなるものとす る

方法を見いだす とき，初 めてわた した

ちはアルマの質問 に肯定的な答 えがで

きるのです。

サタンはわた したちが山頂にた どり

着 いて非常に強い証をはぐくみ，サタ

ンの影響の及 ぼない状態になるのを恐

れています。サタンはわたしたちの努

力を阻 もうと働 きかけます。 しか し，

主は こう勧告され ました。 「小 さい群

れよ，恐れてはならない。善を行いな

さい。 この世 と地獄をあなたがたに対

一
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して連合 させなさい。あなたがたがわ

たしの岩 の上 に建 てられるな らば，そ

れ らは打ち勝 つことができないか らで

ある。」(教 義 と聖約6：34)

確信 をもって申 し上げますが， この

世 と地獄が皆さんに襲いかかることは

ないで しょう。 しかし，皆さんが今の

霊のレベルか ら踏 み出 して， さらに高

いレベルへ上ることは必要です。

最後 に， 愛す る預言者 ゴー ドン ・

B・ ヒンクレー大管長の力強 い言葉 を

引用してわた しの話 を閉じたいと思い

ます。「人生 を前進 しましょう。最善

のものが目の前 に横たわっています。

若人の生活 にもっと霊的なものを取 り

入れましょう。万人が永遠の命 を得 ら
あがな しょくざい

れるようになった順 い主 の瞭 罪 につ

いて学ぶ ことで，彼 らが世の救い主 を

もっと身近に感 じるようになるとき，す

べての少年(少 女)の 心 に主 とのきず

なを培いましょう。」(ウ エス トハイ ・

セ ミナ リー卒業式， ソル トレーク ・シ

テ ィー1995年5月14日 ， ユタ州 ヒー

バーシティー/ス プ リングビル地 区大

会，神権指導者会，1995年5月13日)

神が子供 を持つ皆 さんを祝福 され ま

すように。わたしたちは皆 さんを愛 し

ています。皆 さんの取 り組んでいる事

柄が容易でないのは承知 しています。

毎 日がチャレンジと試 しの連続であ り，

手の下 しようがない と思うこともしば

しばでしょう。 そんなとき，信仰 を奮

い起 こし，主に頼 ることにより，新た

な力 と活力 を得，元気 を取 り戻 して，

親 として主か ら託 された子供 たちを教

え，祝福できるように願 っています。

ハ ワー ド・W・ ハ ンター大管長やゴー

ドン ・B・ ヒンクレー大管長， またイ
あかし

エス ・キリス トに対す る不変 の証 を述

べるように召 されたすべての人々の勧

告か ら，皆 さんに知 っていただきたい

と思います。それは主の教 えに対す る

愛 と献身，わたしたちのためになされ

た主の蹟いの祝福を通 してのみ，神の

王国で家族 を祝福 し，救 うための力が

得 られるとい うことです。皆 さんがそ

のような力 を受 けて教えられますよう

に心から願 ってい ます。 これ らの こと
み な

をイエス ・キリス トの聖 なる御名 によ

り証 します。アーメン。

慈しみの力

中央若い女性会長

ジャネット・ヘイルズ ・ベッカム

神はわたしたち一入一入に力を与えてくださいました。それは実行する力，

選択する力，奉仕する力，愛する力，多くの善をなす力です。

る母親が言いました。「だれか，

あ 若人 を21歳 になるまで神殿 に閉
じ込 めておいて くれ ないか しら。」 あ

る父親 は言い ました。「家で は自分 は

まった く無力 なんです。わが家 はめ

ちゃ くちゃですよ。」安心感や秩序，

コン トロール，平安 を求める人々の叫

びを和 らげて くれる力 はあるのでしょ

うか。

小学校3年 の初 めに家族 で引っ越 し

た とき，わたしは力の必要性 を初めて

感 じました。 ちょうど友達や よその家

族のことについて分か り始 めた ころで

した。新 しくで きた友達 と一緒 に，近

所の人や物について品定めをし，だれ

それの ところには座って遊べ る木陰が

あ り，だ れそれの ところには屋根 に

登って遊べ る鶏小屋があるなどとい う

話を聞きました。だれの父親がいちば

ん強いかを話 し合 ったこともあ りまし

た。 その とき分かったのは，近所の子

供たちはわたしよ り皆年上だ というこ

とで した。さいわい，わたしにはた く

さん友達のいる姉が二人いました。必

要 とあれば，高校の全生徒が助 けて く
ふいちょう

れる， と吹聴 したこともあ りました。

自分を守 るためには人の力が必要であ

る と感 じたか らです。

8歳 のわた しの世界 はだんだんと広 ，

がっていきました。それ とともに，こ

の文明の世 に対処 していくための手腕

の必要性 も増 してきました。そして，

体 の大きさや物の数，援助 して くれる

人 などに安心感を抱 くようにな りまし

た。人 の力あるいは影響力 は，幼い と

きか ら利用されます。 ほとん どの子供

は まず体 の大 きさか ら入 ります。「や

めない と，お母 さんを呼ぶか ら。」「お

父さんが帰って来た ら，懲 らしめて も

らうか らね。」 自分 が小 さいために大

きさを求めるのです。お もちゃが武器

となり，雪だ るまが とりで とな ります。

当時は戦時中でしたが，わた しはまだ

3年 生で した。わた しがいちばん怖 い

と思ったのは，木製の銃で瓶のふたの

パ ッキングに使 う輪ゴムを撃っていた

男の子で した。彼 は女の子の足 をねら

うのです。友達が，輪 ゴムをプレゼン

トした人 には撃って こない と教 えて く

れましたが，-.そうすることで彼の武器
ひきよう

を増やすのは卑怯な ことのように感 じ

られ ました。 また， このがき大将をど

れほど信用で きるのかも疑わ しく思 え

ました。確か，その銃 は最後に先生 に

取 り上 げられた と思います。当時のわ

たしは，教師や両親 などのように力 を

持 った人，特に公平なルールをもって

対処 して くれ る人 に感謝 した ものでし

た。
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その年，娘4人 のわたしたち家族 に

男の子が生 まれ，周 りの人たちも喜ん

で くれ ました。 自分 自身一人 息子 で

あった父に，家名を継 ぐ人がで きたわ

けです。 しか し，数か月して， トミー

には重度 の障害があることが分か りま

した。わたしは家の外で使っていた力

とはまった く反対のものを心 に感 じる

ようにな りました。愛，優 しさ，思い

や りといった新 しい面がはぐくまれて

いったのです。わたしは，両親がそれ

までの生活 を変 えてまで， トミーを5

年 半にわた り優 しく看護す るのを目に

して育ち ました。弟 は座 ることも話す

こともで きませんでしたが，ただその

ほほえみだけで部屋中を温か くして く

れ ました。町中の人が前 よりも優 し く

な り， 関心 や思いや りを持 つ ように

なったように思 えました。家 の外のも

の に対する恐れが消 えていきました。

母 と弟が家 にいるということで，家 に

安心感 を覚 えました。夜 は，両親がい

ました。家の中が もっと温か くなった

よ うに思 われ ました。 それまで とは

違った力があ りました。 それは，自分

の心の中から大 きくなってい くように

見 えました。友達などか ら得たその場

しのぎの力 とは異な り， もっ と永続性

があ りました。それは慈 しみの力，愛

の力であ り，静かで平安 なものでした。

しばしば家庭の中で学べる慈 しみに

は力があ ります。慈 しみがないとむな

しい気持 ちが します6あ る家族は，奉

仕活動 に携わるために，恵 まれた生活

に別 れを告 げました。貴 い目的のため

にフィリピンへ1年 間行 くことになっ

たのです。その家族の母親は 「生活が

あまりにもつ らくて驚いた」 と言って

います。今 までとはまった く違 う生活

で，便利 なものは何 もあ りません。彼

女 はこう言 ってい ます。「アメ リカ に

いた ときと同 じで， いっ もい らい らし

てい ましたよ。」 そこで彼 らは，新 し

い日課 を作 りました。5時 半 に体操 を

し，6時 半 になったら聖文 を勉強 し，

それから朝食 を取 り，学校に行 く， と

いうものです。午後 は毎 日，孤児院で

奉仕しました。

，少 しずっ，変化が出始 めました。忍

耐 と感謝，尊敬の念が増 していったの

です。互いに心を打ち明けて話し，相

手の話に心から耳 を傾 けるようにな り

ました。彼女 は続 けて こう言っていま

す。「舌 を切 られ， 目の飛 び出た5か

月にな る赤ちゃんが孤児院に連れて来

られた ときのことは，決 して忘れ られ

ません。」その赤 ちゃんが物乞い同様

の生みの母親 に危害を加え られた こと

を知 った とき，それは，以前に家で話

し合 ったこの国の実情 を肌で感 じる経

験 となりました。.また，人々への新た

な次元の愛が培われ始 めました。それ

は生命の尊厳 に対す る敬意です。 この
み

家族 は，「善 を行 うように導 く……御
たま

霊 を信頼 し」(教 義 と聖約11：12)，

徐 々に自分 自身 を変 える力 を経験 した

のでした。

天の力 は正義 を通 してすべての人に

与えられます。モルモンは 「善を行 う

ように誘 い，またキリス トを信 じるよ

うに勧めるものはすべて，キリス トの
たまもの

力 と賜物 によって送 り出されているの

であ る」(モ ロナイ7：16)と 言 って

います。

ジ ョセブ ・ス ミスが力 についての啓

示を受 けたのは，政治的な力の攻撃に

遭ってリバティーの監獄 に幽閉された

ときです。 ジョセフは初.め，敵に仕返

しをする ことを主に求 めま.した。「あ

なたの怒 りがわたしたちの敵 に向かっ

て燃 えますように」(教 義 と聖約121：

5)と 願 ったのです。御父はそれに対

してよ り大 きな祝福 をもってこたえら

れました。「息子 よ， あなたの心に平

安があるように。」(7節)そ して，忠

実 に堪 え忍ぶならば 「神 はあなたを高

い所 に上げるであろう。 あなたはすべ

ての敵 に打 ち勝 つであ ろう」(8節)

との約束を与えられたのです。

神が ジョセフ ・ス ミスに神権の力に

つ いて教 え られ た の は， 同 じ リバ

ティhの 監獄での ことでした。 「いか

なる力 も影響力 も，神権 によって維持

することはで きない，あるいは維持す

べきではない。ただ，説得により，寛

容 により，温厚 と柔和により， また偽

りの ない愛 によ 〔る。〕」(教 義 と聖約

121：41)神 権 の力が行使されるのは，

互いに仕 え合 うとき，説 き，教 えると

き，バ プテスマを施 し，聖任す るとき，
いや

癒 し，結び固め，回復 し，祝福 し，預
あかし

言や証 をするとき，そして正 しい行い

をす るときです。

一方
，人 に影響 を及ぼすこの世的な

力は，良い力である場合 とそ うでない

場合があ ります。 また，それは常に一

時的な ものです。人はすべて この力 を

持 っています し，.それは必要なことで

す。 この力は正し く使わなければな り

ません。 この力を正 しく使わないと自
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由を失うことがあ ります。教会が存続

できな くなる可能性 もあ ります。 もち

ろん，規則 も必要ですし，法律 も必要

ですが，「天 の力 は義 の原則に従 って

しか制御することも，運用す ることも

できない」(教 義 と聖約121：36)と い

う聖文を思い起 こす必要があります。

ある忠実な教会員の女性が，慈 しみ

の力が人生にもたらした影響 について
あかし

こう証 して くれ ました。

「わた しは8歳 にな るまで
， 自分 の

母親 に身体上 の障害があ るこ とな ど

まった く気づかずに育 ちました。母は

後に多発性硬化症 と診断 されました。

ビーハイブの1年 目の5月 のある朝，

目が覚めると，母は首から下が完全に

まひ して しまっていました。 目はすで

に見えな くなっていました。」

寝た きりであ りなが ら， この立派な

母親 は家事 をよく取 り仕切 りました。

娘 はさらに次のように記 しています。

「ある日
，オーブンを掃除す る当番

がわた しに回って きました。不満 を募

らせ，惨 めな気持ちで この役 目に取 り

かか りました。やが て母親 の寝 室に

行 って，哀れっぽい声ですねてみまし

た。すると母が涙 を流 しているのに気

づきました。母 は言いました。 『わた

しが起 き上がって，あのオーブンをゴ

シゴ シで きた らどれ ほ どいいか しら

ね。』それ以来わた しは，働 くことに

ついて違った見方 をす るようにな りま

した。今で もオーブンを掃除 しなけれ

ばならな くなると，あの ときのことを
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思い出 します。

母がそばにいて くれることで，わた

しは特別な祝福にあずか りました。彼

女はわたしの思春期の思いや疑問 を忍

耐強 く聞いて くれました。母はわた し

に， 自分 はこの世 の中でいちばんお も

しろ く重要な人物 であるかのように感

じさせて くれました。いっ も家庭 にい

て，気 を配 り，関心 を示 して くれまし

た。いつ もわた しのためにいて くれた

のです。」

この姉妹のお母 さんは，彼女が高校

3年 の春に亡 くな りました。 そのとき

の ことは次のようにつづられています。

「若 いころ
，何 よ りもつ らか ったの

は，学校か らだれ もいない家 に戻 り，

母の寝室に向か う長い廊下 を歩 くとき

で した。いつ もそぼにいて何で も打ち

明 けることのできた，親友にして相談

役がいなくなって しまったのです。 し

かし母 はわた しに，愛 と思いや り，知

恵，心の広 さという目には見えない永

遠め遺産を残 して くれ ました。わたし

は母の慈 しみに永久に感謝することで

しょう。」

この気丈 な母親は障害にもめげず，

人 を愛 し，啓発 し，また皆の心 を鼓舞

し，正義 を不朽 のものとし，善い行い

をす る力 を備 えていたのです。

神がわた したち一人一人 に力 を与 え

て くださっていることを自覚 していた

だきたいと思い ます。 それは実行する

力，選択する力，奉仕する力，愛する

力，多 くの善'をなす力です。今 こそ，

自分 を制するときではないで しょうか。

預言者ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管

長は こう言っています。㌧信仰 を持 ち，

……正 しい ことを行い ましょう。」わ

た したちに向けてこうも告げています。

「わたしたちには
，恐 れるべ きものは

何 もありません。神がわた したちを導

いてお られ ます。……主 は戒めに忠実

に歩 む人々 に祝福 を注いで ください ま
みわざ

す。」(「主の御業」『聖徒の道』1995年

7月 号，p.77)現 代 の預 言者 の助言

に従 う ことに より， また救 い主 イエ

ス ・キリス トの教 えに従 うことにより

正義 の力を求めて生 きることができま
み な

す ように。イエス ・キリス トの御名に

より申し上 げます。アーメン。



救い主の愛に包まれて

七十人

W・ クレイグ ・ズウィック

けんそん み たま

障害と謙遜さによって御霊を招く，信頼できる友入は，わたしたちに教

訓を与え，祝福をもたらします。

心 総 蕩鵡 ξ濃 手浬
ンクレー大管長の言葉 と思いは，救い

主がわたしたち一人一人 に願 ってお ら

れ ることであると，確信 しています。

ある晴れわたった夏の朝，わたした

ち家族は息子 のスコッ トが参加する特

別なオ リンピックを見に行 きました。

このオ リンピックは，障害を持つ人々

が，楽 しく競 い合 うために毎年開かれ

ます。50メ ー トル走が始 まり，位置 に

着 こうとす る選手たちは，特別な友人

の助 けを受 けてい ました。 この友人た

ちは，愛情 を込めて 「ハガー(抱 き締

めて くれる人の意)」 と呼ばれ てい ま

す。スター トの数秒前に，ハ ガーは，

ゴールラインの所に立ちます。だれが

最初 にゴールするかは問題ではあ りま

せ ん。大切 なの は，すべ ての選手 が

ゴールし，そ こでハガーか ら抱 き締め

られ祝福 されることです。勇気あるラ

ンナー と，思いや りのあるハガーが，

真理の大切 な原則 を教 えてい ました。

主は簡潔に こう言われ ました。「神

の戒めを忠実かつ熱心 に守 りなさい。

そうすれば，わたしはあなたをわたし

の愛の腕の中に抱 くであろう。」(教 義

と聖約6：20)救 い主の腕 に抱かれて，

慰 めを得たいとだれ もが願 っています。

救い主 は，その使命 を果たされ る問，

肉体や知能に障害のある人 に，深い哀

れみをもって接 し，その心 を見 られま

した。主の弟子に与え られた神聖な責

任 は，障害のある人々に愛 の手 を差 し

伸べ，主の模範に従 うことです。勇敢

な主の弟子は，奉仕 と愛の業を行 う有

意義な方法を探 し求めます。

リチャー ド・G・ スコッ ト長老の次

の勧告 は，的を射てい ます。「わたし

たちは，主が人に祝福 をもた らされる

ための仲立ちとなれ るのです。同時に，

救い主のわたしたちへの思 いや りと関

心， そして主の愛 の強 さとぬくもりを

聖 霊 を通 し て感 じ る で し ょ う。」

(Eηsゆ 『エ ンサイン』1994年5月 号，

P.9)

わた したちの仕事は，苦 しみ悩んで

いる人々のわずかな障害を も理解する

ことであ り，祈 りの気持ちで努めると

きに初めて達成 され ます。 それは，軽

い学習障害や失読症，軽度 の難聴か も

しれません。これらの人々は，わたし

たちの助 けなしには，救い主の優 しさ

にあずかることも，人生の喜びを味わ

うこともで きないか もしれません。

時には非常 に無慈悲なこの競争社会

にあって，だれ もが安 らぎを求めてい

ます。すべての人 は神 の霊 の子供であ

り，すばらしい価値 を持ってい ます。
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知的障害を持つ少女メア リーは，教

会員ではありませんが，何にで も参加

した くて， うず うず していました。そ

れを感 じ取った数人の若い女性 たちが，

ワー ドで計画した劇 に参加 するよう，

招待 しました。彼女の家族は発表会に

招かれ ました。 メア リーの父親 は，娘

が参加できるように配慮 して くれた教

会について， もっと知 りたいと思い ま

した。そ して家族全員が福音 を受 け入

れ，バプテスマを受 けました。

思いや りのある友達や教師，監督，

そして孤独感や疎外感を取 り除いて く

れたすべての人 に，感謝 してい ます。

有意義な参加 の場が，いつでもあ りま

す。そして，すべての人がその過程で，

高め られ，豊か になれます。

ナバロ姉妹は，チ リ南部の小さな村

に住 んでいます。関節炎 を患っている

ために，歩 くときは激 しい痛みを感 じ
つえ

なが ら，杖にすが らなければな りませ

ん。彼女はもう19年 間，知的障害のあ

る娘 さんの手を引き，杖 をついて，足

を引きず りなが ら2マ イルの道を教会

に通 っています。そんな彼女 にとって，

扶助協会 の聖歌隊指揮者の召しは，か

けがえのない ものです。進んで人 に手

を差 し伸べ る彼女のもとに，人々は引

き寄せ られます。そして，障害者の娘

さんを皆で助けています。

救 い主は限 りない徳をもってすべて

の人が喜びを得 られるようにしてお ら

れ ます。 「すべての人 に， ほかの人 と

同様 の者 となる特権が与 えられてお り，

それ を禁 じられ る者 はだれ一人 いな

い。」(2ニ ーファイ26：28)一 人 一人
たまもの

が独 自の賜物を授かってお り，各 自が

受 けたものに相当する貢献をす る必要

があ ります。

ジェイ ミー ・ウィーラーは，車越 し

た16歳 の青少年です。彼 はダウン症 と

いう障害を持って生 まれました。しか

し，ワー ドで召しを受け，監督 を助 け，

大活躍 してい ます。 ボーイスカウトの

プログラムにも活発 に参加 しています。

実 に彼 は，人々に貢献 し，心か ら愛 さ

れ，感謝 されています。

預言者ジ ョセブ ・スミスは こう教 え

ています。「神が この世 に送 られたす

べての人の心 と霊は，成長する可能性



を 持 っ て い る。」(7滋6肋 η88(ゾ 漉θ

P%砂 勉'ノ ∂∫砂 ぬS初Z漉 『預 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス の 教 え』p354)
けんそん み たま

障害 と謙遜さによって御霊 を招 く，

信頼できる友人 は，わたしたちに教訓

を与え，祝福をもたらします。そして，

新 しい次元の信仰，勇気，忍耐，愛，

個人の価値 を教 えて くれます。

重度の障害を持つ4入 の青年が，ブ

ラジルのサンパ ウロ神殿で働 いていま

す。それぞれの障害は異な りますが，

美しい神殿内の安 らか さに貢献すると

き，何千 もの人々に祝福 をもた らして

いるのです。聖文 に こうあ ります。

「人の価値が神の目に大いなる もので

あることを覚えておきなさい。」(教 義

と聖糸勺18'10)

わ た しの心は，知的障害 を持 って生

まれた長男のスコットへの深い感謝の

念 と愛で満たされています。スコット

の勇気 と愛は，多 くの友達や家族 に，

御霊 を通 して，「救い主のわた したち

への思いや りと関心，そして主の愛の

強さとぬ くもり」(『聖徒の道』1994年

7月 号，p9)を 感 じさせて くれ ま
はんりよ

す。 また，永遠の伴侶， ジャンに感謝

します。彼女の信仰 と子供たちへの優

しい愛は，家庭を平安 な場所にして く

れ ました。妻 は，神の子供たち一人一

人を元気づける方法 をいつ も見 いだ し

て くれ ます。

神の子供一人一人への愛 を表 された

ときの救 い主の気持ちについて考 えて

ください。群衆は 「涙 を流しなが ら，

もうしばらくとどまっていてほしい と

願 うかのように，イエス をじっ と見詰

めてい」 ました。

「そ こで
，イエスは彼 らに言われた。

『見 よ，わた しの心は，あなたがたに

対する哀れみに満たされている。

あなたがたの中 に病気の者がいるか。
いや

彼 らをここに連れて来なさい。 癒

してあげよう。わたしはあなたがたの

ことを哀れに思 〔う。〕

あなたがたの信仰がわた しから癒 し

を受けるのに十分であることも，わた

しは知 ってい る。』」(3ニ ー フ ァイ

1715-8)

わ た したち一人一人が，その信仰に

より，救い主の愛の腕の中 に抱かれて

いると感 じられるように願っています。

救い主が生 きてお られ，わたしたち一

人一人 を親 しく知っておいでになるこ
み な

と を， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り
あかし

証 し ま す 。 ア ー メ ン。
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イスラエルの救い主

七十人

ブルース ・D・ ポーター

ほうと う

主は，放蕩にふける者たちを捜し出し，天の家に連れ帰るために長い道

のりを旅されます。疲れ果て，飢えて，虐げられたわたしたぢを捜し出す

と，食べさせ，飲ませてくださいます。

ほ う とう

蕩息子のた とえ話 は，わた した

放 ちすべてに当て はま ります。わ
たしたちは，ある意味で，だれもが天

父の放蕩息子であ り娘であることに，

この話か ら思い当た ります。なぜなら

使徒パ ウロが記 してい るように 「……

すべての人 は罪 を犯 したため，神の栄

光 を受 けられな くなって」いるか らで

す(ロ ーマ3：23)。

救 い主のた とえ話 に登場する道を踏

み外 した この息子のように，わた した

ち も前世 とい う故郷 を離 れ， 「遠 い

所」 に来てい ます(ル カ15：13)。 放

蕩息子のように，わた したち も神聖な

受 け継 ぎを頂いていなが ら，罪のため

にそれ を浪費 し，霊的に 「ひ どい きき

ん」 を経験 しています(同14節)。 放

蕩息子のように，苦い経験 を通 じてわ

たしたちも， この世的な楽 しみや娯楽

が豚の食べるいなご豆ほ どの値打ちも

ない ことを知っています。わた したち
ゆる

は，御父に赦 しを請 い，天の家 に戻 り

たい と切に願っています。

久 しく罪にさまよい

主 を呼び求 めぬ

(「イスラエル の救い主」 『賛美歌』4

番第3節)

放 蕩息子のた とえ話の中で，兄の方

は父親に対 していっも誠実でした。彼

はこう言 ってい ます。「わたしは……

一度 でもあなたの言いつけにそむいた

ことはなかった」(ル カ15：29)。 同様

に，救いの計画の中にあって，御父の

長子 は，罪 も汚れ もありませんでした。

しか し，両者には大 きな違いがあ りま

す。たとえ話の中で，兄 は戻 って来た
しっ と

放蕩 の息子への歓迎ぶ りに嫉妬 しまし

た。一方，救いの計画では，長子は放蕩

者の帰 りを可能 にしておられるのです。

御父 は主 を，御自身の息子，娘 を罪

の縄 目か ら救 うために遣わされ ました。

主 は哀れみに満ちた心でこう言われ ま

した。「わた しは彼 らを， その犯 した

すべての背信から救い出して， これを

清める。」(エ ゼキエル37：23)主 は，

放蕩 にふける者たちを捜 し出し，天の

家に連れ帰 るために長い道の りを旅さ

れ ます。疲れ果て，飢えて，虐げられ

たわたしたちを捜 し出すと，食 べさせ，

飲 ませて くださいます。主はわたした

ちの中に住 まわれ，重荷 をともに負っ

て くださいます。そして最後 に，至高

の愛 の行為 として，長子なる主はすべ

てを投げ出して，わた したち一人一人
あがな

を順 って くださいます。わたしたちの

聖徒 の道/1996年1月 号
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負債 を完全に支払 うため，御 自身の富，

すなわち持てるすべてを犠牲にして く

ださるのです。

主が備 えられたこの順いの機会を拒

む人々がい ます。高慢 な心に支配され

た彼 らは，悔い改 めよ りも束縛 を選 び

ます。 しか し，主の申し出を受 け入れ，

誤 った道か ら立ち返ろうとする人々は，
いや たまもの

罪 から癒 され，主の賜物 として自由を

得 ます。 これ らの人々を，主は喜びの

歌 をもって御父のみ もとに導かれるの

です。

天父の長子が罪の縄 目からわた した
あかし

ちを贋って くださったことを証 します。

わたしたちは買い取 られた民です。パ

ウロの言葉を借 りれば，「代価 を払 っ

て買い とられた」のです(1コ リン ト

7：23)。 ゲ ツセマネの園で御父の長

子 は，「万物の下に身 を落：と」 され ま

した(教 義 と聖約88：6)。 主 は 「わ

れわれの病 を負い，われわれの悲 しみ

をにな」われ ました(イ ザヤ53：4)。

ゴルゴタの丘で主 は，御 自分がその罪

を贋った人々の手で十字架 にかけられ

て 「死 にいた るまで， 自分の魂 をそそ

ぎだ し」(同12節)， 惜 しみな く命をさ

さげ，世 に打ち勝たれました。

地上に降臨 ざれ る前 に，主はアブラ

ハム，イサク，ヤコブの神，全地の創
あ

造主であり，偉大な 「わたしは有る」

と言われた御方で した。 この至高の状

態か ら主 は降臨され，最 も貧 しい環境

の下にお生まれになったのです。人 と

しての悲 しみを経験 するためです。 こ

の世的な身分ではな く，主 はみすぼら

しい馬屋 に生 まれ，大工 として素朴な

人生を送 ることを選 ばれ ました。パ レ

スチナの人々か ら見向きもされないへ

んぴな村で成長 されました。自分の名

声 を求め ることもなく，「かわいた土

か ら出 る根のように育 〔ち，〕 われわ

れの見るべき姿」 もあ りませんでした

(イザヤ53：2)。

主 は政治的権力 を握 り，名誉 を得 る

こともで きたでしょうが，それ よりも

人々を癒 し，教 えることを選 ばれまし

た。ローマの圧政から解放することで

人々の歓心を買うこともできたでしょ

うが，それよりも彼 らを罪か らお救い

になり，御 自分の民から拒 まれ ました。



ガリラヤでの栄光 を捨てて，エルサ レ

ムでの屈辱 に満ちた裁判 を経験 され ま

した。 そして文字 どお り，主イエス ・
あがな

キ リス トはわたしたちの蹟いのために

「すべての人 の苦を引 き受け」(教 義 と

聖約1811)， 最大 の要求 に こた えら

れました。

「しか し
，世の人々 は自分たちの罪

悪のために， この御方 を取 るに足 りな

い者 と判断す る。 それで彼 らはこの御
むち

方を鞭打つが， この御方はそれに耐え

られる。 また彼 らはその御方 を打つが，

この御方 はそれにも耐 えられ る。 まこ

とに，彼 らはこの御方 につばきを吐き

か けるが， この御方はそれにも耐 えら

れ る。それは， この御方が人の子 らに

対 して愛 にあふれた優 しさと寛容 に富

んでお られ るか らであ る。」(1ニ ー

舗

麟
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フアイ19：9)

数 年前，わた しはク リスマスを間近

に控 えてエルサ レム を訪れ ました。街

は冷た く荒涼 としてお り，政治的な緊

張の高 まりが街の様子からうかがえま

した。 しか しわた しの心 には平安が満

ちていました。 この地 こそ，主がこよ

な く愛 された街であ り，主が永遠の犠

牲 を払われた場所である と知 っていた

からです。全人類の救い主が住 まわれ

た地であると知 っていたか らです。

土曜 日の夜遅 くに合衆国 に帰国しま

した。安息 日の夜が明け，時計のベル
きよ

で目を覚 ます と 「おお 聖 き夜」の歌

詞が聞こえてきました。

嚢1騰葉

「いや しき馬ぶねには

い

世の王の王寝 ね給 う」(『レク リエー

シ ョ ン歌 集 』pp171-174)

そして，イスラエルの救い主の完全

な生涯 と輝か しい犠牲 に思いをはせる

と，涙が込み上げて きました。主 はま

さに，へ りくだった人々の友 として，

柔和な人の希望 としてお生まれになっ

たのです。

主イエス ・キリス トが，悔い改めを

条件 に，わ た したちの罪 の代価 を支
あかし

払って くださった ことを証 します。主

は御父の長子であ り，イスラエルの聖

者です。復活 の初穂です。主 は生 きて

お られ，わた したちの瞭い主， 「われ

らの喜び，・… 救 い主，わが王」であ

ることを証 します(『 賛美歌』4番)。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て ，

ア ー メ ン。
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主を信頼する

十二使徒定員会会員

リチャー ド ・G・ スコッ ト

主の時に従って解決策がもたらされ，平安が満ち，むなしい思いが払いの

けられます。これは確かなことです。

心 娑縦 野 鍵 器：憲
いをするものです。特に，自分では良

い ことに思え，主か らの答えが大 きな

喜びと幸福を もた らすように思 えると

きに答えがないと，つ らい気持ちが し

ます。病気の克服であれ，孤独感か ら

の解放であれ，道 を踏み外 した子供の

改心であれ，心身 の障害 との共存 であ

れ，衰弱 してい く愛する者の生存 を祈

ることであれ，肯定の答 えが頂 けるこ

とはいかにも合理的であ り，幸福 に欠

かせないものである， と思いがちです。

従順 に生活することによ り得 られる深

く誠実な信仰が希望 どお りの結果 を出

して くれない と，わた したちはどう考

えていいか分か らな くな ります。

逆境を好む人はだれ もい ません。試

練や失意，心痛には，基本的に異 なる

二つの原因があります。 まず，神 の律

法に背 く人々には常に苦痛が伴います。

しかし，逆境の もう一つの原因は，わ

た したちの人生 において主御 自身が目

的を達成 しようとしておられることか

ら来 るものです。試練 を通 してわた し

たちをさらに鍛 えようとい う目的です。

したがって，わたしたちの試練や問題

が どちらか ら来ているのかを見極める

ことは，非常 に重要です。対処 の方法

が まった く異なるか らです。

まず，罪によって心を痛めている人

人の場合です。悲しみから完全に抜け

出すには，打 ち砕かれた心 と悔 いる霊

によ り悔い改める以外 に方法がない こ

とを心に留めて くだ さい。すべてにわ

たって主に頼 り，主の教 えに添った生

活をする必要があ ります。そうする以
いや

外，永続す る癒 しと平安 を得 ることは

不可能です。へ りくだって悔い改める

のを引 き延ばす ことは，心の安 らぎを

得るうえで遅れや妨 げのもとにな りま

す。 自分の過 ちを認め，援助 を求めて

ください。監督 は，皆さんの友であ り，

心に平安 と充実感 を再 び見いだすうえ
かぎ

で鍵 となる人です。悔 い改めるための
ゆる

強さを得て赦 しを受 ける道は，皆 さん

の前 に開かれています。

では， もう一つの理由で逆境 に直面

している方々に提案 をさせていただ き

ます。天の御父が知恵をもって皆 さん

に下 される試練 は，皆さんがふさわ し

く義 にかなった生活 をし，主の戒めに

従っているときでさえ必要なのです。

試練 というものは，えて して順風満

帆 に思 え るような ときに，重 なって

やって来 るものです。そうした試練が

もし不従順 によるものでなければ，そ

れは，皆 さんにさらに成長する準備が

で きた， と主が感 じておられるしるし
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です(箴 言3：11-12参 照)。 皆 さん

の成長 と理解 と思いや りに拍車 をか け
せっ さ たく ま

て皆さん を切磋琢磨 し，そこから，永

遠 にわた る利益 を勝 ち得てもらうため

です。皆 さんが現在 の状態か ら主が意

図してお られ る状態へ と移 るには，か

な り背伸びをしなければならず，往々

にしてそれが不快感や苦痛 をもた らす

のです。

逆境 に遭 うと，た くさんの疑問がわ

いて きます。有益な疑問 もあればそう

でない もの もあ ります。なぜわた しに

こんなことが起 こらなければならない

のか とか，なぜ今 こんな ことに苦 しま

なければならないのかとか，一体わた

しが何 をした というのだ， といった疑

問は，皆 さんを迷路 に陥れるだけです。
みこころ

神の御心 に反抗す るような質問 をして

みた ところで何の解決 にもな りません。

そうではな く，わたしには今何ができ

るだろうか， この経験か ら何 を学べ ば

よいのだ ろうか，わたしはどう変われ

ばよいのだろうか，だれを助 けた らよ

いのだろうか，これまでの試練の中で

受 けてきたた くさんの祝福 をどのよう

にして思い起 こせばよいだろうか， と

自問 して くだ さい。心の奥底 にある個

人の望 みを二の次 にして主の御心に従

うのは，大変難しいことです。 しかし，

心か らの確信 を抱いて 「あなたの御心

をお教 えくだ さい」，「あなたの御心が

成 ります ように」 と祈れば，皆 さんは

愛 に満ちた天の御父から最大限の助 け

を受け られる強い立場 に身 を置 くこと

になります。

この人生は心か らの信頼 を基 とした

経験の場です。つまり，イエス ・キリ

ス トへの信頼，イエス ・キ リス トの教
み たま

えに対す る信頼，聖なる御霊に導かれ

るわたしたちの能力への信頼です。聖

なる御霊 に導かれたわた したちは，主

の教えを通 して この世では幸福 を得，

永遠の世界 では目的のある幸福な至高

の存在 として生活することができるの

です。信頼 とは，結果 を知 らされない

まま，初 めか ら進 んで従 うことです

(箴言3：5-7参 照)。 そして，好 ま

しい結果 を望むのであれば，主への信

頼 をさらに強 く永続するものにす るよ

うに努め，個人の感情や経験から来 る



一

自信 は抑 えるようにしなけれ ばな りま

せん。

信仰を行使す るとは，主が皆さんを

理解 したうえで事 を行っておられると

いうことに対 して， また皆さんの永遠

の利益のためにそれ を行 って くださる

ということに対 して，たとえいかなる

方法でそれが行われるか理解で きな く

ても，信頼 を置 くことなのです。永遠

の事柄な らびにこの世でのその影響力

に関す るわた したちの理解は赤ん坊の

ようです。 しかし，わたしたちは時々，

一か ら十まで知 ってい るかのように行

動することがあ ります。主の目的のた

めに試練を経験 しなければな らないと

きがそうです。そのようなときは，主

に信頼 を置き，主への信仰 を行使 して

くだ さい。主 はきっと皆さん を助 けて

くだ さいます。主か らの助 けは一般 に，

段階を踏んで一つ一つやって来 ます。

その各段階を通る間，成長か ら来 る苦

痛や困難は続 きます。すべてが一度の

祈 りで解決されれ ば，皆さんは成長で
あい し

きません。天の御父 とその愛子は皆 さ

んを完全な愛で愛 してお られ ますか ら，

その困難が皆 さんや皆 さんの愛す る人

人のためにどうして も必要なものでな

ければ，皆さんにこれ以上苦 しい思い

をさせ るはずがあ りません。

主はすべてにわたってわたしたちの

完全 な模範です。ゲツセマネで御父に，

「わが父 よ
， もしで きることで した ら
さかずき

どうか， この杯 をわた しか ら過ぎ去 ら

せて ください。 しか し，わたしの思い

のままにで はな く，み こころの ままに

なさって下 さい」(マ タイ26：39)と

言 われた主以上 に，完全な信仰 と偉大
かんへき

な従順 と完壁 な理解 を示 した人がほか

にいるでしょうか。後 に主は，再 びこ

う嘆願 してお られ ます。「わが父 よ，

この杯 を飲むほかに道がないのでした

ら， どうか，みこころが行われ ます よ

うに。」(マ タイ26：42。 同44節 も参

照)

わ たし自身，心から感謝 しているの

は，最 も大切なことを願 う心からの切

なる祈 りの ときで も，「み こころが行

われます ように」(マ タイ26：42)と

い う言葉で締め くくるように救い主が
みこころ

教えておられる点です。御父の御心を

進んで受 け入れようとい う皆さんの気

持 ちは，御父が知恵をもって決断され

たことを変えるものではあ りません。

しか し，その決断が皆 さん個人 に与 え

る影響 は確実 に変わ ります。御父の御

心に進んで従 うなら，主の決断は，皆

さんの人生 に今 までにない大 きな祝福

をもたらすで しょう。わたしは次のこ

とに気づ きました。天の御父はわたし

た ちの成長 を心か ら願 ってお られるの

で，ほ とんど聞き取 れないほどかすか

なが らも穏やかな促しの声 を送 って く

バー テル ・トルバルセ ン作 「クリスタス」の レプリカ。 テンプルス クウェアの訪

問者センター北館にある。
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ださってお り，わた したちが不平 を言

わずに進んで従えば， その声 を聞 き取

る力が増 し加 えられ，主の御心を非常

にはっきりした形で知 ることができる

ということです。 この悟 りはわたした

ちが信仰 を持つ ときに，すなわち自分

の望みに反することであっても主の御

心を行 おうとす るときにもたらされ ま

す。

天の御父は，皆 さんの必要 としてい

るものや望み，願 いを言葉 に表すよう

に招いてお られ ます。 しか しそれは，

交渉の ようにして求めるべ きではあり

ません。 どのような指示が出て も主の
みこころ

御心 に喜んで従 うという態度が必要で

'す
。主が言われた 「求 めなさい。 そう

すれば与 えられるで あろう」(3ニ ー

ファイ27：29)と の招 きの言葉は，皆

さんの望む ものはすべで与 えられ ると

いう約束の言葉ではあ りません。完全

な愛 をもって皆さんを愛 してお られ，

皆 さん自身が願 うよりも皆 さんの幸福

を願ってお られる天の御父の判断 に基

づき，そのふさわしさ と必要に応 じて

授 けられ るのです。

皆 さんの人生の中で主によって一つ

の大切 な扉が閉 じられるとき，主 は，

皆 さんの信仰の度合いに応 じて，閉じ

られた扉の替わ りになる別 の扉 をた く

さん開けて，愛 と思いや りを示して く

ださい ます。 また，行 く手 を明るく照

らすために霊の光 を与 えて くださるこ

とでしょう。それはしばしば，最 も過

酷 な試練 を経験 した後で，すべてを御

存 じである御父の愛 と思いや りの現れ

として もた らされ ます。それは皆 さん

をさらに大 きな幸福や さらに深い理解

へ と導 くものであ り，主の御心を受け

入れてそれに従おうとする決意を強め

て くれるものとなるでしょう。

救い主に対 して信仰 を持 ち，救い主
あかし

の教 えに対 して証 を持てるのは，何 と

驚 くべき祝福で しょうか。 この輝 ける

導きの光に恵 まれている人 は，世界で

もご く少数です。回復 された完全な福

音 は，永遠 の見地 と目的 と理解 をもた

らして くれます。人生の中の，不公平

で，不平等で，理屈に合わない と思え

るような難 しい問題 にも対処できる力

を与 えて くれ るのです。 『モル モ ン

書』 をはじめとする聖文の言葉 に思い

をはせることによ り， この霊的な真理

を学ぼうではあ りませんか。 この教 え

を，理屈だけでな く心で も理解で きる

ようにしましょう。

最 も困難 な問題 をも克服する力 と勇

気 と能力 を伴 った永続する幸福 は，イ

エス ・キリス トを中心 にした生活から

生まれます。主の教 えに従順になれば，

堅固な土台ができます。 これには努力

が必要です。それこそ一夜漬けででき

る もので はあ りませ んが， 主の時 に

従 って解決策が もた らされ，平安が満

ち，むなしい思いが払いのけられ ます。

これ は確かなことです。

最近，ある偉大な指導者が，高齢 に

伴 う体の障害 にもかかわらず，「わた

しは今の状態に感謝 しています」 と語

りました。幸福 の窓を開 くのに，受 け

てい るた くさんの祝福に思いをはせ る

のは一つの知恵です。

逆境が皆 さんの生活のすべてを飲み

込んでしまうことのないようにして く

ださい。 自分 に何が できるか考 えま

しょう。できるところか ら始めて くだ

さい。 そして しばらくの間，で きない

ことはすべて主にお任せし，その間ふ

さわ しい方法で人のために尽 くし，そ

れか ら再度 自分 に何ができるか を検討

してみるのです。

悩みを抱 え， そのために気持ちが沈

みがちな ときでも，平安 と喜びが得 ら

れるとい うことを知 って ください。そ

うです。苦痛や失意，不満，悩みは，

人生 とい うステージで繰 り広げられ る

劇のほんの一場面にす ぎないのです。

そしてその場面 の背後には，平安 と，

愛 に満ちた天の御父が約束を守って く

ださるとの確信があるのです。その約

束 を成就するには，御父の幸福の計画

を理解 し，すべての儀式 を受け，聖約

を守 ることにより御父の御心を受け入

れるとい う決意 をしなければなりませ

ん。

主の計画 は，主 とともに生活できる

ように皆さんを高め，大 いなる祝福 を

授 けるというものです。 これにふさわ

しいかどうかは皆さんの成熟 と進歩，

愛，そして人に仕える力 によって決 ま

ります。主 は皆 さんが神 となれ るよう
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に備 えて くださっています。皆さんに

はまだその意味が十分 には理解で きな

いでしょう。 しかし，主は御存 じです。

主を信頼 し，主の御心 を探 し求めて，

それに従 って ください。そうすれば，

皆 さんのこの世の限 りある心では理解

も及 ばない祝福を受け られるでしょう。

皆さんの天の御父 と御子は，何が幸福

をもた らすかについて，皆 さんよりも

よく知っておいでにな ります。御二方

は皆 さんに幸福の計画 をお授 けにな り

ました。理解 して従えば，幸福 という

祝福 は皆 さんのものとなるで しょう。

この神聖な計画にかかわる儀式 と聖約

に従い，それらを受け入れて大切にす

るならば， この世 において大 きな満足

を味わえます。それはまさにすべてに

勝 る幸福です。そして皆さんは，神の

王国に入 る資格を得た愛する人々 と≧

もに永遠 にわたる栄光の生活 を送 る備

えをするのです。

これ までお話 しした原則が真実であ

ることをわたしは知っています。それ

は，数々の個人的 な厳 しい試練 を通 し

て証明されてきました。 まずは皆さん
み て

の人生の中に主の御手が現れているこ

とを認 め，不平を言わずに主の御心 を

受け入れることから始 めましょう。た

とえそ う決めて も，皆 さんを成長させ

るための苦 しみはす ぐには取 り去 られ

ないで しょう。 しか しわたしは証 しま

す。 これこそが強 さと理解力を得るた

めの最良の方法なのです。そのような

姿勢 は，理由の分か らない人生の窮境

に立たされたときにあなたを救 って く

れます。手探 りであったはずの人生が，

実 りある意義深い ものに変わってい く

のです(教 義 と聖約24：8参 照)。

天の御父が皆さんを愛 しておられる

ことを証 します。 そして，救い主が皆

さんを幸福にするために命 をささげら

れた こ とを証 します。わた しは主 を

知 っています。主 は皆 さんが必要 とし

ていることをすべて御存 じです。皆 さ

んが不平 を言わずに御二方の御心を受

け入れれば，御二方は皆さんを祝福 し

支えて くださるでしょう。わたしはそ

の ことをはっきりと知 ってい ます。イ
み な

エス ・キリス トの御名 により申し上 げ

ます。アーメン。



ゆ る

輝かしい赦しの朝

十二使徒定員会会長代理

ボイド・K・ パツカー

滅びの道を選んだごく少数の入は別として，悪習，薬物の乱用，反抗，

背き，違反などのために，完全な赦しという約束から除外される入は一入

もいないのです。

47年4月 ， ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ は

18 開拓者たちの最初の一行 を連れ
てウィンタークォーターズを出発 しま

した。 時 を同 じ くして， そ こか ら

2，600キ ロ西方では，哀れな ドナー隊

の一行の生存者たちが， シエラネバ ダ

山中をサクラメン ト渓谷に向かってい

ました。

彼 らは，山頂直下で雪 に見舞われて

身動 きがで きず，厳 しい冬 を過ごした

のでした。何 日，何週間，何か月 にも

わたって，飢 えと苦 しみの中で生 き延

びた人がいた ということ自体，信 じ難

いことです。

生存者 の中に15歳 のジョン ・ブ リー

ンがい ました。4月24日 の夜，彼 は，

ジョンソン牧場にた どり着きました。

何年か後 に，彼は次のように書いてい

ます。

「ジ ョンソン牧場 に着 いたの は， 日

が暮れてかな りの時間が経過 してか ら

の ことであった。 そのため，牧場 を見

たのは空が白みかけてか らのことだっ

た。天気 は良 く，地は緑の草に覆われ，

鳥のさえず りが木々の こずえか ら聞 こ

えていた。旅は終わった。自分が生 き

ていることが信 じられなかった。

あの朝 目にした光景 は，写真のよう

に心に焼 きっいている。ほ とん どの出

来事 は記憶のかなたに消 えてしまった

が，ジョンソン牧場のそばのあの野営

地の光景 はいつ も心 に残 っている。」1

わ た しは初め，「ほ とん どの出来事

は記憶のかなた に消 えてしまった」 と

いう彼の言葉をいぶか しく思い ました。

数か月 にも及ぶ信 じ難いほどの苦痛や

悲 しみが ， どうして心か ら消 えて し

まった と言 えるのでしょうか。過酷で

陰 うつな冬が， どうして明 るい朝 の光

景に取 って代わ られたので しょうか。

しばらく考えたわた しは， それは，

決 していぶか しく思うようなことでは

ない と思 うようにな りました。わたし

の知っている人 にも，同じようなこと

があ りました。一人の人が，罪悪感 と

霊的飢餓 とい う長い冬 を経験 した後 に，
ゆる

赦 しとい う朝を迎えるのを見たのです。

赦 しの朝 を迎 えた とき，人 は次のこ

とを学び ます。

「見よ
， 自分の罪 を悔い改めた者 は

赦 され，主 なるわた しはもうそれを思

い起 こさない。」2

「わた しこそ， わた し自身のた めに

あなたのとがを消す者である。わたし

は，あなたの罪 を心にとめない。」3

「わた しは彼 らの不義 をゆる し
， も

はやその罪 を思わない。」4
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「わたしは
，彼 らの不義をあわれみ，

もはや，彼 らの罪 を思い出す ことはし

ない。」5

預 言者 アルマ は，若 かった ころ，

「永遠 の苦痛 に責めさいなまれ…… き

わめてひ どい苦 しみを受け」6ま した。

「おお，…… 自分が追放 されて霊 と

肉体が ともにな くなって しまえば」7

と思ったほ どでした。

しかし，彼の心 に一つの思いが浮か

びました。その思いをはぐくみ，それ

に基づいて行動した とき，赦 しの朝が

やって来 ました。アルマは言っていま

す。

「わた しは二度 と罪 を思 い出 して苦

しむことがな くなった。

おお，何 とい う喜びであったことか。

何 という驚 くべき光 をわたしは見た こ

とか。まことに，わたしは前に感 じた

苦痛 に勝 るほどの喜びに満た されたの

である。」8

大 きな過ちを犯 した人か ら手紙が来

ます。彼 らは 「わた しは赦 されるので

しょうか」 と尋ねます。

その答 えは，「はい」です。

福音は，悔 い改めることにより，苦

しみや罪悪感か ら解放 されると教 えて

い ます。完全 な福音 を知 った後で滅び

の道 を選んだごく少数の人 は別 として，

悪習，薬物の乱用，反抗，背 き，違反な

どのために，完全 な赦しという約束か

ら除外される人は一人 もいないのです。

「主 は言われ る。 さあ， われわれは
たがい

互 に論 じよう』。た といあなたがたの
ひ

罪は，緋 のようであっても，雪のよう
くれない

に白 くなるのだ。紅のように赤 くて も，

羊の毛のようになるのだ。」 これは真

実です。 そしてイザヤはこう続けてい

ます。「もし， あなたがたが快 く従 う

な ら……。」9

さて，聖文 で約束 されている神の恵

みが与 えられ るのは，「わたしたちが

最善 を尽 くした後」loのみです。

あなたは，自分が犯 した過 ちは霊的

に不 当な ことではない と言 うか もしれ

ません。 しか し，背いたことに変わ り

はな く，反抗 した り，怒 った り，冗談

で ごまかそうとした りして もだめです。

それは無駄な ことであり， またそうす

る必要 もあ りません。



'

戻 る道 はあ ります。しかし，あなた

の感情を傷つけないために， もしわた

しが厳 しいことを言わなかった とした

ら， それはあなたの助 けにはならない

で しょう。

ジ ョン ・ブ リーンは，単なる望 みだ

けでジョンソン牧場での輝かしい朝 を

迎 えたのではあ りません。彼 は苦しみ

なが ら，一歩一歩 もが くようにして進

んだのです。生 き延 びられ ることが分

かったとき，苦 しみが終わ ることが分

かったとき，彼 は， 自分 のつ らい体験

について不平を言 う.ことはあ りませ ん

でした。 また山を下 る間，彼にはず っ

と助 けがあ りました。救助 隊 と一緒

だったのです。

犯 した罪が ささいな場合，謝罪だけ

で律法の要求 を満た します。 こうした

過 ちのほとんどは自分 自身 と主 との問

で解決で きます。ただ，それは速やか

に行 われ なければな りませ ん。II主に

告白し，償 いをする必要があります。

主 は，わた したちが心から悔 い改め

ていることを実生活の中で示 し，「そ

れ を告白 し， そ してそれを捨 てる」12
ゆる

な ら ば ， 「い つ も罪 の 赦 し を保 て る 」13

ようになると約束 して くださってい る

のです。

アルマは，道を踏み外 した息子 に，

「罰がなければ
，人 は悔い改 めをす る

こ とがで きなか った」14と率直 に言 っ

ています。

罰 は，ほとんどの場合， 自分が自分

に課 す苦 しみ となって現れ ます。それ

は，特権 を失 うことにより進歩で きな

くなることか もしれ ません15(詳 し く

は，注参 照)。 人 は，罪のために罰せ

られない としても，罪そのものによっ

て罰せられるのです。

背 きの中には，懲戒 を受 けることに

よって初めて赦 しの朝 とともにやって

来 る救 いを得 られ るものがあります。

あなたの過ちが深刻なものであれば，

監督の ところに行かなければな りませ

ん。ジ ョン ・ブリー ンを山か ら連れ出

して くれた救助隊の ように，監督 は，

教会 としての赦 しに必要な道 を踏める

よう導いて くれ ます。それに加えて主

，か ら直接 の赦 しを得 るた めには，各自

で努力 しなければなりません。

赦 しを得 るためには償いが必要です。

それは，奪 った ものを元 に戻 し，傷つ

けた人の苦 しみを和 らげることです。

しかし，時には奪 った ものを返せな

い場合があ ります。奪 った ものが自分

の ところにないか らです。例 えば，だ

れかを とてっもな く傷つけてしまった

場合，あ るいはだれかを辱 めてしまっ

たような場合，それはあなたの力 だけ

で元 に戻す ことはで きませ ん。

また，壊 した ものを修復で きない場

合 もあ ります。ずっと昔のことであっ

た り，傷つけた相手があなたの償いを

拒否す る場合 もあ ります。 また，傷が

あま りにも深す ぎて， どれほど必死 に

願って も元に戻せない こともあ ります。

償いがないか ぎり，あなたの悔い改

めは受 け入れ られません。犯 したこと

のや り直しが利かない場合，あなたは

身動きがで きな くな ります。そのとき，

どれほど困 った気持ちにな り，あきら

めて しまいた くなるかは，容易に理解

できるのではないでしょうか。アルマ

がそ うで した。

アルマを救った思いは，人が元 に戻
いや

せないことを元 に戻す こと，人が癒す

ことので きない傷を癒す こと， 自分が

壊 して修復で きない ものを修復するこ
しょくぎい

と，それこそ，キリス トの照 罪 の目的

である， というものでした。後 にアル

マはこの思いに基づいて行動 しました。

あなたの決意が固 く，最後の1コ ド

ラン トまで支払 お うとす る とき，16償

いの律法 は差 し止め られ ます。 そして，

償 いの義務 が主に移され，主が あなた

に代わって償われるのです。

繰 り返 します。滅びの道 を選 んだご

く少数の人は別 として，悪習，薬物の

乱用，反抗，背 き，違反などのために，

完全 な赦 しという約束か ら除外 される

人は一人 もいないのです。これは， キ

リス トの腰罪が もた らす約束です。

どのようにしてすべてが償われるか，

わたしたちには分か りません。現世で

終わ らないものもあるか もしれ ません。

啓示や訪 れな どか ら分かっていること
しもべ

は，主の僕たちは，幕の向 こう側で も
あがな

贋いの業を続けているということです。17

この知識 は，罪の有無 にかかわらず

わた したちにとって慰め とな ります。

わた しが考 えているのは，道をそれた

子供たちの過ちのために堪 え難い苦 し

みを味わい，希望 を失っている父親，

母親の ことです。

教会員の中には， どうして神権指導

者たちが，自分をあ りの ままに受け入

れ，純粋なク リスチ ャンとしての愛 を

もって慰 めて くれないのか と思 う人 も

いることで しょう。

純粋なクリスチャンとしての愛，つ

まりキリス トの愛は，すべての行いを

容認す るものではありません。親であ

ればだれで も経験 しているように，子

供 を心か ら愛 していて も，ふ さわしく
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ない行いを認 めることはで きませ ん。

わた したちは教会 として，ふさわ し

くない行 いを認めることはできません

し，主が末 日聖徒 に求めておられ る事

柄に相反す ることを実践 した り教 えた

りする人 を，正会員 として受 け入れる

ことはできません。

同情から，ふさわ しくない行 いを認

めれば，一時的には慰 めを与 えられる

で しょうが， それは最終的にその人 の

幸せに貢献 していることにはな りませ

ん。18

親 切 と，寛容，-柔和，温厚，偽 りの

ない愛 につ いての啓 示の中で，主 は

「聖霊 に感 じた ときは
， その ときに厳

しく責めなさい。そ してその後，あな

たの責めた人があなたを敵視 しないた

めに，その人 にいっそうの愛を示 しな

さい」19とい う指示 を与えておられ ます。

主は，わた したちが負債 を支払 うた

めの方法 を備 えて くださっています。
あがな

わた したちは，ある意味で贋 いに参画

することがで きます。 自分が奪ったも

のではないものをほかの人に返そ うと

するとき， また，わた したちのせいで
いや

できたのではない傷 を癒 そうとすると

き，あるいは， 自分が作 ったのではな

い負債 を支払おうとする とき，それ は
しょくざい

贈 罪の一部 を学 んでい ることにな る

のです。

救いが手の届 くところにあるに もか

かわ らず，罪悪感にさいなまれて生 き

ている人が何 と大勢いることで しょう

か。それはち ょうど，我慢に我慢 を重

ねて欲 しいものも持たず に生活 し，自

分の財産 をすべて.売り払 ってアメリカ

行 きのいちばん安 い船 の切符 を買 った

ある移民女性 に似ています。

彼女は，自分で買い込んだわずかば

か りの食糧を細か く分 けて食べました。

しかし， その食糧 も間もな く底 をつき

ました。 ほかの人が食事に出かけて も，

彼女 は，デ ッキの下に閉 じこもり，我

慢 しました。そして， とうとう最後 の

日が来て，彼女は，今後 の旅路 に向け

て体力をつけるためにも，1回 だけ食

事をしようと思い立 ちました。 そこで

食事の値段 を尋ね ると，食事はすべて

旅行代金の中に含 まれているとい う返

事が返 ってきました。

ゆる.あの
，大いなる赦 しの朝 は，一度 に

はやって来ないかもしれ ません。最初

うま くいかなかったからといって， あ

きらφないで ください。悔い改 めの中

で最 も難 しいことは， 自分 自身 を赦す

ことである場合が多いか らです。落胆

はその試練 の一部です。あきらめない

で ください。あの輝か しい朝 は必ず訪

れます。

その とき， 「人知で はとうてい測 り

知 る ことので きない神 の平安」20が再

びやって来 ます。その ときには，神 と

同じようにあなた も， 自分の罪を思い

起 こすことがな くな ります。 どのよう

にしてそれが分かるで しょうか。 それ

は，経験すれば分か ります。21

大分前のことですが，わたしは，ハ

ロル ド・B・.リ ー大管長 とワシントン

D.C.に 行 った ことがあ ります。ある

朝早 く，わたしは大管長か ら部屋 に呼

ばれました。大管長 は， ローブ姿で腰

を下 ろし，ジ ョセフ ・F・ スミス大管

長の 『福音の教義』 を読んでお られま

した。 そして， 「これを聞 いて くださ

い」 と言 って，次 の文章を読み始めま

した。

「イエスは殺 された どきその業 を終

えてお られなかった し，死か ら復活 し

た後 も終 えられたわけではなかった。

地上に降臨 した目的は達成 されたが，

すべての業 を成就 されなか った。では

いつ成就 され るのだろうか。それは滅

びの子 を除いて， この地球が終わ りに

至 るまでに生 まれた，あるいは生 まれ

るであろう父祖 アダムのすべての息子.

娘 を贈 い，救 うまでは成就 しないので

ある。 これらがイエスの使命である。わ

たしたちは自分 自身 とわた したちに頼

るすべての人を救 うまで 〔わた したち

の〕業 を終 えないであろう。わたした

ちはキリス トと同じように， シオン山の

救い手 になるはずだか らである。わた

したちはこの使命を与えられている。」22

預 言者 ジョセフ ・ス ミスは 「神 に近

づ くのに老いす ぎるということはない。

赦 され ることのない罪 を犯したのでな

いかぎり，赦 しの恵みは手の届 くとこ

うにある」23と教 えています。

だか らこそわたしたちは，祈 り，断

食 し，嘆願 します。わた したちは，道
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をそれた人 を愛 しており，その人たち

の ことをあきらめ ることはあ りません。

わたしはキ リス トとキ リス トの贋罪
あかし

の力 について証 します。わたしは次の

ことが真実であることを知っています。

「その怒 りはただつかの まで
， その恵

みはいのちのか ぎり長いか らである。

夜はよもすが ら泣き悲 しんでも，朝 と

共に喜びが来 る。」24イエス ・キ リス ト
み な

の御名により申し上 げます。アーメ ン。

注

Lジ ャ ン ・ブ リ ー ン ，Pわ ηeerMem-

o'俗 『開 拓 者 回 顧 録 』(未 刊 行)，PBS

テ レ ビ 放 送 ，"乃eん ηerlc∂ηノ2∂floη

of{ノ オ∂力P83τe'eレ'5'0η わro∂dC∂5f

「ユ タ の ア メ リ カ 化 』(PBSテ レ ビ

放 送)へ の 引 用

2.教 義 と 聖 約58：42

3.イ ザ ヤ43：25， 下 線 付 加

4.エ レ ミヤ31：34

5.ヘ フ ル8：12。 ヘ フ ル10：17も 参 照

6.ア ル マ36=r2， 下 線 付 加

7.ア ル マ36=15， 下 線 付 加

8.ア ル マ36119-20

9.イ ザ ヤ1：18-19

10.2二 占 フ ァ イ25：23

目.教 義 と聖 約109=21参 照

12.教 義 と聖 約58：43。 エ ゼ キ エ ル18：

21-24，31-32も 参 照

13.モ ー サ ヤ4：12， 下 線 付 加

14.ア ル マ42：16

r5.赦 し は ， 悔 い 改 め た 人 で 赦 さ れ る こ

と の な い 罪 を 犯 さ な か っ た す べ て の

人 に 及 ぶ(マ タ イ12：31参 照)。 し

か し な が ら ， ダ ビ デ の 場 合 の よ う に ，

赦 し は 必 ず し も 昇 栄 を 約 束 す る も の

で は な い(教 義 と 聖 約132：38-39

参 照 。 詩 篇16=10;使 徒2：25-

27∫ τe∂c力1η850f亡 力eProρ んef

JoseのS加 肋 『預 言 者 ジ ョ セ ブ ・

ス ミ ス の 教 え 』p.339も 参 照)。

16.マ タ イ5=25-26参 照

17.教 義 と 聖 約138章 参 照

18.『 預 言 者 ジ ョ セ フ ・ス ミ ス の 教 え 』

pp.256-257参 照

19.教 義 と 聖 約121：43

20.ピ リ ピ4：7

21.モ ー サ ヤ4：1-3参 照

22.ジ ョ セ ブ ・F・ ス ミ ス 「福 音 の 教

義 』P.423

23.『 預 言 者 ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス の 教 え 』

p.191， 下 線 付 加

24.詩 篇30：5。 教 義 と聖 約61：20も 参

照



●1995年9月30日(土)午 後の部会

教会役員の支持
第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

弟姉妹の皆 さん， ヒンクレー大

兄 管長からの指示により， これか
ら中央幹部な らびに教会の中央補助組

織会長会 の方々の名前を提議いたしま

すので，皆 さんに賛意の表明をしてい

ただきたいと思い ます。

預言者，聖見者，啓示者，末 日聖徒

イエス ・キリス ト教会の大管長 として

ゴー ドン ・ビ トナー ・ヒンクレーを支

持 して くださるよう， また，大管長会

第一副 管長 として トーマス ・スペ ン

サー ・モ ンソンを，大管長会第二副管

長 として ジェー ムズ ・エス ドラス ・

ファウス トを支持 して くださるよう提

議いた します。 この提議 に賛成 の方は

その意を表 して くだ さい。反対 の方は

その意を表 して くだ さい。

十二使徒定員会会 長 として トーマ

ス ・スペ ンサー ・モンソンを，十二使

徒定員会会長代理 としてボイ ド・K・

パ ッカーを，また十二使徒定員会会員

としてボイ ド・K・ パ ッカー，L・ ト

'ム ・ペ リー，デビッド・B・ ヘイ ト，

ニール ・A・ マックスウェル， ラッセ

ル ・M・ ネルソン，ダ リン ・H・ オー

クス，M・ ラッセル ・バ ラー ド， ジョ

セブ ・B・ ワース リン， リチャー ド・

G・ ス コッ ト，ロバー ト・D・ ヘイル

ズ， ジェフリー ・R・ ホラン ド，ヘン

リー ・B・ アイリングを支持 して くだ

さるよう提議 いた します。賛成の方は

その意 を表 して ください。反対の方。

大管長会の副管長，ならびに十二使

徒 を預言者，聖見者，啓示者 として支

持 して くださるよう提議 いたします。

この提議に賛成の方はその意 を表 して

ください。反対の方があれば同じよう

にその意を表 して くだ さい。

レ ッ クス ・D・ ビネガ ー長 老 と

チャールズ ・ディディエ長老は地域会

長会で働 くよう割 り当てを受 けたため，

七十人会長会会員の責任から感謝 を込

めて公式 に解任するよう提議いた しま

す。感謝 して くださる方はその意 を表

して ください。

わた したちは七十人会長会 として，

カー ロス ・E・ エイ シー，L・ アル

デ ィン ・ポーター， ジョー ・J・ クリ

ステンセン，モンティ ・J・ ブラフ，

W・ ユージン ・ハ ンセ ン，ジャック ・

H・ ゴーズ リン ド，ハロル ド・G・ ヒ

ラムの各長老を支持 して くださるよう

提議いた します。賛成の方 はその意 を

表 して ください。反対の方。

テッド・E・ ブルーアー トン長老，

ハンス ・B・ リンガー長老 を，感謝の

挙手 をもって七十人第一定員会の名誉

会員 として任命 したい と思い ます。賛

成 の方はその意を表 して ください。

同じく心からの感謝 を込 めて，中央

幹部 として働いて くださったエ ドワル

ド ・アヤラ， リグ ラン ド ・R・ カー

テ ィス，ヘルベ シオ ・マーティンズ，

J・ バ ラー ド・ウォシュバーン， デュ

レル ・A・ ウル ジの各長老を七十人第
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二定員会会員か ら解任するよう提議い

たします。 この感謝を表明 して くださ

る方 は挙手をもってその意 を表 して く

ださい。

これ まで 日曜学校中央会長会 として

働 いて くださったチ ャールズ ・ディ

ディエ長老，J・ バラー ド・ウォシュ

バーン長老，F・ バー トン ・ハワー ド

長老を感謝の挙手をもって解任 したい

と思います。同意して くださる方 はそ

の意を表 して ください。

わたしたちは日曜学校中央会長会 と

して，会長 にハ ロル ド・G・ ヒラム長

老 を，第一副会長にF・ バー トン ・ハ

ワー ド長老 を，第二副会長 にグレン ・

L・ ペ イス長老 を支持するよう提議い

たします。賛成 の方はその意を表して

くだ さい。反対 の方が あれ ばその意 を

表 して ください。

わたしたちは，そのほかの中央幹部，

中央補助組織会長会を現状の まま支持

して くださるよう提議 いたします。こ

の提議に賛成 して くださる方はその意

を表 して ください。反対の方。

ヒンクレー大管長，提議は全員一致

で賛意の表明が得 られたようです。兄

弟姉妹の皆 さんが変わ らぬ愛 と祈 りを

込めて支持 して くださることに感謝い

たします。



み ここ ろ

「御父の御心に

のみ込まれる」

十二使徒定員会会員

ニール ・A・ マックスウェル

自分の思いを神に従わせることは，個入が神の祭壇にささげられる唯一

の所有物です。

教
会員が奉献 について語 るとき，
けいけん

敬度 な態度ですべ きです。だれ

もが 「神の栄光を受けられな」い状態

にあり，一部の人 はさらに遠 くかけ離

れた状態 にあるか らです(ロ ーマ3：

23)。 た とえ誠 実な人で もそ こに到達

できず，至 らなさを感 じなが ら努力 を

続 けてい ます。慰めになるのは神の恵

みが 「〔主〕 を愛 して 〔主〕のすべて

の戒 めを守 る者」だけでな く， 「そう

しようと努 める者」 にも注がれ ること

です(教 義 と聖約46：9参 照)。

第2の グループ は， 「高潔」 ですが

「雄々 しくない」会員です
。自分の至

らなさや完全な奉献の重要性 に気づい

ていません(教 義 と聖約76：75，79)。

この 「高潔な人々」 は悲 しくも，邪悪

でもなければ，罪深 くも不幸で もあり

ません。何かをしたのでな く， してい

ないところが誤っているのです。例 え

ば，雄々 しければ，ただ楽 しく思い出

され る存在 でな く，人々に深い影響 を

与 える人 になれたのです。
みこころ

第3の グループは，「神の御心 に添

わない」 この世の ものに どっぷ りつ

かっている人で，ペテロの言葉が思い

出されます。 この世 のものに征服 され

れば，わたしたちはその 「奴隷」にな

るのです(2ペ テロ2：19)。

もし 「肉の ことを思」(ロ ーマ8：

5)う な ら，「キリス トの思い」(1コ

リン ト2：16)は 持 て ません。なぜな

ら人の思いは，イエスの思い とはか け

離れているか らです。願いや 「心 の…

…志」(モ ーサヤ5：13)も 同 じです
。

皮肉なことに， ほんとうの主人を知 ら

なけれ ば， ほかの主人 に仕えるだけに

なるで しょう。そ してたとえ，自分で

気づかな くて も，その主人 に支配 され，

主から引き離されていきます。実 に，

わたしたちは皆，たとえ何 ものにも関

心がなくて も，何 らかの業 に携わ って

いるのです。

わた したちは，主に導かれ るのを喜

ばなければ， それだけ自分 の欲求 に支

配され， この世のつ まらない事柄 に心

を奪われます。解決策 はベニヤ ミン王

の驚嘆すべ き嘆 きの言葉の中にありま

す。 「仕 えた こともな く，見 も知 らぬ

他人で，心の思いと志 を異 にしている

主人 を， どのようにして人 は知 ること

ができようか。」(モ ーサヤ5：13)多

くの現代人 は悲 しい ことに，「あなた

聖徒の道/1996年1月 号

24

がたはキ リス トを どう思 うか」(マ タ

イ22：42)と 聞 かれて こう答 えます。

「あまり考えた ことはないね
。」

教会の中の 「高潔な人々」が奉献の

妨 げとなるものを持っている例を，3

つ 挙 げまし ょう(使 徒5：1-4参

照)。

ある姉妹は，立派で人 目につ く奉仕

活動を行 って，地域社会で賞賛 を受け

ています。 しか し，主の弟子の大切 な

二つの要素であるイエスの聖なる神殿

と聖文 については， どちらか と言 うと

「見 も知 らぬ他人」 になってい ます
。

しか し，彼女 はキ リス トの面影 を受 け

ることができるはずです(ア ルマ5：

14参 照)。

ある 「高潔な」父親 は，家族への責

任 を忠実に果たしてはいますが，家族

一人一人 に対 する思いや りや
，優 しさ

に欠けています。彼 はわた したちが従

うべきイエスの思いや りや，優 しさに

ついて 「見 も知 らぬ他人」でしたが，

もう少 し努力すれば大 きな違 いが生 じ

るでしょう。

ある帰還宣教師は，名誉ある伝道中

に磨 いた技術 を用いて，仕事で成功す

るため熱心に働いていました。そして，

ついに世の中の期待 にこたえて多忙 と

な りました。 こうして自分のことより

も，神の王国の建設 を第一にすること

を忘れたのです。今針路 を少 し修正 す

れば，後の到達地 を大 き く変 えること

がで きるで しょう。

今話 したように，問題はすべきこと

をしていない点にあ ります。 してはな

らない月の栄 えの罪は捨てて，今後 は

二度 と犯 さず，怠惰 の罪にもっと注意

を向 けなければな りません。 こうした

怠惰は， 日の栄 えの王国に入る完全 な

資格に欠 けていることを表 してい ます。

自らもっと奉献す ることにより， これ

らの怠惰の罪はな くなります。怠惰の

罪の結果は悪を行 う罪 と同 じように現

実の ものです。多 くの人々はすべきで

ない重大 な罪を避ける信仰を持 ってい

ますが，夢中になっていることを犠牲

にして，怠惰に注意 を向けるだ けの信

仰がありません。

ほ とん どの怠惰の原因 は，利己心 を

捨てない ことにあ ります。わた したち



は自分の小 さな問題 に忙 しすぎて，励

ましや親切，称賛 など助 ける方法 を知

りなが ら，相手の重大な問題 に気づか

ずにい ます。最 も助 けや励 ましを必要

とする人 は，落胆 のあ まりそれを求め

ることすらできないのです。

実 に，思いを形成する望みが，すべ

てを左右 します。望みは行為 に先立ち，

心の中心 にあって，わたしたちを神に

近づけるか， あるいは遠 ざけるかしま

す(教 義 と聖約4：3参 照)。 望みは

神 によって教育 され ますが(ジ ョセ

ブ ・F・ ス ミス 『福音の教義』p288

参照)， ほかのもの に操 られ ることも

あ ります。 しか し，望み，す なわち

「心の思い と志」(モ ーサヤ5：13)を

決 めるのは，わたしたちなのです。

究極 の原則 は 「〔わた した ちの〕望

みに応 じて，……その とお りになる」

です(教 義 と聖約11：17)。 なぜ な ら

主は 「すべての人 をその行 いに応 じて，

またその心の望みに応 じて」裁かれる

か らです(教 義 と聖約137：9。 アル

マ41：5;教 義 と聖約6：20，27も 参

照)。 個人 の意志 は，あ くまでその人

の ものです。神はそれを支配 した り，

侵 した りはなさいません。ですか らわ

たしたちは， 自分が欲 しい もののもた

らす結果を求める方が よいのです。

もう一つの永遠の真理は， 自分の意
みこころ

志 を神 の御心 と一致させた ときにのみ，

完全な幸福が得 られることです。ほか

の方法で は得 られません。た とえわた

したちが最初 は 「望みを持つだけで……

言葉の一部分で も受 け入れることがで

きるほど」であっても，主は助 けを与

えてくださいます(ア ルマ32：27参 照)。

主 に必要なのは，わずかな機会です。

しか しそれを望 み，作 るのは，わたし

たちです。

非常 に多 くの人が完全な奉献 をため

らうのは，神の御心にのみ込 まれ るの

が，自己を失 うことだ と思い違い をし

てい るか らで.す(モ ー サヤ15：7参

照)。 わたしたちがほん とうに心配 し

ているのは， もちろん自分 を捨て るこ

とではなく，地位や時間，称賛，財産

など，利己的なものをあきらめること

です。救い主が自分 を捨 てなさい と教

え られたの も， もっ ともです(ル カ

9：24参 照)。 主 が求 めてお られ るの

は，新 しい自分を得るために，古い自

分 を捨 てることです。 自己 を失 うので

な く，真の自分を見いだすことが，問

題 なのです。皮 肉な ことに，実 に大勢

の人が， はるかに価値のない趣味や仕

事のために，すでに自分を失っている

のです。

第一の位 でも第二 の位でも，奉献 さ

れたイエスは，御 自分のしていること

を御存 じでした。常 に御父 に倣われ ま

した。「子 は父のなさることを見てす

る以外 に， 自分か らは何事 もす ること

がで きない。父のなさることであれ ば

すべて，子 もそのとおりにするのであ

る。」(ヨ ハネ5：19)「 わ たしは……

初めから，すべての ことについて父の

御心 に従 って きた。」(3ニ ー ファイ

11：11)

自分 の意志が次第に神 の御心に従 う

ようにな ると，人生 の試練 に遭 うとき

に， とて も必要 な霊感や啓示を受けら

れます。イサクの件で試された とき，

アブラハムは 「不信仰のゆえに疑 うよ

うな ことは」 しませ んでした(ロ ーマ

4：20)。 ジ ョン ・テーラーはこう述

べました。「啓示 の霊だけが， アブラ

ハムにこの自信 を与 え，……この特異

な状況 の中で彼 を支 えたので ある。」

(1∂%7%α♂(ゾ1込60%鴬6s『 説教集』14：

361)わ た したち も，簡単 に説明のつ

かない複雑 な試練の中で主に頼れるで

しょうか。イエスがわたしたちの悩み

や苦 しみを知 っておられ ることを，理

解 して いるで しょうか， ほん とうに
しょくざい

知 ってい るで しょうか。贋 罪 を有効
あわ

にする完全な奉献 は，主の完全 な憐れ

みを保証 します。主はわたしたちが経

験する前 にその苦痛を受 けたので，わ

た した ちを救 う方法 を知 って いらっ

しゃい ます(ア ル マ7：11-12;2

ニ ー フ ァイ9：21参 照)。 最 も罪 のな

い御方が最 も苦 しまれたのですか ら，

わたしたちの苦難 は主の苦痛に及びま

せん。 しか し，主 と同じ従順を示 して

「みこころのままに……」(マ タイ26：

39)と 言 うことがで きます。

従順に向かって成長す ると， もう一

つの祝福が もた らされます。喜びを感

じる能力が高 められるのです。ブ リガ

ム ・ヤ ング大管長 はこう語 りました。

「もしすば らしい喜びを得た ければ
，

末 日聖徒 になって，イエス ・キ リス ト

の教義 に従って生活 しなさい。」(『説

教集』18：247)

兄 弟姉妹の皆さん， このように奉献

は，何かを断念す ることでも，盲従す

ることでもあ りません。むしろ，ゆっ
きよ

くりとした成長で あ り，「さらに聖 く

なお努めん」(『賛美歌』74番)と 歌い

なが ら正直さを増す ことです。奉献 は，

む とんちゃくに行 うことではな く，主

の業の重荷をさらに引き受 けることな

のです。

奉献 とは 「キリス トを確固 として信

じ」，「完全な希望の輝 きを持ち，神 と
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すべての人 を愛 し……，キ リス トの言

葉をよく味わいなが ら」力強 く進む こ

とです(2ニ ー ファイ31：20)。 イ エ

スは威厳 をもって力強 く進 まれ ました。
しょくざい

瞭 罪 を60パ ーセ ン トだけ行 って， し

りごみされたわ けではあ りません。主

は全人類のために 「備 えを終 え」 て，

すべての人 に復活 をもたらされ ました。

40パ ーセン トの人を取 り残 されたので

はあ りません(教 義 と聖約19：18-19

参 照)。

次のように自問するとよいで しょう。

「わた しを し りごみ させ る もの は何

かP」 柔和 な心で自己反省すれ ば，深

い洞察が得 られます。例 えば，わたし

たちは主の弟子 となる道程で，喜んで

何 を捨 てたで しょうか。弟子 となる道

は，古 い罪 を捨 てて散 らかす ことが許

され，むしろ奨励 される唯一の道です。

最初のうちは，行ってはいけない重大

な罪 を捨ててい きます。後 になると，

自分の時間や才能の誤 った使い方や不

十分な使い方を捨ててい くのです。

奉献 に至 る道沿いには，時には厳 し

い求 めてもいないチ ャレンジがあって，

よりいっそう奉献す るために必要な犠

牲を，払 うように求めてい ます(ヒ ラ

マン12：3参 照)。 もしの んび りと成

長 してきたなら，厳 しい時期が必要か

もしれ ません。満足 しすぎていれば，

神が不満の気持ちを起 こさせられるか

もしれ ません。価値 ある洞察 を得 るた

めに，懲 らしめが必要かもしれ ません。

新 しい召 しが与 えられて， これ まで伸

ばした技術で楽 にこなせる責任 を離れ

るか もしれません。慣れ切ったぜいた

く品をはが され，物質主義 という悪性
しゆよう

の腫瘍 を取 り去 る必要があるか もしれ

ません。高慢な心をなくすために，屈

辱に焼かれるか もしれ ません。何 らか

の方法で，わたしたちの欠 けている部

分が教 えられ るで しょう。

ジョン ・テーラーは，主 はわた した

ちの心の弦 を締 め上 げる方 を選 ばれる

と語 りました(『 説教集』14：360)。

もし心の弦が この世 の事柄 に同調 して

いた ら，それを締め上 げるか，壊すか，

大きな変化 を起 こさなければな りませ

ん(ア ルマ5：12参 照)。

奉献 は，原則 と過程か ら成 ります。

一時のもので はありません。自由に一

滴ずつ注いで，ついには奉献 という器

をあふれ させ るのです。

しかしずっと以前にイエスが教え ら

れた ように，主が求められることをす

ると，「〔自ら〕決意」 しなければな り

ません(ジ ョセフ ・ス ミス訳ルカ14：

28)。 ヤ ング大管長はさ らにこう勧 め
みこころ

ています。「主の御心 に従 い，すべ て
み て

の ことに主の御手 を認 めなさい。そ う

すれば， まさに正しい者 となる。それ

までは，完全 に正しい とは言 えない。

それがわた したちの目指す ところであ

る。」(『説教集』5：352)

神 の御手 を認めるとは，預言者 ジョ

セ フの言葉によれば，神のすべての 目

的ならびに自らの人生における主の 目

的 を成就 するために，前 もってなされ

た 「十分な備 え」を信頼することです

(7擁 漉卿gs〔 ゾ 劾6P名0帥6オ ノ∂sゆぬ

S辮 励 『預言者 ジ ョセブ ・ス ミスの教

え』p.220)。 主 は明確 に指示 され る

こともあれば，単に許 しを与 えられ る

だけのように思えることもあ ります。

したがってわたしたちは，神 の御手の

籍

嘱鷲 ，

諺護

テ ンプルス クウェアの大 会訪問者 た

ちを穏 やか に児守 るハ イラム ・ス ミ

ス(左)と ジ ョセブ ・スミスの像。
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役割をいつも理解できるわ けではあ り

ませんが，従 うべ き神の御心 と思いは

十分知 ってい ます。わたしたちが悩み

や苦 しみに遭 うとき，いつも直ちに納

得のい く助 けが来 るわ けで はあ りませ

んが， それを補 う助 けが与 えられるで

しょう。 こうした認識の過程が従順へ

の道 を開 き， 「静 まって，わた しこそ

神であることを知れ」 という聖句を体

験するのです(詩 篇46：10)。

自分 の意志が神の御心に 「のみ込 ま

れ」れば，苦難は必ず取 り除かれ ると

いうよりも，む しろ 「キリス トの喜び

にの まれ て」 い きます(ア ルマ31：

38)。
きよう

70年 前 ，モール トン卿は 「強制 され

ないことへの従順」 と言いました。 こ

れは 「従 うことを強要されない事柄 に

従 うこ と」 を表 してい ます(㌦aw

AndManners".鰯 α厩6ル ノoη孟妨1

「法律 と慣習」 『月刊 ア トランテ ィッ

ク』1924年7月 号，p.1)。 神 の祝福

は，奉献 に伴 うものも含め，それが基

づ く律法に自ら従 うことによってもた

らされ ます(教 義 と聖約130：20-21

参 照)。 わた した ちの望みの深 さが，

「強制 されないことへの従順」の度合

いを表 します。神はわたしたちに， さ

らに奉献 し，すべての ものを与 えるよ

う求めていらっしゃい ます。 そうすれ

ば，神のみもとへ帰 るとき，「〔神〕が

持ってお られるすべて」を惜 しみな く

与 えられるで しょう(教 義 と聖約84：

38参 照)。

要するに，自分の思いを神 に従わせ

ることは，個人が神 の祭壇 にささげら

れる唯一の所有物です。わたしたちが

ささげるほかのすべての ものは，兄弟

姉妹の皆さん，実際は神か らすでに与

えられた ものか，借 りた ものにすぎま

せん!し か し皆 さんやわた しが自分

の意志 を最終的に神の御心 に従わせる

とき，真の意味でささげ物 をしている

のです。それがわた したちのささげ ら

れる唯一の ものだか らです。

奉献 は無条件 で身をゆだね ることで

あ り，それは完全な勝利です。

この勝利 を心から望 めるよう，イェ
み な

ス ・キ リス トの 御 名 に よ り お祈 り し ま

す 。 ア ー メ ン。



力強い理念

十二使徒定員会会員

ダリン ・H・ オークス

末日聖徒が絶えず心を配らなければならないのは，偉大 で力強い永遠の

真理，天父のみもとに帰る道を入々が見いだすとき役立つ真理を教え，

強調することです。

昨
年の夏，わたしはある選 ばれた

婦人の葬儀 に出席 しました。弔

辞 に立 った話者 は，この女性 の優れた

3つ の特質 について話 しました。誠実

さ，従順，信仰です。 これらの特質 に

結びつけて彼女の生涯が語 られるのを

聞 きなが ら，わた しは弔辞でその よう

な力強い特質について語 るのは実に適

切であると感 じました。人生はつ まら

ない事柄 ではあ りません。ですか ら，

人の死 に際 してはどうで もよい事柄 を

回想 して語 るべきではあ りません。 む

しろ葬儀 は，力強い理念 について語 る

べ きときです。それは，人生 の重要 さ

を適切 に伝 え得 るような理念 であ り，

残 された人々に力強 い励 ましを与え得

る理念であるべきです。

この，心 を鼓舞され る葬儀 の精神 に

浸 っているうち，人生のほかの面でも

この原則が当てはまることに気づきま

した。両親 は子供たちに力強い理念 を

教 えるべ きです。ホームティーチャー

や，訪問教師，様々なクラスの教師に

ついてもそれは言 えます。救い主は，

「人 はその語 る無益 な言葉」で裁かれ

ると警告 され ました(マ タイ12：36)。

現 代の啓示 もわた したちに 「軽々しい

話」 をやめ， 「軽薄」 をな くし(教 義

と聖 約88：121)， 「無益 な思 い」 と

「過度の笑い」 とを遠 ざけるよう(教

義 と聖約88：69)警 告 しています。 ど

うで もいいことについて話 して回る人

は大勢い ます。 しかし，末 日聖徒が絶

えず心 を配 らなければならないのは，

偉大で力強 い永遠の真理，天父のみも

とに帰 る道 を人々が見いだす とき役立

つ真理 を教 え，強調す ることです。

約30年 前，何人かの学者が共著 で一

般教養の本 を書 きました。すべての教

養人に求められる知識 を集大成 した も

のです。 『知識 の宝庫(η16κ ηo躍♂一

θ49θ忽OS≠ 防7劾 ∫勉漉9)』 と題さ

れた この本 は，すべての知識が同じ価

値 を持つわ けではない とい う事実 を思

い起 こさせ る良い例 とな りました。あ

る知識 はほかの知識 よりも重要です。

この原則は，いわゆる霊的知識にも当

てはまります。

この部会の最初にも聖歌隊が感動的

な歌声 を聞かせて くれた，皆 さんに愛

されている賛美歌 「神の子です」(189

番)の 中で説かれている理念 について，

考えてみましょう。 ここには 「わた し

は何者か」 という人生の大切な質問へ

の答 えが記 されています。 まさに人は

神の子であ り，霊の面で，天の両親 と

つながっています。天の父母がおられ
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るという事実は，永遠の可能性 を暗示

しています。 この力強い理念 は，落胆

に対す る特効薬 となります。 この理念

はわた したち一人一人を強め，正 しい

選択 をさせ，最善を尽 くそうという思

い を与 えて くれ ます。若人 の心に，自

分は神の子供であるという力強い理念

を確立 して ください。そうすれば人生

の諸問題 に立 ち向か う自尊心 と動機づ

けを彼 らに与 えることにな ります。

神 との関係 を理解すると，人 と人 と

の関係についても理解で きます。 この

地上 の男女は皆，神の子供であ り，霊

の兄弟姉妹 です。何 と力強い理念で

しょう。神の独 り子がわたしたちに互

いに愛 し合 うよう命 じられたのもうな

づけます。 もし全人類がその とお りで

きたなら， どんなにすばらしいで しょ

う。 もし兄弟姉妹 としての愛 と無私の

奉仕の精神がすべての国境，宗教，人

種の違いを超 えることができたなら，

世界 はどんなに変わることで しょう。

そのような愛が意見や行動の違いを消

し去 ることはないか もしれませ んが，

愛はわたしたち一人一人の心を，自分

と相入れない行動 をする相手にではな

く，行動 そのものに向けるよう促すで

しょう。

天父が御自分の子供たちすべてを愛

して くださっているとい う永遠の真理

は，計 り知れないほ ど力強い理念です。

地上の親の愛 と犠牲を通 して，子供た

ちが天父の愛 を思い浮かべ られれば，

なお さら力強い ものにな ります。愛 は

この世で最 も強い力です。アーサー ・

ヘンリー ・キング(米 国の作家)は こ

う言 いました。「愛は，単なる興奮，

激 しい感情で はない。愛は行動 に駆 り

立て る力である。愛は生涯 を通 じてわ

たしたちを支 え，喜びの心で務めを果

たさせるものである。」(㍑6、4ろ 襯 一

露η6θ(ゾ、磁α7'『豊かな心』p.84)

だ れ もが愛の力 について模範 を目に

しているはずです。25年 以上 も前のこ

とですが，わたしは父の思い出をつづ

りました。父 はわた しが8歳 になる前

に亡 くな りました。当時わた しが書い

た次の文 を読み返す と，少年の生活 を

包 んでいた愛の力 を感 じます。

「わた しは父 との きずな について非



常に強い印象を持 っている。 しかし，

父 との思い出の中のどんな出来事や言

葉 をもってしても，それを書 き表す こ

とはできない。 それ は感情なのだ。 と

うに忘れてしまった父の言葉や行 いが

基 となって， この感情は，父への全幅

の信頼 とともに存続 している。父はわ

たしを愛 し，誇 りに思って くれた。……

その ような思い出だか らこそ，少年の

ころも，大人になった今で も心 に留 め

てお けるのだ。」(躍6窺 碗6sげ 吻

勘'舵 γ 「父の記憶」1967年10月15日)

互 いに教 え合 うべ き，力強い理念が

もう一つあ ります。現世には目的があ

り，肉体の死 は終わ りではな く，不死

不滅 という次の段階への移行にす ぎな

いとい うことです。ブ リガム ・ヤング

大管長 はこう説 いてい ます。 「現世 に

わたしたちが存在 しているのは，父な

る神 のもとに戻って昇栄するという唯

一 の目的のた めだけで ある
。」(D毎

oo%欝6sげB万9勿 窺y伽 η9『ブ リガ

ム ・ヤ ング説 教集 』 ジ ョン ・A・ ウ

イ ッツ ォー編，p.37)永 遠 の進歩 と

いう概念 は，わた したちの神学の中で

最も力強い理念の一つです。それはわ

たしたちに，つまずきの ときには希望

を，成功 しているときにはさ らに向上

しようという気持ちを与 えて くれます。

確かにこの理念 は，偉大 であ り，主が

「心に とどめ」 るよ うに命 じられた

「永遠の厳粛 さ」 を感 じさせ ます(教

義 と聖約43：34)。

落 胆か ら立ち直 らせて くれるもう一

つの力強い理念 は，「人の……永遠 の

命」(モ ーセ1：39)を もた らす，末

日聖徒イエス ・キ リス ト教会の取 り組

んでいる業です。 これは永遠にかかわ

る業です。必ず しも現世のうちにすべ

ての問題が克服され，すべての大切 な

関係が修復されるわ けで はあ りません。

しかし，救いの業は，死の とばりを超

えて続 くのですか ら，現世 とい う限 ら

れた期間にすべてを成し遂げられなく

ともあまり懸念すべ きではあ りません。

今すぐに生活 に取 り入れることので

きる力強い理念 は，わたしたちは天父

に祈ることができ，天父 は祈 りを聞い

てわたしたちに最 も良い方法で助 けて

くださるとい うものです。たいていの

人 は，愛する人 との別れから生 じる恐

ろしく空虚な気持 ちを経験 したことが

あると思い ます。 しかし， もしわたし

たちが，「天父 に祈れば，聞 き入れ て

くださる」 ことを心に留めていれば，

そのような空虚感 にいつ も耐 えること

ができます。わたしたちはいつで も，

力強い友である御方 と交流で きるので

す。その御方はわたしたちを愛し，ふ
みこころ

さわしい ときに主の御心 にかな う方法

で助 けて ください ます。

祈 りをささげればこたえられること

を示す事例 は無数にあ ります。幼い子

供 に関係するすばらしい事例 も幾つか

あ ります。スペ ンサー ・W・ キンボー

ル大管長に関する伝記を見てみましょ

う。

「スペ ンサー は，両親が自分たちの

問題を主に携 え行 くの を繰 り返 し目に

していた。ある日，当時5歳 のスペ ン

サーが外で家の手伝 いをしていると，

1歳 になる幼いファニーが家からよち

よち歩 きだ して，姿が見えな くなって

しまった。だれ もファニーを見つけら

れ なか った。す る と16歳 のクレアが

言 った。 『ママ， もし祈 れ ば， 主 は

きっとファニーのいる所に導いて くだ

さるわ。』そ こで母親 と子供たちは祈

りをささげた。祈 り終わる とす ぐゴー

ドンが鶏小屋 の方に歩 いて行 った。す

ると，鶏小屋 の裏 の大 きな箱の中で，

ファニーが ぐっす りと眠っていたので

ある。オ リーブはその日の日記にこう

したためた。『わた したちはみんなで

天 父 に何 度 も何 度 も感謝 を さ さげ

た。』」(エ ドワー ド・L・ キンボール，

アンドリュー ・E・ キ ンボール ・ジュ

ニア共著，5勿 η6θ7W.飾 励 α〃 『ス

ペ ンサー ・W・ キ ンボール』p.31)

イ エス ・キリス トに従 うすべての人

人 は， クリスチャンの信仰に見 られ る

最 も力強い理念が，イエス ・キリス ト
あがな

の復活 と腰 いであることを知 っていま

す。主 のおかげで，わたしたちは罪 を
ゆる

赦 され，再 び生きることができます。

このような力強い理念 は， これまでこ

の説教壇 をはじめ様々な場所で，数 え

切 れないほ ど語 られてきました。 これ

らの理念 はよ く知 られてはいますが，

たいていの人々の生活 にあまり応用さ

聖徒 の道/1996年1月 号

28

れずにいます。

わたしたちが規範 としているものは，

人気のあるスポーツ選手や芸能人でも，

貯蓄や名声で も，高価 なおもちゃでも

あ りません。 また，一時的な事柄に専

念 して永遠 の事柄 を忘れさせるような

気休めで もありません。わた したちが

模範 として最優先 しているのは，イエ

ス ・キ リス トです。わた したちは主に
あかし

ついて証 し，主の教え と模範を生活の

中でいかに実践 していけるか，互いに

教 え合わなければなりません。

この件 に関し， ブリガム ・ヤングは

わた したちに幾つかの実用的なア ドバ

イスをしています。 こう言っています。

「神 は創 造 し
，組織 されるが，悪魔が

意図 してい るの は，ただ，破壊 だけだ。

それが神 と悪魔の違いである。」(『 ブ

リガ ム ・ヤ ング説教集 』p.69)両 者

が このように対照的であるため，わた

したちは 「すべての事物 には反対の も

の」(2ニ ー ファイ2：11)が あ るこ

とを示す，重要 な事例を現実に目にし

てい ます。

忘 れないで くだ さい。救 い主イエ

ズ ・キリス トは，常 にわた したちを強

めて くださいます。決 して滅 ぼそ うと

はされませ ん。わた したちはイエスの ・

この模範の力を，余暇や遊びの時間 も

含めて，与 えられた時間の活用の仕方

に取 り入れなければなりません。書籍

や雑誌，映画，テレビ，音楽が主張す

るテーマについてよく考えて ください。

わた したちの選 ぶ娯楽 に含 まれる主張

は，神 の子供たちを強 めるもので しょ

うか，滅ぼすもので しょうか。 これま

での人生でわた しは，神の子供たちを
.強め高めるものを

，反対のものに，つ

まり堕落 させた り，お としめた り，破

壊 した りする描写 に取 って代 えようと

する盛んな風潮を目にしてきました。

このような状況の中か らくみ取れる

力強い理念 とは，人 を強めるものはす

べて主の目的に貢献 し，人をお としめ

るものはすべて悪魔の目的に貢献 して

いる というものです。わた したちは毎

日， 自分 の選ぶ ものによって，前者か

後者かの どち らかを支援 してい ます。

この事実は，わた したちの責任 を思い

起 こさせ，それを主 に喜 んでいただ け



る方法で果たしていこうという気持ち

にさせて くれます。主はわたしたちに

希望 を与 えるために苦しまれ，導きを

与えるために模範 を示して くだ さい ま

した。

わた したちは常 に主を念頭 に置かな

けれ ばな りません。エホバがイスラエ

ルの子 らに最初 に与 えた戒めは 「あな

たはわたしのほかに，なにものをも神

としてはならない」でした(出 エジプ

ト20：3)。 これ は簡単 な理念.のよう

に思 えますが，多 くの人が実践 しに く

い と感 じています。

最優先 して取 り組むべ きことを，優

先順位が下位の もの と置 き換 えるのは，

実に簡単 なことです。50年 前，ク リス

チャンの哲学者C・S・ ルイスはその

ような風潮を，悲 しいほどこの時代に

当てはまる実例 をもって描写 しました。

彼の著書 『悪魔 の手紙』の中で，古参

の悪魔 は，クリスチャンを堕落 させ，
み わざ

イエス ・キ リス トの御業を阻む方法を

説いています。 ある手紙 では，「度 を

超 えた献身」がク リスチャンをいかに

主 とその教えの実践から遠 ざけるもの

か説明 しています。ルィスは二つの例

を提示 しています。それは極端 な愛国

主義 と平和主義です。 そしてそれ らの

「度 を超 えた献身」がいか にその信奉

者 たちを堕落 させてい くかを説明 して

い ます。

「彼 に愛国主義か平和主義 を自分の

宗教の一部 として扱 うことか ら始めさ

せなさい。次 に党派心 をあおって，そ

れを自分の宗教のいちばん大切 な部分

と見なすようにさせなさい。次 に静か

にまた徐々に，宗教が単に 『大 きな目

的』の一部 となる段階にまで，彼 を誘

い導 きなさい。そこでキリス ト教が尊

ばれるおもな理由は， イギ リスの戦争

大 会 開 始 前 の 十 二 使 徒 定 貞 会 会 員 。 左 か ら， ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー 十 二 使 徒 定 員

会 会 長 代 理 ， 次 い で ，L・ トム ・ペ リー ， デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト， ニ ー ル ・A・

マ ヅ ク ス ウ ェ ル ， ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル ソ ン， ダ リ ン ・H・ オ ー ク ス ，M・ ラ ッ セ

ル ・バ ラ ー ド， ジ ョ セ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン の 各 長 老 。
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行為，あるいは平和主義 に対 して格好

の論拠 を提供できるか らである……。

君がその人間にいったんこの世の.事柄

を目的 とさせ，信仰 を手段 とさせ られ

るな ら，彼 は君の ものになった も同然。

彼が この世の どんな種類の 目的を追及

しよう ともほ とん ど大 差 はない。」

(C・S・ ル イ ス 『悪 魔 の手 紙 』

P.35)

わ た したちは今の時代 に容易にこの

風潮 を見受 けます。つま り，多 くの目

的はそれ自体良い ものなのですが，優

先順位の点で 「あなたはわたしのほか

に， なに もの をも神 としてはな らな

い」 と命 じられた主 よりも前 にそれ ら

の目的 を置 くなら，霊的な堕落を引 き

起 こす要因 とな ります。イエス ・キ リ

ス トとその御業が最初に来 るべ きなの

です。主や主の王国，主の教会を目的

達成 の手段 として用いるものは何で も，

悪魔 の目的 に貢献 していることにな り

ます。

ほかの二つの力強い理念は，恐 ろし

い経験か ら生き延びた気高い若い女性

によって明 らか にされました。バージ

ニア ・リー ドは悲劇的な ドナー ・リー

ド隊の生存者で した。 この隊 は，開拓

者の時代にほろ馬車の旅でカ リフォル

ニアまで行 きました。 もしこのほろ馬

車の一行がすでに道の整 ったオ レゴン

街道 を，北西 方向 にワイオ ミングの

フォー トブリッジャーからアイダホの

フォー トホールへ向かい，そこから南

西方向にカリフォルニアに向かってい

れ ば， 目的地 に無事 に到着 で きたで

しょう。しか し，彼 らは道案内人 に間

違った道を教えられて しまいました。

ランスフォー ド ・W・ ヘイステ ィング

スという人物が彼 らに， 自分の告 げる

近道 を通れ ば，大幅 に旅程を縮められ

ると説 き勧 めたのです。 こうして， ド

ナー ・リー ド隊 は フ ォー トブ リ ッ

ジャーか らの安全な道を通 らずに，南

西方向に向かい悪戦苦闘す ることにな

り1ました。彼 らは険 しいワサッチ山脈

を切 り開きなが らソル トレーク湖の南

方 を通過 し， うだるような暑 さの中，

ぬかるんだ塩の平原 を越 えて西方へ と

進んだのです。

未開の道 による遅れ と想像 を絶する



苦労により， ドナー ・リー ド隊はシエ

ラネバダ山脈 に着 くのに1か 月 も遅れ

てしまいました。初雪が舞 う前に山越

えをしようと東の斜面を焦って登 るう

ちに，彼 らはあと1日 で頂上 にたどり

着いてカ リフォルニアへの下 り道 とい

う所まで来ていなが ら，悲劇的な冬の
あらし

嵐に見舞 われ ました。冬の間， その

場で立ち往生したため，隊員の半数が

飢 えと寒さで息絶えて しまいました。

数か月後，険しい山々 と，飢 えと恐

怖 による非情な苦難 を乗 り越 えて，13

歳 のバージニア ・リー ドはカ リフォル

ニアにた どり着 き，中西部に住むいと

こに手紙 を書 き送 りました。彼女は自

分の味わった経験 と恐 ろしい苦難につ

いて詳述 した後，次 のような賢明な勧

告をして手紙 を結んでいます。「大事

なの は，決 して近道 は通 らず，できる

かぎり急 ぐことです。」(バ ージニア ・

L _____一 一一一
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E・B・ リー ドか ら， い とこの マ

リー ・ガレスピーにあてた手紙，1847

年5月16日 付 け。J・ ロデ リック ・

コーンズ，デール ・L・ モーガ ン共編，

防 舘 〃0〃¢Foπ βπ㎏θ7『フオー

ト ・ブ リッ シ ャーか ら西 の地域 』

p238に 引用)

それ は力強 く真実の こもった助言で

す。10代 の若者 にとって特にそうです。

若人 は多 くの誘惑に満ちた道や口の う

まい道案内人 に取 り巻かれています。

この道案内人 とは，安全な道の代わ り

に危険な近道 を教 える人々のことです。

人生の旅路の中で， 「こっちの道 を試

したらどうか」 とか 「ここで少 し休ん

だ ら」 といった提案 はよく聞 きます。

若人の皆 さん， どうかバー ジニア ・

リー ドの次の助言を心に留めて くださ

い。「大事なのは，決 して近道 を通 ら

ず，で きるかぎ り急 ぐことです。」

この話 を使徒パウロの生涯 に見 られ

る模範 によって閉 じたいと思い ます。

伝道中彼 は，軽薄な心，怠惰 な思い，

くだ らない事柄 に毒 された多 くの人々

を目にしました。アテネの様子を彼は

こう言ってい ます。 「アテネ人 もそ こ

に滞在 している外 国人 もみな，何か耳

新 しい ことを話 した り聞いた りするこ

とのみに，時を過 ごしていた。」(使 徒

17.21)パ ウ ロが力強い理念 に基づい

た決意 をしていた ことは，コリン トの

聖徒 にあてた手紙か ら明 らかです。パ
の

ウロは，「神 のあか しを宣べ伝 えるの

に，す ぐれた言葉や知恵」を用いませ

んでした。それについてコリン ト人た

ちにこう言 っています。「なぜな ら，

わたしはイエス ・キリス ト， しか も十

字架 につけられたキリス ト以外のこと

は， あなたがたの問では何 も知るまい

と，決心 したか らである。」(1コ リン

ト2：1-2)
しもべ

神の戒 めと，神 の僕 たちの模範 に従

い ましょう。永遠 の価値 を持つ，数々

の力強い理念 を基 として人々 を教 え導

きましょう。 そうすれば義にかなった

行いを促 し，神の子供たちを強め，人

が永遠の命を得る助けをなせ るで しょ

う。わたしたちがそのような生活 を送
み な

れ る よ う， イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に

よ っ て お 祈 り し ます 。 ア ー メ ン。



七十人

ローレン ・C・ ダン

証 人

たまもの み たま

バブテスマを受けて教会に入り，聖霊の賜物を通して御霊の確認を受け

た入は皆，神の証入となります。

福濃鷺騎∵羅 猫量
あかし

な使命について個人的な証が驚 くほど

多 く述べ られてきました。そして，そ

れは可能 なかぎ り記録に残されてきま

した。

証人の律法 は常に，地上における主
み わざ

の御業 の一部 を成 して きました。「す

べての事が らは，ふた りか三人の証人

の証 言によって確定す る」(2コ リン

ト13：1。 申命17：6;19：15;マ タ

イ18：15-16;ヨ ハ ネ8：12-29も 参

照)と ， この律法は述べています。証

人は，ある出来事が起 こったことや，

神の与えて くださった教義 と原則が真

実であることを確認するのです。

証人の第一の義務 は証することです。

回復 されたイエス ・キ リス トの福音が

真実であると証する人 は，自分が真実

であると知っている事柄 を語 ります。

主 と主のまことの証人 は，世の理解を

超えた真理 を知 ってい ます。パウロは

この ことを理解 してお り， こう述べ ま

した。「ところが，わた したちが受け

たのは， この世の霊ではな く，神か ら

の霊である。それによって，神から賜

わった恵みを悟 るためである。
たまもの

この賜物 について語るにも，わた し

たちは人間の知恵が教える言葉を用い
み たま

ないで，御霊の教える言葉を用い，霊

によって霊 の ことを解釈す るのであ

る。」(1コ リン ト2：12-13)

少年 時代のある日，ユタ州 トゥーエ

ルステークでステーク大会 に出席 し，

訪問者の話 に注意深 く耳 を傾 けたこと

があ りました。その訪問者 とはリグラ

ンド ・リチ ャーズ長老で，心温 まる霊

的な話 し方で福音 を説 き教 えて くれ ま

した。そのすばらしい経験 は今 も心に

残っています。何が話 されたか覚 えて

い ませんが，その ときに自分が どのよ

うに感 じたかは覚 えてい ます。 イエ

ス ・キリス トの特別な証人 の言葉 に耳

を傾 けていたためにそ う感 じたのだ と，

後になって分か りました。彼は確かに

真理 を知 ってい ました。そ してその日，

福音の真理に関するわた しの霊の根 は

さらに深 く伸びたのです。

オー ソン ・プラッ ト長老 はこう述べ

てい ます。「信 じているだけでは証人

になれ ません。神 は人 に，すなわち人

類 の中のある人々に，御自身の証人 と

なるよう求めておられます。その証人

は，神 の実在 についてほかの人々に証

を述べるのです。」(ノ伽γηα♂ σD歪S-

oo跳6s『 説教集』16：209-210)

救 い主が この地上で生涯 を送 られた

とき，大勢の人々が数々の偉大 な奇跡

を目に し，救い主の教 えを聞 きました。
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しかし，全員が証人になったわけでは

あ りませんでした。 またキ リス トが不

信仰 な者 に直接教 えを説かれた り，奇

跡を起 こされ ることはありませんでし

た。主は限 られた人々に対 してのみ，

彼 らの目を開 き，御自分がどういう者

であるか悟れ るようにされたのです。

救い主 によ り，十二使徒の召 しとと

もに，キ リス トの特別な証人 としての

召 しが定め られました。

預言者 ジョセブは，主の復活 に関連

してこう述べ ました。 「神 は死者の中

か らキ リス トをよみがえらせ られた。

そして，わた したち(使 徒)は ……主

の証 人で ある。神が御 自身に従 う者

〔すべて〕 に与 えられた聖霊 もまた証

人である。」(飾 忠'oη(ゾ 腕θC加7酌

『教会歴史』2：19)

バ プ テスマ を受 けて教会 に入 り，聖

霊の賜物 を通 して御霊の確認を受けた

人 は皆，「いつで も， どの ようなこと

につ いて も， どの ような所 にいても」

(モーサヤ18：9)神 の証人 となります。
せいさん

そして聖餐にあずかる度 に，救い主の
み な

御名 を受 け，救 い主の戒 めを守 り，い

つも救い主を覚 えるとい う証を新た に

します。御霊に感動 した人は， 自らこ

れらのことを知 るだけでな く，御霊の

力を受 けてほかの人々の心に もそれ を

伝 えます。 これは教会の伝道の業の基

となってい ます。 「人が聖霊 の力 に

よって語 るときには，聖霊の力がそれ

を人 の 子 らの 心 に伝 え るか らで あ

る。」(2ニ ーファイ33：1)

聖霊 の証 は， 目で見 る証拠よりもは

るかに大 きな影響を及ぼします。教会

の会員 としてわた したちは，言葉だ け

でな く，聖約を守る ことによって， ま

たほかの人々への接 し方や自分の日々

の生活態度 によって，救 い主 とこの御

業の真実性 を証する者 となります。

大管長会 と十二使徒 は，「全世界 に

お けるキ リス トの名 の特別 な証人 」

(教義 と聖約107：23)と して召 されて

います。神 による選任 と神権への聖任

と聖霊の火 によ り，地上で教 えを説 く
かぎ

務めの鍵 を有 している人々です。七十

人は大管長会 と十二使徒会の指示の下

に行動 し，異邦入をはじめ，全世界に

対する特別な証人 となります。すべて .



の会員はこぞって，パ ウロが述べてい

る 「雲」の ような 「多 くの証人」(ヘ

ブル12：1)に な るのです。

預言者 ジョセブは，わたしたちの神
み わざ

権時代における王国の御業 を次 のよう

な神聖 な言葉 で定義 づ けてい ます。

「そして今
， 〔イエス ・キリス ト〕 につ

あかし

いてなされてきた多 くの証 の後，わた

したちが最後 に小羊についてなす証は

これである。すなわ ち，『小羊 は生 き

てお られる。』

わた したちはまことに神 の右に小羊

を見たか らである。 また，わた したち

は証する声 を聞いた。すなわち， 『彼

は御父の独 り子であ 〔る。〕』」(教 義 と

聖約76：22-23)

『モル モン書』 の三人の証人，オ リ

バー ・カウ ドリとデビッド・ホイッ ト

マー マーティン ・ハ リスはこう述べ

ました。「また，一人の天使が天か ら
くだ

降って来て，携 えて来たその版 を目の

前に置 いたので，わた したちはその版

とそれに刻 まれている文字 を見た こと

を謹んで言明する。目で見て， これら

の ものが真実であると証す るのは，父

なる神 と主イエス ・キリス トの恵みに

よるものであることを知っている。」

『モルモン書』「三人の証人の証」)

ウ ィルフォー ド・ウッドラフ大管長

は， このタバナクルで こう述べ ました。

「ジョセブ ・ス ミスは
，彼 が自 ら公言

した ように，神 の預言者，聖見者，啓

示者です。彼は……生 き長 らえて……
かぎ

十二使徒に王国の鍵 を渡 しました。…

…彼が据 えた土台の上に
，わたしたち

は王国 を築 いてい るのです。」(『説教

集』13：164)

デ ビッ ド・0・ マ ッケイ大管長は，

この御業 を始めた人々が生 きていた時
こんにち

代か ら，彼 により召されて今 日この御

業に携わ っているわたしたちの時代 ま

でを生きた人です。 こう述べています。

「わた しには，御 父 と御子 が預 言者
みすがた

ジ ョセブ ・ス ミスに御姿を現 し，彼 を

通 じてイエス ・キ リス トの福音 を明 ら

かにされた， という不変の証がありま

す。……キリス トの 〔ような〕生活 に

導 く3つ の原則，すなわち神会，兄弟

愛，奉仕 の原則は，わた したちの教会

の す べ ての活 動 に行 き渡 って い ま

す。」(7盗 房窺o窺6∫(ゾ 漉θ0勿 勿め

げ'加C肱7駒 げ 彦∫πsC加Js云(ゾ
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五観67-4の'sα 勿 云s勿 〃s五 θα4θzs

『末 日 聖 徒 イ エ ス ・キ リ ス ト教 会 の 神

性 に関 す る 教 会 指 導 者 の 証 』p.178)、

生 け る預 言 者 ， ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン

ク レ ー 大 管 長 は こ う述 べ て い ます 。

「わ た し に は
， 神 の 御 子 ， イ エ ス ・キ

あがな

リス ト，救い主，腰 い主，旧約の土ホ

バ，新約のメシヤが……実際に生 きて

おられるとい う証があ ります。……主

の贋いの犠牲のおかげで，……わだし

たち一人一人 は，主の真理 に忠実に歩

むならば，昇栄 と永遠の命 に至 ること

がで きるのです。 これ は現在のわたし

たちの理解力 を超 えたものです。 この

御方は，わた しの順い主，わたしの主，

わた しの救 い主，.わたしの王，わたし

の友です。」(カ リフォルニア州，ベイ

カビル/サ ンタローザ地区大会での神

権指導者会，1995年5月20日)
き ょ う

今 日こめ壇上に立った人々の述べた

証 は，神め権能を受けてこの御業 に最

初 に携わちた人々の証 と一致 してい ま

す。

その向U証 が， この教会の会員や宣

教師によめ て御父の子供たち一人一人

に繰 り返 ：.し述べ られているのです。彼
み たま

らの証は，教義について学び，御霊を

感 じ，イエス ・キ リス トの完全な福音
いや

にあずかって癒 しを得るように招 いて

い ます。

彼 らの証 に， この御業が真実である

というわた し自身の証 を付け加 えたい

と思います。わた したちを心 にかけ見

守 って くだ さっている天の神がい らっ

しゃることを知 ってい ます。神が生 き

てお られることを知 っています。確信

をもって言 えます。心か ら知 っている

のです。イエス ・キ リス トが救い主で

あり，贋い主であられ ることを知って

います。ジ ョセブ ・ス ミスが神の まこ

との預言者であった ことを知っていま

す。今 日， ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

大管長が神 の預言者で あること， また

この福音がイエス ・キ リス トの福音で

あることを知っています。主の祝福 を

受 けて，わた したちが証人の言葉 に耳

を傾けることができ，わたしたち自身

証 を述べ ることがで きますように。イ
み な

エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て 。 ア ー 、

メ ンQ



『モルモン書 』

神聖な古代の記録
七十人名誉会員

テッ ド ・E・ プルーアー トン

教会に対して疑問や不安を抱いている入々は，この堅固なよりどころに心

を向けていただきたし1と思います。

嗣■ さぎの足 などを幸運のシンボル

つ 、して信 じている人、，います.

しか し本来あるべ き足を失ったうさぎ

にしてみれば， それは何 の幸運 ももた

らしません。

こんな話 をするのは，ただわた した

ちが自分 の信仰 を，真実， まじめな気

持ちで本来あるべき対象 に置き，キ リ

ス トの功徳に頼 っているか，自問すべ

きだ と思 うか らです。救いが主 を通 し

てのみもた らされ，わたしたちが揺 る

ぎない信仰を持っならば，主が重荷 と

悲 しみを負って くだ さるという確信 を

抱いているでしょうか。

聖文 にはこう記 されてい ます。「こ

の聖書は 〔神〕についてあかしをす る

ものである。」(ヨ ハネ5：39)永 遠 の

命 とは，神 と御子 を知 ることです(ヨ

バネ17：3参 照)。 『モルモン書』 を探

求すれば主を知ることができます。 ど
あかし

のページも主 を証 してい ます。1981年

に英語版の新 しい 『モルモン書』に加

えられた変更は，1830年 に刊行 された，

手書 き原稿 の初版 に基づいてなされま

した。

『モルモン書』は古代アメ リカ大陸

の神聖 な記録 であ り，そ こには2，000

年 以上前からの様々な出来事が明 らか

にされています。

『モル モン書』は
，主が特別 な目的

のためにアメリカ大陸に導かれた家族

の記録です。3つ のグループがエルサ

レムの地を後にして，海 を渡 りました。

救い主が降誕される何世紀 も前のこと

です。そして約束の地，アメリカ大陸

に到着 したのです。

アメリカ先住民族 によって書かれた，

古代 アメ リカに関する文献は， このよ

うな起源を裏付 けてい ます。例 えば，

古代の伝説に基づいてグアテマラのキ

チ ェ族 の言語 で1554年 に記 された，

ディオ ニシオ ・ホセ ・コネイ， デ リ

ア ・ゲ ッツ共訳の 『トトニカパンの支

配者の称号(7躍6げ 魏6五 〇74∫ げ

7祝o航 妙伽)』 とい う題名 の文献 に

は，以下の ような翻訳が載せ られてい

ます。

「3つ の偉大 なキチェ族 は……イス

ラエル王国の10部 族のまつえいである。

この!0部 族は，シャルマネセル王によ
とら

り征服 され て， 囚われの身 とな り，

ア ッス リヤの辺境地に散 らされて，移

住 を決意 した。
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当時，キチ ェ族には3つ の国があ り，

日の昇 る所か ら来た彼 らはイスラエル

の子孫で，イスラエルの人々 と同じ言

葉 を話 し，同 じ生活習慣 を持 っていた。

……彼 らはアブラハム とヤコブの子孫

なのである。……

1554年9月28日 の この日，我々はこ

の宣誓書に署名する ものである。 この

宣誓書 には，我々の先祖か らの言い伝

えによ り，彼 らが海のかなたの地か ら，

すなわちシバン ・ツラン というバ ビロ

ニアの国境地域か ら来た ものであるこ

とを記 してある。」(『 トトニカパンの

支配者の称号』pp.167，170，194)

十 二 使徒評議会 の一員であ るマー

ク ・E・ ピーターセ ン長老は，次のよ
いにしえ

うに書いてい ます。「古のイスラエル

人たちが散 らされ，あらゆる国々に散

在 してい く一 方で， 〔リーハイの息子

である〕 レーマ ンとレムエルの子孫た

ちは選ばれて西半球の広大 な地域に移

り住んでいたのです。彼 らは全世界の

各地 に点在 して います。」(C痂Z47醐

げP70漉s6『 約 束 の子 孫』p.31， 下

線付加)

多 くの集団がアメ リカ大陸に移 り住

み ましたが， 『モルモン書』に登場す

る3つ の集団ほ ど重要な意味を持つ人

人 はいません。 これ らの人々の血統 は

カナダ ・アルバ ータ州のインディアン

であるブラックフッ ト族 とブラッド族，

アメリカ南西部 のナバホ族 とアパッチ

族，南アメ リカ西部 のインカ族，メキ

シコのアステカ族， グアテマラのマヤ

族な どをはじめ とする西半球 ならびに

太平洋の島々に住むアメ リカ先住民族

に受け継がれています。

えりぬ きの先住民族であるこれらの

人々 は， 『モルモ ン書』が真実の書物

であることを認めています。 この書物は，

彼 らの先祖 によ り彼 らのために記 され

ているか らです。スペンサー ・W・ キ

ンボール大管長 はこう述べてい ます。

「レーマ ン人 の改宗者たちは信仰篤

い人々です。教会を離れる人 はほとん

どいません。 この世の波 にのまれて，

道をそれてしまう人 も中にはい ますが，

20世 紀の リーハイの子孫である彼 らは，

古の先祖たちのような信仰 と恵みを受

け継 いでいます。ヒラマン書第6章36



節 にはこうあ ります。 『またこの こと

から， レーマン人が主の言葉を容易に
み

喜んで信 じたので，主が彼 らに主の御
たま

霊 を注 ぎ始 められた ことも分 かる。』」

(7物θ7擁 腕勿gs〔 ゾ5加%667砕!。

型 励 観 『スペ ンサー ・W・ キ ンボー

ルの教 え』p。178， 下 線付加)

いかなる宗派の教会の指導者であろ

うと，不可知論者であろうと，貴い価

値を持つ 『モルモン書』を与 えて くだ

さった神 を，こぞって賛美し，喜びの

声を上げる日がやがて訪れるで しょう。

なぜなら 『モルモン書』 は，神 が生 き

てお られ，イエスが まさにキ リス トで
あがな

あ り，贈 い主であられることを世 に宣

言する，神聖で非の打ち どころのない
あかし

2番 目の証だからです。

1番 目の証 とは 『聖書』の ことです。

『聖書』 には，主につ いての中東地域

での証が記 されています。主はヨハネ
た

による福音書第10章16節 で，他の羊 も

主の声に聞き従うであろうとおっしゃ

い ました。主 は復活の後，アメ リカ大
みすがた

陸に御姿 を現 し， こう言われ ました。

「まことに
，あなたがたに言 う。『わ

た しには， この囲いにいない他の羊が

ある。わた しは彼 らをも導かねばな ら

ない。彼 らもわたしの声 に聞 き従 うで

あろう。そして，ついに一つの群れ，

一人の羊飼い となるであろう』 とわた

しが言 ったその羊 とは， あなたがたの

ことであ る。」(3ニ ーファイ15：21).

この ような二つの証 を否定する人は，

自分の救いの機会 を危険にさらしてい

るのです。

『モルモン書』に託 された きわめて

重要なメッセージ，つまり目的は， そ

のタイ トルページに示 されています。

「これはイスラエルの家の残 りの者 に，

主が彼 らの先祖のためにどの ような偉

大なことを行われたかを示す ものであ

り，……主の聖約 を，彼 らに分か るよ

うに示すものである。 ま た ，.ユ ダ

ヤ人 と異邦人 に，.イエスがキリス トで

あ り，永遠の神であり，すべての国民

に御 自身を現 されることを確信させる

ものである。」

古代アメリカの文献には， 白いひげ

をた くわえた神が天か ら降 りて来 られ

た という神話がよく見受 けられ ます。

この御方は様 々な名前で呼ばれていま

す。その一例がケツァルコア トルです。

わた しの蔵書の中には，16世 紀の歴史

家たちによって，スペインの征服者到

着 よりはるか昔にアメリカ大陸を訪れ

た白いひげの神に関す る伝承を記 した

ものがあります。以下の引用文 にもこ

のような伝承が含 まれています。

1499年 生 まれのベルナル ド・デ ・サ

ハグ ンの言葉です。「ケツァル コア ト

ルは昔，皆から尊 ばれ，神 としてあが

められてい ました。 この御方は長髪で

ひげをた くわえておられ ました。人々

は， この主 の み を礼拝 して い ま し

た。」(研 窟oガαG6η 酬α1庇 ♂αsCo∫αs

46!>膨 槻E砂 観α 『ヌエバ ・エスパー

ニャの一般通史』S・A・ ポーラ編，

pp.195，598)

1537年 生 まれのディエゴ ・デ ュラン

はこう記 しています。「徳高 く信仰深

い偉大 な御方。 ひげをはや し，背が高

く，髪 は長 く，威厳 に満ちた雰囲気が

あ り，英雄的な行為をし，奇跡 を起 こ

された御方。わた しはこの御方 をきっ
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と，祝福 された，神の使者(の 一人)

だ ろうと確信 してい ます。」(研s'o磁

吻Zαs動 漉α∫4θ 翫 θ槻Eψ α宛α，『ヌ

エバ ・エスパーニャのインディオの歴

史』S・A・ ポーラ編，1：9)

1474年 生 まれのバル トロメ ・デ ・ラ

ス ・カサスの記す ところによれ ば，「羽

毛のある蛇，ケツァル コア トルは，白

く，あご全体 にひげをた くわえ，背が

高 く，東の海か ら来て， またそこか ら

戻 って来 ます。(五〇s加 伽s46漉 鉱

60夕 く勉6θαEゆ α勉 、4窺01ρ9勉『メキ

シコ とヌエバ ・エスパーニ ャのイン

デ ィオ詞華集』S 、・A・ ポー ラ編，

PP.54，218，223参 照)

ベ ネズエ ラのインディア ンである，

タマナコス族 にも白いひげの神に関す

る同様の伝説が あります。「〔アマ リベ

カ とい う御方 は，〕朝の明 るく柔 らか

な雲のように白い顔 をしてお られ，そ

の白さは髪 の毛 も頭 に付けた飾 りも同

様で した。 …… この御方はこう言われ

ました。『わたしはアマ リベ カといい，

わた しの父イナウイキの名 によって来

た。』」(ア ル トゥーロ ・ヘルマ ンド ・

トヨ，五¢yθη磁sl勉 晦 多θηαs4θ1Bの0

0励oω 『オ リノコ川下流 に伝わる先

住民の伝説』テ ッド・E・ ブルーアー ，

トン訳，pp.19-22)

主 が古代アメリカに来 られた ことに

ついて， 『モルモ ン書』には正確な説

明があ ります。「モルモン書』が古代

か ら伝わる書物であることを受け入れ，

ジョセフ ・ス ミスが英語で書かれてい

たとは考えられない古代の記録 を確か

に持 っていた とするなら，次の ような

疑問が生 じます。ジ ョセブ ・スミスは

どの ようにそれを翻訳 したのか。唯一

理 にかなった答 えは，本人が語 るよう

に，神の啓示によった というものです。

「それさえ主張 しなけれ ば 『モルモ

ン書』は神聖な聖文 だと認めよう」 と

言うことほ ど，わた したちの救 いを永

遠に危う くす ることがあるで しょうか。

教会 に対 して疑 問や不安を抱いている

人々 は， この堅固な よりどころに心 を

向けていただきたい と思います。

『モルモ ン書』の預 言者ニー ファイ ゴ

はこう書 いています。 「わた したちは
はらから

子孫 と同胞に，キ リス トを信 じ，神 と



和解するように説 き勧 めるために，熱

心に記録 し続 けようと努めている。そ

れは，わた したちが最善 を尽 くした後，

神 の恵みによって救われることを知っ

てい るか らである。」(2ニ ーフ ァイ

25：23)

B・H・ ロバーツ長老 は1909年 に こ

う記 してい ます。

「〔聖霊 こそが〕『モルモン書』の真

実性 を実証するお もなよ りどころ とな

られるべきである。そのほかの証拠は，

この根本的で，絶対 に間違いのない証

拠に次いで来 るものである。 ほかにど

んなに優れた証拠 を持 って来 てもこの

順序 は変わ らない。 どんなに巧みに反

論 した として も， 〔聖霊 の〕位置 を変

えることはできない。……

しか し，真理 を擁護 するうえで2番

手に来 る証拠 も，自然現象の中の副次

的な原因 と同じように，非常 に重要で

神の目的を達成する力強い原動力 とな

る。」(八セω 曜幽魏θs∫θ∫ノ∂γOo4『 神

の新たな証人』pp.vi-vii)

日が静かに昇 るように，時折わた し
み こえ

たちは主の御声 も静かであると感 じま

す。 しかし，主の御声は，わた したち

が祈 り，黙想 し，耳 を傾 けるなら聴 き

取ることができます。そして主か らの

答えとして，わた したちの心 にはっき

りとした考えが与 えられます。

日が昇 るように確かに，神 も全能の

御子 も生 きていらっしゃい ます。 日が

毎 日昇 るように確かに，末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会 は主の教会です。

日が昇 るので，わた したちはすべて

を見 ることがで きます。

同様 に，イエス ・キ リス トが生 きて

い らっしゃるので，わたしたちは主の

光によって永遠不変の真理を理解 し，

現世の目的 と，今 こうして存在 してい

る理由，前世 と現世での生活がいわゆ

る死後の世界 に及 ぼす影響について教

えて くれる，輝か しい道 を知 ることが

で きるのです。
あかし

『聖書』は一 つの証です
。

『モルモン書』 はもう一 つの証です
。

そしてわたしも主がよみがえられ，

やがて再臨され ることを証する者 の一
み な

人 で す 。 イ エ ス ・キ リス ト の 御 名 に

よ っ て ， ア ー メ ン。

神権がもたらす祝福
十二使徒定員会会員

ロバート ・D・ヘイルズ

神権は，この暗くて悩み多い世界に住む神の子供たちに光を与えてくれま

す。

週間前の ことですが，わたしは

数 チ リのサ ンティアゴでの神権者
訓練集会 に出席 していました。土曜 日

の会でわた したちは，バプテスマを受

けた兄弟たちが神権 を受 けることの大

切さについて話 しました。翌朝早 く，

わたしは神権が人生 にもた らす影響 に
あかし

ついて力強い証 を感 じなが ら目を覚 ま

しました。そして夜明けまでの数時間，

自分 自身 と家族，そして世界中の人々

にとって神権が どういう意味 を持つの

かを考えました。

兄弟姉妹の皆 さん，神権がな くなれ

ば，わたしたちの人生はいかに暗 くむ

なしいもの となることで しょうか。神

権の力がこの地上 になければ，悪魔 は
せっけん

はばかることなく世界 を席巻すること
たまもの

で しょう。聖霊の賜物がわたしたちに

導 きと悟 りを与 えて くれ ることはあ り
み な

ません。主の御名 により語 る預言者 も

い ません。神聖な永遠の聖約 を交わす

神殿 もありません。祝福 を授 けた り，
いや

バ プテスマや癒 しを施 した り，人 に慰

めを与 えた りする権能 もないのです。

神権の力がなければ 「全地 はことごと

く荒廃す る」(教 義 と聖約2：1-3

参 照)の です。光 もな く，望みもな く，
くらやみ

あるのは暗闇だけです。

わたしたちにとって，神権 の祝福の

ない世界は何 と暗い ことでしょうか。

愛に満ちた天の御父 は，経験 を得 さ

せ，試 しを与 えるために，御 自身の息

子，娘 をこの地上 に送 られました。 ま

た，御父のみもとに戻 る道 も授 け，そ

の道を照 らす に十分な霊の光 を授 けら

れました。神権 は， この暗 くて悩 み多

い世界 に住 む神 の子供たちに光 を与 え

て くれます。そしてわたしたちは，神

権の力 を通 して，わた したちを真理 と

証 と啓示へ と導 く聖霊の賜物 を受ける
ろう

ことがで きるので す。 この賜 物 は老
にゃくなんにょ

若 男女 を問わず， すべての人 に平等

に与えられます。わた したちは神権の

祝福を通 して 「神の武具で身を固め…

…悪魔 の策略 に対抗」 する(エ ペ ソ

6：11-18参 照)こ とができます。 こ

の守 りは，わたしたち一人一人が手に

することのできるものです。

神権 を通 して， ほかの多 くの祝福が

神の息子，娘に与 えられています。神権

があるのでわたしたちは，聖なる儀式を

受けて神聖な聖約を交わし，天の御父の

みもとに戻 る細 くて狭い道を進むことが

できるのです(マ タイ7：13-14参 照)。

神権 とは，主の御名 によ り行動する

ために神か ら授 けられた神の力です。

神権 は時間を超越 しています。「初め

にあった この神権 は，世の終わ りにも

あるであろう。」(モ ーセ6：7。 伍5

聖徒 の道/1996年1月 号

35



'oη(ゾ 魏6C肱7ψ 『教会歴史』3：

386も 参 照)こ の世が創造 される前に，

神権の指示の下で天上の会議が開かれ

ました。宇宙やわた したちが住むこの

地球 は，偶然 にできた ものではあ りま

せん。神権の力 によって造 られたので

す。偉大 な救 い主が言葉 を発せ られ，、

すべての元素がそれに従 いました。わ

たしたちが この星 に存在す るのを可能

にしている自然界 の体系，生命 を支 え

ているこの世の物質， これ らはすべて

神の偉大な神権の力 を通 して秩序正 し

く作用 し，循環 し続 けているのです。

地上に住む人々はこの神権の力 に気づ

いていませんが，すべての生物 は神権

の力により存在 してい るのです。

地球の創造 により，神 の息子，娘 に

生活 と成長の場が与 えられました。御

父が驚 くべき神権の祝福 をわたしたち

に授けてくだ さる場所です。神権 は最

初 にアダムに与 えられ ました。アダム
かぎ

は何世代に もわた って神権の鍵 を持 っ

ていました。アダムは息子であるアベ

ル とセツに始 まり，7代 に及ぶ子孫 に 「

神 権 を授 け ました(教 義 と聖約84：

16;107：40-53参 照)。 そしてアダム

の死後 も神権 は父か ら子へ と受け継が

れ，メルキゼデクにまで至 りました。

もともとこの神権は 「神の御子の位

に従 う聖なる神権 と呼 ばれていた。

しか し，至高者の名 を敬 い尊ぶ こと

か ら， この名 をあまり頻繁に繰 り返す

のを避けるために，昔 の教会員はこの

神権 を，メルキゼデクにちなんで，メ

ル キゼ デク神権 と呼 んだのであ る。」

(教義 と聖約107：3-4)「 メ ルキゼ

デクはそれほど偉大な大祭司であった

か らである。」(同2節)

メルキゼデクの手か ら神権 を受 けた

のはアブラハ ムで した(教 義 と聖約

84：14参 照)。 主は後 にアブラハ ムに

「地 のすべての氏族 は
， あなた(す な

わち，あなたの神権)に よって， また，

……あなたの子孫(す なわち，あなた

の神権)に よって，……救いの祝福す

なわち永遠の命の祝福 である福音の祝

福 を授 け られ るであろう」(ア ブラハ

ム2：11)と の約束 を与 えられ ました。

また，神の御子，救 い主イエス ・キ

リス トが旧世界 と新世界の両方で教会

を設立 されたのは， この神権によって

で した。主はその両方の世界で，「命

にいたる……狭 い門」(マ タイ7：13

-14;3ニ ー ファイ14：13-14)に 入

る手段 としての神聖な聖約 と儀式 を確

立されました。 さらに，両方の地で教
み こと ば

会の諸事 を管理 し，御言葉を神 の息子，

娘に伝えるために，12人 の特別な証人

を聖任され ました。

イエス ・キ リス トは，悔 い改めて聖

なる神権の力によりバプテスマを受け
あがな

るすべての人 の罪を贋 われ ました。そ
しょくざい

して，順 罪 によ り死の縄 目を断ち切

り，「彼 に従順で あるすべての人に対
すくい

して，永遠 の救 の源」(ヘ ブル5：

9)と な られたのです。
くら

イエス と使徒たちの死後，地球 は暗
やみ

闇に包 まれ ました。暗黒時代 として知

られるこの時期 は大背教の時代であり，

地上 の人々か ら長い間神権の祝福 と儀

式が取 り去 られ ました(ジ ョセ ブ ・

フィールディング ・ス ミス，.4ηsω6駕

のGo幼6♂Q%6画0ηS『 福音 の質疑応

答』ジョセフ ・フィールディング ・ス

ミス ・ジュニア編，2：45参 照)。

しかし，預言 されていた とお り，神

の栄光の神権が，それに伴 うすべての

祝福 とともにわた したちの時代 にこの

地上に回復 されました。神権 の回復 と

その祝福は1820年 に始 まります。少年

預言者 ジョセブ ・ス ミスが聖なる森で，

天の御父 と御子 イエス ・キリス トにま

みえ，言葉 を交わ したのです。

後にほかの天 の使 い，すなわ ちバ プ

テスマの ヨハネやペ テロ，ヤコブ， ヨ

ハネ， それにモーセやエライアス，エ

リヤなどが訪れ，人類の救い と昇栄 に

必要 な力 と権 能 と鍵 を預言者 ジョセ

ブ ・ス ミスに授 けました。 それ によ り，

古代のアロン神権 とメルキゼデク神権

を有するイエス ・キ リス トの教会が地

上 に回復 され ました。そ して，今や神

がアブラハ ムに聖約 されたように，地

上のすべての個人 と家族が祝福 にあず

かれ るようになったのです。

兄弟姉妹 の皆 さん，考えてみて くだ
こんにち

さい。神権 は回復 され，今 日， この地

上 にあ るのです。 また，ゴー ドン ・

B・ ヒンクレー大管長 は生 ける預言者

であ り，大管長会 と十二使徒定員会が，
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主 イエス ・キリス トの現代の使徒 とし

て存在 しています。 この神権時代の鍵

を有するこれ らの預言者，聖見者，啓

示者の管理の下に，今 日の教会 の神権
み な

者 は神 の御名 によ り行動する正統な権

能 を授けられています。彼 らは主か ら，
しもべ

承認 を受 けた僕 として神権 の力 と権能

を通 して人々 を祝福 し，与 えられたす

べての神権 の聖約 と儀式，祝福 を授け

るのです。

神権 の祝福 はすべての人に及びます。

事実，「〔御父 は〕御自分の もとに来て

主の慈 しみにあずか るように，すべて

の人 を招かれる。 したが って主は，黒

人 も白人 も，束縛 された者 も自由な者

も，男 も女 も，主 のもとに来 る者 を決

して拒 まれない。……すべての人が神

に とって等 しい存 在 なの で あ る。」

(2ニ ーファイ26：33)

神 権 の祝福 にはどのようなものがあ

るでしょうか。ではわたしとともに，

一人の子供が生涯 にた どる理想的な霊

の旅 に出か けてみましょう。つ まり，

人生の中で神権 を通 して受ける祝福の

機会 を眺めてみたいと思 うのです。

まず，生 まれたばか りの赤 ちゃんは

愛の腕に抱かれ，父親か祖父，監督あ

るいはほかの神権者 により，命名 と神

聖な祝福 の宣言 を受 けます。 この祝福

は聖霊の導 くままに行われ ます。

程 な くして， この子は初等協会 と日

曜学校に参加 し，忠実な教師か らレッ

スンと指導 を受 けます。主の方法によ

り教 えるよう神権 の力によって召され，

任命 された教師か らです。

この子が責任 を負 う年齢である8歳

になると，神権 を持つ人 によって水 に

沈め られるバプテスマを受 けます。そ

して，メルキゼデク神権 を持 つ人 から

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会員

としての確認 の儀式 を受 けます。 この
たまもの

儀式で は聖霊の賜物が授 けられ ます。

その静かな細 い声に従 えば，永遠 の命

に至る細 くて狭い道 をそれずに進むこ

とがで きるのです。

また，毎週 日曜 日に，ほかのふさわ
せいさん

しい教会員 とともに神権者 による聖餐

を受けます。パ ンはイエス ・キリス ト

の体 を，水 はわた したちの罪を贋 うた

めに流 されたイエス ・キ リス トの血 を



せいさん

表 してい ます。聖餐の儀式の問，その

子 は救い主が受けられた苦しみに思い
み な

をはせ，イエスの御名 を進んで受 ける
あかし

ことを証 します。 また，いつも主を覚

え，主の戒めを守 ることを約束 します。
み

それに対 して主は，「いつ も御子の御
たま

霊 を受 け られ る」(教 義 と聖 約20：

77)こ とを約束 して くださるのです。

やがて子供か ら大人への過渡期に入

ると，監督や青少年の指導者か ら霊的

な面でのカウンセ リングやア ドバイス

を受 けるようになります。 こうした教

会の若人 を指導 し鼓舞するために召 さ

れ，任命 されるのが，アロン神権 と若

い女性の指導者です。

.そ れ以上の勧告や慰めが必要 なとき，

また 病 気 の とき は， 父親 や ホ ー ム

ティーチャー，監督， そのほかの神権

指導者 から神権の祝福 を受けることが

で きます。 また，聖任 された祝福師に

より授けられる祝福師の祝福 は，神か

ら息子，娘への霊感に満ちた言葉 を含

み，生涯 を通 じての指針 と慰 めとして，

永遠 にわた る意味を持 っています。そ

れが どんなにすば らしいものであるか

考 えてみて ください。

ふさわしい と判断されれば，若 い男

性 はアロン神権 を受 けます。 アロン神

権 は準備の神権であ り，成熟 の度合い

に応 じて，執事，教師，そして最後 に

祭司へ と聖任されていきます。後に資

格が得 られれば，メルキゼデク神権 を

受 け， その長老の職 に聖任 されます。

若 い姉妹たちはまず若い女性 とい う組
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織 に属 し，後 に扶助協会の会員 にな り

ます。 こうした経験はすべて，若い男

性や女性 に，学び奉仕する機会 を与 え，

この世 でのあ りきた りの友人関係 より

ももっと大切な兄弟愛や姉妹愛を身を

もって味わ うためにあるのです。

こうした若い男性や女性 は専任宣教

師 として召 され，伝道部長 の神権 によ

る指示の下で，耳を傾 けるすべての人

に主イエス ・キリス トの証 を伝えます。

そして彼 らは， この奉仕 と犠牲の祝福

を通して心がへ りくだるのを経験 し，

すべてを奪お うとするこの世の傾向 と，

すべてを与 えようとす る神の王国の姿

との対称的な違 いを識別で きるように

な ります。 こうして人のために自分 自

身 をささげる習慣 を身 に付 けた彼 らは，

生涯を通 じて教会や地域社会のために

奉仕をします。 また同時に，ほかの人

の奉仕 による祝福 にも浴 します。

若い男性や女性が受 けることのでき

る神権 の祝福で最大のものは，神殿で

の祝福 でしょう。神殿では天国の一部

をかいま見ることができます。聖なる

神殿で，彼 らは世 にあって世の もので

はな くな ります。そして，自分たちが

天の王の子孫，すなわち神 の息子，娘

であることを理解す るのです。神殿 の

外ではとても届 きそうもない永遠 にか

かわる喜びが，突然，身近に感 じられ

るようになります。

神殿内では救いの計画が説明 され，

神聖な聖約が交わされ ます。これらの

聖約 は，神聖な神殿 のガーメン トを身

に着けることをも含めて，エンダウメン

トを受 けた入々に力 を与え，彼 らを悪

魔の力か ら守って くれます。自身のエ

ンダウメントを受 けた若い男性や女性

は，神殿 に参入 して代理の儀式 を受 け

ます。生 きている間に神権 の祝福を受

ける機会 を得 られずに世を去った人々

にその祝福が及ぶようにするためです。

神殿 の儀式の極致 は永遠 の結婚です。

花婿 と花嫁は，忠実であれば，永遠 に

わたって夫婦，親子が ともに主のみ も

とで生活で きることを約束され ます。

これは永遠の命 と呼 ばれ ます。

義 にかなったこのような男女が永遠
はんりよ

の伴侶 とともに家庭 を築 くに当たって，

神権 は引 き続 き祝福 をもた らします。



み こころ

神の御 心 は，現代 の預言者，聖見者，

啓示者の言葉 に耳 を傾 け， それに従 っ

て生活す る中で知 ることがで きます。
きよ み たま

また夫は 「聖い御霊の宿る神聖 な建物

として， また，家族が礼拝 し，世の中

か ら逃れて安 らぎを得，霊的に成長 し，

永遠にわたって結ばれ るための備えを
み こと ば

する神聖な場所 として」(『神の御言葉

に固 くつ きて』 メルキゼデク神権個人

学習ガイ ド1，p.155)自 分 の家 を奉

献 レます。

この夫婦 は親 として子供の成長に合

わせて家庭の夕べで福音 を教 えます。

そして子供 に，個人や家族で祈 ること

を教えます。 また，聖なる預言者たち

により記 され，世代 を超 えて保存 され

てきた 『モルモン書』をはじめとす る

回復 された聖典 を，やは り個人や家族

で研究 します。両親 は救いの計画を教

叢

1購

灘

え，子供たちに自分たちが これまで受 ⊃

けて きた同じ神権の祝福 と儀式 を受 け

る備えをさせ ます。

献身的な夫は，出産 を控 えた妻 の頭

に優 しく手 を置 き， メルキゼデク神権

の力を通 して特別な祝福 を宣言 します。、

そして彼は，神権 の聖約の下 に生 まれ

た赤ちゃんを腕に抱 き，父親 としての霊

感 に満ちた祝福の言葉を述べるのです。

この ようにして，神権の祝福のサイ

クルは世代 を超 えて受け継がれていき

ます。 これはすべて，神の息子，娘の

「不死不滅 と永遠の命」 を もた らす と

い う，御父の神聖な目的 を成就す るた

めなのです(モ ーセ1：39)。

兄 弟姉妹の皆さん，わたしは神権 の
ろうにゃくなん

驚くべき力によって世界中の老 若 男
によ いや

女が高められ，祝福され，癒 され，慰
ま

め られ，力づけられるのを目の当た り
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にしてきました。わた しはこの神権の

祝福がすべての人に与え られるよう心

か ら望んでい ます。 一

神権 を持つ兄弟の皆 さん，神権 を尊

んで大いなるもの として ください。神

権を持っていなが ら使っていない人 は，

よ く行使 して ください。神権 を受けて

いない兄弟の皆 さんは，授けられるよ

う熱心に求めて ください。そして，わ

た したちすべてが神権 の祝福 を受 ける

ことに， また分かち合 うことにもっと

熱心 にな り，天の力 をわた したち自身

と愛する人々の人生 に呼び込めるよう

に と願 っています。

サ ンティアゴでのあの早朝の数時間

以来，わたしは神権 について，また神権

が世界中の人々に とって どの ような意

味 を持つのか について，何度 も深 く考

えて きました。ここで，神権の祝福につ
あかし

いてのわたしの心か らの証 をソネット

の形で皆さんにお伝えしたい と思います。

たまもの

聖なる賜物である神権の力のゆえに
み な

主よ，我 らはあなたの祝福 された御名

をたたえます

この祝福 し，導き，高める力のゆえに

あなたの永遠の愛はわた したちととも

にあるからです

神権 の力のない人生 は

何 と希望がな く，暗 く，失意に満ちて

いることで しょう

サタンは思いのままに人 を欺 き

いつ も惨 めな状態に陥れようとしてい

ます

主の御霊 はわた したちに光を もたらし

サタンの火矢か ら守 って くれます

あなたの聖約 はすべてに勝 り，わた し

たちの望みは輝 きます

神権の力 によ り，あなたの もとに戻 る

のです

わた したちはホサナ と歌い，主の御名

をたた えます

神権の力が末 日に回復 されたか らです

従順であるかぎ り， この地上 の男女

や家族のために神が用意 して くだ さっ

た壮大 な永遠の祝福 が，神権の力を通

して授 けられ ることをお約束 します。

イエス ・キ リス トの御名により証 しま

す。アーメン。



「備えていれば

恐れることはない」

十二使徒定員会会員

L・ トム ・ベリー

自らを霊的に備えることが大切であるように，この世の必要にも備えなけ

ればなりません。

一ハイ は家族 を連 れて荒れ野 を

リ 旅 した とき，す ばらしい夢 を見
ました。命 の木の夢，すなわち示現は，

象徴を通 してわた したちに人生や歩む

べき道 について多 くの知識 を与 えて く

れます。聖文 には次のように書かれて

います。

「そして
，一本の木 が見 えたが， そ

の実 は人 を幸せにす る好 ましい もので

あった。

そこで，行 ってその木の実 を食べる

と， それは，今 までに味わった どんな

実 よりもずっ と甘 いことが分かった。

またその木の実 は白 く，今 までに見た

どんな白いものにも勝 って白かった。

そしてその木の実 を食べ ると，わた

しの心 は非常に大 きな喜びに満たされ

た。それでわたしは，家族に も食べて

ほしい と思い始 めた。その実が，ほか

の どんな実 よ りも好 ましい ことが分

かったか らで ある。」(1ニ ー ファイ

8：10-12)

リーハイは夢 の中で，神の愛である

といわれていた甘い実 を食べ ようとし

て多 くの人々が進んで来るのを見 まし
み こと ば

た。 また，神の御言葉 を意味する鉄の

棒 につかまっていれば，命 の木 にた ど

り着 けるはずで した。しか し，途中で

暗黒の霧，すなわち誘惑に襲われ，多

くの人が道 を見失ってしまいました。

聖文 はこの ように続いてい ます。

「そして
，わた しはまた，押 し進 ん

で来 るほかの人々を見たが， この人々

は進 んで来て，鉄の棒 の端をつかんだ。

そして彼 らは，鉄の棒にすが りなが ら

暗黒 の霧の中を押 し進み，ついに進ん

で来てその木の実を食べた。

そ して彼 らは，木の実を取 って食べ

ると，恥 じるかのように辺 りを見回した。

それでわた しも辺 りを見回す と，水

の流れている川の向 こう側 に，一つの

大 き く広々 とした建物が見 えた。それ

は地上 に高 くそびえ，ち ょうど空中に

あるかのように立っていた。
ろう にゃくなんにょ

その建 物 は， 老 若 男女 を問 わず

人々でいっぱいであった。 この人々の

衣服の装いは，非常に華やかであった。

そして彼 らは，その木の所 までやって

来てその実を食べている人々を指さし，

あざけり笑っている様子であった。

それ でその木 の所 までや って来た

人々 は， その実を味わ った後 にあの

人々 にあざけ り笑われたので恥 ずか し
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く思 い ， 禁 じ られ た 道 に 踏 み 込 ん で 姿

が 見 え な くな っ て し ま っ た 。」(1ニ ー

フ ァ イ8：24-28)
き ょう

今 日わたしは， リーハ イの夢のこの

部分についてお話 ししたいと思います。

現在， あの 「大 き く広々 とした建物」

から聞こえて くる声 は，われ先 にこの

世の もの を手に入れるようわた したち

を誘惑 します。わた したちは車3台 分

のガ レー ジとレジャー用の車がある，

もっと大 きな家が必要だ と考えます。

ブランドものの洋服 やビデオ付 きの2，

3台 目のテレビ，最新型のコンピュー

ターや車 を欲 しが ります。一方支払い

のためには，将来の必要を考えず，借

金することが よくあります。欲 しいも

のをす ぐ手に入れるとい う， こうした

傾向のために，破産が増 え，多 くの家

族が経済的な負担のあまりの重 さに苦

しんでいます。

現代は，人類の歴史の中で もとりわ

けすばらしい時代であると同時に，問

題の多い時代です。技術革新が生活 の

隅々まで行 き渡 るにつれて，変化があ

ま りに速 いため，生活のバランスを取

るのが難 しくなってきています。ある

程度安定 した生活をするには，先 を見

越 した計画が不可欠です。個人 と家族

の備えに関してこれまで受けてきた勧

告 を見直す時期が来 ている，恐 らく緊

急 にそうする必要がある， とわたしは

思 います。わたしたちのランプに，最

後 まで堪 え忍ぶのに十分な油が入って

いてほしい ものです。キ ンボール大管

長 はこのように勧告 しています。

「準備 の大切 さに関す るわた した ち

への主 の勧告 を見直 す と，その メッ

セージの明快 なことに改めて気づ く。

悪を遠ざけるだけでは，準備 とい うラ

ンプの油 を十分に満たす ことはで きな

い， と明言 されているのだ。わた した

ちはさらに，備 えに役立つプログラム

に熱心に取 り組む必要が ある。」

また，大管長 はこうも述べています。

「主はわた したちの善良な望み，願 い，

意志のみを取 り上げて，実際の働 きが

あるかのように受け取ることはなさら

ない。 あくまでも自分自身の力で実際

に行 動 しな けれ ば な らな い ので あ

る。」(『赦 しの奇跡』p.12)



美

絶 えず大幅 に上下するインフレの波，

戦争や個人間の争い，全国的な災害や

異常気象，無数の不道徳な行為，犯罪

や暴力，家族や個人 への攻撃や圧力，

技術の進歩の陰で廃 れてい く職業など

は， 日常茶飯事です。備 えの必要は火

を見 る よ り明 らか です。 『教 義 と聖

約』の中で主がわたしたちに約束され

ているように，備えがあれば，恐れか

ら解放 されるとい う大 きな祝福にあず

かることがで きます。 「備 えていれば

恐れることはない。」(38：30)

自 らを霊的に備えることが大切であ

るように， この世 の必要 にも備えなけ

ればなりませ ん。だれ もが次のように

自問 してみる必要があ ります。「自分

自身 と家族の必要を満たすために， ど

のような備 えをすべきだろうか。」

わた したちは何年 も前か ら，将来に

備えて少な くとも次の4つ の必要 に備

えるように教 えられてきました。

第1に ，適切な教育 を受 ける必要で

す。 自分 と家族を養 うに足 る収入が得

られるような，安定 した仕事に就 ける

技能や専門職 を身 に付 けて ください。

急速 に変化 する世の中では，そうした

技能 もす ぐに役に立たな くなることが

あ り，絶 えず将来 に備 える必要があ り

ます。進歩 についてい く努力をしなけ

れば，職場で取 り残 されて しまい ます。

例 えば，歯医者が10年 前 と同じ器具や

技能で診療 を続 けたら，患者 の数 はど

うなるでしょうか。 コンピューターを

使わずに他社 と競争 しようとするビジ

ネスマンについてはどうでしょう。最

新の建築材料や建築技術 を取 り入れな

い建築家はどうでしょう。教育 は，生

活の必要性か ら，生涯にわたって継続

してい くべきものになってきました。

わた したちは予定を組む とき，現在 と

将来に備 えて自分を磨 くための時間 を

十分取 る必要が あります。

第2は ，収入の範囲内で生活 し，万

一に備えて貯蓄する必要です
。主が祝

福 してくださった ものを計画的に使 っ

て生活するよう，自己訓練 して くださ
へ しゅうぶん

い。定期的に什 分の一 を納めるよう

に，将来の家族の必要に備えて定期的
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に幾 らかずつ貯金 して ください。将来

の計画 をする際には子供 たち も参加 さ

せ ることです。子供たちが家の裏庭で，

毎年， とうもろこしや ラズベ リー， ト

マ トを植え，収穫 し，近所の人たちに

売 ってい くなら， きっと将来，伝道や

教育の資金 に大 いに役立つ時が来 るで

しょう。ガレージの中には，使 ってい

ない自転車やお もちゃの自動車，運動

器具，スキーやローラーブレー ドなど

が眠っていることでしょう。 こうした

ものに使 ったお金 を将来 のために蓄 え

ていた ら， どれほど大 きな金額 となっ

たか計算 してみて くだ さい。わた しが

今，「使 っていない」 もの と言 った こ

とを忘れないで ください。ガレージが

いろいろなものでいっぱいで， もはや

肝心の車を入れることもできない とい

う経験 のあ る方が， た くさんい らっ

しゃるのではないでしょうか。

第3に ，過度の負債 を避 ける必要で

す。やむを得ず借金す る場合 でも， よ

く考 えて祈 り，で きるかぎり良い助言

を受けた後 に決めるべ きです。それも，

返済能力の範囲内に とどめるよう自制

す る必要があ ります。わた したちは，

疫病 を避 けるように負債 を避 けなさい

という賢明な勧告を受けてきました。

J・ ルーベ ン ・クラーク副管長は，教

会員 に何度 も堂々 と勧告 しました。

「収入の範囲内で生活 して ください
。

負債 は清算 し，常に負債 を避 けて くだ

さい。過去にあったように将来に も訪

れ るであろう不慮 の事態 に備 えて貯蓄

して ください。倹約 と勤勉，質素の習

慣を身に付 け，いっそ う励んで くださ

い。」(Co卿%駕61～ 砂oガr大 会報告』

1937年10月 ，p.107)ま た ，次 の よう

なクラーク副管長 の利子 についての説

明を， どこか目につ く所 にはってお く

とよいでしょう。

「利子 は
，決 して眠 ることも，病む

ことも，死ぬ こともあ りませ ん。 ……

一度借金 をすれば
，利子 は昼夜を問わ

ずあなたに付 きまとうのです。あなた

はそれを阻む ことも，逃れることも，

また忘れることもできません。利子は，
い かく

懇願 にも，威嚇に も，命令に も応 じま

せん。そして， もしあなたが そのや り

方に口を挟んだり，反 した り，要求に

応 じなかったりしようものなら，たち

まちあなたを押 しつぶ してしまうので

す 。」(「 大 会 報 告 』1938年4月 ，

p.103)

借 金 は大 きな誘惑 です。借金 は簡単

にで きるだけにいっそう心 して避ける

必要があ ります。 もし住宅 ロー ンが30

年 間ではな く10年 間か15年 間 だった ら，

どれほど純資産が増 えるか，また， も

し自分の時間や才能 を使 って家の増改

築 をした ら，その働 きが どれだ けの価

値 を持つか，計算 してみて くだ さい。

クレジットによる負債 は，いともた

やす く手 に負 えな くな ります。ク レ

ジッ トカー ドを正 しく使 えるよう自己

訓練がで きていないなら，カー ドは持

たないことです。財産管理のよ くで き

る家族 にとっては，利子 は払 うもので

はな く，稼 ぐものです。わたしは仕事

に就 くようになって間 もないころ，賢

明な上司か ら次のような利子の定義 を

教わ りました。「利子の原則 を理解す

る者 は，利子を受け取 り，理解 しない

者は，利子 を支払 う。」

第4に ，生命 を維持するための食糧

と日用品を入手 し，貯蔵す る必要です。

衣類 を購入 し，緊急時に役立つ ように，

分別 ある綿密な計画 に基づいて貯蓄を

して ください。 もう随分前からわた し

たちは，将来に備 え，1年 分の必需品

を蓄 えるように教えられて きました。

しかし，豊かな時代 にあってほとん ど

皆， この勧告を忘れて しまった ように

思われ ます。 この勧告をないが しろに

する時は去 りました。現在世の中で起

きている様々な出来事 に思いをはせ，

この勧告について真剣に考慮 しな くて

はならない時期なのです。
こんにち

職業 も常 に変化 しています。今 日で

は，就職す る若い人たちは定年 までに，

恐 らく3回 か4回 業種 の違 う仕事 に就

くと言われています。職種 に関 してい

えば，一生のうちには， もっと頻繁に，

10回 以上変わる場合 もあるでしょう。

失業時に備 えるには，働いているとき

に，不遇の場合 に備 えて蓄 えてお くよ

りほかに方法があ りません。 まだ貯え

をしていない人 は，今す ぐ計画を立て

て ください。すでに計画 を立てている

人は，現在の計画を見直 して ください。
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1年 分 の貯蔵計画に合 う価値のあるも

の を購入 しましょう。今 は大急ぎで買

いあさるような状況ではありません。

む しろ，注意 して購入 し，貯蔵品 を回

転 させ るように計画 を立てる必要があ

ります。今 日の不安定な世 の中で は，

この勧告 を心 に留 めて将来に備 えるこ

とがぜひ とも必要です。

リーハ イの受けた偉大な示現につい

て， リー大管長は次のように述べてい

ます。

「すべての男女
，若人が人類 を悩 ま

せている問題 の答 えを必死 に探 し求 め
ざ せつ

ているこの混乱 と挫折の渦巻 く中で，

もし彼 らに最 も必要 とされるものが一

つあるとすれば， それは 『録の棒』で

ある。あらゆる 『徳高いこと，好 まし

い こと， あるいは誉れあること』 を最

終的には破壊 し，破滅 させる奇妙な曲

が りくねった道の多い中で， この鉄 の

棒 は，永遠の命に至るまっす ぐな道 に

沿 って設 け られた安全標識 である。」

(『大 会報 告1970-72』1971年4月 ，

p.156)

残念 なことに， あまりにも多 くの会

員が， リーハイの示現 に出て くるあざ

ける人々 に似ています。彼 らは忠実 な

人々 をあざ笑 う，無関心な人たちです。

神 の特別な福音の証人 として， また教

会 を管理する神の代理人 として，教会

の幹部を受け入れ るとい う選択 をした
き ょう

忠実な人々をあざけるのです。今 日，

わた しは皆さんに，昔か ら教えられて

きた基本原則，す なわちあらゆる時代

にあって人類 に貢献 して きた倹約，勤

勉，誠実の原則 に立ち返 るよう心から

お勧 めいた し家す。世 の高慢 で ある

「大 きく広々 とした建物」 を避 けて く

ださい。なぜな ら，その ような建物 は

必ず崩れ るか らであり，その崩れ方は

非常に甚だ しいからです。

神がわた したちを祝福 され，わたし

たちが これまで受 けてきた勧告 に賢明

に従い，わた したちの家族の強い結束

と安全のために，物心両面の備 えをな

す ことができます ように，主なる救 い
み な

主 ， イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ っ て

へ り くだ り お 祈 りい た し ます 。 ア ー メ

ン。 も



●1995年9月30日 ，(土)神 権部会

信仰により

人々に影響を与える
十二使徒定員会会員

ヘンリー ・B・ アイリング

しもべ

主が皆さんを僕としてふさわしくしてくださる，と確信してください。入

の永遠の命をもたらすために，信仰をもって影響を与え，主を助けるので

す。

かぎ

△ 晩，全世界の聖なる神権の鍵 を

フ 有 し，行使する預言者 によりて

管理されるこの集会 に，神の神権者の

皆 さん とともに集 えることを感謝 しま

す。 ヒンクレー大管長 は4月 の総大会

の日曜午前の部会で話 をし，最後の方

で こう言い ました。「兄弟姉妹，最後

に，一 つの ことをお話 ししたい と思い

ます。 これは，いつまで も忘れないで

いただきたいと思い ます。」

この前置きの後 に，わたしたちの注

意をとらえた言葉が続 きます。

「この教会 は大管長 の ものではあ り

かしら

ません。 この教会の頭 は，主イエス ・

キリス トです。わた したちは一人一人
み な

が， その御名 を受 けています。わた し
み わざ

たちは皆， この偉大な御業にともに携

わっています。わたしたちは，天父の

御業 と栄光 である，『人の不死不滅 と

永 遠 の命 を もた らす』(モ ーセ1=

39)た めの働 きの中で，天父の助 け手

となるために，召 されているのです。

皆 さんの受けている責任 も，わた しの

受けている責任 も，その重要性 に変わ

りはあ りません。 この教会 に，小さな

召しとか，つまらない召 しなどはあ り

ません。わたしたちは皆，責任 を果た

してい く中で，人々の生活 に影響を及

ぼすのです。主はわたしたち一人一人

に，その責任 について次のように言わ

れました。

『それ ゆえ，忠実であ りなさい。わ

た しがあなたを任命 した職 において務

めなさい。弱い者 を助 け，垂れている

手を上げ，弱 くなったひざを強めなさ

い。』(教 義 と聖約81：5)」(『 聖徒 の

道』1995年7月 号，p.76)

皆 さんは，自分の果たしている召 し

が，大管長の召 しと同じように重要な

責任だ と聞いて，不思議 に思 うかもし

れ ません。 しか し，その理由は理解で

きるでしょう。皆さん も大管長 も，教

会の頭である同じ救い主によって召 さ

れています。そして同 じ業に携わって，

人の永遠の命をもたらすために，主 を

助 けているのです。召 しを通 して人々

の生活 に影響を与えています。奉仕に

よって皆さんが影響 を与 える人々は，

神 にとって何 よりも価値 ある存在です。

そして，いかに影響 を与 えるか は，皆
しもべ

さんにとっても，神 のほかの僕 にとっ

L 一一一..
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て も，同 じく重要な問題です。

召 しに伴 う影響が この ように重要な

のは，その目的が重要だからです。皆

さんの責任は，人々が永遠の命 に向か

う選択ができるような影響 を与 えるこ
たまもの

とです。 この永遠の命 は，神の賜物 の

中で，最大のものです。青少年の皆 さ

んの中には，簡単 な割 り当てに思 える

ことや毎 日の行いが永遠の結果をもた

らすという考 えに納得で きない人 もい

るでしょう。

しか し，皆 さんは考える以上のこと

をしているか もしれないのです。来週，

執事定員会の会長か ら，本人 も家族 も

一度 も教会に来た ことのない少年 を
，

日曜 日に連れて来るよう依頼 されるか

もしれ ません。皆さんは歩いて彼の家

へ行 き，何度か一緒 に教会に来た後，

彼が引っ越 してしまうかもしれ ません。

そんなとき，大 したことはできなか っ

た， と思えるでしょう。 しかしその よ

うなある少年のお じいさんがステー ク

大会のときにわた しのところに来て，

一人 の執事が孫 にして くれた ことを細

か く話 して くれました。 それは10年 以

上 も前の， はるかに離れた所での出来

事で した。 目に涙をためて，今 は大人

になっているその執事にお礼 を言って

ほしい， と彼は言いました。本人は気

づかなかった ことでしょうが，13歳 の

執事定員会会長か ら割 り当てを受けた

12歳 の執事 を通 して，主が手 を差 し伸

べられたのです。

その老人の気持ちが分かる人 もいる

でしょう。孫の母親 は，女手一つで彼

を育て，教会 とは接触があ りませんで

した。老人 はあ らゆる手を尽 くして，

彼 らの生活に影響 を与 えようとしまし

た。彼 らを愛 していたか らです。娘 と

孫 に対す る責任を感 じていました。そ

して分かったのです。いつの 日か，彼

らは物事のあるが ままに目を向けて，

永遠の命 を受 けるにふさわしい選択 を

したい と心から願 うようにな り， また

その選択 には救いをもた らすイエス ・

キ リス トへの信仰が不可欠だ と知 るよ

うになる， と。

老人の心痛 は，心配な人がいても助

けられないときに，ほ とん どの人が感

じるもので した。 だれ もがその心の痛
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借 金 は大 きな誘惑です。借金は簡単

にできるだけにいっそう心 して避 ける

必要があ ります。 もし住宅ロー ンが30

年 間ではな く10年 間か15年 間だった ら，

どれほど純資産が増 えるか， また， も

し自分の時間や才能 を使 って家の増改

築をした ら，その働 きが どれだけの価

値を持つか，計算してみて ください。

クレジッ トによる負債 は，い ともた

やす く手 に負 えな くな ります。 クレ

ジットカー ドを正 し く使 えるよう自己

訓練ができていないな ら，カー ドは持

たない ことです。財産管理 のよくで き

る家族に とって は，利子 は払 うもので

はな く，稼 ぐものです。わた しは仕事

に就 くようになって間もないころ，賢

明な上司か ら次のような利子の定義 を

教わ りました。「利子 の原則 を理解す

る者 は，利子 を受 け取 り，理解 しない

者 は，利子を支払 う。」

第4に ，生命 を維持するための食糧

と日用品 を入手 し，貯蔵する必要です。

衣類 を購入し，緊急時 に役立つように，

分別ある綿密な計画に基づいて貯蓄 を

して くだ さい。 もう随分前か らわたし

たちは，将来 に備 え，1年 分の必需品

を蓄 えるように教 えられてきました。

しか し，豊 かな時代 にあってほ とん ど

皆， この勧告 を忘れてしまったように

思われます。 この勧告 をないが しろに

する時は去 りました。現在世の中で起

きている様々な出来事に思いをはせ，

この勧告について真剣に考慮しな くて

はならない時期 なのです。
こんにち

職業 も常に変化 しています。今日で

は，就職する若 い人たちは定年 まで に，

恐 ら く3回 か4回 業種の違 う仕事 に就

くと言われています。職種 に関 してい

えば，一生 のうちには， もっと頻繁 に，

10回 以上変わ る場合 もあるでしょう。

失業時に備 えるには，働 いているとき

に，不遇の場合 に備 えて蓄 えてお くよ

り ほかに方法がありません。まだ貯 え

をしていない人 は，今す ぐ計画 を立て

て ください。すでに計画を立てている

人 は，現在 の計画を見直して ください。
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1年 分 の貯蔵計画 に合 う価値のあるも

のを購入 しましょう。今は大急ぎで買

いあさるような状況ではあ りません。

む しろ，注意 して購入 し，貯蔵品を回

転 させるように計画を立てる必要があ

ります。今日の不安定な世の中では，

この勧告 を心 に留めて将来 に備 えるこ

とがぜ ひとも必要です。

リーハイの受けた偉大な示現 につい

て， リー大管長は次 のように述べてい

ます。

「すべての男女
，若人が人類 を悩 ま

せている問題の答 えを必死に探 し求め
ざ せつ

ているこの混乱 と挫折の渦巻 く中で，

もし彼 らに最 も必要 とされ るものが一

つある とすれば，それは 『錐 の棒』で

ある。 あらゆる 『徳高いこと，好 まし

いこと，あるいは誉れあること』 を最

終的には破壊 し，破滅 させ る奇妙 な曲

が りくねった道の多い中で， この鉄の

棒 は，永遠の命 に至 るまっす ぐな道に

沿 って設 け られた安 全標 識で ある。」

(『大会 報 告1970-72』1971年4月 ，

P.156)

残 念 な ことに，あまりにも多 くの会

員が， リーハイの示現に出て くるあざ

ける人々に似 てい ます。彼 らは忠実な

人々をあざ笑 う，無関心 な人たちです。

神の特別 な福音の証人 として， また教

会 を管理する神の代理人 として，教会

の幹部 を受 け入れるという選択をした
き ょ う

忠実な人々 をあざけるのです。今 日，

わたしは皆 さんに，昔から教 えられて

きた基本原則，すなわちあらゆる時代

にあって人類 に貢献 してきた倹約，勤

勉，誠実の原則 に立ち返 るよう心か ら

お勧 めいた し求す。世の高慢 である

「大 き く広々 とした建物」 を避 けて く

ださい。なぜなら，そのような建物は

必ず崩れるか らであ り， その崩れ方は

非常 に甚 だしいか らです。

神がわたしたちを祝福 され，わたし

たちが これ まで受けて きた勧告に賢明

に従い，わた したちの家族の強い結束

と安全のために，物心両面の備えをな

す ことがで きますように，主 なる救い
み な

主，イエス ・キリス トの御名 によって

へ りくだ りお祈 りいた します。アーメ

ン。1



みゆえに熟考 と祈 りに導かれ，次の質

問の答えを求 めます。 「どうしたらあ

の人 に信仰 をもって影響 を与 えられ る

だろうか。」

熟考の出発点 として， まず，救い主

と弟子たちについて考えてみましょう。
み わざ

この世で主が御業を行われた初期 のこ

ろに，弟子たちは，信仰 により主の影

響を受けたい と思いました。

「使徒たちは主 に
，.『わた したちの信

仰を増 して くだ さい』 と言った。

そ こで主が言われた。『もし，か ら

し種一粒 ほどの信仰があるなら， この
くわ

桑の木 に，「抜 け出 して海 に植われ」

と言 った として も，その言葉 どお りに

なるであろう。』」(ル カ17：5-6)

主 が種の話 をして答 えられた ことは，

驚 くに当た りません。主への信仰 を増

すことについて， まず知 るべ きことは，

それが木のように生長す ることです。

アルマはどのようなた とえを使 ったで
み こと ば

しょうか。種 とは，神の御言葉 です。

あなたが仕える相手，信仰が増 してい

くのを目にしたいと思 ってい る相手 の

心の中に， この種 は植 えられなければ

な りません。アルマはこのように説明

しています。

「さて
，御言葉 を一 つの種にた とえ

てみ よう。 さて， もしあなたが心の中

に場所 を設 けて，種 をそ こに植 えるよ

うにするならば，見 よ，それが ほん と

うの種，すなわち良い種であ り， また
み たま

あなたがたが主の御霊に逆 らおうとす

る不信仰 によってそれを捨てるような

ことがなければ，見 よ， その種 はあな

たがたの心の中でふ くらみ始めるであ

ろう。そして， あなたがたは種がふ く

らみつつあるのを感 じる と，心の中で

次の ように思 うであろう。『これは良

い種，すなわち御言葉は良い ものに違

いない。 これはわた しの心を広 げ，わ

た しの理解力に光 を注ぎ， まことに，

それはわた しに良い気持ちを与 え始め

ている。』

さて見 よ，これによってあなたがた

の信仰 は増さないであろうか。わた し

はあ なたが たに言 う。信仰 は増 す，

と。」(ア ルマ32：28-29)

.種 のために土を耕す必要があるよう

に，人 の心 も御言葉が根付 くために準

備 をしなければなりません。アルマは

人々に種を植えるように言 う前 に，心

を備えるように言いました。彼 らは迫

害 され，教会から追 い出されました。

愛の深いアルマ と生活環境 とが人々
けんそん

を謙遜 にして備 えました。 こうして，

神の御言葉 を聞 く用意がで きました。

もし彼 らが心の中に種 を植 える方を選

べ ば，確実 に生長 し信仰が増 し加 えら

れ るで しょう。

これ らの例 から，信仰 をもって人々

に影響 を与 えるために，わたしたちに

で きることが分か ります。初 めに，人

人が何 を選ぶか， また救い主が何 をさ

れたか は，皆 さんが何 をするか よりも

重要です。 しかし，人々が永遠の命へ

向かう選択 をす るように助けるため，

皆 さんにで きることがあ ります。

まず，・種 を植 えるには神の御言葉を

聞 く以上の ことが必要です。戒めを守

ることによって試すのです。主はその

ことを次の ようにおっしゃっています。

「イエスは彼 らに答えて言われた
，

おしえ
『わた しの教 はわた し自身 の教ではな

く，わたしをつかわされたかたの教で

ある。

神のみこころを行おうと思 う者であ

れば，だれで も，わたしの語っている

この教が，神か らのものか，それ ともゴ

わたし自身から出た ものか，わか るで

あろう。』」(ヨ ハネ7：16-17)

神 の御言葉 をただ聞 くだけでは不十
みこころ

分です。天父の御心 を知って，従いた

い とい う気持ちから戒 めを守 る選択 を

するのです。 こうした気持 ちを抱 くに

は， 自分が愛 されていると感 じ，柔和

でへ りくだることに価値があると思わ

なければな りません。

皆 さんは模範によって人々の力にな

ることができます。その人への神の愛

を感 じて愛するなら，相手 もそれを感

じるでしょう。神 に依存 していること

を感 じて，柔和，謙遜 になるなら，相

手 もそれ を感 じるで しょう。

模範 に加 え，悔い改めて福音 に従い

たい とい う望みを相手 に抱かせ るよう

な方法で，神の御言葉 を教 えることが

できます。相手 は， もう十分聞いたと

思 うかもしれ ません。 しかし，神の御

言葉を聞 く以上 のことが必要です。実
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際に試 して，心に植 え付 けるのです。

さらに効果的にす るには， 自分が ど

れほど神か ら愛 され，神 を必要 として

い るか感 じられ るような方法で話す こ

とです。

アロンは 『モルモン書』に登場す る

偉大 な宣教師の一人ですが， そのよう

な教 え方を知 っていました。 アロンは

ラモーナイ王の父である王をどのよう

に教えたで しょうか。

王の心は，すでに備えられてい まし

た。アロンの兄弟が息子のラモーナイ
けんそん

に示した愛 と謙遜 さを目にしていたか

らです。 しか し心の備 えられた王にさ

え，アロンは神の愛 と必要性 とを強調
み こと ば

する方法で神の御言葉 を教 えました。

アロンの以下の教 え方 に注 目して くだ

さい。

「そ こでア ロンは
，王が 自分 の言葉

を信 じようとするのを見て，聖文 を王

に読んで聞かせなが ら，アダムの造 ら

れた こと，すなわち神が御 自分の形 に

人 を創造された ことか ら始 めて，神が

アダムに戒 めを与 えられた ことや，人

が背 きのために堕落 した ことを話 して

聞かせた。

そしてアロンは，アダムが造 られた

ことか ら始 めて王 に聖文を説 き明かし，

人が堕落 した ことと，人類の この世 の
あがな

状態 と，贋 いの計画について話 した。

この贋 いの計画は，キ リス トの名 を信

じようとするすべての人のために，キ

リス トによって世の初 めか ら備 えられ

た ものである。」(ア ルマ22：12-13)

ア ロンが得たようなすば らしい結果

は，頻繁 には起 こらないでしょう。王

はこのように神の御言葉を聞 き，聖文

の中で幸福 の計画 と呼 ばれるものにつ

いて知 りました。そして，悪を捨てて永

遠の命 を得るためなら何で も差 し出す，
ゆる

と言い ました。アロンが赦 しを求 めて

神に祈るように言 うと，王 はその場に

ひれ伏 しました。種が植え られ，王は
みこころ

御心 を行 ったのです(15-18節 参 照)。

皆 さんが仕 える人々の心 に触れると

き，アロンのした方法 をそのまますべ

て行 うわけではあ りません。同 じこと

を幾つか行 うのです。相手が神の愛を

感 じられるような方法 で接 します。 ま

た， 自分が謙遜になって，相手が柔和

で謙遜になる道を選べるように助けま
み たま

す。御霊の促す ままに，神 の愛 とイエ

ス ・キリス トの騰 いの必要性 について
あかし

証を伝えなが ら，神の御言葉 を説 きま

す。 そして，相手が守れ る戒めを教え

ます。皆 さんが伝道 に行 くと，求道者

に祈 りや 『モルモン書』 を読む こと，
せいさん

聖餐会への出席，バプテスマな どの決

意を促すのは このためです。戒めを守

るときに，彼 らの心 に種が植 えられ る

のです。 そして種が生長する と心が広

が り，そのときに信仰が増すのです。

皆 さんは，すべ き事柄だけでな く，

御霊が それ をす るように導 くときを

知ってい ます。人々が神の御言葉 を試

し，悔い改める選択 をしたい と思うと

き，それは少な くとも神の愛 と神への

依存 を感 じ始めた ときです。

例 えば，賢明な監督は，葬儀がその

ようなときであると知っています。家

族が亡 くなると，監督，定員会の会員，

ホームテ ィーチャー，訪問教師な どが，

その家族 に手を差 し伸べます。彼 らを

愛 しているか らです。普通，家族は謙

遜 にな り，慰め と平安 を求めてお り，

多 くの場合，神 の御言葉 を聞 く備えが

できてい ます。

監督 は， そのことを頭 に入れて，葬

儀 を計画 します。証 の内容 は，救いの

計画，イエス ・キリス トの贈い，復活，

そして輝かしい再会 です。なぜ なら遺

族 に慰 めと希望 をもたらすか らです。

しか し， これ らの教 えには，それ以上

のものがあ ります。神の御言葉 を聞 く

人々の心 は，愛 と悲 しみで和 らいでい

るので， より完全 に従お うという気持

ちにな ります。 こうして信仰は増 し，

変化 が起 こ り，彼 らは永遠 の命 に向

かって歩み始めるのです。

こうした機会がやって来 るのは，大

変 な悲劇的事態や絶対的な必要に迫 ら

れる場合だけではあ りません。人生 に

は試練 のときがあって，霊的なことに

固 く心を閉ざした人でもこう自問 しま

す。 「これ以 上 の ものが ない だ ろ う

か。」 もし皆 さんがその人 の変 わ らぬ

友人で，奉仕 によって愛 を示 し，信頼

されていれば，相手はその質問を皆 さ

んに向けて くるでしょう。その とき，

相手の心が備 えられたことが分 か りま
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す。 「ええ， あ ります よ。 それが どこ

にあって， どうした ら分かるのか，話

しましょうか。」.

皆 さんの仕 える相手が神の御言葉を

試 しているなら，教 えるのはもっ と易

しくな ります。例 えば，執事か長老が

聖文 を研究するという戒めに従 う快意

をすれば，読 んだ聖句から，神権 を通

して授けられる誉 れと栄光について学

べ るで しょう(教 義 と聖約124：34参

照)。 聖文を読 む とい う従順 さによっ

て，聖霊の ささや きを聞けるようにな

り，神聖 な召しや誉れのために， もっ

とふさわしい服装 で神権の儀式 を執行

し， もっ とよい言葉遣いをするように

な ります。周 りの人が神権の権威 を尊

ばない場合，従順 であるためには信仰

が必要にな ります。 しかし，信仰 は使

うときに強 くな ります。そして信仰が

強 くなれば，聞き従 う力が増 し加 えら

れ ます。

さて，皆 さんには人 に奉仕するとい

うすばらしい機会があ ります。人々が

信仰 の源を見いだ し，その信仰 によっ

てり悔い改 めの苦痛 を経て赦 しの平安

を受けられるようにす るのです。

しかし，た とえ人々が従順 によって

信仰をはぐくみ，罪を洗い清めて も，

その信仰を活気づ け強めるには，皆 さ

んの助 けが必要です。それ には理由が

あ ります。祝福 は，天父によりもたら

されたことを認 めなければ，その人 を

高慢にします。赦 しのもたらす平安 は，

打 ち負かされないように常 に祈 ること

を怠る と， 自信過剰 につなが ります。

たとえ，信仰を行使 して，すば らしい

霊的な経験 をした人で も，後に欺かれ

て，背教 した り，人生の試練に負 けて

しまった りす ることが あるのです。で

すか ら，信仰 をはぐくみ，神に完全に

頼れ るように，皆 さんの助 けが要 るの

です。

皆 さんが仕 える相手が人生の試 しに

遭 っていて も，養 う方法はほとんど同

じです。愛 を示 し，謙遜になるよう励

ますのです。神の御言葉を教え，信仰

を行使 して悔い改 められ るように，ま

た，神が今以上の行いを望 んでおられ

ることを理解で きるように助 けて くだ

さい。 そうすれば，彼 らが信仰をもっ
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て耐 えるのに役立つで しょう。

皆 さんは人々の生活に影響 を与 える

という責任に圧.倒されるか もしれませ

ん。 しかし，救い主 によって召 されて

いるという事実 は励みになります。皆

さんは，主が地上での務 めの初めに召

された人々 と同じ約束を受 けてい ます。
けんそん

主は最初 に，謙遜で教育がない人を召

されました。最近召 された皆 さんに比

べれば，訓練 の面でも福音の知識の面

で も乏 しい人 たちでした。 しかし，次
み こと ば

の主の御言葉を聞いて， 自分 に当ては

まることを理解 して ください。

「さて
，イエスが ガ リラヤの海べ を

歩いてお られ ると，ふた りの兄弟，す

なわち，ペテロ と呼ばれたシモンとそ

の兄弟ア ンデ レとが，海 に網を打って

いるのをごらんになった。彼 らは漁師

であった。

イエスは彼 らに言われた， 『わたし

について きなさい。あなたがたを，人

間 をとる漁師 にしてあげよう。』

する と，彼 らはす ぐに網 を捨てて，

イエス に従 った。」(マ タイ4：18-

20)

主 は皆 さんを人間を とる漁師にされ

ます。「自分 は不適格だ」 と今 は感 じ

るか もしれ ません。 しふしそれは不思

議な方法で行われるのでな く，主に従

うという選択の自然の結果です。人間

をとる漁師 になるために，そして，信

仰を もって人々の生活に影響 を与 える

ために，自分に何がで きるか考 えてみ

て ください。皆 さんに必要なのは，相

手 を愛することで しょうか， もっ と謙

遜 になって完全な望 みを持 つ ことで
はんりょ

し ょ うか ， 聖 霊 を伴 侶 と し て ， い つ ，
あかし

何 を語 り，証するか知 ることで しょう

か。

しかしすべては，主 に従いなが ら主

と交わした聖約 を守るとき，自然にも

たらされ ます。モロナイ書第8章25節

か ら26節 に は， どのようにそれが起 こ

るか説明されています。

「悔 い改 めの最初 の実 はバプテスマ

である。バ プテスマは信仰 に一よ.って行

われ，戒めを守 ることである。 そして，
ゆる

戒 めを守 ることは罪の赦 しを生 じ，

罪の赦 しは柔和で心のへ りくだった

状態 を生 じう 柔和で心のへ りくだった

状態であれば聖霊の訪れが ある。 この

慰 め主は，希望 と完全 な愛 を人の心に

満た され る。 そして この愛 は，熱心 に

祈ることによって，すべての聖徒が神

とともに住む終わ りの日が来 るまで続
咤

くのである。」

皆 さんはまだ，心の大 きな変化を見

ていないか もしれません。しかし，主

に従 っていけば必ずそれ を経験 できま
しもべ

す。主が皆さんを僕 としてふ さわ しく

して くださる， と確信 して ください。

人の永遠の命 をもた らすために，信仰

をもって影響 を与 え，主 を助 けるので

す。 そうすれば，奉仕の中に期待以上

の満足を味わえるで しょう。

父 なる神は生 きてお られ，皆さんを

愛 してお られます。イエスはキ リス ト

であ り，皆さんを召 し，すべての人の
あがな

罪を購われた ことを証 します。ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長は，神の子

供たちに永遠 の命を受けるうえで必要

な聖約 と儀式を行えるよう，すべての
かぎ

鍵を有 しています。わたしたちの助け

を通 して，人々が悔い改 め，神聖な聖

約 を交わ し，それを守れますように，
み な

イエス ・キリス トの御名 によ り心か ら

お祈 りします。アーメン。
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奉仕に伴う犠牲
七十人会長会

ハロルド ・G・ ヒラム

すべての有能な若い男性と経験豊かなご夫婦が 犠牲を払って専任宣教

師として奉仕する入マの仲間に加わるよう，仙から願っています。

△ 晩 こうして見渡 します と，多 く

フ の糊 性が凱 い父親や王

国の神権指導者 とともに，席に着いて

いるのが分か ります。 これ らの父親や

指導者の方々は，若い男性の皆 さんの

成功のためな ら， どんな犠牲で もささ

げる備 えができています。

犠牲の精神 とい うと，何年か前にわ

たしの所属するステークのステーク会

長 と話 した ときの ことが思い出 され ま

す。わた したちは予定 していたアロン

神権者のキャンプ旅行の話 をしていま

した。各自が寝袋を持参す る必要があ

ると，わたしは考えていたのですが，

ステーク会長 はこう言 いました。 「こ

れまで寝袋で眠 ったことがないんです

よ。」す ぐにわたしは聞 き返 しました。

「ステーク会長
， ご冗談で しょう。 こ

の美 しいアイダホに長年住んでいなが

ら，寝袋 で眠 った ことが ないです っ

てP」

「はい
，一度 もあ りません。」 そして

こう言い ました。 「で も，寝袋 に囲 ま

れてやかましくて眠れなかったことな

らあ ります。」さらに続 けて，「少年た

ちの救いに役立つのなら，もっ とた く

さんの寝袋に囲 まれてで も寝 ます よ」

と言いました。
き よ う

今 日皆 さんにお話 ししたい犠牲 とは，

伝道活動 に伴 う犠牲のことです。創世
の

の初 めから天父は，世 に出て福音 を宣

べ伝 え，救世主イエス ・キ リス トにつ
あかし しもべ

いて証す るよう，ふ さわ しい僕 を召 し

て こられ ました。 この召 しを果たした

人々の多 くは，相当の犠牲 を払 って業

を成 し遂 げてきましたd

ここで，ずっと昔に伝道 に出た4人

の人物について触れたい と思います。

それはアンモン，アロン，オムナー，

ヒムナイ というモーサヤ王の息子たち

です。非常に大 きな改心 を遂げた4人

は，すべての人に福音のメッセージを

聞いて もらいたい と望み ました。『モ

ルモン書』に.はこう記 されています。

「モーサヤの息子たちは，救 いが す

べての造 られた ものに告げ知 らされる

ことを願 った。彼 らは，だれであろう

と人が滅びるのに耐 えられなかったか

らである。 まことに，無窮の苦痛 を受

ける人がいる と考 えただ けで，彼 らは

震えおののいた。」(モ ーサヤ28：3)

彼 らはレーマン人の間で伝道活動 を

させて くれるよう，父に懇願 しました。

父モーサヤは，敵地で息子たちが無事

でいられるか憂慮 しました。

「そこでモーサヤ王 は
，息子たちを
み こと ば

レーマン人の中へ行かせて御言葉 を宣

べ伝 えさせるべ きか どうか，主に尋ね

た。」(6節)

L 一一一一一
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主の答えの最初の部分は，モーサヤ

が 聞 きたい と願 っていた ことで はな

かったか もしれません。 一

「……主 はモーサヤに言われた。『彼

らを行かせなさい。』」(7節)し か し

その後 に，次の3つ のすばらしい約束

が告げられました。第1に 「多 ぐの者

が彼 らの言葉 を信 じる」，第2に 「わ

たしはあなたの息子たちをレーマ ン人

の手か ら救 い出そう」，第3に 「彼 ら

は永遠の命 を得るであろう。」(7節)

主 は彼 らに， この世の富 を約束 され

たわけではありません。 しか し主は，
たまもの

神のあらゆる賜物の うち最大のもの，

す なわち永遠の命 を約束され ました。

忠実な宣教師に とって， これ以上にす

ばらしい約束があるで しょうか。

宣教師となったモーサヤの4人 の息

子たちは，安易な道を選びませんでし

た。彼 らの選択 は，自分たちの都合や

人 の評判を度外視 したもので した。第

1に ，彼 らは王位継承権 を放棄 しまし

た。 こうして 「モーサヤ王 には王位 を

継 ぐ者 が一人 もい」 な くな りました

(同10節 ン。息子たち全員が伝道 に出た

からです。伝道の業に携わ ることは，

必ず しも周囲か ら受け入れ られません

でした。彼 らはほかの教会員からもあ

ざけられたのです。アンモンはその経

験 をこう回想 してい ます。「さて，兄

弟たちよ，わたしたちがゼラヘムラの
はらから

地 に住 む同胞に，わた したちの同胞で

ある レーマ ン人 に教 えを説 くた めに

ニーファイの地へ行 くと言 った とき，

彼 らがわたしたちをあざけ り笑 ったの

を覚えているだろうか。」(ア ルマ26：

23， 下 線付加)伝 道の業に携わるとい

う選択 は，都合のいいものではありま

せ んで した。 アンモンは自分 た ちを

襲iったチャレンジについてこう語って

います。「……わたした ちは追 い出さ

れ，あざけ られ，つばきを吐きかけら
ほお

れ，頬 を打たれた。また，……捕 らえ
ろう

られて丈夫 な縄で縛 られ，牢に入れら

れた。」 しか しア ンモンはこう続 けて

います。「……わたした ちは神 の力 と

知恵 によって，再び救 い出された。」

(29節)

確 かに伝道は容易で妹あ りませんで

したが，何千 もの人々が改宗 しました。



ここで もう1組 の宣教師に目を向け

てみましよう。今からそう遠 くない，

回復 の時代の宣教師たちです。当時 は，

教会 の内外の敵対者か ら相当な迫害が

ありました。二人の使徒，ブ リガム ・

ヤ ングとヒーバー ・C。 キンボール は，

預言者が彼 らを地元で必要 としていた

であろう時期に，外国の伝道 に召され

ました。 ここで紹介す るのは， ヒー

バー ・C・ キンボール長老が伝道 に旅

立つ際の悲痛な状況 をつづった歴史的

な記述です。

「わた しは寝室 に行 くと
，妻 の手 を

握った。彼女はマラ リア熱に苦 しみも

だえていた。傍 らには二人の子供がや

はり病 に伏 していた。わた しは妻 と子

供たちを抱 き締める と，別れを告げた。

唯一元気 な子供 は，幼 い ヒーバ ー ・

パー リーだ けだ った。あの子 にとって，

家族 のの どを潤すために，丘のふ もと

の泉か ら，手おけに水 をくんで運ぶの

は，大仕事だ。いよい よ荷馬車に乗 り

込んで，丘 を下 って行 くのはほん とう

につ らかった。 このまま家族 を残 して

行 くことを思うと，胸 の奥が締めつけ

られ，張 り裂 けそ うで死ぬ よりつらい

と感 じた。 もう，耐 えられない と思っ

たわた しは，御者 に馬車 を止めてもら

い，ブ リガム兄弟 に こう言った。 『ほ

んとうにつ らいですね，体 を起 こして，

皆にエール を送 りまし ょうか。』わた

したちは身 を乗 り出す と，帽子を頭上

で3度 振 って，『イス ラエル，万歳』

と叫 んだ。妻 の ビラー ト 〔キ ンボー

ル〕はわた したちの声を耳にしてベ ッ

ドから起 き上が り，戸 口に出て来た。

彼女 は笑み を浮かべなが ら，ヤ ング姉

妹 とともに叫んだ。 『さよなら，神の

ご加護 を。』わたしたちは返礼すると，

御者 に 『行って ください』 と告げた。

この後，わたしは心が満たされ，感i謝

の念 に包 まれ た。病床 に伏 した まま

だった妻が， 自分 の足 で立 つのを見 ら

れたか らだ。 そして， これから少 なく

とも2年 は，再会で きないだろうと覚

悟 したのだった。」(ヘ レン ・マー ・ホ

イ ッ トニ ー に よる引 用，"LifeInci-

dents"防 〃26η'∫助o%蛎 「人生の

逸話」 『ウーマンズ ・エクスポーネ ン

ト』1880年7月15日 ，p.25)使 徒 で

あるこの二人 の宣教師は， この ときを

含め，4度 伝道に召 され ました。

さて，現在 に話 を戻 して，ブラジル，

サンパウロのインターラゴス伝道部 で，

好青年の巡回宣教師 と面接 した ときの

ことを話 しましょう。わたしは彼 にこ

う言いました。「ご家族 のことを話 し

て もらえますか。」する と， こんな話

をして くれ ました。彼 は裕福な家庭 に

生 まれ ました。父親 は多国籍企業で重

役をしてい ました。あるとき，家族で

ブラジルか らベネズエラに移 り住みま

した。 きょうだいは7人 で，皆教会員

で した。

しか し彼が15歳 の とき，父親 は強盗

に銃で撃たれ殺されてしまい ました。

家族会議の結果， ブラジルに戻 って，

これ までの貯 えで，質素な家を買 うこ

とにしました。1年 半後，母親 は子供
がん

たちに自分が癌に冒 されたことを伝 え

ました。家族 は残 り少ない貯金 を医療

費の支払いに回 しましたが，そのかい

もな く，6か 月後母親 は幼い子供たち

を残 して，世 を去 りました。

ブーグス長老は，当時16歳 でしたが，

仕事 に就 きました。最初 は衣料品の販

売 をし，後 にコンピューターのセール

スをしました。こうして苦労 して得た

収入は幼いきょうだいたちを養 うため

に用いました。彼はこう言っています。

「いつ も十分な食事 に恵 まれてい まし

た。昼間は働いて，夜は子供達の勉強

を見てや りました。 とりわ け末の妹に

は，よ く読み書 きを教 えてやった もの

です。」

ブーグス長老 はさ らに続 け ます。

「そんなある日
，監督か ら面接 に呼ば

れ ました。わたしを伝道 に召したいと

言 うのです。わた しは監督に， 『まず

家族 と相談 させて くだ さい』 と伝 えま

した。家族会議 を開 くと，皆がわた し

に言い ました。『パパ はいっ も専任宣

教師 として，主に仕 えるために備 えな

さいって教 えて くれた じゃないか』 と。

わたしは召 しを引 き受けることにしま

した。そして，預言者からの召 しの手
.紙
を受 け取 ると，貯金を全額引 き出 し，

新 しいスー ツとズボン， 白いワイシャ

ツにネクタイ，そ して靴 を買 いそろえ

ました。残 ったお金 は監督に渡 しまし

た。(そ れは，家族 を4か 月 くらい養

える額 で した。)わ た しは幼 い弟や妹
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たちを抱 き締 める と，伝道へ と旅立ち

ました。」

わた しはこの勇気ある青年 を見詰め

なが らこう言いました。「しか し，長

老，あなたが行って しまった今，家族

の面倒はだれが見ているのですか。」

「はい，上 の弟 は16歳 にな ります。、

わたしが母を亡 くしたの と同 じ年齢 で

す。今は，彼が家族の面倒 を見て くれ

ています。」

最近， このブーグス兄弟 と電話で話

す機会が ありました。彼が伝道か ら帰

還 して6か 月 にな ります。近況 を尋ね

るとこんな答 えが返 って きました。

「またいい仕事に就いて
，家族の世話

をしています。で も伝道中の ことが懐

しくて仕方あ りません。 これ まででい

ちばんす ばらしい経験で した。今 は弟

が伝道 に出 る準備 を手伝 って います

よ。」

これ らの偉大な宣教師をはじめとす

る人々が，快適 な住 まいや家族，愛す

る人々，ガールフレン ドを喜んで犠牲

に して，伝道の召 しにこたえてきたの

は どうしてで しょうか。それは彼 らが
あかし

イエス ・キ リス トに対 して証 を持って

いるからです。主 を知 るなら，何 も苦

になりません。ベ ッドの固さや狭さ，

暑 さや寒 さ，異 なった食習慣 などは気

になりません。難 しす ぎて，主 に仕 え

るのが嫌にな るような言語 もあ り得 な

いのです。主に仕 えるためな ら， どん

な犠牲 もささいな ものです。主 は御 自

分の兄弟姉妹を天父のみ もとに連れ帰

るために，すべてを犠牲 にされたので

すか ら。宣教師たちの召 しへの忠実 さ

ゆえに，大勢の人々が永遠にわたって

彼 らの名前 を心 にとどめるでしょう。
あがな

贋 い主のために働 く専任宣教師 とな

り，永遠 の命 を得 られるようにして く

ださった主についての知識を，天父の

子供 たちにもたらす助 けをすることほ

ど輝 かしい召しはない と証 します。す

べての有能な若い男性 と経験豊かなご

夫婦が，犠牲 を払って専任宣教師 とし

て奉仕する人々の仲間に加わ るよう，

心から願 っています。イエス ・キ リス
み な

トの御名 によって申し上 げます。アー

メン。

L ___..

「わたしは行って

管理監督会第一副監督

H・ デビツド ・バートン

行います」

「行う」という決意の中で
，だれにもできて最も大切なのは，「わたしは

生ける預言者に従います」という決意ではないでしょうか。

後
ろに座 っておられ るほかの中央

幹部の方々，特 に15人 の預言者，

聖見者，啓示者 とともに， この歴史的

な壇上にい られることは身 に余る光栄

であ り，非常 にへ りくだ る思いが しま

す。神 から召 され，力 を与 えられた こ

れ らの方々，大管長会，十二使徒定員
み わざ

会 の方々 は， この大いなる神権の御業

を管理 し，導 くために備えられ，精練

され，試 され，召 された方々であると
あかし

証いた します。

フィリピンのマニラにある商店街 に，

一 つの看板が掲示 され
，人 目を引いて

います。「『行 う』 という気持ちはあな

たの知能指数 よ りも価値があ る。」 こ

の看板 に込 められた意味をよく考えて

いると，ニーファイ第一書第3章7節

に基づいて作 られた，あのすばらしい

初等協会 の歌 を思い出 します。 「わた

しは行って 主が命 じられたことを

行 う 主 は道 を備えて くださ り わた

しが従 うことを 願 ってお られ る。」

"N
ephi'sCourage"Cぬ 歪1〃御'sSoη9一

ろo罐 「ニー フ ァイの勇気 」 『子 供 の

歌』pp.120-121)わ た しはまた，福

音の回復 を祝 う賛美歌の折 り返 し部分

をハ ミングした り口笛で吹いた りす る

ことが よくあ ります。 「主よ，み旨の

まま行かん……み旨のまま言わん み

旨に添 いまさん。」(「み旨のまま行 か

ん」 『賛美歌』172番)

偉 大な能力 と卓越 した知能 に恵 まれ

ているにもかかわらず，主が戒 められ

た ことを行って，行い，話す というこ

とになると， 「行 い ます」 とい う態度

を持てない人が大勢います。

行 きます，行 います，話 します， そ

うします， どれを取 ってみて も揺 らぐ

ことのない従順 の意味 を含んでいます。

信仰箇条の第3節 にはこうあ ります。
しょくざい

「わたしたちは
，キ リス トの贋 罪 によ

り，全人類 は福音の律法 と儀式 に従 う

ことによって救われ得 る と信 じる。」

従順 な行 いの中で も最 も偉大な行為 は，

ゲツセマネでなされた ものです。救い

主の心か らの願いを思い起 こしてみま

しょう。 「父 よ， みこころな らば， ど
さかずき

うそ， この杯 をわたしから取 りのけて

ください。 しか し，わたしの思いでは

なく，み こころが成 るようにして くだ

さい。」(ル カ22：42)

神 権 を授 かってい るわた したちに

とって，「行います」 という態度 を求
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め られる大切な機会がよくあ ります。

「わた しば神権の誓詞 と聖約 を忠実 に

守 ります」「わた しは定員会の会長 の

指示 に従い ます」 「わたしは神 聖な場

所で交わ した聖約 に忠実な者 とな りま

す」「わた しは今後 の神権 にかかわる

奉仕の備 えとして，アロン神権の務 め

を よ く果たせ るよ う最善 を尽 くしま

す」な どが そうです。 こよい， この

「行 う」 という決意 の中で
，だれにで

もできて最 も大切 なの は， 「わた しは

生 ける預言者 に従います」 という決意

ではないでしょうか。

ブ リガム ・ヤングは，「神の預言者

に与え られた召しを破壊することはで

きないが，神の預言者 と自分 自身を結

んでいる糸を断ち切 って，地獄 に落 ち

る こ とは で き る」 と語 って い ます

(Co吻z劒061～ のoγ'『大会報告』1963

年5月 号 ，p.81)。 ジ ョン ・A・ ウ

イッツォー長老 は言い ました。「いつ

の時代で も最 も大切 な預言者は生ける

預言者である。……預言者，すなわち，

過去にっいて説 き明かす者 に従 うこと

.は
，知恵を得るうえで不可欠である。

教会の最大の強みは生 ける預言者を通

して，啓示が絶 えず与 えられる という

教義にある。」(E毎4醐6θ5α η41～66-

o駕 漉卿oηs『 証 言 と和解』G・ ホー

マー ・ダラム編，p.352)

ウィルフォー ド・ウッドラフ大管長

は，ある会議の場でジョセフ ・ス ミス

がブ リガム ・ヤングに言 った ことを，

次のように記 しています。「『ブリガム
み こと ば

兄弟，前に立って記 された神 の御言葉，

神託 について，あなたの見解 を述べて

くだ さい。』ブ リガム ・ヤ ングは聖典

を1冊 ずつ自分の前 に置 いてか ら言い

ました。 『生ける預言者の言葉 は，書

かれた言葉 よりももっと大切 なもので

ある。なぜな らば，生ける預言者の言
こんにち

葉は今 日の人々のための神の御言葉 を

伝 えるものだか らである。』」 ウッドラ

フ大管長 は，さらに次のように書いて

い ます。 「ブ リガム兄弟が言い終 える

とジ ョセブ ・スミス兄弟 は会衆に言い

ました。 『ブ リガム兄弟は主の御言葉

を皆 さんに伝 えました。 そして，真理

を伝.えました。』」(『大会報告』1897年

10月 号，pp.22-23)

わ た したちは，生 ける預言者にどれ

ほど従 っているで しょうか。 ほんの6

か 月前，総大会.の神権部会で与えられ

た勧告 を覚 えてい るで しょうか。例え

ば，ファウス ト副管長が語った次 の言

葉 を覚えているで しょうか。 「夫 また

は父親 としての責任以上 に大いなる責

任はありません。その責任には解任が

ありません。・・…・『あなたは心を尽 く

して妻 を愛 し，妻 と結び合わなければ
た

ならない。その他のものと結び合 って

はな らない。』(教 義 と聖約42：22)」

(『大会報告』1995年4月 ，p.63)

モ ン ソン副管長の熱烈な願いを覚え

てい るでしょうか。 「神権 を持つ兄弟

の皆 さん， この世 は皆 さんの助けを必

要 としています。わた したちが足 もと

を支え，手 を握 り，励 ましを与え，鼓

舞 し，救 いへ導かなければならない人

人が大勢いるのです。……わた したち

には，見物.人になるのでな く，神権奉

仕 というステー ジに立 つ特権が与 えら

れているのです。」(『大会報告』1995

年4月 ，p，67)

若 人 の皆 さんの耳にゴー ドン ・B・

ヒンクレー大管長 のあの偉大な勧告が

今でも鳴 り響いているよう願っていま

す。「悪い行 いにふ ければ必ず，人生

という織物の美 しさを損なって しまう

.ことにな ります
。不道徳な行いは， ど

のようなものであれ，醜い糸 となって

しまい ます。 また， どのような種類か

を問わず，不正直 も人生の傷 となりま
ぼうとく

す。下品で冒漬的な言葉遣いも人生の

美 しい模 様 を汚 して し まい ます 。」

(『大会報告』1995年4月 ，p.73)

アロ ン神権 を授かっている若人の皆

さん，「行 います」 というこの言葉 に

ついて真剣 に考 えてみて ください。そ

のた めに，『モルモン書』の初 めの二

つの書 を勉強 し，熟考 し， よく味わ う

ことによって気高い預言者，ニーファ

イの ことをもっ とよく知 るというのは

どうでしょうか。わた しの友である若

人の皆 さんにお約束 します。ニーファ

イの ことをほん とうによく知るように

なる と，「主が命 じられた こと」 に従

おうとす るニーファイの決意 と勇気，

熱意に感銘 を受 けます。 そして自分 も

その ような特質 を身に付 けたいと思 う

ようになります。そ うすればサタンの

誘惑を受けた とき，預言者の勧告や，

両親の願 い， あるいは，「主が命 じら

れた こと」 に背 きそうになった とき，

「わた しは行 って
，主が命 じられた こ

とを行 い ます」(1ニ ー フ ァイ3：

7)と い うニーファイのあの雄々しい

言葉をす ぐに思 い起 こせ ることでしょ

う。 また， 「主が命 じられたこと」に

反する行いをするように周囲の人々か

ら誘 われたときで も，ニーファイが兄

たちに言った 「主の命令 を忠実に守 り

ましょう」(1ニ ーフ ァイ3：16)と

い う勇気ある言葉を思い起 こせ るよう

になるで しょう。

わたしは，ニーファイの模範に従っ

た勇気ある青少年たちのことを知 って

います。年齢別 グループによる野球の
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州大会 で優勝 した あるチームのメ ン

バーは，ほ とんどがアロン神権者で構

成 されていました。このチームは，州

の代表 として州外で開かれる試合に招

待 されました。試合の開催地に到着 し

て分かった ことは，安息日に試合が組

まれていた ことでした。それぞれ，難

しい決断 を下 さなけれ ばならない状況

に追い込 まれました。教会員でない人

もいる自分のチームを支えるべきか，

それ とも 「主が命 じられ るこ と」 に

従って安息 日を覚 えて これを聖 とすべ

きか， とい う決断で した。安息日を守

るとなれば，試合 に勝つチャンスを無

にすることになります。結局，彼 らは

一人一人 そっ とコーチのところに行 き
，

ニーファイの模範 に従 って 日曜 日の参

加 は拒否す ると申 し出 ました。 ところ

が，日曜日になると，チームの これ ま

での成績 と悪天候 のために，試合の 日

程が変更されたのでした。わた しは，

ここ数年にわた り， これらの青年 をそ

ばで見守ってきました。彼 らは今で も

ニーファイの立派な模範 に従 った生活

をしてい ます。彼 らは伝道 を終 え，
きよ う

今 日も主が命 じられた ことを行い，語

るよう努力 してい るのです。

数週間前，わた しは長 い間破 られる

ことのなかった野球 の記録が更新され

るのをテレビで見 ました。 ここにおら

れる皆 さんの中にもご覧になった方は

多いと思います。 それ は破 られること

はない と見なされていた記録でした。

記録 を破 った選手が家族 とともに球場

に立 って，観衆 とチームか ら称賛 され
ほお

るのを見て，涙がわたしの頬 を伝いま

した。わた しは彼の打撃 と守備 の腕 に

感心 してい ましたが，この業績 を達成

する過程で見せて くれた彼 の属性 に，

より深い感銘を受けました。彼は並外

れた忍耐力，信念，犠牲，勇気，そ し

て目標を達成す るに当たっての決意を

示 して くれたのです。「主 が命 じられ

たこと」を行って，行い，語 るために

も，同じような属性が必要です。

成人の兄弟の皆さんにも，この 「行

う」 とい う態度 をお勧めします。それ

は現代の預言者たちによって何度 も繰

り返 し強調 されて きた ことです。悪の
まんえん

力が蔓延し，社会と家族の基盤が崩壊
こんにち

しようとしている今 日の世界 にあって，

それ は非常 に大切 な ことです。 この

「行 う」態度は
， 自分の家族を導 くこ

とが 自分に とっていちばん大切で神聖

な責任であるという決意をもたらしま

す。 また，家族 を教 え，治 める責任 を

社会や学校，教会 に任せてはならない

とい う決意を もた らします。 「教義 と

聖約』たは，父親 と母親は子供たちに

信仰，悔い改め，バプテスマ，聖霊，

祈 りの大切 さ，主の前 にまっす ぐに歩

む ことを教える責任を主から与 えられ

ている， とあ ります(教 義 と聖約68：

25，28参 照)。

「生活 に追 われて忙 しく
，家族 と過

ごす時間がほ とん ど取れないけれ ど，

その限 られた時間だ けは家族 にとって

有意義 な時間 とな るよう努 めてい ま
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す」 と，だれかが言 うのを聞いたこと

はないでしょうか。 この種 の言い訳 は

大 きな間違いです。家族 を導いてい ぐ

には，た くさんの時間 と有意義な時間

の両方が必要 なのです。

わた しが ワー ドの監督 に召 された と

き，4歳 になる幼い息子，プラン1ドン

が 「これか らお金の入った袋 をもらう

人になるのP」 と尋ね ました。わた し
じゆうおん

は什 分 の一 の ことを少 しで も教 えな.

ければ と思い，「そうだ よ」 と答 えま

した。する と息子 は， 「ああ， よか っ

た， これか らお金持 ちになれ るんだ

ね」 と手 をたたいて喜びました。後で

分かったのですが，父親がお金持ちに

なって働 く必要がな くなった ら， もっ

と時間ができて自分 と遊 んで くれると

思 って喜んだので した。

必ずしも必要でない 「欲 しいもの」

に目を向 けず，釣 りやゴルフ，マ リン

スポーツ，旅行 といった家族にかかわ

りのないことを避 けることで， もっ と

家族 との時間 を量的に増やせ るのであ

れば，今か らで もす ぐにそうする必要

があります。兄弟の皆 さん， この きわ

めて重要 な 「行 う」 とい う態度への決

意 を新たにす る必要があります。忙 し

すぎていちばん大切な事柄，すなわち

家族 を正 しく治め，生ける預言者 に無

条件で従 うことを怠る ことのないよう

にしましょう。

兄弟の皆さん，簡潔なが ら影響力の

強いあの初等協会 の歌を思い起 こし，

さらには，口ず さむようにしようでは

あ りませ んか。「わた しは行 って 主

が命 じられた ことを 行 う 主は道を

備 えて くださり わた しが従 うことを

願 ってお られ る。」わた したちが 「行

う」 という態度 を何 よりも大切にし，
みこころ

主の御心にかなった行いができます よ

うに。わたしたちが生ける預言者 に従

うよう主は望んでおられます。 また，

主なる救い主，イエス ・キリス トは生

きておられます。イエス ・キ リス トは
あがな

わた したちの救い主，贈 い主です。主

は悔 い改めの原則に従 うときにわたし

たちの罪を腰って くだ さいます。 これ

らの ことが真実であると，イエス ・キ
み な あかし

リス トの聖なる御名 により証 いた しま

す。アーメン。



強いられてでなく，

自ら行動する

第二副管長

ジエームズ ・E・ ファウス ト

けんそん

主は，普通の能力の持ち主でも，謙遜で信仰深く，主に仕えるのに熱心で

向上心のある入を通して，大いなる奇跡を起こすことがおできになります。

会の神権者の皆さんにお話しす

教 るのは，いつで も神聖な責任で
す。今晩わた しは，お もにアロン神権

者 のすばらしい若者たちに向 けてお話

ししたいと思います。 それ とい うの も，

教会の，そして全世界の未来が，皆さ

んが神権 をどう考 え， どのように尊重

するかにかか っているか らです。

最近 ，数人 の若者 に，皆 さんの世

代 って どういう世代 ですか， と尋ねて

みました。グループを代表 して，一人

の青年が 「ぼ くたちは， きわ どい生き

方をしているんです」 と答 えました。

それ以来わた しは，きわ どい生 き方 と

は どういう意味か，何度 も考 えてみま

した。 もちろん，いろい ろな意味があ

り得るで しょう。 このすばらしい青年

は，バイクに乗 った り，がけを登った

りという，ス リルやチャレンジのため

に不必要な冒険をするような，危険な

レクリエーションの ことを言っていた

のだ と思い ます。

数年前 に，マ リオ ン ・D・ ハ ンクス
どうくつ

長老が，洞窟探検 に行 ったボーイスカ

ウ トのグループについて話 したことが

あ ります。洞窟の中の狭い通路 には白

い石が目印に置かれ， ところどころ明

か りで照 らされてい ました。1時 間ほ

ど歩 くと，天井が高 くて広い ドーム型

になった場所 に出ました。 ドームの下

は，洞窟の床部分が崩れ落 ちてで きた

深 い穴が大 きく口を開けているため，

「底 なし穴」 と呼ばれ てい ました
。通

路 は狭 くて，押 し合って もしかたのな

い状態でした。その うち，体の大 きい

子が うっか り小柄な子 を明か りの届か

ない泥 の中に突き飛ばしてしまいまし

た。 この少年 はバランスを失って怖 く
くらやみ

な り，暗闇の中で大きな叫び声 を上 げ

ました。 この恐怖の叫び声 を聞いて，

森林警備隊がす ぐに駆 けつけました。

彼の懐 中電灯に照 らされて，少年は再
ふち

び悲鳴を上 げました。底 なし穴の淵の，

きわ どい場所にいるのが分かったから

です。1

この話の少年は無事救助 され ました。

しか し，いつもこのようなハ ッピーエ

ンドで終わる話 ばか りではあ りません。

がけっ淵のようなきわ どい場所や， そ

の先 まで行 くように誘惑されてしまう

若者たちがあまりに も多す ぎます。不

安定な足がか りしかない所では，大 け

がをした り，時 には命 を失 った りする
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こともあ ります。人の命 はかけがえが

な く，冒険の名の下 に犠牲にするには，

あるいは 『モルモ ン書』のヤコブ書に

あるように 「的のかなた に目を向け」2

る には， もったいなさすぎます。

若い皆 さんは，自分は不滅で，永遠

に生き続 けると思っているかもしれ ま

せん。 これか ら何年 もたたない うちに，

そうではない ことが分かるはずです。

きわ どく生 きるという言葉には，危険

な 「底な し穴」の淵のす ぐ近 くにいる

という意味 もあるかもしれ ません。そ

れ よりもっ と危険なのは，「スリルを

味わう」ために，いたずら半分に麻薬

やほかの薬物 に手を出 し，皆 さんの魂

を危険 にさらすことです。

皆 さんの中には， きわどい生き方に

よって，自分 の強さや能力を発見で き

ると思っている人がいるか もしれませ

ん。 また，それが自己を知る，あるい

は男 らしさを身 に付 ける道だ と思 って

い るか もしれ ません。 しか し，意図的

また不必要に，命や魂を肉体的あるい

は道徳的危険にさらしなが らス リルを

追求す ることで自己 を知 るなど，不可

能なことです。 自分か らわざわざ求め

な くても，いつも自然にた くさんの危

険がやって来 るはずです。皆 さんが神

権 を尊び，才能 を伸 ばして，主に仕え

るとき，強 さが生まれ， 自己 を発見で

きるのです。皆 さん一人一人が永遠の

可能性 を実現す る資格を得るには，大

変な努力が必要です。決 して簡単では

あ りませ ん。真の自己発見は，危険な

が けを登 った り，車やバ イクを猛 ス

ピー ドで走 らせた りするより，はるか

に大 きな能力 を求められ るものです。

皆さんの持っている強さ，根気，知恵，

そして勇気のすべてを要 します。

まだわた しが結婚 したてで若かった

ころ，ハ ロル ド・B・ リー長老から監

督会 に召されました。その ときリー長

老から， きわ どい淵か ら遠ざかるため

のすば らしい助言 を頂 きました。「こ

れからは，単 に悪を避けるだ けでな く，

悪に見えそうなものも避 けなさい」 と

言われたのです。 リー長老は，それ以

上の説明はしませんでした。残 りはわ

た しの良心に任 されたのです。

それが，今晩，神の神権者である皆



さんにお話 ししたい重要なポイン トで
ぶち

す。つ まり，人生 でがけっ淵か らどれ

だ けの距離 を保って生 きるか という道

徳的決断を下す責任 は，わたしたち一

人一人 にあ るとい うこ とです 。ニー

ファイは こう記 しています。「人の子
あがな

らは堕落から贈われているので，すで

に とこしえに自由 とな り，善悪 を知 る

ようになっている。彼 らは，神が下 さ

れた戒 めによって，大いなる終わ りの

日に律法に伴 う罰 を受 けるほかは，思

いのままに行動す ることができ，強い

られることはないので ある。」3強 いら

れるとは，ほかのだれかの意志 によっ

て支配 されるというこ.とです。

今は，多 くの人々が 自分の行動に対

する責任を回避 しようとする時代です。

まだ若 い弁護士だ った とき，わた しは

法律違反の嫌疑がかけられた人たちの

弁護 を裁判官か ら任命 されていました。

あるとき，ある若い男性の弁護 を割 り

当てられた ことが ありました。二人で

裁判官席 に近づ くと，老連邦裁判官は

わた したち を見下 ろして， 「どち らが

被告人 かね」 と尋ねたのです。わたし

はこの ような経験か ら，法律 を犯 して

も責任や罪の意識 をまった く感 じない

人たちがいることを知 りました。そう

い う人たちは，自分は悪い と感 じてい

ません。良心 を捨ててしまったのです。

犯罪 は犯 したけれ ども，それ は正 しく

育てなかった両親 の責任であり， 自分

に成功の機会 を与 えて くれなかった社

会の責任だ と言います。多 くの場合，

彼 らは， 自分 の行為に対 して責任 を受

け入れ るかわ りに，ほかのだれかや何

かのせいにするのが常で した。彼 らは

自分 自身の考 えで行動せずに，人 に強

いられていたのです。

昔，アメリカのプロ野球のスター選

手だった ミッキー ・マン トルが，最近，

長年にわたって様々な薬物 を乱用 して

きたことを認 めました。その命 を救 う

ために肝移植 を受 けた ときに，びっく

りするような声明を発表 したのです。

「わたしを模範 にしないで くだ さい」

と彼は言い ました。 また，残 りの生涯

は人 の模範 となる決意 だ， とも言い ま

した。 ミッキー ・マン トルはようや く

自分の過 ちに責任 を取 ったのです。残

L 一一一一一一一...

念な ことに，それから間もな く彼 はこ

の世 を去 りました。第二次世界大戦中，

わた しのように士官養成訓練 を経験 し

た人がた くさんい ます。 そこでは，人

命 にかかわる重大な過失 を犯 した とき

に唯一許 され る言葉 は，「言 い訳 しま

せん」だ と教えられました。

わたしたちは皆，時には勇気 をもっ

て断固，自分の生 き方 と自分が信 じる

ものを擁護するために立 ち上が る必要

があ ります。ジ ョセブ ・F・ ス ミス大

管長が青年の ころ， そういう場面 に遭

遇 したことがあ りました。

「ある朝
， ほかの宣教師たち と一緒

にソル トレーク ・シティー に戻 る途中，

乱暴 な反モルモンの一団が，銃 を撃ち

鳴らし悪態 をつきなが ら，馬に乗 って

やって来 ました。

リーダーの男 は，馬か ら跳び下 りる

と， 『モルモ ンは皆殺 しだ!』 と叫び

ました。ほかの宣教師たちは，皆，森

に逃げ込みましたが，ジ ョセブは勇敢

にも一歩 も退 きませ んでした。男は，

ジ ョセ ブの顔 に銃 を突 きつけ ると，

『お まえはモルモ ンか』 と尋ね ました。
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ジョセフは，胸を張って答 えました。

『その とお りだ とも。頭のてっぺんか

ら足のつ ま先 まで，生っ粋のモルモン

だ!』

男はこの言葉 に驚 きました。そ して，

銃 をしまうとジ ョセフと握手 し， こう

言 いました。 『あんたみたいに感 じの

いい男 は初 めてだ!自 分の信念を曲

げない男に会 えるのは， うれ しい もの

だ。』男 はそう言 うと，馬 にまたが り，

仲間 とともに去って行 きました。」4

皆 さんが， ジョセフ ・F・ ス ミスの

ように肉体的な危険に直面す る可能性

はあまりないでしょう。むしろ，皆 さ

んが経験するのは，だまされた り，間

違 った道 に引 き込 まれた りす る危険で

す。ある面で は，肉体的な危険よりも，

こちらの危険の方が巧妙で難 しく，は

るかに強 きと勇気 を必要 とします。

きわ どい生 き方か ら遠の くことは個

人 の責任です。時 には，悪気のない若

者 たちが，許 されることと，不適当な

ことを事細か く教 えて もらいたが るこ

とがあ ります。恐 らく，安心 してきわ

どい場所に近づ くためで しょう。彼 ら

は時 として，福音 によって与 えられて

いるものより，禁 じられているものに

注意 を向けているように思えます。例

えば，独身成人グループで男女が一緒

に泊 まりがけの活動をす ることは不適

当だと指摘され，驚いた若者たちがい

ました。彼 らは， 「どうして預言者 は

そ う教えていないのですか」 と尋ねま

した。 この件 に関する教会の見解 は，

何年 も前か ら明 らかです。今 さら改め

て，悪に見えかねない ことは避けなさ

い， と言 うまで もない ことなのです。

わたしが強調 したいのは，個人的な行

動について何か疑問があれば，や めた

方が賢明だ ということです。預言者の
み こと ば

責任 は神の御言葉 を教えることであっ

て，人間の行動の一点一画を細 か く解

説することではあ りません。わたした

ちの道徳心が，善悪 を見極めて善 を選

ぶ ように勧めて くれ るはずです。 もし

単に悪を避けるだけでな く，悪に見え

るようなもの も避 けるならば，自分の

考えの ままに行動す るζとがで き，ほ

かに強制 されることはあ りません。

神権を持つ者には，自分自身の行動



に対する責任だけでな く，家庭や教会

の女性 と子供たちの，道徳的そして肉

体的安全 を守 る責任があります。神権

を持ち，教会のすばらしい若い女性た

ち とデー トしている独身男性の皆 さん

には，彼女たちの身の安全 と純潔 を守

るために最善 を尽 くす義務 があ ります。

皆さんは神権者 として，教会の高 い道

徳基準がいつ も維持 されるように気 を

配る という，さらに大 きな責任 を受 け

ているのです。主は，皆 さんが性的な
ふち

誘惑の淵に近づかない分別 を備 えてい

ることを御存じです。 もし皆 さんが，

淵 を越 えて，大いなる生殖の力 を乱用

す るならば，皆 さんの内にある神聖な

ものが一部失われてしまいます。わた

したちは一人一人，自分の行動 に責任

があ ります。自分 自身 を律することも

できないで， どうしてとの世で，ある

いは永遠に，重要な役割を果たす こと

が望めるでしょうか。

ス リル を求める人の中には， 内なる

むなしさを，アルコールや麻i薬，そし

て不道徳な性的関係 という，外的な快

楽で紛 らそ うとする人たちがいます。

そして， 自分の罪悪感 を和 らげるため

に，教会が もっ と 「現代 的 になる」

「目覚め る」 あるいは 「時代 に同調 す

る」 ようになるのを，むな しく待 って

います。デ ビッ ド・0・ マ ッケイ大管

長が教えた ように，内なるむな しさを

満たすには，「わた したちの存在の中

心であるはずの御方，神」 との関係 を

正すしかありません。

「神 をわた したちの存在 の中心 に置

くのは，簡単ではあ りません。 それ に

は戒 めを守 る決心が必要です。物質的

な財産で も，肉体におぼれた り快楽 を

得た りすることで もな く，霊的な達成

を第一の 目標にしなければなりませ ん。

わたしたちが内なる生活 を完全に服

従 させて初 めて，利己的で卑 しい誘惑

的な性質を超 えることができます。……

霊が離れ ると肉体 に死が訪れ るように，

霊から神 を遠 ざけると，霊は死 んで し

まいます。わた しには，神 と宗教が追

いや られた世界 に平和が あり得 るとは

想像 もできません。」5

， 主 はわた したち一人一人に大いな る

業を用意 してお られ ます。皆 さんは，

そんなことがあ り得るだろうか， と思

うか もしれません。自分には， あるい

は自分の能力 には，何の特別なもの も

優れた もの もないのに， と感 じてい る

か もしれ ません。 もしか した ら，今 ま

で自分は愚かだ と感 じた り，人か らそ

う言われ続けて きた りした人がいるか

もしれ ません。わた したちの中には，

そ う感 じた り，言われた りしてきた人

がた くさんいます。 ミデアンび とか ら

イスラエルを救 うよう主 に命 じられた

ギデオ ンも，同 じように感 じました。

ギデオンは，「わた しの氏族 はマナセ

の うちで最 も弱い ものです。わたしは

またわた しの父の家族のうちで最 も小

さい ものです」6と 言 いました。 しか

し，300人 しか部下がいなか ったのに，

ギデオンは主の助けによって， ミデア

ンび との軍勢を打ち破 ることができま

した。7
けん

主は，普通の能力 の持 ち主で も，謙
そん

遜で信仰深 く，主に仕 えるのに熱心で

向上心のある人 を通 して，大 いなる奇

跡 を起 こすことがおできにな ります。

それは，力の究極の源が神だからです。
たまもの

聖霊の賜物 により，わた したちは 「す

べての ことを知 る」だ けで な く，「す

べての ことの真理」8を 知 る こともで

きるのです。

皆 さんの多 くは，自分の将来 に不安

を感 じてい ます。良心的な若者 は皆 そ

うです。 しかし，皆さんの将来には，

すばらしい機会が待っているのです。

わたしは，長 い生涯，人間関係を見詰

めてきた経験か ら， もし次のことを守

れば，皆 さんの将来 は想像以上に明る

い もの になると確信 しています。

1.き わどい生活 をしない。

2.悪 だけでな く，悪 に見 えるよう

なものも避 ける。

3.ニ ーファイの忠告 に従 い， ほか

から強制され るのでな く自ら行動す る。

4.ま ず神 の王国 を求 め， それに

よって，ほかの ものはすべて添 えて与

え られるというす ばらしい祝福 を受 け

る。

5.教 会の指導者の勧告 に従 う。

今晩 ここに集ま り，話を聞いている

何千人 もの皆 さんは，教会の未来の指

導者であ り， アブラハムの言 う，創世
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の以前 より召 され，主によって選ばれ

た人たちです。

「さて
，主はわた しアブラハムに，

世界が存在する前 に組織 された英知た

ちを見せて くださった。そ して， これ

らすべての中には，高潔で偉大な者た

ちが多 くいた。

神が これ らの者を見 られると，彼 ら

は良か った。そこで，神 は彼 らの中に

立 って言われた。『わた しは これ らの

者 を，治める者 としよう。』神 は霊で

あったこれらの者の中に立って，見て，

彼 らを良 しとされたか らである。 また，

神 はわた しに言われた。 『アブラハム，

あなたはこれ らの者の一人である。あ

なた は生 まれ る前 に選 ばれたのであ

る。』」9

わ た しは，主が，世界の歴史上でも

困難な この時代のために，特に強 く雄

雄 しい霊 をこの世 に先立って取 ってお

かれたのだ と信 じています。間もな く，

この地上の神の王国の将来 は若い皆 さ

んの手にゆだね られ ます。皆さんの時

代には今 まで以上 に多 くのチャレンジ

と機会があるはずです。

皆 さんが，若いうちか ら神権 の召し

にふさわし く，忠実であるように心か

らお勧めします。皆 さんが今持ってい

るのは備 えの神権 です。 もし自分 自身

をふさわ しく保つならば，遠か らずさ

らに高い神権が与えられ，それに従っ
きよ み わざ

て地上の神の聖い御業の中でいっそう

大 きな責任 を託 されることになります。

皆さんが，与 えられた神権 にふさわ

しくあるように，イエス ・キ リス トの
み な

御名によって祈 ります。アーメン。
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神を尊：ぶ者を，

神は尊ばれる
第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

すばらしい気持ぢとは，天父なる神がわたしたち一入一入を知っておられ

ることを悟り，わたしたちに借しみなく入を救う神の力をかいま見させ，

わたしたちがその力に：あずかることを許されるときにもたらされます。

r7よ い，皆さんの前に立てるのは

(一 非常に大きな特権 です。わたし

は皆さんの信仰 に感動 し，皆さんの持
い けい み わざ

つ可能性に畏敬の念 を覚え，主の御業

における義務への献身的な態度 に鼓舞

されてい ます。

個人的にも親 しい友であり， ともに

主の御 業 に働 いて いた故 ブルース ・

R・ マッコンキー長老には大好 きな賛

美歌があり，彼 はその曲を聞 くのを楽

しみにしていました。 「この賛美歌の

歌詞は，最善を尽 くそうという気にさ

せて くれる」 と，彼 はよく言 っていた

ものです。歌詞 を少 し読 んでみましょ

う。

「み言葉により 召 されし者

神権持てる

恵みの福音

救いと真理

教え，導き

主 は終わ りまで

しもべ

神の僕
の

世界に宣べ

平和伝えん

恵みたまい

共にいます」1

これらの貴い言葉は，実 に力強い約

束 を宣言 しています。 この歌詞 はアロ

ン神権 を有する若い男性 の皆 さんにも，

その父親をはじめとす る，メルキゼデ

ク神権 を授かったすべての兄弟たちに

も，当てはまります。

まだ昨日の ことのように思えるので

すが，わた しはワー ドの執事定員会で

書記をしていました。わた したちは，

賢明で忍耐強いある兄弟たちか ら，指

導を受 けていました。彼 らはよく聖文

を引用 して教 え，わた したちをよく理

解 して くれていました。時間 を割 いて

わたしたちの話に耳 を傾 け，一緒 に笑

い，わたしたちを強め，励 まして くれ

ました。 そして，わた したちも救い主

のように，知恵 を加 え，背丈 を伸 ばし，

神 と人から愛 されることができると強

調 して くれま した。2彼 らはわた した
あかし

ちの模範で した。彼 らの生活は証 を反

映 していました。

青年期 は成長の時期です。人格 を形

成するこの時期，わたしたちの心 は真

理を受け入れやすい一方，間違 ったこ

とも受け入れがちです。 どちらを選択

するかは執事や教師，祭司である皆 さ

ん次第 です。年齢 を重ねるにつれて，
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選択 はます ます複雑 になってきます。

時には誘惑を受 けて迷 うことがあるか

もしれ ません。個人の道徳的 な標準を

持 つ必要性は日ごとに高 まるだけでな

く，1日 の うちに何度 も生 じます。

教会の集会で よく耳にする賛美歌に

込 められた勧告は，心を鼓舞する教え

を与えて くれ ます。

「選べ
，正義を選べよ

みた まに導かれ

正義に頼 るときには

光，常 にあ り」3

正 しい ことをす るよう決心する気持

ちは，少年時代か ら培 えます。 あるし

めやかな葬儀 に参列 した後の墓地で，

まだ土 をかぶせていない埋葬地のそば

に一人の小 さな少年が立 っていました。
む く

少年の顔 は無垢 そのもので， きらきら

と輝 く目からは，明るい将来 を約束 さ

れていることを感 じました。わた しは

彼 に こう言い ました。 「坊 や，君 は

きっ とすばらしい宣教師になるよ。今，

何歳P」 ・

「10歳で す
。」

「じゃあ
，あ と9年 した ら，伝道 に

出た君を見つけさせて もらうよ。」

少年はす ぐに自分の気持ちを述べ ま

した。 「モ ンソン兄弟，ぼ くを探 さな

くてけっこうです。ぼ くがあなたを探

しますか ら。」若人の皆さん，わた し

たちは人生の教訓 を親か ら学び， また

学校 や教会 でも学 び ます。 しか し，

「天父御自身が教 えて くださっていて
，

わた したちはその生徒 なんだ」 と感 じ

る瞬間があ ります。今晩，そのような

例 をお話 ししましょう。印象に残 る，

不変の教訓です。水泳 に関す るお話 で

すが，水泳 の技術 よりはるかにすば ら

しい教 えが秘め られてい ます。

わたしは美 しいプロボ峡谷の流れの

速い川で泳 ぎを覚 えました。泳 ぎ場 は，

川底の深 くなった地点 にあ り，川に落：

下 した大 きな岩が散在 してい ました。

きっと，鉄道工事の人が峡谷を爆発 さ

せた ときのもので しょう。泳ぎ場は危

険で，深さは5メ ー トル近 くもあり，

急な流れは大 きな岩 の方に向かい， そ

の岩の下には渦巻 きがわたしたちを吸



い込 もうと待ち構 えてい ました。そ こ

は初心者や未熟 な泳ぎ手には不向 きで

した。

わたしが12歳 か13歳 のある暑 い夏の

午後の ことです。わたしは耕運機のタ

イヤか ら取った大 きなチューブに空気

を入れて肩に引っか け， はだしで鉄道

の線路沿い に川の方へ歩いて行 きまし

た。泳ぎ場か ら1キ ロ半 ほど離れた所

で水 に入 り，チューブの上に座って，

ゆった りと川下 りを楽 しんでい ました。

川を怖いなどとは，思いませんでした。

その川の特徴 をよく心得ていたからです。

その日， プロボ峡谷のビビアンパー

クでは，ギリシャ出身の人たちが恒例
しんぼく

の親睦会を開いていました。ギ リシャ

料理やゲーム， ダンスを楽 しんでいま

した。 しかし，何人 かが川で泳 こうと

してパーティーを抜け出 しました。彼

らが例の泳 ぎ場 に着いた ころには，だ

れ も泳 いでいませんでした。 日が暮 れ

かか っていたか らです。

一方，空気入 りチ ューブはわたしを

乗せて，上下 に揺れなが ら，泳ぎ場 の

ある急流 に差 しかか ろうとしていまし

た。 する と，「助 けて，だれか彼女 を

助けて」 という半狂乱の叫び声が聞 こ

えてきます。波な どない体育館の水泳

用のプールに慣れた一人の若 い女性が，

岩の所で危険な渦巻 きに引 き込 まれて

いたのです。彼女を救助で きるほど泳

ぎの達者な人は，その場 に一人 もいま

せん。突然，大惨事 につなが りそうな

その場 にわた しが流れて来 ました。彼

女の頭が3度 目に水の下に沈んで見 え

な くな り，水の底へ とまさに沈 もうと

していました。わた しは手 を伸 ばす と

彼女の髪 をつかみ，彼女 をチ ューブの

片側 に引 き上 げ，腕 に抱 えました。泳

ぎ場の端 まで来る と，流れが緩やかに

な りました。わたしはこの女性を乗せ

た ままチューブを こいで，彼女を待つ

家族や友人たちの ところまで運びまし

た。彼 らはび しょぬれになった この女

性 を抱 き抱 えると， キスをしてこう叫

びました。「神様， あ りが とうござい

ます。 この子 は助 か りました。」.そし

て彼 らはわた しを抱 き締 めてキス しま

した。わたしは恥ずかしくなって，急

いでチューブの所 に戻 り，川下 りを続

集会の賛美歌を歌う大管長会と十二使徒定員会会員。

けて， ビビアンパーク橋の所 まで行 き

ました。水 は冷たかったのですが，寒

さを感 じませんで した。温かい気持ち

に包 まれていたか らです。 自分が人命

救助に携わった ことを改めて実感 しま

した。天 父が ， 「だ れか彼 女 を助 け

て」 という叫びを聞かれ，執事の少年

であったわたしを，必要 とされた まさ

にその瞬間に川の流れに乗せ られたの

です。その 日，わた しは現世での何 よ

りもすばらしい気持ち とは，天父なる

神がわたしたち一人一人 を知ってお ら

れることを悟 り，わた したちに惜 しみ

なく人 を救 う神の力 をかい ま見させ，

わたしたちがその力 にあずかることを

許され るときにもたらされ ると感 じま

した。

神権の務 めを行使す るときに絶 えず

祈 って ください。そ うすれば決 して不

思議の国のアリスの ような状況 には陥

らないで しょう。ルイス ・キャロルの

物語 にあるように，ア リスは1本 の道

を通 って不思議の国の森 にた どり着 き

ました。する とそ こで道 は二つに分か

れていました。 どちらの道にするか決

めかねたアリスは，突然木の近 くに現

れたチェシャ猫に尋ね ました。「どっ

ちへ行 きたいのかねP」 と，猫が尋ね

ました。

「分か らないわ。」

「それ じゃ
， どっちを選ぼ うと大 し

た違いはないね。」

神権 を持つわたしたちは，自分が ど

こに行 きたいのかよく分かっています。

わた したちの目的地は，天父の日の栄

えの王国です。わた したちに.は， 日の
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栄えへと続 く明確な道を歩み続けると

いう神聖な責任があ ります。

もうすぐ皆さんも伝道に出る備えが
み たま

できます。皆 さんが主の御霊 の指示す

る所ならどこへで も喜んで行 く備 えが

できているのは，実 にすばらしい こと

です。今の時代の風潮を考 えると，そ

れだけで も現代の奇跡です。

伝道活動 は，確かにきつい仕事です。

宣教師 として奉仕するためには長 い期

間にわたる研究 と備 えが要求 されます。
の

宣教師 自身が自分の宣べ伝える神聖な

メッセージに見合 う生活 を送 らねばな

らないのです。それ は 「愛の働 き」で

あると同時に，犠牲 と，義務への献身

を伴います。

宣教師志願者の子供を持つある母親

が心配 して，わたしに こう尋ねたこと

が あります。「伝道の召 しを待つ間，

息子 は何 を学 んだ らよい と思 い ます

か。」奉仕についてだれ もが知ってい

る，耳慣れた条件以上 のことも含めて，

何か深遠 な返事を彼女が期待 している

のは明 らかでした。 しか しわたしはこ

う言いました。「息子 さんに料 理の仕

方を教えて ください。特に，息子 さん

に人 とうまくやってし∫く方法 を教 えて

あげて ください。 これらの重要な二つ

の技術 を身に付ければ，息子さんはさ

らに幸福で効果的な伝道生活を送れる

で しょう。」

若人の皆 さん，執事，教師，祭司 と

しての務めについて学び， 自分 は主の

用向 きを受けているとい う思いを込 め

て，愛 と決意 をもってそれ らの務めに

携わって くだ さい。 そうす るとき，皆

さんは伝道の準備をしていることにな

るのです。

時々，教訓は静かに訪れ ます。2，

3週 間前，わたしはソル トレーク ・シ
せいさん

ティーにある養護施設での聖餐会 を訪

問 しました。聖餐会のテーブルの所に

いた祭司たちが，自分たちの務めを執

り行 うに先立 ち，静かに座 っていると，

開会 の賛美歌が発表 され ました。大 き

な部屋の前の方に座 っていた患者が，

賛美歌を開 くのにて こず っていました。

す ると若 い男性の一人がその患者のそ

ばにさっ と歩み寄 り，正 しい賛美歌 の

ページを優 しくめ くり，体の不 自由な

L 一

この男性 の指を取 って賛美歌の歌い出

しの部分 に持 っていきました。二人は，

互いに心の通 い合 った笑みを交わ し，

祭司の男の子 は自分の席に戻 りました。
けん

愛をもって人 を助 けようとす るこの謙
そん

遜な態度 に，わたしは感動 しました。

わたしは彼をたたえてこう言いました。

「君 は きっ と優 れ た宣 教 師 に な る

よ。」

表現力 に恵 まれた宣教師 もいれば，

福音の知識 に秀でた宣教師 もいます。

しか し中には大器晩成型で， 日を追 う

ごとに伝道技術 にたけ，成功を収めて

い く人 もい ます。伝道部で，指導者 と

しての地位 のはしごを上 り詰めようと

いう誘惑 を退 けて ください。監督長老

であろうと，巡 回宣教師であろうと，

伝道部長補佐であろうと差異はあ りま

せん。重要 なのは一人一人が最善 を尽

くして，召 された業 に働 くことなので

す。例 えば，わた しは伝道部長時代，

何人かの宣教師たちが新任宣教師の訓

練 にとて もたけていたので，彼 らにほ

かの指導的責任 を与 えるのを控えてい

ました。

伝道地への赴任は，人 によっては圧

倒 され る，び くび くする経験です。ハ

ロル ド・B・ リー大管長 は，教会で責

任に召 された ものの，至 らなさを感 じ

心配 している人々について話 したこと

があ ります。そしてこう勧告 しました。

「忘れないで ください
。主が召された

人について，主は，ふさわしい と認 め

ておられるのです。」

わた しが トロントに伝道本部 を持つ

カナダ伝道部の伝道部長 として働いて

いたとき，一人の宣教師がわたしたち

の伝道部 に着任 しました。彼はほかの

宣教師たちのようには，あまり才能 に

恵まれていませんで した。 しかし，宣

教師の業に献身的 に打ち込みました。

伝道活動は彼に とっては困難 なもので

したが，彼 は全力 を尽 くそうと，雄々

しく取 り組 みました。

中央幹部 を迎 えての， あるゾーン大

会でのことです。訪問 した中央幹部が

司会する聖句クイズに，宣教師たちは

あまり答えられないでいました。彼は

少 し獄か りの皮肉を込めて こう言い ま

した。「これでは，皆 さんが基本 的な
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伝道用パ ンフレットとその著者の名前

でさえ も知 っているとはとて も思えま

せ んね。」

わ たしはその言葉に耐え切 れな くな

り，大声でこう言ってしまい ました。

「宣教 師た ちは
，ちゃんと知ってい る

はずです。」

彼は 「そうですか，では確かめてみ

ましょう」 と言 って，宣教師たちを起

立 させ ました。 そして，彼 らの知識 を

試すために一人の宣教師を選 んだので
そうめい

すが，聡明で，経験豊かで，熟達した

宣教師は選ばれませ んでした。 よりに

よってあの新 しい宣教師， このような

知識 を得 ることに苦戦 していたあの宣

教師が選 ばれたのです。わたしの心は

文字 どお り沈 みました。わたしは長老

の顔 に困 り切 った表情 を見て取 りまし

た。彼が恐怖で縮 み上が っているのが

分か りました。 どんな に心か らこう

祈ったこ とで しょう。「天父 よ， どう

か彼 を助 けて ください。」主 は確 かに

助けて ください ました。長い沈黙の後，

訪問者は言いました。「『救いの計画』

のパ ン フ レ ッ トの 著者 はだ れ です

か。」

永遠 とも思 えるような時間の後， あ

の宣教師がび くび くしなが ら答 えまし

た。「ジョン ・モルガ ンです。」

「『どの教会が正 しいか』 を書いた人

は。」

再度の沈黙の後，彼は答えました。

「マーク ・E・ ピーターセンです
。」

じゅうぶん
「じゃ，『主の什 分の一』 は。」

「ジェームズ ・E・ タルメー ジが記

しました。」

こうしてわたしたちの用いていた伝

道用パ ンフレットの名前が ことごとく

挙が りました。最後 にこの質問がなさ

れ ました。「ほか にパ ンフレッ トはあ

りますか。」

「はい 『バ プテスマの後
，何 をなす

べきか』 というのがあ ります。」

「だれが記 しましたか
。」

ためらわず彼 は答 えました。「著者

の名 はパ ンフレットには示 されていま

せん。しかし伝道部長の話では，マー

ク ・E・ ピー ター セ ン長老 がデ ビッ

ド ・0・ マッケイ大管長から割 り当て

を受 けて記 したそうです。」



それに続いて中央幹部の とった態度

はさすが.でした。わた しの方を向き直

ると， こう言ったのです。「モ ンソン

伝道部長，あなた とあなたの宣教師の

方々 におわびいたします。彼 らは基本

的なパ ンフレッ トとその著者について

ほん とうによく知 ってい ました。」 そ

の日， この幹部がとて も大 き く見 えま

した。以来，わたしたちは個人的 に親

しい友人 とな りました。

ではあの宣教師 はどうなったで しょ
まっと

うか。彼は名誉 ある伝道を全 うし，西

部の故郷に帰 りました。後 に彼 はワー

ドの監督に召され ました。わたしは毎

年，彼 と彼の奥さんや子供たちか らクリ

スマスカー ドを受 け取 ります。彼の署名

の下にはいつ もこう書 き添 えてあ りま

す。「あなたの一番の宣教師 より。」

毎年，クリスマスカこ ドが届 く度 に，

わたしはあの経験 を思い出 します。そ

して 『聖書』のサムエル記上 に記 され

た教訓が心にしみわたるのです。預言

者サムエルは主か らベツレヘムのエ ッ

サイの ところに行 くように指示され ま

す。啓示 により，エ ッサイの息子たち

の中か らイスラエルの王 を見つけるた

めです。サムエルは主が命 じられたよ

うに行動 しました。エッサイの息子た

ちが一人一人，サムエルに紹介 され，

7人 目まで来 ました。彼 らは外見上，

立派でふ さわ しく見えましたが，サム

エル は，選 ばれたのはこの人たちでは

ない， と主か ら告 げられました。「サ

ムエル はエ ッサイ に言 った。『あなた

の息子たちは皆 ここにいますか。』彼

は言 った，『まだ末 の子が残 ってい ま

すが羊 を飼 ってい ます。』サムエル は

エッサイに言 った，『人 をやって彼 を

連れてきなさい……そこで人 をやって

彼 をつれてきた。……主 は言われた，

『立 ってこれに油 をそそげ
。』」4

わ たしたちが学ぶべき教訓 は，サム

エル記上 の第16章7節 にあります。

「人 は外の顔 かた ちを見
，主 は心を見

る。」

神権を持つ者 として，一つに結ばれ

たわた したちは皆，各 自の召 しを熱心

に果たすなら，天父の導 きを受けるに

ふさわ しくなれ ます。わたしたちは主
み わざ

イエス ・キ リス トの御業に携わってい

いにしえ

ます。古の時代の人々のようにわた し

たちは，主の召 しにこたえています。

わたしたちは主の用向 きを受 けていま
み ことば

す。わたしたちは主の御言葉 を民 に宣

言するという，モルモンを通 じて与え

られた厳粛な義務 を継承 していかなけ

ればなりません。モルモンはこう記し

てい ます。「見 よ，わた しは神の御子

イエス ・キ リス トの弟子である。わた

しはイエス ・キリス トの民の中でイエ

ス ・キ リス トの言葉を告げ知 らせ，彼

らが永遠の命 を得 られるようにす るた

め に， イエ ス ・キ リス トか ら召 され

た。」5

次 の真理をいつまでも心 に留めるこ

とができます ように。「神 を尊ぶ者を，

神 も尊 ばれる。」イエス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。

注

1.「 み 言 葉 に よ り 」 『賛 美 歌 』197番

2.ル カ2：52参 照

3.「 選 べ ， 正 義 を 」 『賛 美 歌 』 【52番

4.サ ム エ ル 上16=【1-12

5.3ニ ー フ ァ イ5：13

大会開催中のタバナクルの内部。
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伝道と神殿，

そして管理の職

大管長

ゴードン ・B・ ヒンクレー

み わざ

全能の神の御業を強める仕事に携われることは，何'と喜ばしく，すばらし

いことでしょう。

さんの信仰 と祈 りに，わたしが

皆 少しな りとも影響力を持ってい
るとしたら，役立 っ言葉 をお伝えで き

るように願っています。1週 間前の土

曜 日の夕べ，扶助協会 のすばらしい大

会が ここタバナクルで開かれました。

力 と信仰 と才能 に恵 まれた大勢の女性

たちの顔を拝見できたのは心 を鼓舞 さ

れる経験でした。そして，今，同じよ

うに，兄弟たちの顔 を拝見 し，皆さん

の力 と信仰，忠実さ と献身の程 を感 じ

ることができ，同 じように，心 を鼓舞

されています。

この時間は霊感に満 ちたひ とときで

した。良い勧告を数多 く聞いてきまし

た。 それらを受け入れるな らば，わた

したちはそれぞれの生活の中で祝福 を

受けることがで きます。2，3の 点に

ついて皆 さんにお話 ししたいと思いま

す。

その第1は ，すでにモ ンソン副管長

とヒラム長老が話 された ことです。わ

た しはそれを支持す るとともに，わた

し自身の考えを申し添えたいと思います。

それは，伝道活動の ことです。わた

しは最近，イギリスのロンドンに行っ

てまいりました。そこで働 いている宣

教師たち と集会 を持ちました。その模

様は，一部，英国放送協会によって撮

影 されました。彼 らは英国諸島にお け

る当教会 の伝 道活動 を題材 に した ド

キュメンタリーを制作 しているのです。

それ に先立ち，わた しはBBCラ ジ

オ の国 際放 送 サ ー ビ スか らイ ン タ

ビューを受 けました。 レポーターの男

性 は，以前 に宣教師たちを見た ことが

あ り，その若々しさを心に留めていた

ので した。彼 は 「まだひよっ この この

若者たちの話 に人々が耳を傾けると思

いますか」 と聞いて きました。

ついでなが ら， この 「ひよっこ」 と

い う言葉 には，未熟，経験が乏しい，

洗練 されていない， とい うような意味

があ ります。

わた しはレポーターに笑 って答 えま

した。「ひ よっ この若者 です ってP

この宣教師たちは，パウロの時代のテ

モテ と同 じなのです よ。パウロは自分

の若 い同僚に書 き送 った手紙の中で こ

う言い ました。『あなたは，年が若 い

ために人 に軽 んじられてはならない。

むしろ，言葉にも，行状 にも，愛にも，

信仰にも，純潔 にも，信者の模範 にな

聖徒の道/【996年1月 号

58

りなさい。』(1テ モテ4：12)

驚 くべきことですが，人々 は宣教師

たちを受 け入れて，彼 らの話 に耳 を傾

けてい ます。彼 らは健全です。明 るく，

機敏で，正直 です。清潔 な感 じがしま

す し，人々 は彼 らをす ぐに信頼 しま

す。」

「彼 らは奇跡 なのです」 と付 け加 え

ておけばよかった と思っています。彼

らは戸別訪問をしますが，最近，ロン

ドンのような町では，家 にいる人が少

ないので，街頭 に出て，人々 と会話 を

交わす ようにもしています。

それ は，感受性 の強 い若者 たち に

とって容易 なことではあ りません。 し

か し彼 らは，パウロがテモテにあてた，

次の言葉を信 じるようになってきてい

ます。

「とい うのは，神 がわた したちに下
おく

さったのは，臆す る霊ではなく，力 と

愛 と慎 みとの霊なのである。

だか ら，あなたは，わたしたちの主

のあか しをすること……を，決して恥

ずかしく思ってはならない。」(2テ モ

テ1：7・ 一8)

恐 れ は神からではな く真理の敵か ら

やって来 ることを，宣教師たちは知っ

ています。それで彼 らは，自分たちが

携わっている業 とメッセージについて，

人々を話 に引き付 ける能力を伸ばして

い ます。彼 らは今年，つま り1995年 に

30万 人 の改宗者 を教会に導 き入れると

予想 されています。 それは， シオンの

100の ス テークに等 し く， また ワー ド

にして500を 超 す数字です。

「ひよっこの若者たちP」 そ うです。

世故にはたけていないか もしれません。

しか し，それは何 とすば らしい祝福で

しょうか。彼 らには，少しもごまかし
きべん ろう

がありませ ん。誰弁を弄す ることもあ

りませ ん。彼 らは，自分自身の確信 に

基づいて，心か らの言葉を語 ります。
しもべ

一人一人が生ける神の僕であり
，主イ

エス ・キリス トの使いです。彼 らの力

は， この世 につける事柄を学んだ とこ

ろか ら来 るのではありませ ん。彼 らの
けんそん

力は，信仰，祈 り，謙遜 さか ら来 るも

のです。皆さん御存 じのように，その

業は容易な ものではあ りません。 これ

までも易 しいことではありませんで し
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た。 その昔，エ レミヤは，主 は主の民

を町か ら一人，氏族か ら二人 を取 って

シオンへ連れて行 き，御 自身の心 にか

な う牧者 たちに彼 らを養わせ る， と

おっしゃい ました(エ レミヤ3：14-

15参 照)。 一人一人の宣教師 を見れば，

多 くの場合，収穫 はそれほ ど大 きいも

のではあ りません。 しかし，全体 とし

て見 ると，それは大変 な数にな ります。

その業は，勇気 を必要 とします。努力

と献身を必要 とします。 また，ひざま
けんそん

ずいて主に助 けと導 きを求める謙遜 さ

が求 められ ます。

わた しは，こよい集っている大勢の

若人の一人一人 にチャレンジを与 えた

い と思います。専任宣教師 として主 に

仕えるにふ さわ しくなれる よう，今か

ら備 えて くだ さい。主 は，「備 えてい

れば恐れ ることはない」(教 義 と聖約

38：30)と 言 っておられます。 この神

聖な奉仕のためにあなたの人生の2年

間をささげる備 えをして ください。そ

れは，あなたの人生の最初 の20年 間の
じゆうぶん

什 分 の一に当た るものです。今皆 さ

んが手にしてい る喜び，つ まり，命，

健康，力，食べ物，衣服，親，兄弟，

姉妹，`友達のことを考えて ください。
たまわ

それらはすべて主から賜 ったものです。

もちろん，あなたの時間 は貴重なもの

ですし，2年 間 も費やす余裕がない，

と思 うかもしれ ません。 しかし，わた

しはあなたが伝道地で過 ごす時間は，

献身的な働 きのために用い られるなら

ば， その投資 に対 しては，人生の中の

ほかのいかなる2年 の歳月にも増 して，

大 きな報 いが得 られ ることをお約束 し

ます。献身 と奉献が何を意昧するかを

理解で きるようになります。 あなたは

人に説 き勧める力をはぐくみ，それが

人生 のすべてにわた って祝福 となるで

しょう。 あなたが大胆 に，また確信を

もって進 むとき，お く病な性質，恐れ，

内気 な性格が徐々にな くなっていきま

す。 ほかの人 と協力することを覚 え，

チームワークの精神 をは ぐくんでい き

ます。奉仕の精神が，利己心 という害

悪に取って代わるようにな ります。い

かなるときに も増 して，主に近づ けま

す。主の助けがなければ自分 は弱 く純

朴な者であり，主の助 けがあれば奇跡

を行 える ことを知 るようにな ります。

あなたは勤勉に努力す る習慣 を身に

付けることがで きます。努力 目標 を立

てる才能 を伸 ばすことができます。心

を一つにして働 くことを覚 えます。 こ・

れ らの ことはすべて，後に学業 に励 む

とき， また人生を歩む ときのすばらし

い土台 となります。2年 間は決して無

駄な時間にはなりません。このように

様々 な技術を身に付 けられるか らです。

あなたは， 自分が宣教師 として教 え

る相手の人々 とその子孫 に祝福 を及ぼ
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すようにな ります。 そして自分 自身の

.人生 にも祝福 をもた らす ようになりま

す。あなたを支え，祈 りをささげて く

れる家族の生活にも祝福をもたらすよ

うにな ります。

何 にもまして，主に忠実 によ く仕 え

た結果 として，心 に甘美な安 らぎを味

わうことで しょう。あなたの働 きは，

天父への感謝の表現 となります。
あがな

あなたは，蹟い主を現世 また永遠 に

おける最大 の友 として知るようにな り

ます。 また，購いの犠牲を通 して，主

が永遠 の命 と昇栄への道を開いて くだ

さった ことを知るようにな ります。永

遠 の命 と昇栄はほかのいかなる願 いを

もしの ぐすばらしい ものです。

忠実によく伝道 を行 うならば，さら

に良い夫，良い父親，良い学生 となり，

職場においてもさらに良い働 き手 とな

ります。 この伝道の業の根本 は愛です。

その本質は，無私の精神 にあ ります。

自分を律することが求め られます。祈

りは，力の源の扉 を開 きます。

若 い兄弟の皆 さん，末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会の宣教師 として主の

畑で収穫の働 きをなす ことをあなたの
き よう

人生設計の中に組み入れるよう，今 日

決心 していただきたいと思います。

次の話題 に移 りましょう。伝道活動

は，世界中の天父の生 ける子供たちが

救いの儀式 を受けられ るようにする働

きと関連 しています。一方，神殿 の業

はお もに，死の幕の向 こう側へ行 った，

神の息子，娘たちの代わ りに行 う働 き

と関連 してい ます。神 は人 を偏 り見る

御方ではあ りません。あらゆる国々に

生 きている人が，福音の救いの儀式を

受 けるに値するのであれば，すでにこ

の世を去った人々 も同様 にこの儀式を

受 けるに値 します。

わたしたち教会員 は， 自分 自身のた

めに神殿 の儀式 を受 け，それか ら，そ

れ らの儀式 を亡 くなった人々のために

行わないかぎり，福音のすべての祝福

にあずかることはできません。会員が

この ことをなすためには神殿がなけれ

ばなりません。わたしはこのことにつ

いて非常に強 く感 じるものがあります。

中央幹部 として召される前 のことで

すが，1954年 にわたしはマ ッケイ大管
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長の事務室に呼ばれ，スイス神殿の建

設計画のことを知 らされ ました。大管，

長は， どのように した ら，神殿奉仕者

の数を増大することな しに，様々 な言

語で，神殿の儀式を執行で きるか，そ

の方法 を研究 する責任をわたしに与え

ました。それ以来，わたしは これ らの

神聖な建物 とそこで行われる儀式 に関

与 してきました。

現在では，47の 神殿が運営されてい

ます。ユタ州には8つ ，合衆国内のそ

のほかの地域に16， カナダに2つ ，北

米以外の地域では21あ ります。47の 神

殿 のうち28は ，わたしが副管長 になっ

た1981年 以 降に献堂 されたものです。

それ らに加 えて，.4つ の神殿 が，大々

的な改修の後 に，再奉献 され ました。

現在，6つ の神殿，つ まり，ユタ州の

アメリカン ・フォークとバーナル， ミ
ホンコン

ズーリ州のセン トルイス，香港，イギ

リスのプレス トン，コロンビアのボゴ

タに建設中です。

さらに，7つ の神殿の建設計画が発

表されてい ます。 ドミニカ共和国のサ

ン ト・ドミンゴ， スペイ ンのマ ドリッ

ド，エクア ドルのグアヤキル，ブラジ

ルのレシフェ，ボ リビアのコチャバン

バ，テネシー州のナッシュビル， コネ

チカッ ト州のハー トフォー ドにです。

現在ベネズエラに神殿 を建てる計画に

ついて も検討 中です。

ここ何年かにわたってハー トフォー

ド近辺に神殿 の適地 を探 してきました

が，その間，その北 と南の地域で教会

が 非 常 に発 展 し， 現 時点 で ハ ー ト

フォー ドに神殿 を建設する計画は中止

することにな りました。そのかわ りに

マサチューセ ッツ州ボス トンとニュー

ヨーク州ホワイ トプレーンズに建設す

ることにな りました。つまり人々の必

要 にこたえるため，当初の計画の一つ

だけでなく，二つの神殿 をこの地方 に

建設することを決め，すばらしい敷地

も確保 したのです。

ハー トフォー ドの皆 さんにはおわび

いた します。ハー トフォー ドの信仰篤

い聖徒 の皆 さんはこの発表 を聞いてか

な りがっか りされ るのではないか と思、

います。わた したちが現地の指導者 と

ともに長い時間をかけて，ニュー ヨー

ク州 やニューイングランド地方の聖徒

の必要にこたえるため，・神殿用地 とし

てふ さわしい土地.を探 そうと.努力 して

きた ことは，皆さん も御存 じだ と思い

ます。ハー トフォー ドの教会員 の方々

をが っか りさせる結果 になってしまっ

た ことについては大変遺憾 に思 います

が，今回の新たな決定 に導かれた こと

については満足 しています。 この二つ

の神殿が建設 され ることに、よっ.て，

ハー トフォー ドの聖徒 たちはそれほ ど

遠 くまで旅 をせずに神殿 に行 けるよう

になるでしょう。

これ らに加 えて，現在6つ の敷地が

検討 されています。実に壮大なプログ

ラムです。

わた.しは，世界中の末 日聖徒のため

に神殿が比較的近い所に置かれ るよう

になることを切 に願 ってい ます。 しか

し，その速度にも限度があります。そ

れぞれの神殿が，良い場所に建てられ，

近隣の方々 とも良い関係 を永続的に維

持で きるように と努力 しています。そ

のような条件の整っている場所の不勤

産 は，たいてい高価です。神殿 は，普

通の集会所やステークセンター とは異

な り， もっ と複雑な建物です。その建

築様式 は高度な ものです。時間 もかか

りますし，費用 もかか ります。 しか し

なが ら神殿 の業 は，わた したちになし

得る限 りの速度 で進 んでいます。 この

業が速度 を増 し，それ によってもっ と

大勢の人々が神聖な主の宮 に参入 しや

す くなることを，わたしはいつ も祈 っ

ています。

ブリガム ・ヤ ング大管長 はあるとき，

もし若い人 たちが神殿結婚の祝福につ

いてほんとうに理解するなら，必要 と

あ らばイギ リス まででも歩 いて行 くだ

ろうと言 いました(∫o%挽 α1qプ 酬s-

60%駕 θs『説教集 』11：118参 照)。 皆

さんが， それほどまでの距離 を行かな

くても，神殿 に参入できるようになる

ことを願 ってい ます。

これ らのすばらし く，かつた ぐい ま

れな建物，そして，そこで執行 される

儀式 は，わたしたちの礼拝 の究極の姿

を表 しています。これ らの儀式は，わ

た した ちの神学 の最 も深遠な表現 と

なっています。わた しはすべての会員
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の方々に，神殿推薦状 を持つにふさわ

しい生活をし， それを貴重な財産 と考

えて大切 にし，これまで以上 の努力 を

払 って主の宮に参入 し，そこで受ける
み たま

御霊 と祝福 にあずかるようにと，わた

しの持て る限 りの力を込めて，強 くお

勧 めします。誠意 と信仰をもって神殿

に行 くすべての人が，参入する度にさ

らに成長 した人 となって出て来 ること

に，わた しは喜びを覚 えてい ます。わ

たしたちは皆，常 に，進歩 を必要 とし
けんそう

てい ます。時 にはこの世の喧喋を離れ

て，神 の神聖な宮の中に足 を踏 み入れ，

神聖さ と平安の中に主の御霊 を感 じる

必要があります。

もしメルキゼデク神権 に聖任 された

教会員すべてが神殿推薦状 を持つ にふ

さわ しい生活 をし，主の宮に入 り，神

と証人の前で，厳かに聖約を新た にす

るならば，だれ もが より善い人 となれ

ます。わた したちの間に，不貞はな く

な ります。離婚 も完全 にな くなるで

しょう。多 くの心の痛みや苦悩を避け

ることがで きます。家庭 には， これ ま

で以上に平安 と愛 と幸せが もた らされ

ます。涙す る妻 と子供たちが少な くな

ります。わた したちの間には， これ ま

で以上に相手 に対 する感謝 と尊敬 の念

が生 まれます。そ して，主はわたした

ちのことを喜ばれ， もっと祝福 して く

だ さることで しょう。わた しはそ う確

信 しています。

さて兄弟たち，話 を閉じる前に もう

一つのことについて話 してみたい と思

います。規定の時間を少し過 ぎるか も

しれませんが， ご容赦 ください。

教会の神権者の方々に， この偉大な

組織の現状報告 をわた しな りに話 させ

ていただきます。 この組織 とはすなわ

ち，わた したちが属している教会 であ

り， また関心 を向 けている教会の組織

のことです。皆 さんにはこの種の報告

を時折聞 く権利があると思 うのです。

教会が良い状態 にあることを報告で

き， うれ しく思います。 とて も健全な

状態である とともに，会員数のうえで

もますます伸びています。1994年 の終

わ りには，教会員数は902万5，000人 と

な り， その前年 と比較 して30万730人

の増加 とな りました。 これは3年 半 ご
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とに，100万 人増 えていることになり，

わた しは， この勢いが今後 も加速する

ものと確信しています。教会 は地理的

に見て も発展 しています。 また，管理

も適切 に行われているように思われま

す。 しか し，問題がないわけではあ り

ません。教会から足 を遠 のける人の数

が多すぎます。福音 の原則か ら外れた

生活をする人 が多すぎます。 しか し，

それにもかかわらずわたしたちには喜

ぶべき理 由があ ります。

教会には負債があ りません。資産購

入に関する契約上，一定期間返済が必

要な債務 はあ ります。 しか し， これ ら

の ものを，期 日内に完済する財源は確

保 してあ ります。

教会が関与する幾つかのビジネスで

も，経営の一手法 として用いている債

務 は幾つかあります。 しか し，負債 と

資産の比率 は，大企業の経営者の方々

もうらやむほどの ものです。

教会 はその資産に見合 った運営 をし

てお り，今後 もその方針 に変わ りはあ
じ　うぶん

りません。わた しは什 分の一 の律法

に心か ら感謝しています。それは繰 り

返 し繰 り返 し行われ る奇跡 です。 それ

は人々の信仰 により成 り立 っています。
み わざ

それは神の王国の御業の財政を確かな
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もの とするための主の計画です。

それは単純明快です。教義 と聖約第

119章 の 中に短い言葉で述べ られ てい

ます。政府によって制定，実施 され，

わたしたち も国民 として従 っている，

複雑で面倒な税法 と比べて何 と対照的

で しょうか。

主の戒め以外に，わたしたちに什分

の一を義務づ けるものはあ りません。

そして，言うまで もな く，主の戒 めは

わた したちが従 う第一の理由にな りま

す。普通大 きな団体では会費未納 にな

る と除籍され ますが， この教会ではそ

のような ことがありませ ん。わたしの

知 るか ぎりでは， この ような大 きな団

体ではほかに例がない と思います。

什分の一の律法を守ることは， この

原則の真実性への確信の証明です。

什分の一の基金 は神聖な ものです。

わたしたちは これを慎重かつ堅実に使

うよう大 きな信頼 を受けています。わ

た しは以前にエルサ レム支部の支部長

だったデビッド・B・ ガルブレイス兄

弟 から頂いた 「や もめの銅貨」 を事務

所 の戸棚 に飾 っていると話 したことが

あ ります。(小 さ くて目立たないか も

しれ ませんが， とにか くそこに飾って

あ ります。)わ た しが それを飾 ってい

るのは，それが象徴 している犠牲 を忘

れないようにするためです。わたした

ちは富裕 な人々だけでな くや もめの さ

さげ物 も預かっているのです。正直に

什分の一やそのほかの献金を主にささ

げている人々に感謝 します。 しかし，

皆 さんが この ことについて特 に感謝さ

れ る必要を感 じていないことも知 って
あかし

い ます。 この律法の神聖 さに対 する証，

この戒めを守 る人 に与えられ る祝福 に

対す る証の強 さは，皆 さんもわた しも

同 じです。

わた したちは教会の資産 に見合った

運営 をす るだけでなく，毎年の予算の

一部 を預金す ることにしてい ます
。 こ

れは各家庭 に勧 めていることを実行 し

ているだ けです。万が一経済的 な問題

が起 きた場合に備 えて，それを乗 り切

る資産 を蓄 えてお くためです。

わたしたちは献身的な奉仕が教会の

プログラムの運営に欠かせない重要な

ものであることをよく理解 しています。
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教会の業 を支えるために時間を惜 しみ

な くささげて くださる献身的な人が多

くいます。教会の人事部 によると，現

在 この ような ボ ラ ン テ ィアが9万

6，484人 もいます。彼 らは1万 人の専

従職員 と年間3億6，000万 ドル に値 す

る働 きをしています。彼 らは宣教師 と

して， また教会教育部のボランティア，

家族歴史の組織，神殿， そして教会の

様々な部署で働いています。彼 らのす

ばらしい献身はわたしたちに とって大

きな助 けであり，心か ら感謝 していま

す。主は間違いな く彼 らの献身的な働

きを喜んでお られ ます。

平 日に行われる教会の教育 プログラ

ムは前進 しています。教会が組織され

ると，どこであれ必ずセ ミナ リーが行

われ ます。同様 に，教会 はイ ンスティ

テユー トを通 して大学生の年代の人々

に もすばらしい機会 を提供 してい ます。

1995年 か ら1996年 の学 年度 にセ ミナ

リー とインスティテユー トに登録 した

生徒数 は58万3，000人 に達 します。今

晩集っている多 くの若い男性 は，

ほ とん どすべての人 と言って も過言で

はない と思いますが一 教会のこのす

ば らしいプログラムの恩恵 にあずかっ

ていると思います。セ ミナ リー とイン

ステ ィテユー トに参加 してい る人 は

ち ょっ と起立 していただ けますか。よ

く見て ください。 この とお りです。あ

りが とうございました。 ご着席 くださ

いo

これ らのプログラムに参加できる人

は，ぜひ受講 して ください。福音の知

識 は増 し，信仰は強 まり， 自分 と同じ

価値観 を持 つ人々 との交わ りや友情 を

楽しむ ことがで きます。

わたしは今， 『モルモン書』の初版

を出版 した ときの預言者ジ ョセフ ・ス

ミスの苦闘 を考 えてい ます。5，000部

が 印刷された初版 は，マーティン ・ハ

リスの惜 しみない寄付 によって実現 し

ました。 去年1年 で374万2，629部 の

『モルモン書』が配布 ざれた事実 を聞

けば，皆 さんは驚かれるで しょう。 ま

た，『モルモ ン書』のすべて， または

その中の重要な部分が85か 国語で印刷

されています。ベ ンソン大管長が勧め

た ように， わた したち は 『モル モ ン

書』を洪水のごとく地 に満たしてはい

ないか もしれませんが，375万 部 近 い

本を1年 で配布するのはただ事ではあ

りません。

わた しは教会が組織 されてか ら115

年 後 の1945年 に，150番 目のステーク

を管理する特権 にあずか りました。そ

れか ら50年 後の現在 ，2，101の シオ ン

のステークがあ ります。772の ワー ド

と支部が1994年 に新 しく組織 され，同

年末には，合計2万1，774の ワー ドと支

部が存在す ることになったのです。礼

拝 し，教えを学ぶための建物 をなぜ こ

れほ ど多 く建 てる必要があるのか，皆

さんはその理由がお分か りだ と思いま

す。現在375か 所 で教会 の建物 を新築

中です。建設費 は年々高 くなってきて

います。 これ らの教会の建物 を大切 に
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扱 うようお願いします。若い方々に特

別なお願 いがあ ります。教会 の施設 を

で きるかぎ り大切に扱って くだ さレ≧。一

建物が建 てられた目的に添った使 い方

をして ください。乱暴な使い方 をしな

いで ください。電気代やガス代 も安 く

はあ りません。建物 を使 ってない とき

は電気 を消 して ください。 ごみな どが

落ちていない ようにして ください。教

会の敷地をきれいに，魅力的なものに

して ください。わたしたちの教会の建

物の前を通 る人々か ら，「この教会で
せいとん

礼拝 している人たちは，清潔，整頓，

美，そして品位 を大切 にしている人た

ちだな」 と言われ るようにしま しょう。

わたしはすでに神殿の数の増加につ

いてお話 ししましたが，そのほかの教

会のプログラムについて も同 じことが

言 えます。わたしには教会の明るい未

来が見 えます。わた しは教会が数々の

問題 と直面 している事実を軽視 してい

るわ けで はあ りません。 この業 は常 に

問題 と直面してきました。悪の力がい

つ もこの業に対抗 してい ます。 しか し

前の時代の人々が前進 を続 けたように，

わた したち も前に進 まなければな りま

せん。今晩わたしの声 を聞いたすべて

の男性，少年 には， この偉大な業 をさ

らに広げ強めるのを助 ける責任があ り

ます。

兄弟たち，皆さんの信仰 に，また皆

さんの献身に感謝 してい ます。わた し

たちは皆 さんの大 きな信頼 とともに，

主か ら付託されてい る神聖な信頼 を感

じています。同様 に主は，主の聖なる

神権 を持つ皆 さん一人一人 を信頼 され

ています。前 にも話 した ように，わた

したちは皆 ともに働いているのです。

一人一人が主の王国 を建てる業の中で

み わざ

責任 を負 っています。全能の神の御業

を強 める仕事 に携われることは，何 と

喜ばしく，すばらしい ことでしょう。

この業 は真実です。まさにわたした

ちの天父の御業なのです。 この教会は
あがな

贋 い主 の教会で あ り，わた したちが

受けている神権は確かなものであ り，

非常 に貴 いものです。祝福 と感謝の思
あかし

い とともに， わた しの証 と愛 をイエ
み な

ス ・キリス トの御名 によ りお伝えしま

す。 アーメン。



●1995年10月1日(日)午 前の部会

忍耐
第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

天の徳

わたしたちはチャレンジに対して即座の解決を期待し，天の徳である忍耐

が必要なことを忘れてしまいがちです。

目 近わた しは， しばらくぶ りに古

取 い友人に会いました.彼 はあい

さつ をして， こ う尋 ねて きました。

「あなたの人生 はいかがですか
。」具体

的に何 と答えたか，覚 えてい ませんが，

彼 のこの挑発的な質問によって，わた

しは多 くの祝福や，人生その ものへの

感謝，奉仕す る特権 と機会 などを思い

起 こしました。

時には， これ と同じような質問 に予

想 しなか った答えが返 ってきます。数

年前，わたしはテキサスのステー ク大

会 に出席 しました。空港でステー ク会

長 と会い，ステークセンターへ向かう車

の中で，わたしは尋ね ました。「いか

がですか，お変わ りあ りませんかP」

彼はこう答 えました。「1週 間前 に，

その質問 をして くださればよかったの

ですが，今週 はいろいろあって大変 で

した。金曜日にわたしは失業 し，今朝，

妻 は気管支炎で寝込みました。午後 に

は， うちの犬が車 にひかれて死 んでし

まいました。それ以外 はすべてうまく

いっていると思います。」

人生に満ちている苦難は，ささいな

もの もあれば，重大なもの もあ ります。

チャレンジは，すべての人 に果て しな

く与 えられるように思 えます。問題 は，

チャレンジに対 して即座の解決 を期待

し，天の徳 である忍耐が必要なことを

忘れ ることです。

若いころに聞いた助言は，今で も適

用で きます し，心に留 めるべきもので

す。例 えば，「我 慢 しろ」「焦 るな」

「落ち着 け」「そんなに急 ぐな」「規則

を守れ」「慎重にやれ」な どです。 こ

れらは単なる古 くさい表現ではあ りま

せん。真の助言であ り，経験か らの知

恵なのです。

若者たちが乗 った車が，愚かで無謀

なス ピー ドを出 して峡谷 の曲が りく

ねった危険な道 を走 った としましょう。

突然，車はコン トロールを失って傾 き，

大切な若者たち もろ とも，絶壁 を越 え

て谷底 に突 っ込 みます。彼 らは障害者

になるか，恐 らくは若 くして死んで家

族 を悲 しませ ることになるでしょう。

大 はしゃぎをしている時間が，一生後

悔す る瞬間になるのです。

どうか，貴い価値 を持つ青少年の皆

さん，命を大切 にして くだ さい。忍耐

とい う徳を実践 して ください。

病気 に伴 う苦痛には忍耐が求め られ

ます。かつて地上に生 を受 けた唯一完

全な御方，ナザレのイエスでさえ激 し

い苦痛 に耐 えるよう求められました。

ましてや，完全 には及ぼないわたした

ちが， どうしてそのようなチャレンジ

から逃れ られるで しょうか。
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孤独 な人，年老いた人，無力な人，

人生から見捨てられた と感 じる人が大

勢い ます。時代 は容赦な く前進 して，

考 えてい る人，驚いている人，時々疑

問 を持つ人の視界から消え，彼 らは取

り残されてしまうのです。 このように

ス トレスの多い時代 には，忍耐が，力

強い友 とな ります。

わたしは時々，老人ホームを訪問 し

ますが，そこにも忍耐があります。あ

る施設の 日曜 日の集会に集った とき，

一人 の少女が老人たちを慰めるために

バイオ リンを弾 きました。彼女は緊張

していましたが，全力を尽 くすつもり

で した。弾 き始めると，一人が叫び ま

した。「まあ，何 てかわいいお嬢 さん

だ こと。演奏 も見事だわ。」弦の上 を

走 る弓の緊張 と，少女の指の優雅な動

きは，その思わず漏 らした褒 め言葉に

鼓舞 されたかのようで した。実にすば

らしい演奏で した。

後でわたしが少女 と伴奏者 にお礼を

言 うと，彼 らはこう答 えました。「わ

た したちは，病気の人やお年寄 りを励

ますために来 ま'した。演奏を始めると

恐れは消え，自分の心配や問題 を忘れ

ました。皆 さんを励 ませたか もしれ ま

せんが，実はわた したちが励 まされた

のです。」

時 には立場が反対 にな ります。明る

く親切な若い友人， ソル トレーク ・シ

テ ィーのウェンディー ・ベニオンはそ

の良い例です。実は，おととい彼女は

静かに この世 を去 り，「命 を与 えられ

た神のみ もとへ」(ア ルマ40：11)帰

りました。彼女は5年 以上の年月を，
がん

癌、と闘って きました。明 るくて，いつ

も人 を助 け，信仰を失わない彼女の笑

顔は，磁石が鉄を引 き付 けるように，

人々 を引き付 けました。 ウェンディー

に痛 みのあるとき， 自分の問題 で意気

消沈 した友達が訪ねて来た ことがあ り

ました。母親 のナンシー は， ウェンデ

ィーの痛 みを知っているだけに，その

友達の訪問が長すぎると感 じました。

そ こで，彼女が帰った後，尋ねました。

「どうして痛 みのひ どい ときに
，そん

なに長 く友達 を引 き止めるの。」ウェ

ンディー はこう答 えました。「友達 の

ためにすることはわたしの痛みよりも



ずっと大切だし，も し友達 を助 けられ

た ら，痛みなんか問題 じゃないわ。」

彼女の態度は，主 をしのばせ ます。主

は世の悲 しみを負 い，激 しい苦痛 と失

意に耐えられました。主 は静かな足音

とともに，生 まれつ き盲 目の男のそば

を通 りかか り，見 えるようにされ まし
か ふ コ

た。またナインでは，嘆 き悲 しむ寡婦

に近づいて，息子 を死か らよみが えら

せ ました。カルバ リへの急な坂道 を，

残酷にも十字架 を負い，絶え間ないあ

ざけりとのの しりにも心 を取 り乱 さず，

1歩 ずつ歩かれました。達成すべき神

聖な使命があったからです。実際に主

は一人一人 を訪れて教えを伝 えられ ま

す。励 ましと霊感 あふれる祝福 をもた

らされ ます。主 は御 自分 の命 をささげ

られ ました。それにより，墓が勝利 を

得 ないように，死が とげを持たないよ
たまもの

うに， そして，永遠の命が賜物 となる

ようにされたのです。

十字架から下 ろされ，借 り物の墓 に

埋葬された， この悲しみ と嘆きの御方

は，3日 目の朝 によみがえられました。

主の復活は，マグダラのマリヤとほか

のマリヤによって発見 されました。彼

女たちが墓に近づ くと，入 り口をふさ

いだ巨大な石 は転がされてい ました。

すると，輝 く衣 を着た二人の天使 が現

れて尋ね ました。「あなたがたは，な

ぜ生 きた方を死人の中にたずねている

のか。そのかたは， ここにはおられな

い。 よみがえられたのだ。」}

パ ウロはヘブル人に， こう宣言 しま

した。「こういうわけで，わた した ち

は， このような多 くの証人 に雲の よう

に囲まれているのであるから，いっさい

の重荷と，からみつ く罪とをかなぐり捨

てて，わた したちの参加すべ き競争 を，

耐え忍んで走 りぬこうではないか。」2

恐 らく， ヨブの模範以上 に忍耐を表

した例 はないでし ょう。『聖書』 によ
まった

れ ば ， ヨブ は ， そ の ひ と と な りが 全 く，
おそ

かっ正 し く，神 を畏 れ，悪か ら遠 ざ

か った人で した。3ま た，豊 かな富 と

財産 に恵 まれていました。サタンは主

の許可を得て， ヨブを誘惑しようとし

ました。 ヨブは何 と大 きな苦痛 を受け，

多 くの ものを失い，人生をね じ曲げ ら

れたことで しょうか。 しかし妻か ら，

一

神 をのろって死 ぬことを勧め られたと

き， ヨブは信仰 を示して こう答 えまし

た。「わたしは知 る，わた しをあがな

う者は生 きてお られる。末の日に彼 は

必ず地 の上 に立たれる。わたしの皮の

うじがこの体 を滅ぼ したのち，わたし

は肉 にあって神 を見 るであろう。」4何

とい う信仰，何 とい う勇気，何 という

信頼でしょう。 ヨブは財産 をすべて失

い，健康 も失い ましたが，主を信頼 し

続 けました。 まさに忍耐の手本のよう

な人でした。

忍耐の徳 を表 した， もう一人の人 は

預言者ジョセフ ・ス ミスです。聖なる

森で御父と御子の訪れを受 け，神聖な

経験 をした後 に， ジョセブは待つ よう

に言われました。以来，自分の信仰の

ために3年 以上にわたってあざけられ

た後，ようや く天使モロナイの訪れを

受けました。 それか らさらに待た され，

忍耐が求 められ ました。イザヤ書の勧

告を思 い出 してみましょう。「わが思

いは，あなたがたの思いとは異 なり，

わが道は，あなたがたの道 とは異なっ

ていると主は言われ る。天が地 よりも

高いように，わが道は，あなたがたの

道 よりも高 く，わが思いは，あなたが

たの思いよりも高い。」5

慌 ただしい生活 を送 る現代にあって，

昔，危険な道路 を横断するときに教え

られた教訓的な言葉 に立ち返 るとよい

で しょう。それは，「止 まれ，見よ，・

聞け」 という標語です。 これはどのよ

うに現在 に当てはまるでしょうか。滅

びに至 る無謀な道で止ま り，天を見て

助けを求め，主の次の勧めを聞 くので

す。「すべて重荷 を負 うて苦労 してい

る者 は，わたしの もとにきなさい。あ

なたがたを休 ませてあげよう。」6

主 は次の詩にある，美 しい真理 を教

えて くださるで しょう。

ほんとうの命，大切 な命，

墓は終わ りで はない。

ち りはち りに帰るが，

人の魂は不滅である。7

わ たしたち一人一人は，長兄 である

主イエス ・キリス トにとって，大切な

存在 です。主から真 に愛 されています。
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イエスの生涯は，完全 な模範です。

主は悲 しみと落胆に苦 しみなが らも，

自分 を忘れて人に仕 える という片類な

い模範 を示 され ました。子供の ころ覚

えた歌が浮かんで きます。

イエス様，わた しを愛 し，

わたしを愛 し，

イ：エス様，わた しを愛す と，

『聖書』は告げる8

『モルモ ン書』 も 『教義 と聖約』 も

『高価 な真珠』 も同じことを告 げてい

ます。「聖文 をガイ ドにしましょう。そ

うすれば，行 き止 まりの道に迷い込む

ことはないで しょう。
こんにち

今日，仕事のない人や，お金のない

人，自信 を失った人々がいます。飢 え

が生活 を脅か し，落胆がいつ も付きま

といます。 しかし， ここに助 けの手が

あ ります。飢 えた人 に食べ物 を，裸の

人 に衣服 を，家のない人 に住 む所を与

えているのです。

毎週 教会の倉庫 から何千 トンもの

食糧や衣類，医薬品， 日用品などが地

の隅々に送 られ，空の食糧棚や困って

いる人々の必要を満たしてい ます。

わたしは，多忙で才能のある歯科医

や医師が心に促 しを感 じて，定期的に

自分の職場 を離れ，助 けを必要 とする

人々のために自分の技術 を使 って奉仕

するのを見て きました。彼 らは遠い場
こうがいれつ

所へ旅して口蓋裂 を治療 し，骨の奇形

を矯正 し，体の機能 を回復 させ ます。

すべては神 の子供たちへの愛によるの

です。忍耐強 く援助 を待っていた人々

は， これ らの 「天使 の ような人」 に

よって祝福 されています。

よ く知 られた歌 にあるように，皆 さ

んが 「わたしと一緒に飛んで」先月訪

れた， ドイツ東部へ行 けたら， と思い

ます。そこで高速道路 を走 ってい ると

き，わた しは27年 前に同 じ高速道路で

兵士や警官を乗せた トラックしか見 な

かった ことを思い出 しました。至 る所

に猛犬が鎖でつながれ，密告者が町を

うろついていました。 自由の精神が消

えか けていました。そして恥ずべ き壁

が築かれ，鉄のカーテンが降 ろされて

いました。希望は失われたも同然でし



た。人々の貴い人生はただ揺 るがぬ信

仰 のうえに成 り立 っていました。忍耐

して待つことが必要でした。 こうして，

神への変わ らぬ信頼が末 日聖徒一人一

人 の生活 に刻み込 まれたのです。 、

わたしが初めて壁の向 こうを訪れた

ときは会員にとって恐怖の時代で，自

分たちの義務 を果たすのに悪戦苦闘し

ていました。町で見かける多 くの人 の

顔 は絶望 に沈んでいましたが，会員た

ちには明 るく美しい愛の表情が見 られ

ました。ゲル リッツで集会 を開いた建

物 には，砲弾 による穴がた くさん空い

てい ましたが，内装 は指導者の優 しい

心遣いを映 して，粗末で汚れた建物 に

明 るさ と清涼感 を与 えていました。教

会 は大戦 とそれに続 く冷戦の両方に耐

えました。聖徒たちの歌声 は，すべて

の人の心を明 るくしました。彼 らは日

曜学校の古い歌 を歌 いました。

試練の多い道 も ひるむな

厳 しい反対 にも ひるむな

悲し.み嘆 く道 も.

やがて，喜びに満 ちて

刈 り入れの時が来 る ひるむな

.道 半ばにして ひるむな

どんな ときにも 輝 く日は待つ

ひるまぬ すべての人に9

わ たしは会員たちの真剣 さに心打た

れました6そ の貧 しさを見てへ りくだ

りました。 また，祝福師がいないこと

に胸が痛み ました。ワー ドもステーク

もな く，あるのは支部だけです。エン

ダウメン トや結び固めなど，神殿の祝

福 も受 けられ ません。長い間，教会本

部か らの公式の訪問者 もいませんでし

た。会員たちは，，.国外 に出ることを禁

じられていました。 しか し，心の底か

ら主を信頼 し， 自分の知恵 には頼 りま

せんでした。すべての道において主 を

認め，主か ら導 きを受 けていました。lo

説 教壇 に立 ったわたしは， 目を潤 ませ，

感動で声を詰 まらせなが らこう約束 し

ました。「皆 さんが神の戒めに忠実で

あるなら， ほかの国の教会員が受けて

いるすべての祝福が，皆 さんの ものに

なるでしょう。」

その晩，わたしは自分が約束 したこ

とを思い返 し，ひざまずいて祈 りまし

た。「父 なる神様，わた しはあなたの
しもべ

僕で， これ はあなたの教会です。わた

しの話 した言葉 は，わたしからでな く，

あなた と御子か ら出た ものです。です

か らどうか， この気高い会員たちへの

約束が成就 され ますよ うに。」 その と

き，わた しの心 に詩篇の言葉が浮かん

で きました。「静 まって，わた しこそ

神であることを知れ。」II忍耐 という天

の徳が求められたのです。

約束 は，少 しずっ成就 してい きまし

た。まず，祝福師が聖任 され，テキス

トが発行 され ました。ワー ドとステー

クが組織 され ました。礼拝堂やステー

クセンターが完成 し，献堂されました。

そして奇跡の中の奇跡，神殿事業が許

可され，設計，建築へ と進み，やがて

奉献 されました。さらには，50年 ぶ り

に専任宣教師の入国 と，地元の若人が

国外で伝道することが許可されました。

さらに，エ リコの城壁のようにベル リ

ンの壁が壊され，自由がそれ に付随す

る責任 とともに返 ってきたのです。

27年 前 の貴重な約束は，一つを除い

てすべてが成就 しました。わたしが約

束を与えた小 さな町，ゲル リッツには

まだ礼拝堂がなかったのです。しか し，
「
その夢が現実 にな りました。建設が許

可され，完成 した のです。献堂 の日が

やって来 ました。ちょうど1か 月前，

妻 とわたしは，ディーター ・ウーク ト

ドル フ長老夫妻 とともにゲル リッツの

献堂式に.出席 しました。27年 前 と同じ
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歌が歌われ ましたg会 員たちは，約束

が完全に成就 したこの ときの重要性を

知っていました。歌いなが ら泣いてい

ました。義人 の歌 はまさに主への祈 り

であ り，それに対す る答 えとして，彼
こうべ

らの頭 に祝福が注がれるのです。12

集会が終わって も，去 り難 い気持ち

でいっぱいで した。会場か ら出るとき，

皆 が手 を振 り，歌 って くれ ました。

「ア ウフ
， ヴィーダゼー ン， アウフ，

ヴィーダゼー ン，神 よまた会 うまで，
な

汝れを守 りませ」 と。
けんそん

天の徳である忍耐は，謙遜な聖徒た

ちに，天の報いをもたらしました。ラ

ドヤー ド ・キップ リングの 「レクイエ

ム」の詩がその ときの気持 ちにぴ った

りだと感 じました。

騒乱 と絶叫は消 え果て，

もろもろの軍 と王 は滅び去 る。

残 るものは，昔ささげたあなた

の犠牲 と

悔 いてへ りくだる心。

万軍の主なる神，われらととも

にいます。

忘れ るなかれ，忘れるなかれ。13

み な

イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り，

ア ー メ ン。

注

1.ル カ24：5-6

2.ヘ ブ ル12：1

3.ヨ ブ1=1参 照

4.欽 定 訳 ヨ ブ 【9： 25-26

5.イ ザ ヤ55=8-9

6.マ タ イll=28

7.ヘ ン リ ー ・ ワ ー ズ ワ ー ス ・ ロ ン グ

フ ェ ロ ー ，AP5a/mofL/fe「 命 の

詩 』

8。 チ ャ ー ル ズ ・M・ ア レ ク サ ン ダ ー 編

"J
esusLovesMe!"ハ ノex∂ηde〆sGos一

ρeノ ∫oηgs「 イ エ ス 様 ， わ た し を 愛 し」

『ア レ ク サ ン ダ ー 賛 美 歌 集 」P .B9

9."lftheWayBeFul[ofTria1，Weary

NoゼOesereオSσ ηdaγSc力oolSσ ρ8s

「試 練 の 多 い 道 も ひ る む な 」 『デ ゼ

レ ト 日曜 学 校 賛 美 歌 集 』p.158

10.箴 言3：5-6参 照

ll.詩 篇46：10

[2.教 義 と聖 約25：}2参 照

13， 「賛 美 歌 」(英 文)80番

一 一一一一一一一一.

神権の祝福
第二副管長

ジエームズ ・E・ ファウス ト

もしわたしたちが神権の祝福を通して，神が抱いておられるわたしたちの

末来像のほんの一部だけでもかいま見ることができれば，恐れは消え去り，

疑いはなくなることでしょう。

する兄弟姉妹，そして友人の皆

愛 さん。皆 さんの忠実さ と献身に
対 して，わた しの愛 と感謝をお伝 えし

たい と思います。本 日は最 も大切 と思

われる神聖なテーマについてお話 しい

たしますので，信仰 と祈 りを込めて聞

いて くださるようお願いします。神権

の祝福 を通 してもた らされ る，神聖な，

人 を高め強める力についてお話 しした

い と思うのです。

神権の祝福 は神聖なものです。それ

は，わた したちの願望や必要を，神聖

な霊感 に満ちた形で述べたものといえ

ます。そして，霊的な波長が合 ってい

れば，約束された祝福が必ず与 えられ
あかし

るとの確認の証を得 ることができます。

また神権の祝福は，わた したちが人生

の決断を下す ときの助 けになります。

決断の大小を問わず にです。 もしわた

したちが神権 の祝福 を通 して，神が抱

いてお られるわたしたちの未来像のほ

んの一部だけで もかいま見ることがで

きれば，恐れは消 え去 り，疑いはな く

なることで しょう。

子供のころの話 ですが，わた しは，

年を取った祖母が本 を読 んだ り縫 い物

をした りするときに使っていた虫眼鏡

に興味 を抱いたものです。焦点を合わ

せ ると，何で も大 きく見 えるのです。

で も，わたしがいちばん好奇心 をそそ

られたのは， 日光 をその虫眼鏡で集め

て物体 に当て ることで した。虫眼鏡 を

通 した日光の力は驚 くべきもので した。

この偉大 な力は，祝福 を求めて一晩

中格闘したヤ コブへの壮大な祝福 と比

較す ることができます。

「ヤ コブはひ と りあ とに残ったが
，

ひ とりの人 〔神 の使 い〕1が ，夜明 け

まで彼 と組打 ちした。……

その人 は言った， 『夜が明 けるか ら

わた しを去 らせて ください。』ヤコブは

答 えた， 『わたしを祝福 して くださ ら

ないな ら，あなたを去 らせません。』

その人 は彼に言 った，『あなたの名

はなん と言い ますか。』彼 は答 えた，

『ヤコブです
。』

その人 は言 った， 『あなたはもはや

名 をヤ ゴブと言わず，イスラエル と言

いなさい。あなたが神 と人 とに，力 を

争 って勝 ったからです。』」2

ヤ コブはこの驚 くべ き経験 を通 して

祝福を得ました。わた したち もイスラ

エルの血統 に属す るアブラハムの相続

人 として，神か らの祝福 を得ることが

できます。主は 『教義 と聖約』の中で

こう述べておられ ます。

「なぜ なら
，あなたがた は肉による
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正当な相続人であ り，……

それゆえ，あなたがたの命 と神権 は

存続 してお り， また，世界が始 まって

以来すべての聖 なる預言者たちの口を

通 して語 られてきた万物 の回復 まで，

神権 はあなたがた とあなたがたの血統

を通 して必ず存続 しなければな らな

い。」3

わ たしたちはヤコブとは異なり，わ

たしたちを強め高めて くれる祝福 を求

めて一晩中格闘する必要 はあ りません。

教会では，神権の祝福を授ける権能 を

持った人，すなわちその任に召 された

人を通 して，ふ さわ しいすべての人に

祝福が授 けられ ます。ステーク会長や

監督 ， 定 員 会会 長 ， ホ ー ムテ ィー

チャーは，神権の祝福 を授ける権能を

有する人々です。また，資格ある父親

や祖父， そのほかのメルキゼデク神権

者は，病気の教会員や大切 な出来事を

控えた教会員 に対 して祝福 を授 けるこ

とができます。 こうした個人的な祝福

は，末日聖徒イエス ・キリス ト教会 の

会員 としてわた したちが主張する絶 え

ざる啓示の一つです。

ジョン ・A・ ウイ ッツォー長老は こ

う述べてい ます。「聖約の下に生 まれ

た子供 を持 つすべての父親 は，子供 に

とって族長 であ り，持てる神権の権能

を通 して子供 を祝福 する権 限 を有す

る。」4わ たしたちは，福音が常 に家族

を通 して実践に移 されていること， ま

たそれが今後 も続 くことを知っていま

す。 『聖書』の時代か ら，イスラエル

の家は家族 という単位 を通 して秩序 を

保 ってきました。家族は もともと，神

の民に平安 と安定を もた らす，愛 と思

いや りと血のつなが りを内に持つ もの
こんにち

でした。それは，同様の理由で，今 日

でも変わ りません。家族 に内在する愛

と慈 しみの心は，社会の中の どの組織

も持 ち得ない ものです。 この家族 とい

う単位 を導 くのは両親であり，両親 は

対等 な同僚 どしての関係 に基づいて，

愛 をもって子供たちを養育 します。た

だ，父親 と母親が子供に与 える影響 は

それぞれ異な ります。 こうした家族で

の諸事にいちばん大 きな影響 をもた ら

.すのが神権の力です。神権 の祝福 は男

性だけの もので はあ りません。家庭の

中の女性や子供 にも平等に与 えられ る

ものでなければな りません。家族 とし

ての秩序が失われれば，家族や社会は

崩壊 して しまいます。

わたしたちに祝福 を宣言 し，イスラ

エルの家のどの血統か を述べる神権の

職 と召 しに，神権指導者 の手 によって

聖任され， その権能 を授 けられた人が

いるとい う事実 は，何にも勝 る恵 みで

す。祝福 師の祝福 の中で欠かせないの

が，霊感 による血統の宣言です。わた

しは，聖任 され た祝福師 として奉仕す

る尊敬すべき忠実な兄弟の皆 さんに敬

意 を表 します。彼 らはこの孤独な重責

を自ら求めたわけではありません。祝

福師はほ とん どの場合，兄弟の中で最
けんそん

も謙遜で献身的な人たちです。そして，

天からの霊感 を受けるにふさわしい生

活 をしています。祝福師が祝福 を授 け

る特権 を有 しているのは，主からの霊

感によって権威を もって語 る権能 を授

けられているか らです。

祝福師はメルキゼデ ク神権の中の一

つの職です。 この職は人 を支配す るの

ではな く祝福するために設 けられ まし

た。祝福師は神聖で霊的な啓示の召し

であ り， ほとんどの場合生涯にわたっ

て奉仕する責任 となります。祝福師の

皆 さんは，召 しに献 身し，信仰 とふさ

わ しさを保って生活するよう全力を尽

くす ことによ り，授ける祝福 の一つ一

つが霊感 に満ちたものとなるように努

力しています。祝福師の召 しは，麗 し

く，神聖で，霊的な，や りがいのある
きよ み たま

経験 とな ります。祝福師は，聖 き御霊

に導かれて，霊感により祝福 を受ける

人 にイスラエルの血統 を宣言す るとと
たまもの

もに，祝福や霊的な賜物，約束，助言，

勧告，警告を，霊感 に導かれるままに

授 けます。 このように，祝福師の祝福

とは本質的に，将来の祝福 を預言し宣

言したもの といえましょう。

聖任 された祝福師か ら受 ける祝福は，

わた したちを導 く星 とな ります。わた

したち個人 にあてた神からの啓示 なの

です。 この星に導かれて進むなら，わ

たしたちはつ まずいた り迷った りする

ことはありませ ん。祝福師の祝福 はわ
いかり

た したちの心の錨 となり，わた したち

さえふ さわ しければ，死 も悪魔 も宣言
ほ こ

された祝福 を反故にす ることはできな

いのです。宣言 された祝福 は，今 より

後永遠 にわたってわた したちに恵みを

もた らす ことでしょう。

ほかの多 くの祝福 と同じように，祝

福師の祝福 も通常，受けたいと望む人

か らの申請 によって授 けられます。祝

福師の祝福 についての責任 は，その重

要性 について理解できる年齢に達 した

個人が持つべきです。わた しはそのよ

うな年齢 に達 したすべての教会員 に対

して，資格 を得て祝福師の祝福 を受け
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るようにお勧めします。あらゆる祝福

は，その性質上，わた したちのふさわ

しさが条件 にな ります。そのふさわし

さが具体的に祝福文に明示 されている

か どうかにがかわらずです。 また，祝

福師の祝福は本質的に将来への指針で

あって，過去の出来事 のリス トではあ .

りません。 したがって，祝福 は，人生

の重要 な出来事がまだ起 こっていない

若い うちに受けるべきです。わたしは

最近，90歳 を超 えた人が祝福師の祝福

を受 けた ことを聞 きました。 どんな祝

福か興味があります。

祝福 は祝福師個人から生 まれるもの

で はあ りませ ん。 リグ ラ ン ド ・リ

チャーズ長老が話 して くれた ことです

が， ある祝福 師が一人 の女性 に こう

言 ったそ うです。「あなたにす ばらし

い祝福が用意 してあ ります。」しか し，

彼がその女性の頭に手を置 くと，まっ

た く何 も浮かんで きません。祝福師 は

謝 りま.した。 「わたしが間違 ってい ま

した。あなたへの祝福 を用意 している

のはわた しではな く主です。」 その女

性は翌 日また戻って来 ました。 そして

祝福師は主に助 けを求 めて祈 りました。

こうして，祝福が告げ られましたが，

それはこの善良な姉妹だ けしか知 らな

いはずの様々な問題 にも触れた もので

した。祝福 はすべて神から来 ます。天

の御父は御 自身の子供たちのことをよ

く御存 じです。子供たちの長所 と弱点

をすべて御存 じです。祝福師の祝福 は，

御父がわたしたちに何 を求めてお られ

るか，そしてわたしたちが どのような

可能性を秘めているかを教 えて くれる

ものなのです。

祝福師の祝福は，へ りくだ り，祈 り

をもって何度 も読 まなければな りませ

ん。また，祝福師の祝福 は非常に神聖

な，しか も個人的なものですが，家族

には見せてもかまいません。祝福師の

祝福は，主か ら授けられる勧告 と約束，

情報を含む神聖な指針です。 しかし，

祝福文の中に将来の出来事がすべて網

羅されているとか，疑問への答 えがす

べて出ていると考 えるべ きではあ りま

せん。祝福文の中に伝道や結婚な どの

重要な出来事が述べ られていないから

といって，それが起 こらないわけでは

部会の開始前にゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長(左)と 言葉 を交 わすジェーム

ズ ・E・ ファウス ト第二副管長。

ないのです。祝福師の祝福を成就 させ

るには，祝福文 に含 まれている大切な

言葉を宝 としてよ く味わい， その こと

について深 く考 え，示 されているとお

りの生活をす ることです。そ うすれば，

わた したちはこの世で祝福 を受 けられ

るばか りでな く，後の世において義の

冠を受けられるでしょう。

わた し自身の祝福文 は短 いものです。

1ペ ージの4分 の3し かな く，裏 には

何 も書いてあ りません。 しか し， その

祝福 はわた しにとって適切なものであ
かんぺき

り，完壁なもので した。わたしが祝福

師の祝福 を受けたのは10代 の初めで し

た。・祝福師 は，.祝福が生涯にわたって

「慰め .とな り導 きとなる」 と約束 して

くれ ました。少年だ うたわたしは，そ

れを何度 も何度 も読 み返 しました。一

つ一つの言葉について考えました。 そ

して，その霊的な意味 を知 ろうと熱心

に祈 りました。その ようにして若いこ

ろに祝福 を受 けたおかげで，わた しは，

これまでの人生の重要な出来事やチャ

レンジを無事 に切 り抜けることができ

ました。わたしの場合，祝福の意味に

ついて十分に理解で きたのは経験を積

んで大人 になってか らのことで した。

その祝福文は，わた しが地上における

神の王国で果たすべ き責任 について も

触れていました。

ヒーバー ・J・ グラン ト大管長 は自

分の受 けた祝福 についてこう述べてい

ます。「「祝福 師はわた しの頭 に手 を置

いて，タイプにして1ペ ー ジの3分 の

1ほ どの小 さな祝福 を授けて くれた。

しか しその祝福 は，わた しの まさにこ

の瞬間までの生活 を預言するものだっ

た。」5

ジ ョン ・A・ ウイ ッツォー長老は こ

う言 ってい ます。 「常 に心 に留めてお

かなければならないことは，約束 され

た ことの成就 はこの世だ けでな く後の

世に及ぶ こともあるということである。

わたしたちの中には，約束された祝福

が生 きている間 に成就 しないことでつ

まず く人がいる。彼 らは，福音 におい

ては，人生 とそこに含 まれ るあらゆる

活動が永遠 に継続 し， この地上での働

きが天で も続 くことを忘れているので

ある。また，祝福 を授 ける側の主が，
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主の特別 な目的のためにその祝福の成

就を控えられることがある。わたした

ち も，わた したちの祝福 も，すべて主
み て

の御手の内にある。 しかしなが ら，だ
あかし

れ もが証す るのは，福音の律法を守る

ことによって約束 された祝福が成就 し

た とい うことである。」6

その ことは，わたしの父親の祝福師

の祝福 に如 実に現れて います。 父は

「た くさんの美 しい娘に恵 まれ る」 と

の祝福を受 けました。父 と母 は5人 の

息子の親 とな りましたが，娘 は授か り

ませんでした。で も二人 は，息子の嫁

を実の娘 のようにかわいが りました。

何年か前 に親族で集 まった とき，父の

義理の娘たちや孫，ひ孫たちが食事の

準備や，小 さな子供や老人の世話で動

き回っている姿 を見て，父への祝福は

文字 どお り成就 している と強 く感 じま

した。そうです。父 は確かにた くさん

の美 しい娘に恵 まれたわ けです。父に

祝福 を授 けた祝福師 は， この世を超え

た霊の 目を持 っていたわ けです。 この

世 と永遠 の世 を分 ける境界線が消 えた

のです。

教会は驚 くべ き速 さで発展 を遂 げっ

つあ ります。世界 中の非常にた くさん

の国にシオ ンのステークがあ り， ほと

ん どのステークには少な くとも一人の

祝福師が召されています。 こうした発

展の結果，世界中の多 くの人々が祝福

師の祝福 を受 けられ るようになってい

ます。ジ ョセフ 。フィールディング ・

ス ミス大管長 は こう語 ってい ます。

「この教会 の会員 になる人 の大多数は
，

ヨセフの息子エ フライムを通 じてアブ

ラハムの文字 どお りの子孫である。」7

しかし， ヨセフの別の息子であるマナ

セや，.ヤコブのほかの息子の子孫 も教

会員の中に大勢います。今の時代 にな

ると，ヤコブの血統でない人 も教会員

の中にいるか もしれ ませ ん。 しかし，

イスラエルの血統 でないか らといって

祝福が拒 まれることは決 してありませ

ん。主はアブラハムに言われま.した。

「わたしはあなたの名に よって彼 らを

祝福 しよう。 この福音を受け入れるす

べての者 はあなたの名によって呼 ばれ，

，あなたの子孫 と見 なされ，立 ち上がっ

て あなたを父 としてたた えるであろ

う。」8

ニ ー フ ァイは こう述 べてい ます。

「異邦人であっても悔い改める者は皆
，

主の聖約の民 とな 〔る〕。」9で すか ら，

イスラエルの家 としての祝福が血統 に

よるか養子縁組 によるかは問題ではな

いのです。

中には，同じ家族の中で異なった血

統が宣言 されたために心を悩 ませる人

がいるかもしれ ません。家族の中には

異なった血統が交 じり合っている場合

もあるのです。わた したちは， イスラ

エルの家が人類全体のかな りの部分 を

占めていると考えています。』したがっ

て，部族が交 じり合っていることから，

同じ家族の子供 の中でも血統が異な り，

一人がエフライムであって もう一人が

マナセやほかの部族の血統である場合

が出て くるのです。一人の子供 には一

つの部族の祝福 が多 くもたらされ，も

う一人 の子供 には別の部族の祝福が多

くもた らされるとい うことです。 こう

して，同じ家族 の子供であ りなが ら，

異なる部族への祝福を受ける場合があ

るのです。

わたしが このテーマでお話をするの

には，一つの大 きな理 由があります。

祝福師の祝福 やほかの祝福 は，「キ リ

ス トが神の御子であ り， この教会が真

実の教会であること」 を証 しているか

らです。 また， こうした神聖な祝福 は，

祝福 を受 けるふさわ しい人々の生活 に

も力 を及ぼ します。 この ように，父親

の祝福，祝福師の祝福，そのほかの神

権 の祝福 は，その本質 と重要性 を理解

できる成熟 した忠実な教会員にもたら

され るすばらしい特権 なのです。 これ

らの個人 を対象 とした神権の祝福は，

わた したち一人一人の昇栄 を望んでお

られ る主イエス ・キ リス トの愛の力強

い証であ り，神からの個人的な啓示 と

言えるでしょう。

祝福 師の祝福 は失意 にある者 を励 ま

し，恐れを覚 えている者を強 くし，悲

しみを味わっている者 を慰 め，不安 に

苦しむ者 に勇気を与え，士気の弱 まっ

ている者 を鼓舞 して くれ ます。 そして，

祝福文を読 む度に，わた したちの証 は

強められます。

祖母 の虫眼鏡が物を大 きく見せたよ
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うに，わた したち も強 くなることがで

きます。才能や能力 を倍加 し，理解力

をさらに高め，霊性 を開花 させ'ること

ができます。 モロナイは 「あらゆる善
たまもの

い賜物 はキ リス トか ら来 る」10と言 っ

ています。 しか し，主はこう言われま

した。「あ る人 に贈 り物が与 えられて

も，彼がそれを受け取 らなければ， そ

れ は彼 に とって何 の益が あるだ ろう

か。」日

何 らかの理 由で宣言された神権の祝

福 を成就す るだ けの生活がで きていな

い方々に，へ りくだ り，祈 りをもって

申し上げます。祝福が得 られ るように，

どうか生活を整えて くだ さい。

また，忠実 な教会員の方々にも申し

上げます。与 えられた祝福の完全な意

味を理解す るようにして くだ さい。 も

しかした ら， いろいろな賜物が授けら

れているのに，気づかないでいるか も

しれませ ん。 それ らは，霊的に深い意

味を持った賜物の こともあれば，物質

的な賜物 のこともあります。わた した

ちすべての人が これ らの賜物にあずか

れるように願 っています。

その ような経験 を通 して，主イエ

ス ・キリス トに対す るわたしたちの理

解 と信仰 と証が増 し加 えられ ます よう

に。へ りくだ り，イエス ・キリス トの
み な

御名 により申し上げます。ア「メン。

注
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世界に告げる

メツセージ

七十人

ロバー ト ・E・ ウエルズ

キリストに焦点を当てた3つ の独特なメッセージとは，すなわちイエス ・

キリストが神の御子であること，ジョセフ ・スミスと 『モルモン書」が神

聖な使命を果たしていること，教会が神によって設立されたことです。

■7の 安息 日の朝，わた しはキ リス

」 トに焦点 を当てた，3つ のメッ

セー ジについてお話 しします。

神 の御 子であ るイエス ・キ リス ト

最初 は，救いの計画 を理解す るため

の中心であるイエス ・キ リス トが，神

の御子であられ ることです。前世では

御父の最初の息子であ り，地上では，

天父の唯一の独 り子です。永遠 の父な

る神 は，主であり，救 い主であるイエ

ス ・キリス トと，神のほかの霊の子供

たちの，文字 どお りの御父で す(1

ニーファイ11：18，21;ジ ェームズ ・

E・ タルメージ 『信仰箇条 の研究』

p.612参 照)。

イエス ・キリス トは，神の御子であ

る とともに，前世で神 としての役割 も，

果たされ ました。御父エロヒムの長子

は，創世の以前の天上の会議 で，まだ

生 まれていない人類 の救 い主 として選

ばれ， 聖任 され ま した。(ジ ェーム
キリスト

ズ ・E・ タル メージ 『基督 イエス』

p.4参 照)ま た イエ スは， この地 球

や太陽系，銀河系，そして数知れない

世界を組織 し，創造するために，御父

によって選ばれました。・

イエス ・キ リス トは，過去，現在 を

通 じて旧約のエホバであ り，アダムと

ノアの神であ り，アブラハム，イサク，

ヤコブの神です。エホバは旧約の預言

者たちに現れて，語 られ ました。イエ

スが語るとき，それは御父の代わ りに，

御父が語 られるであろうことを話 され

ます。 『旧約聖書』のエホバは， この

世に生 まれた とき，『新約聖書 』のイ

エス ・キリス トとなられ ました。

「神 の御子」 とは，「肉にお ける独 り

子」であることも意味します。古代 と

現代の聖典で使われる 「神の独 り子」

という称号は，イエス ・キ リス トの神

性を強調 しています。この称号が表す

ように， イエスの肉体 は，死すべ き母

親 と不死不滅 の永遠の御父か ら受 け継

いだものです。 この基本的な真理 は，
噛通常の人間にはなしえな

い至上の行為，
しょくざい

贈 罪 にとって非常 に重要です。キ リ

ス トは自ら命 を捨 てて，再 び得る力を

持っていらっ しゃいました。なぜな ら，

天父か ら不死不滅 を受け継 ぎ，母マ リ
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ヤか ら死すべ き体，すなわち死ぬ力 を

受 け継がれたか らです。

キリス トの無限の照罪 と，イエスが.

神 の御子であることは，すべてのキ リ

ス ト教 の最 も重要 な教義を形成 してい

ます。ブルース ・R・ マ ッコンキー長

老 はこう語 りました。.「わたしたちは，
あがな

主イエス ・キリス トの順いを，啓示 さ

れた宗教の中心であり，神髄であり，

本 質 で あ る と見 てい る。」(.4N6ω

慨 伽6∫sカ7伽 、4漉o♂θs(ゾ 勘 励

『信仰箇条 の新た な証人 』p .81)ア

ミュレクは，「律法の目的 その もので

あ」 る(ア ルマ34：14)と ， 宣言 して

います。

ジ ョセブ ・ス ミス と

『モル モン書』 の神聖 な使命

福音の2番 目のメッセージで，回復

の中心 を成すものは，人々をキ リス ト

のみもとへ導 くという，ジョセブ ・スミ

スと 『モルモン書』の神聖な使命です。

わた したちは，天がジョセフ ・スミ

スに開かれた と宣言 します。真昼の太
お

陽 よりも明 るい光 の柱が降 りて来て，

その中に二人 の御方，父なる神 と御子

イエス ・キリス トが立っておられまし

た。御二方 は言葉 に尽 くせない輝 きと

栄光 とを持 ってい らっしゃり，御父は

ジョセブにこう言われ ました。「これ

はわた しの愛す る子である。彼に聞 き

なさい。」(ジ ョセ ブ ・ス ミスー歴史

1：17)

預言 者ジ ョセブ ・ス ミスの召 しの特

徴の一つは，古代の使徒 と預言者 の著

書や預言について，神から教 えを受 け

た ことです。預言者 ジョセ ブ ・ス ミス

の教 えや著作 は，「古代 と現代の聖文

の神聖 な真理から織 られた，継 ぎ目の

ない福 音 の織 物 の よ うで す。」(リ

チ ャー ド ・C・ ガ ル ブ レ イ ス ，

So吻'%αz7セ α擁勿gs(ゾ ノ∂s勿ぬs痂 漉

『預言者ジ ョセブ ・スミスの聖文 から

の教 え』 ジョセ ブ ・フ ィールデ ィン

グ ・ス ミス編の序文，p.5)

ジ ョセフはアメリカ開拓地 の無教育

な農夫の少年以上の存在で した。神か

ら教えを受 ける過程で，かつて人 に与

えられた最 も偉大な天か らの導 きを受



けたのです。ジ ョセブは祈 りの答 えを

本か らでな く，直接，神か ら受 けまし

た。最初 の示現の後，そのほかの示現

と天使の訪れを数多 く受 けました。そ

して，「数年の問に，……ジ ョセブは

神 によって天か ら遣わ され た天使 に

よって指導 と教 えを受 け， この教会の

基 礎 を置 くた め に備 え られ たの で

す。」(ウ ィルフォー ド・ウッドラフ，

ノb解照1げ1万s60π 駕θs『説教集』16：

265)聖 霊 の導 き も同様 に， ジ ョセ ブ

の 『聖書』解釈の基盤でした。 また，

イエス ・キ リス トから啓示 を受 けまし

た。ウ リム とトンミムは， ジョセブ ・

スミスが聖文について教 えを受 ける，

もう一つの手段で した。

ジョセブが教 えた永遠の真理 は，何

世紀 もの間，哲学者たちの心にあった

疑 問に答 えを与 えてい ます。 ジ ョセ

ブ ・ス ミスに明らかにされた教義的な

教 えを研究 し，真理 を真剣 に求めるな

らば，イエス ・キリス トのみ もとへ導
あがな

かれ，救い主，順い主，御父への弁護

者 としてのイエス ・キリス トの役割 を

理解 す るで し ょう。救 い主 に関す る

ジョセブの教えを研究すれば，迷いや

疑いは晴れ，その人の心が変わ ります。

正直な人は哲学的な次の質問に対 する

ジョセブの答えによって，人生の意義

を見いだ します。「わた しはどこか ら

来たのか」「なぜ ここにい るのか」「死

んだ後 どこへ行 くのか」。 ジョセブに

与 えられた啓示により，現世 と前世の

間の忘却の幕が，時 としてほとん ど透

けて しまうことがあ ります。子 らの心

が先祖 に向き，先祖 の心が子孫 に向 く

につれて，現世 と霊界 との間の幕 はま

すます薄 くなり，家族のきずなはさらに

強 く，甘美で意義深いものにな ります。

預言者ジ ョセブは，現世で享受する

交わ りがそのまま来世で も続 くと教 え

ましたが， それは友人や家族をこの世

から見送った人々 に大 きな慰めをもた

らします(教 義 と聖約130：2参 照)。

この預言者が教えた救いの教義 は，天

からの露のようにわたしたちの心 を潤

します(教 義 と聖約121：45参 照)。

ジ ョセブ ・スミスの教 えた永遠の真理

は，.義に飢 え渇 く人々 を生 けるキ リス

トと父なる神のみもとへ と導 きます。

ジョセブ ・ス ミス同様，『モルモ ン

書』 は，読む人 をキ リス トのみ もとへ

導 く神聖な書物です。 この書物には，

西半球に住んでいた預言者たちの記録

が収 められています。彼 らはキリス ト

を信 じ，キリス トについて預言 し，何

人かは復活後にアメ リカ大陸を訪問 さ

れたキリス トと少 しの期間交わ りまし

た。 それ らの古代アメリカ大陸の預言

者た ちが，現 代のた めに 『モ ルモ ン

書』を書 いたのです。それは疑い深い

人々や正直な人々による，あらゆるテ

ス トに耐 えました。今やわたしたちが，

その真理や教え，戒 め，宣言を受け入

れ るかどうか試 されているのです(2

ニーファイ33：11-14参 照)。

エズラ ・タフ ト・ベ ンソン大管長が

力強 く語った ように， もし 『モルモ ン

書』について教 えるのを忘れた ら， ま

た， もしこの聖 なる書物 を研究 しその

内容 について考 えるのを忘れた ら，わ

たしたちは罪に定め られるでしょう。

わた したちには 『モルモン書』の内容
あかし

を全世界に宣言 し，証するという使命

と戒めが与 えられています(教 義 と聖

約84：54-58参 照)。

神 によって設立 された教会

3番 目のメッセージは，キ リス トの

再臨の道を備 えるために，末 日聖徒イ

エス ・キリス ト教会が神 によって設立

されたことです。 この教会 はいと高 き
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ところより，神の権能の回復 を受けま

した。 これはキ リス トの神権 を所有 し，

行使するためであ りウ神権 を用いて救

いに必要な儀式を執行 し，それ らが地

において も天 においても記録 されるよ

うにするためです。

このような回復 は主の再臨に不可欠

です。 なぜなら宗教史 を研究すると，

最初の律法は犯 され，本来の儀式は変

え られ，永遠の聖約は，イザヤが何世

紀 も前 に預言 した ように，破 られたか

らです(イ ザヤ24：5参 照)。 さらに

パ ウロが警告 した ように，キ リス トと

使徒の本来の教えか ら離れ去った後に，

再 臨が起 こるの です(2テ サ ロニケ

2：3-4参 照)。

再臨の道を備 えるために，回復が起

こりました。 ジョセフ ・ス ミスを通 し

て，すべての必要な教義 と神聖な儀式

が回復 されました。それ らは，過去の

神権時代に神か ら与えられた もので，

キ リス トに焦点を当てた神殿 の儀式 も

含 まれます。

かって地上 にもた らされた偉大な救

いの計画のすべてが，本来の形で，何

一 っ変 えられずに
， ここにあります。

わた したちが信 じるのは，古代 と同じ

神権 の権能 であ り，使徒 と預 言者 に

よって導かれる，初期の教会 と同 じ組
み たま たまもの

織 です。 また，.同じ御霊の賜物であ り，

古代 と同じ末 日の聖典，すなわち 『モ

ルモ ン書』 『教義 と聖約』 『高価 な真

珠』なのです。

わた しは，すべての人々が祈 りを伴

う熱心な勉強 を通 して，以上の事柄 を

理 解す る ことの重大性 に気づ くよう

祈っています。すなわちイエス ・キ リ

ス トは神 の御子 で，世の救い主でい

らっしゃい ます。 ジョセブ ・ス ミスの

神聖な使命は，イエス ・キ リス トの福

音の原則 と儀式を回復 し，イエス ・キ

リス トが生ける神 の御子であることを

証 する 『モルモン書』を世に出す こと

です。 そして，「末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会が，メシヤの再臨 に先立っ

て地上に再び設立 された主の王国」で

す(『 モルモン書』の序文)。 心からへ

りくだ り，証 を込 めて，わたしはそれ

らを宣言します。イエス ・キリス トの
み な

御 名 に よ り， ア ー メ ン。



「わたしを記念するため
，

このように行いなさい」

十二使徒定員会会員

ジエフリー ・R・ ホランド

主を忘れないことがわたしたちのおもな務めであるならば，あの貴く明ら

かな象徴であるパンと水を頂くとき，わたしたちはどのようなことを考え

たらよいでしょうか。

人類の歴史の意味を変えるよう

全 な時が，間 もな く来 ようとして
いました。それは，永遠の時の中間，

すべての奇跡のうち最大の奇跡であり，
ろうにゃくなん

また この地上に住 むあらゆる老 若 男
によ

女の幸福 のために，創世の前 に作 られ

ていた計画が成就するときでもあ りま
あがな

した。贋いの犠牲の時がやって来たの

です。肉体 をまとって来 られた神御 自

身の御子，神の独 り子が世の救い主に

なろうとされていたのです。

場所 はエルサレム，季節は過越 の祭

り，すなわち これから起 ころうとして

いた ことの象徴 に満 ちた祭 りのときで

した。昔，エジプ トで奴隷の境涯 に置

かれた悩めるイスラエルの人々 は，家

のか もい と入 り口の柱に子羊の血 を付

ける ことにより，「過 ぎ越 」され，助

けられ，ついには解放 されました(出

エジプ ト12：21-24参 照)。 これ は，

アダム とそれ以降のすべての預言者が，

世の始 めか ら教えられて きた事柄の単

なる象徴的な繰 り返 しにすぎません。

すなわち，イスラエルの群れの初子 の

中か らささげられた清 く，汚れのない

子羊 は， これか ら来 ようとしているキ

リス トの大いなる最後の犠牲の 「ひな

がた」「しるし」「予型⊥だったのです

(モーセ5：5-8参 照)。

さて，長年 こうした預言や象徴的な

ささげ物が伝 え られて きた後，今や

「予型」であ り 「影」であった ものが
，

現実 となろうとしていました。 イエス

が地上における伝道を開始 された とき，

バプテスマのヨハネは 「見 よ， ……神

の小羊」(ヨ ハ ネ1：29)と 宣 言 しま

したが， その言葉 は，主の伝道が終わ

りに近づいたその晩，かつてないほ ど

大きな意味を帯びて きたのです。
ばんさん

特別に準備 された最後の過越 の晩餐

が終わる とき，イエスはパ ンを取 り，

感 謝 して これ を裂 き，弟子た ちに与

えて言われ ました。 「取 っ 七食 べ よ

……。」(マ タイ26：26)「 これは， あ

なたがたのために与えるわた しのか ら

だである。わた しを記念するため， こ

の ように行い なさい。」(ル カ22：19)
さかずき

同様 にしてぶどう酒の杯 を取 り， しき

た りに倣 って水で薄め感謝 の祝福 をす

ると，次のように言って主の周 りに集

まった人々へ渡 され ました。「この杯
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は，罪 のゆ るしを得 させ るよ うに と

……流すわた しの血で立て られる新 し

い契約である。……わたしを記念する

ため， このように行いなさい。……だ

か ら，あなたがたは， このパ'ンを食 し，

この杯 を飲む ごとに，それによって，

主がこられる時 に至 るまで，主の死を

告 げ知 らせ るの である。」(ル カ22：

20;マ タ イ26：28;ル カ22：19;1コ

リント11：26)

ゲ ツセマネの前の晩の2階 の広間で

の出来事 とゴルゴダでの出来事以来，

約束の子 らはこの ようにして，各 自が

より新 しく，高尚かつ神聖な方法で，

キリス トの犠牲 を思い起 こす， という

聖約の下に置かれ ました。
せいさん

聖餐ではまず最初 に，裂かれ祝福 さ

れたパ ンの一切れを取 ります。パ ンは

必ず裂かれていなければなりません。
むち

この とき，わたしたちは鞭の打ち傷の

ついた体 と打ち砕かれた心，十字架上

で 「わた しは，かわ く」 と言われ，最

後 には 「わが神，わが神， どうしてわ

た しをお見捨てになったのですか」 と

言われた主の肉体的な苦しみを思い起

こすの です(ヨ ハ ネ19：28;マ タ イ

27：46)。

救 い主の肉体的な苦 しみによ り，人
あわ

類すべてが主の憐れみと恵みを通 して

(2ニ ーフ ァイ2：8参 照)， 死の縄

目を解かれ，墓 より復活 することがで

きるようにな りました。 もちろん，復

活の時 と昇栄の程度 はわたしたちの忠

実 さにかかっそい ます。

次にわたしたちは，水 の入った小 さ

な杯 を取 り，キ リス トが流 された血 と，

ゲツセマネの園で始 まった主の霊的な

苦悩 と苦痛 を思い起 こします。ゲツセ

マネの園で主 は，「わた しは悲 しみの

あま り死ぬほ どであ る」(マ タイ26：

38)と 言 われ ました。イエスは苦 しみ

なが らも， 「ます ます切 に祈 られた。

そして，その汗が血の したた りのよう

に地に落ちた。」(ル カ22：44)
む

救い主の霊的な苦しみと流された無
く

垢の血 は，愛 を込めて，万人 のために

ささげられました。主 はそれにより，

アダムの背 き，す なわち 「最 初の と

が」(モ ーセ6：54)の 代 価 を支払 っ

て くださったのです。 さらにキリス ト



は全人類の罪，悲しみや苦痛のために

苦しまれ，主が教えられた福音の原則

と儀式に従うかぎり，わたしたちの罪
あがな

を贋 って くださったのです(2ニ ー

.フ ァイ9：21-23参 照)。 使徒パウロ

が書い ているよ うに，わた したちは

「代価を払って買いとられた」のです

(1コ リン ト6：20)。 何 と高価 な代
あわ

価であ り， また何 と憐れみ深い買い主

で しょう。

このようなことを思い起 こすため，

福音の儀式はすべて何 らかの意味で主

イエス ・キ リス トの順い に焦点が置か
せいさん

れているのです。特に聖餐の儀式 には

深い象徴的な意味があ り，ほかの儀式

よりも頻繁に行 われ，わたしたちの生

活 に溶 け込んでいます。だか らこそ，

「聖餐会 は教会 のあ らゆる集会 の中で

も，最 も神聖な集会である」 と言われ

てい るのです(ジ ョセ フ ・フィール

ディング ・ス ミス 『救いの教義』2：

315)。

わ たしたちは，毎週執 り行われ る聖

餐式にそれほど深い意味があるとは必

ずしも考えていないかもしれ ません。

では，聖餐式は どのように神聖 なもの

なのでしょうか。聖餐式はわたしたち

にとっての過越であ り，わた したちが

守 られ，救われ，順われていることを

思い出させて くれ るものである と考 え

ているで しょうか。

多 くの面で危機にさらされている状

況 を考 えると，わたしたちが暗黒の天

使か ら逃れることを記念するこの儀式

を， もっと真剣 に受 け止めるべきでは
けいけん

ないでしょうか。聖餐式は力強 く敬度

なひ とときであ り，反省 のときである

べ きです。 また，霊的な気持ちや思 い

を鼓舞するときです。ですか ら，聖餐

式 はせ き立てて行い，さっさと終わ ら

せ るものではな く，真の目的を果たす

ように行わなくてはなりません。聖餐

会の目的は，今 申し上げた とお りです

が，そのほか聖餐会で行われる説教や

歌，祈 りはすべて この神聖な儀式の意

義に添ったものでな くてはな りません。

聖餐の祝福 とパスは，全員で賛美歌

を歌 った後で行われます。 どんな声で

歌 お うと， それ は関係あ りません。聖

餐式の賛美歌はむ しろ祈 りに近い もの

です。だれで も祈 りの声をささげるこ

とができます。

「われ ら
，その苦痛知 り得ぬ とも

主の苦 しみ，わがため と信ず。」

(『賛美歌』110番)

感謝 を表す この ような感動 的な歌詞

を口ず さみながら心を一つにすること

は，礼拝の大切 な要素です。

神聖 な聖餐式において，若 いアロン

神権者の皆 さんに，救い主の犠牲 の象

徴 をふ さわしい状態で，また敬度 な気

持ちで準備 し，祝福 し，パスす るよう

にお願いいた します。 このような驚 く

ほど若い年代に，何 とすばらしい特権

と神聖 な信頼が与えられていることで
「し
ょう。天か ら皆 さんに与え られる最

高の賛辞 だ と言えましょう。わたした

ちは皆 さんを心か ら愛 しています。最

善 を尽 くして生活 し，主 の晩餐である

聖餐の儀式 に携わるときは，で きるか

ぎ り身だしなみを整 えて ください。

聖餐 を用意する祭司，教師，執事の

兄弟 は，できるだけ白いワイシャツを

着 るように提案 したい と思います。教

会の神聖な儀式では， しばしば儀式用

の服装 をしますが， 白いワイシャツは

バプテスマを受 けたときに着た白い服
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装や，間 もなく皆さんが神殿 に参入 し，

伝道に出るときに着 る白い服装 を思わ

せ ます。

この簡単 な提案は，偽善的あるいは

形式的な意図による ものではありませ

ん。わた したちは，執事や祭司の兄弟

に白いワイシャツを制服 にした り，必

要以上 に生活の清さにのみ関心を向け

た りするよう望んでいるのではあ りま

せん。 しかし，若者の服装は，神聖な

原則 をわたしたち皆 に教 えるのに非常

に効果的であり，神聖な印象 を与 える

ことは確 かです。かつ てデビ ッド ・

0・ マッケイ大管長 は次の ように教え

ました。 「白いワイシャツは聖餐の神

聖 さ を 印象 づ け る の に役 立 つ。」

(Co卿 廻η66Rの 碗 『大会報告』1956年

10月 ，p.89参 照)

若 い祭司 によって簡潔で美 しい言葉

でささげ られる聖餐の祈 りの中で，わ

た したちが耳にする大切な言葉は 「覚

える」 という言葉です。最初 にパ ンを

祝福 する少 し長 い祈 りの中には，「進
み な

んで御子の御名 を受 け，……御子が与

えて くださった戒 めを守 る」 という言

葉があります。

この言葉 は，水の祝福では述べ られ

ませ んが，わた したちはこの言葉に従

うもの と見なされ期待 されています。

どちらの祈 りも，すべてキ リス トを記

念 して行 うことを強調 しています。で

すから聖餐にあずか るときわた したち
み たま

は，いつも御子の御霊 を受 けられるよ
あかし

うに，いつ も御子 を覚 えることを証す

るのです(教 義 と聖約20：77，79参 照)。

主 を覚 えることがわた したちのお も

な務 めであるな らば， あの貴 く明 らか

な象徴であるパ ンと水 を頂 くとき，わ

たしたちはどの ようなことを考 えたら

よいで しょうか。

まず，救い主が前世でなされた こと，

すなわち偉大なエホバ として天地 とそ

こにある万物 を造 られた ことを思い起

こす ことができます。 また，天上の会

議で主は愛にあふれたすばらしく強い

御方であったこと，わた したちがキ リ

ス トの力 と小羊の血に対するわた した

ちの信仰 によって悪に打ち勝った こと

を思い起 こします(黙 示12：10-11参 照)。

恐 らく若い女性の組織に該当する年



齢の女性 の もとに，主がお生 まれに

なった という偉大 な出来事 を患い起 こ

すこともで きます。彼女 はあらゆる時

代のあらゆる忠実な女性 に代わって，

こう言い ました。 「わた しは主 のはし

ためです。お言葉 どお りこの身 に成 り

ますように。」(ル カ1：38)

ほ とん ど知 られてい ませんが偉大な

人物，すなわちイエスの この世の父親
けん

を思い起 こす こともで きます。彼は謙
そん

遜な大工でしたが，静かで素朴なつつ
み わざ

ましい人々が昔か らこの大いなる御業

を推 し進めて きたのであ り， また現在

もそうであるということをわたしたち

に教 えて くれ ました。 もし皆さんの働

きが 目立たない ものであって も， この

地上でかつて生活 した最 も善良な人々

の一人 もそうであったことを忘れない

で ください。
いや

キリス トの奇跡や教 え，癒 しや助 け

を思い起 こす こともできます。主 は，

目や耳，手足 の不 自由な人，病気 で

弱っている人 を癒 されました。その こ

とを思い起 こすな らば， 自分の進歩が

止 まったように思えた り，喜びが失せ，

目の前が暗 くなった と感 じた りして も，

キリス トを信 じる確固 とした信仰 と完

全な希望 の輝 きを もって前進すること

ができるのです(2ニ ーファイ31：19

-20参 照)
。

救い主は非常 に厳粛な使命 を帯 びて

おられたにもかかわらず，生活に喜び

を見いだ し，人々に接することを楽 し

み，弟子たちに 「元気を出しなさい」

と励 まされました。 もしわた したちが

自分の家の戸口で高価な真珠 を見つけ

た ら大喜びす るように，福音 に対 して

も同様 に喜ぶ ようにと，主 は言われま

した。また，イエスは子供たちに特別

な喜びを見いだされ，わたしたち皆 に，
む く ゆる

無垢で清 く，す ぐに笑い，愛 し，赦 し，

嫌なことをされてもす ぐに忘れて しま

う子供た ちのよ うにな りな さい と，

おっしゃい ました。

キリス トは弟子たちを友 と呼ばれ，

友 とは孤独や失意の ときにわたしたち

を支えて くれる人であると言われ まし

た。わたしたちが連絡すべき友達，あ

るいは友達になるべ き人 を思い起 こし

て くだ さい。そうすれば，必要な とき

に手を差 し伸べる思いや りの行為を通

して，神が しば しば人 を祝福され るこ

とも思い起 こせ るで しょう。身近 な

人々の切実な祈 りへの天の答えが，わ

たしたちを通 して与えられることがあ

るのです。

わた したちは人生で経験す るすば ら

しい事柄 を， そして 「善い ものはすべ

てキ リス トか ら来 る」(モ ロナイ7：

24)こ とを思い起 こす ことができます

し， またそうすべきです。多 くの困難

に直面 しながらも明 るさを失わず，全

力 を尽 くしな が ら， 「輝 く明 けの明

星」(黙 示22：16)で あ る御方が再 び

来 られ る日を信 じて生 きている人々が

います。善い ものに恵 まれているわた

したちは，彼 らの勇気を思い起 こす こ

とができます。確かにあの星 は再 び現

れることでしょう。

あるいは，イエスが受 けられた不親

切，拒否，不正， まさしく主が堪 え忍

ばれた不正 を， 当然の ことなが ら思い

起 こすことで しょう。わた したち もそ

のような経験を少 しなりともす るとき，
かんなん

キ リス トが，四方か ら銀難 を受 けても

窮せず，途方に暮れても行 き詰 まらず，

迫害に遭 って も見捨 てられず，倒され

ても滅びなかった ことを思い起 こすこ

とができます(2コ リン ト4：8-9

参 照)。

イエスは至高の座 に着かれる前に，

すべての ものの下に まで身 を落 とされ
あわ

ました。 また，心 を憐れみで満た し，

民 を彼 らの弱 さに応 じて救 う方法を知

るために，あらゆる苦痛 と苦難 と試練

を受 けられました。わた したちは困難

な状況 に直面するとき， この事実 を思

い起 こす ことができます(教 義 と聖約

88：6;ア ル マ7：11-12参 照)。

よろよろした り，つまずいた りする

と，主はそばに来 られ，わた したちを

支え，力 を与 えて くださいます。そ し

て，最終的にはわた したちを救 って く

ださい ます。 そのために主は御 自分の

命をささげて くださったのです。わた

したちの進む道が どんなに暗 くても，

世の救い主は もっ と暗い道を歩まれた

のです。
せいさん

事実，聖餐式の主であり，復活され

て完全な体を持つことができたはずの
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主 は，弟子たちのために，手足 とわ き

腹の傷 を残 しておかれ ました。その傷

は，清 く完全 な御方 にも苦難が訪れ る

ことを示す しるしです。 この世の苦痛

は神が皆 さんを愛 していないことを示

す証拠ではあ りません。傷つき苦 しま

れたキリス トこそ，わたしたちの魂の

主であり，主の体 には今で も犠牲の傷
けんそん ゆる

跡，愛 と謙遜 と赦 しの傷跡があるのです。

この傷跡を，老いも若 きも，また当

時の人 も現代の人 も，すべての人が進

み出て， 目で見，手で触れるように，

主は勧めておられます(3ニ ーファイ

11：15;18：25参 照)。 そ うすれ ば，

イザヤが述べたように，主がわたした

ち一人一人のために 「侮 られて人 に捨

て られ，悲 しみの人で，病 を知 ってい

た」(イ ザヤ53：3)こ とを思 い起 こ

せるでしょう。若い祭司がひざまずき，

常にキ リス トを覚 えるようにと祈 りを

ささげるとき，わた したちは以上の事

柄 を思い起 こす ことがで きるのです。
せいさん

聖餐の儀式 に晩餐は含 まれていませ

んが，祝宴であることに変わ りありま

せん。人生がわたしたちにどのような

問題 を課そうとも，聖餐 を受けること

によりわたしたちは霊の糧 を得， また

人生の道をともに歩 むほかの人々に哀

れみ深 くなれるのです。

キ リス トが深 い苦 しみ と悲 しみを経

験 されたあの晩 に，弟子たちに頼 まれ

たことはただ一つ，主 とともにあ り，

主 を支えるこ とで した。「あなたがた

はそんなに，ひと時 もわた しと一緒 に

目をさましていることが，できなか っ

たのか。」(マ タイ26：40)主 は このよ

うに切ない問いを発せ られ ました。主

の命 の象徴であるパ ンが裂かれ，祝福

され，パ スされ る安息日にも，主は同

じ問いをわたしたちに再び投 げかけて

お られる と思います。

「高きに満ちた る 知恵 と愛よ

苦 しみ死にたもう 主をたまいぬ。」

(『賛美歌』112番)・

くす
「ああ
，奇 しき主のみ業。」(『賛美

歌』109番)た だ驚 くばか りの偉大 な
み な

る主 を，主イエス ・キ リス トの御名 に
あかし

よ り， 証 い た し ます 。 ア ー メ ン。

この道を歩み続け，

信仰を保つ
大管長

ゴードン ・B・ ヒンクレー

み わぎ

これは主の御業です。決してそれを忘れないでください。愛と熱意をもっ

て受け入れてください。

弟姉妹 の皆 さん，皆さんが手 と

兄 心 をもって支持 して くださった
こと， また信頼 と愛を示 してくだ さっ

た ことに感謝 しています。この偉大 な
みわざ

御業 に対す るわたしの信仰 は，この6

か 月間皆 さんの間を旅 して見聞きして

きたことにより， ますます強められま

した。

わた しは，世界中の末 日聖徒 を訪れ

て直接皆 さんにお会いし，で きるかぎ

り握手 を交わして， この神聖な御業 に

対す る気持ちを親 しく分かち合い， ま

た皆 さんの熱い思い と，主 とその大い

なる御業に対する愛を感 じることがで

きた らと心か ら望んでいます。皆さん

が様々な方法で示 して くださる親切 に，

個人的にお礼 を述べることができたら

と願っています。皆さんからの尊敬，

信頼，愛 は，わたしたちが行 う務めに

よるものだ とい うことを理解 していま

す。わた しの望みはただ一つです。 そ

れは，主がわた しに力 を与 えて くださ

るか ぎり，主の息子娘である皆 さんに

奉仕することを通 して，忠実かつ熱心

に主 に仕 えてい くということです。 そ

の目的のために，わたしは自分の力，

時間，そして与 えられているすべての

才能 を主 にささげます。

わたしはこの教会 を愛 しています。

預言者 ジョセブを愛 しています。永遠
こんにち

の父なる神 と復活 された主 は，今日わ

たしが皆 さんにお話 ししているの と同

じように，親 しくジ ョセブと話 をされ

ました。わた しは教会初期の大変 な時
あかし

期 にジョセブの証を受け入れたすべて

の人々 を愛 しています。大 きな見方を

すれば，彼 らの命がこの御業の初期の

歴史 を形作 った と言 って もよいでしょ

う。強 く深い根 を持つ ことはすばらし

いことです。現在知 られる末 日聖徒イ

エス ・キ リス ト教会の全世界 にわたる

すば らしい成長 は，彼 らに根 ざすもの

なのです。

少年期 のわた しに，預言者 ジ ョセ

ブ ・スミスと，『モルモ ン書』への愛，

また この御業 と王国の土台を築 き上げ

るために多 くの苦難 を堪 え忍んだすば

らしい開拓者たちへの愛 を植 え付 けて

くださった主に心よ り感謝 しています。

わたしは自分たちに与 えられている神

権をほん とうにうれ しく思っています。
み な

それは人が神の御名により語るための

権能です。死の幕を超える効力を持つ
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この神権の力 と権能に感謝 しています。

わた しは，信仰 を保ち忠実 に歩 んでお

られ るすべての聖徒を愛 し.ています。
あかし

皆さんの強い証 とよい生 き方に感謝 し

ています。福音の回復 を証 しなが ら，

世の最前線で働 いている宣教師を愛 し

ています。彼 らが守 られ，導 きを得て，

このメッセージを受 ける人々 を見いだ

す ことがで きるように祈ってお ります。

わた しはこの教会の若人 を愛 してい

ます。彼 らは何事 にも熱心で，真理を

探求 し，祈 り，正 しいことをしようと

努力 してい ます。国の状況や皮膚の色

を問わず， どこにあっても美 しい扶助

協会の姉妹たち，また若い女性，初等

協会の子供たちを愛 してい ます。

監督，またステー ク会長， そして彼

らとともに働 いてお られる方々，新 し

く召 された地域幹部の方々，中央幹部

の方々に心か ら感謝 してい ます。わた
み わざ

しは この御業の行 く末について明るい

見通 しを持 っています。それは自分の

心を励 ます，強い思いです。 これまで，

この御業の発展の奇跡を長 きにわたっ

て見 てきました。わたしは御業の確立

を世界中の至る所で手助 けする祝福 を

数多 く頂いてきました。御業 はどこに

あっても， さらに力強 く発展してい ま

す。御業は至る所で，人々の心に触れ，

正 しい生き方を選ぶ人の数 を増やして

います。

教会の統計の仕事 を担当 している人

人の話によると，現在の勢いがそのま

ま続 けば，今からほんの数か月後 の，

来年の2月 には，合衆国外の教会員の

数が，.合衆国内の教会員の数を超 える

見込みだ といいます。

この教会員の構成比率の逆転 はす ば

らしい意味 を持 ってい ます。それは伝

道の偉大な努力の結晶です。わたした
しもべ

ちは天父の僕です。天父はこの業を特

定の地域に偏った ものでよい とは考 え

てお られ ません。黙示者 ヨハ ネは，・
みつかい なかそら

「わたしは
， もうひ とりの御使が中空

を.飛ぶのを見た。彼 は地に住む者，す

なわち，あらゆる国民，部族，国語，
の

民族に宣べ伝えるために，永遠の福音

をたずさえて き」た(黙 示14：.6)と

言 ってい ます。 この御使 いはすでに地

を訪れていますいその名 はモロナイで

す。モロナイの声 は，主イエス ・キ リ

ス トが実際.に生きておられることにつ

いての もう一つの証 であ り，ち りの中

から出た言葉のように語 りかけています。

わたしたちはまだあらゆる国民，部

族，国語，民族 に福音 をもた らしては

いません。しかしこれまでに残 してき

た足跡はすばらしい ものです。・許可 の

得 られたすべての所に出かけて行って
かじ

います。神が その舵を取 られ， その神
じみ こ こ ろ

聖 な御心 と力 によ り門戸は開かれてい

きます。わたしはそのことについて，

強い確信 を持 っています。

この御業を，範囲の限 られた，特定

の地域に限定 された もの と考える小 さ

いビジ ョンがわたしには理解できませ

ん。視野の狭い話です。全能の父なる

神が確かに存在されるように， またわ

た したちの聖 なる救い主であるその御

子が確か に存在されるように，.確かに

この御業 は全世界の人々に伝 えられる

という運命を与えられているのです。

カレブとヨシュア，そしてイスラエ

ルの斥候たちの話 は，いつ読んで も興

味深い ものです。モーセ はイスラエル

の民 を荒野に導 きました。荒野 をさま

よい始めて ・々ら2年 目ゴ彼 は12部 族か

ら一人ずつ代表を選び，カナンの地を

探 り，その地の産物 と人々についての

情報 を持 ち帰 るよう指示 しました。カ

レブはユダ族の部族，そしてヨシュア

はエフライムの部族の代表で した。12

人 はカナンの地へ と出か けて行 きまし

た。彼 らはそこが肥 よ.くな土地である

ことを知 りました。彼 らは40日 間，探

索 しました。彼 らはその地が肥 よ くで

あることの証拠 として熟 し始めたぶ ど

うを持ち帰 りました(民 数13：20参 照)。

彼 らはモーセ とアロンそしてイスラ

エルの全会衆 の前 にやって来てカナン

の地 についての報告をしました。 「そ
みつ

こはまことに乳 と蜜の流れている地で

す。 これはその くだ ものです。」(同27

節)

しか しその斥候たちのうちの10人 は，

自分 自身 の疑 いと恐れに負けていまし

た。 その10人 はカナン入の体格 と数の

多さについて悪い報告をしました。そ

して 「彼 らはわたしたちよりも強い」

(同31節)と 結論づ けたのです。彼 ら
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はその土地で見た巨人 に比べれ ば， 自

分たちはいなごのような ものだ と言い

ました。彼 らは自分自身のお く病 さに

負 けていたのでした。

そ こで ヨシュアとカレブが人々の前

に立ち上が り言い ました。「わた した

ちが行 き巡 って探った地は非常 に良い

地です。

もし，主が良しとされるな らば，わ

たしたちをその地に導いて行って， そ

れをわた したちに下さるでしょう。そ

れは乳 と蜜 の流れている地です。

ただ，主 にそむいてはな り糞せん。

またその地の民 を恐れてはな りません。

彼 らはわたしたちの食い物 にす ぎませ

ん。彼 らを守る者 は取 り除かれます。

主がわた したち と共にお られ ますから，

.彼 らを恐 れて はな りませ ん。」(民 数

14：7-9)

しか し人々はカレブとヨシュア より

も，10人 の疑 う者たちを信 じることに

しました。

この とき主 は，疑いと恐れを抱いた

これ らの者 たちが世を去るまで，イス

ラエルの民 は40年 間荒野をさまようこ

とになるであろうと宣告され ました。

聖文は 「すなわち，その地 を悪 く言い

ふらした人々は，疫病 にかかって主の

前 に死 んだが，

その地 を探 りに行った人々のうち，

…… ヨ.シュアと，……カレブとは生き

残 った」(同37-38節)と 記録 してい

ます。40年 間 さまよい歩いた後， この

約束の地 に入 るまで生 き残 る特権を受

けたのは， この斥候のうちたった二人

だけでした。すなわち，その土地に関

して前 向きな報告 をした ヨシュアとカ

レブだけだったのです。

わたしたちの周 りには， この御業 の

将来に無関心な人，冷淡な人，限界 を

口にする人，恐 れを表す人が非常に多.

くい ます。また， 自分の思 い込 みだけ

で， まった く無意味なあら探 しをし，

それ を公表す ることに時間を費や して

いる人がた くさんい ます。過去への疑

いを持 つ人 に，未来への ビジョンは開

けません。.

古 代の人 は言 ってい ます。「ビジ ョ

ンが なければ民 は滅び る」(欽 定訳箴

言29：18)。 福 音 を悲観的な もの とし



み わざ

てしか受 け取れない人々 は， この御業

を理解す ることがで きません。福音は

よき知 らせ です。 これ は勝利 のメ ッ

セージです。熱い思いをもって受 け入

れるべ き大義です。

主 は問題が一つ もないとは決 して言

われ ませんでした。教会員はこの御業

に反対する人々によって引き起 こされ

る様々な苦難 を体験 して きました。 し

か しそれらすべての悲しみの中にあっ

て も，信仰が表 されてきました。この
＼

勧業は開始以来，常に前進を続け，後

退 した ことがありません。少年ジ ョセ

フも大人たちのあざけりと迫害を受 け

ました。 しかしその迫害の傷 もモロナ

イの宣告 によって和 らげられました。

モロナイはジ ョセブ ・ス ミスに 「神が

わたしのなすべ き業 を備 えてお られ る

こと， またわた しの名が良 くも悪 くも

すべての国民，部族，国語の民の中で

覚えられること，すなわち，良 くも悪

くもすべての民の中で語 られる」 と伝

えたのです(ジ ョセブ ・ス ミスー歴史

1：33)。

彼 とその兄ハイラムは，1844年 の6

月27日 カーセージの監獄で暗殺 されま
と

した。敵 は，二人が自らの命 を賭 した

運動 もこれで絶えるだろうと考えてい

ました。 この殉教の血が，若い教会の

根に栄養 を与 えることになるとは夢 に

も思わなかったのです。

先 日わた しはイギ リス， リバ プール

の古い桟橋の上に立ってみました。わ

た したちが訪れた金曜の朝 は，そこは

特にこれといったこともない静かなた

たずまいを見せていました。 しか しそ

こはかつて，人々の活気でむせ返って

いたところです。1800年 代 ，何万人 と

い う教会員が，わた したちの歩いた同

じ敷石の上を歩いたのです。彼 らはこ

の教会 に改宗 し， イギ リスの島々や

ヨーロッパの国々か らやって来たので
あかし

す。彼 らはその唇 に証 を，心に信仰 を

携えてや って来 ました。自分の家 を捨
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てて，未知の新世界へ行 くのは大変な

ことだったのではないでしょうか。無

論言 うまでもない ことです。 しかし彼

らは熱意 と喜びをもってそうしたので

す。彼 らは船に乗 り込みましたが，当

時の船 は帆船です。彼 らは， どんなに

順調 な航海であっても，様々な危険が

伴 うことを知っていました。彼 らの航

海はつらいことの連続でした。船尾の

窮屈 な部屋で何週間 も過 ごさなければ
あらし

なりませんで した。病 と嵐にも耐 えな

ければな りませんでした。途中で多 く

の人が死に，海 に葬 られました。 それ

はつ らく，恐怖 に満 ちた旅でした。心

の中に疑 いが生 じた こ ともあったで

しょう。 しか し彼 らの信仰は疑いに打

ち勝 ち，将来への希望は恐れを克服 し

ていきました。彼 らにはシオンとい う

夢がありました。そしてその成就 に向

けて進んだのです。

彼 らは確固た る信仰を土台にし， こ

のうえな く楽天的な精神 をもって，わ
き ょう

たしたちが今日集まってい るこのタバ

ナクル を建設 しました。そして， この

す ぐ東側にある神殿 を40年 の歳月をか

けて建設 しました。彼 らは様々な苦 し

みを味わいましたが， どの ような とき

もこの御業の発展について，明 るく，

すば らしいビジ ョンを見失 うことがあ

りませんでした。

わたしには，何万人 とい う人々を荒

野に導いたブリガム ・ヤングの信仰の

大 きさを完全に理解することはできま

せん。彼は示現の中で見た以外に， こ

の地 を目にしたことがあ りませんで し

た。それは理解の限界を超 えた，勇敢

な行 いです。彼 にとっては，この地に

やって来たことは，御業の発展 と将来

の壮大な展開の中のほんの先駆 けにし

かす ぎ ませんで した。 そして，彼 に

従った人々 にとっては，それは大 きな

夢 を追い求 める旅でした。

それ は19世 紀の後半のことで した。

全世界が この教会に敵対 してい るかの

ように思える時代でした。 しか し忠実

な人々 は，黒雲の向こうに太陽の光が

あり，堪え忍ぶならば，嵐は過 ぎ去 る

とい うことを知 ってい ました。
こんにち

今 日わたしたちは，多 くの人々の好

意 に恵 まれ，明 るい光の中 を歩んでい



ます。 しかしその一方で，一部 には無

関心になってい く傾 向があ ります。主

の大義 を忘れ，世の中の誘惑につ られ，

道を外れて行 く人 もいます。ほんの少

しなら標準 を下 げて もよい と思 ってい

る人 もいます。 この ような道に迷い込
み わざ

む と， この御業に対する熱意を失って

しまいます。例 えば，安息日を破 るこ

とが大 した ことではないと思っている

人がい ます。 このような人 は集会 に出

席 しません。そして物事に批判 的にな

ります。他人の悪 口を言い ます。その

ような人が教会 を去 るのは時間の問題

です。

預言者ジョセ フはかつて この ように

言い ました。「疑 いがあれば，信仰 に

力 はない。」(L60伽 ㎎so%翫 励 『信

仰講話』p.46)

教会 か ら離れている皆 さんに申し上

げます。教会 とい う強 く確固た るよ り

どころに戻 って来て ください。 これ は

全能者の御業です。前進 してい くか ど

うかは一人一人 の選択にかかっていま

す。 しか し教会 は決 して止 まることな

く前進 してい きます。 わた しは男性

コー ラスによって感動的に歌い上げら

れた古い歌を思い出 します。「われ を

10人 の雄々しき男 とともに行かせ よ。
なんじ

さすればポすぐに万人以上の男 を汝 に

得させん。」(オ スカー ・ハマーシュタ

イン，S融 漉θα7'認 〃伽 『雄々 しき

男』)

モーセをみもとに召された後，主は

ヨシュアに言われました。 「強 く，ま

た雄々 しくあれ。あなたが どこへ行 く

にも，あなたの神，主が共 にお られる

ゆえ，恐れてはな らない，おののいて

はな らない。」(ヨ シュア119)こ れ

は主の御業です。決 してそれを忘れな

いで ください。愛 と熱意 をもって受け

入れて ください。

恐れてはな りません。イエスがわた

したちの導 き手であ り，力であり，王

なのです。

今は，悲観的な考 えが はびこってい

る時代です。わた したちには信仰 の使

命があ ります。世界 中の兄弟姉妹 の皆

さん，自分の信仰を再確認 し， この御

業を世 に推 し進 めていこうではあ りま

せ んか。皆 さんは自分 自身の生 き方 に

一

よって御業を強めることがで きます。

福音 を自分の剣 と盾に して ください。

わたしたちは皆， この地上で最 もすば

らしい大義の一翼を担っているのです。

この教義 は啓示 によって与えられまし

た。神権 は神 から授 けられたものです。
あかし

主イエス ・キ リス トの証 に， さらにも

う一つの証が加 えられ ました。それは

ダニエルの夢に出て くる 「あたか も人

手 によらずに山か ら切 り出された石が

全地に満ちるまで転が り進むように」

(教義 と聖約65：2)と い う小 さな石

その ものなのです。

「兄弟 たちよ，わた したちはこの よ

うな偉大な大義 において前進 しようで

はありませんか。退かずに前に進 んで

ください。兄弟たちよ，勇気を出 して

ください。勝利 に向か って進み，進ん

で ください。」(教 義 と聖約128：22)

これ は，預言者ジョセブが信仰 をたた

えて書 いた ものです。

この偉大な御業 は過去において も栄

光 に満ちていました。 それは，英雄的

な行為 と勇気 と大胆さ とに満たされた
しもべ

時代で した。 そして，主の僕 の メッ

セージに耳を傾けようとしている全世

界の人々に祝福を もたらすために前進
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しているわたしたちの時代 も実にすば

らしい ものです。全能者が推 し進めて

お られるこの輝かしい御業 の行 く蒸 は，

何 とすばらしい ものになることで しょ

うか。神 はこの御業 を通 して，福音を

受げ入れ，実践 しようとするすべての
あがな

人を感化 し，世の順い主への愛で心を

満たしてい る人々の無私の働 きにより，

あらゆる世代 の神 の息子娘のために備

えられた永遠 の祝福 をも得させ ようと

してお られ るのです。

世界大恐慌 のときで した。 さびつい

た有刺鉄線 にぶ ら下 げられた1枚 の看

板に，ある農場主がこう書いていまし

た。

干ばつに焼 かれ，洪水 に見舞われ，

野 うさぎに作物を食い尽 くされ，

保安官に土地 を売 られても，

わたしはまだここを離れない。

わたしたちも同様です。脅かす人，

批判する人，悲観的な考えを声高に叫

ぶ人がた くさんいます。彼 らはありと

あらゆる手段 を用いてこの教会 を傷っ

け，破壊 しようとしてきました。 しか

し，わたしたちはまだここにいます。

さらに力強 く，新たな決意 をもってこ

の御業を推 し進めようとしています。

わた しにとってそれは楽 しく，すば ら

しいものです。わた しはかつてアンモ

ンが言った と同 じように 「それで も，

喜んでよい理由はないのだろうか。あ

ると，あなたがたに言おう。世界が始

まって以来，わたしたちほ ど喜 んでよ

い，立派な理 由を持っている者 はいな'

い。わたしは神にあって自分の喜びを

誇るほどまでに，今喜びに浸 り切って

いる。神 は，一切 の権威 とあらゆる知

恵， あらゆる理解 を備 えておられる」』

(アルマ26：35)と い う気持ちになっ

ています。

この教会の会員はどこにいようとも，

力強 く自分の足で立ち，心に歌を忘れ

ずに前進し，福音に生き，主 を愛 し，

王国の建設 に励むようにお勧 めします。

ともにこの道を歩み続け，信仰 を保ち，

全能者 を力の源 としていこうではあり
み な

ませんか。イエス ・キリス トの御名に

よ りお話 しします。 アーメン。



●1995年10月1日(日)午 後の部会

まず神の国を

求めなさ：い

十二使徒定員会会員

デビッド ・B・ ヘイト

ます神の国を求め，歩むべき道に従って生活するなら，そのほかの生活は
じ ぎ

ことごとく時宜にかなって整えられ，すばらしいことが起こるでしよう。

中
には年齢 を重ねるにつれ，行動

もゆっくりになってい く人々が

います。ですか ら，皆 さんに少 し我慢

していただかなければならない ことも

あります。わた しは主から頂 く祝福に

対 し， また この大会に出席でき， これ

までの説教に耳を傾 けることができて，

心から主 に感謝 しています。

リグラン ド・リチ ャーズ長老が いよ

いよ老境 に入 ったころ，長老は大会に

おいて即興 で説教するのを常 としてい

ました。皆 さん御存 じの ように，大会

には時間的な制約が あ ります。長老に

対 して，持 ち時間の終了をどのように

知 らせ るか ということが，議論 になっ

たことがあ ります。説教壇の所 に点滅

式のライ トを設置 した ことがあ ります。

すると，長老はある大会の説教の途中

で，「ここに小 さなライ トがあって，

今点滅している最中です」 と言い まし

た。次 の大会の ときには，そのライ ト

を赤 くしてお きました。 しか し，長老

はそのランプを手で覆ってしまい まし
きょ う

た。今 日は，わた しも同 じような こと

をしてしまうのか もしれ ません。年 を

取 って くると， 目の前にあるはずのプ

ロンプター(訳 注 大会時，用意 さ

れた説教の原稿 を説教者用に少 しずつ

写 し出すため に設置 され た機器)が

まった く意味を持たなくなるような時

期 もや って来 ます。 そんな年 になると，

原稿 を印刷 して くれた業者の腕 も落ち

た ものだ と思った り，インクの質 も昔

に比べた ら落 ちた ものだと考 えるよう

になった りするようです。 とにか く，

わたしは皆さんと一緒にここに集 えた

ことを，心か らうれ しく思い，感謝 し

ています。

今朝 この部会に集い，わた したちの

預言者であり，指導者である方のお話

に耳 を傾 けた皆さんは， きっとわたし

が感 じた と同じ思いでい らっしゃるに

違いないで しょう。それは，神の預言

者 としての責任が，円滑に， しか も神

聖な権能 によって，ゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレー大管長にゆだね られたという

実感です。今朝，大管長がわたしたち

に向かってあのような確固 とした指針

と霊感 とをもって，勧告の言葉 を語 り，

さらに目標 を高 く掲 げるよう，わた し

たちを励 まして くれているとき，わた
み こえ

しは， 自分が今主の御声 を聞いている

ことを実感 していました。教義 と聖約
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第88章 の中で，主 はわた したちに，御
み たま

自分の声 は御霊であると教 えられまし

た(66節 参 照)。

わたしは，今 日ここに集 えて感謝 し

てい るだけではありません。すばらし

い音楽 と，すば らしい音楽がわたした

ちの生活に与える影響 と，そして今朝

聖歌隊が歌 って くれた 「山の強 さのた

め」(『賛美歌』23番)と いう曲に，心

から感謝 しています。聖歌隊が この曲

を歌っているとき，わたしは，その強

さについて考えていました。その強さ

とは，わた しが大会だけで感 じたもの

ではな く，生涯 を通 じて感 じているも

のです。それは，忠実で従順な教会員

としての生活 を続 けるときに得 られる

強さです。わた したちが歩 むべき道に

従って生活すれば，わたしたちの人格

も強められ ます。

わた しの祖父はユタ州のファー ミン

トンで数年生活 した後，要請に応 じて

家族 を引き連れ， アイダホ州南部の中

央部 に移住 し，オークレー という名前

の新 しい定住地を作る手助 けをす るこ

とにな りました。 この移住の とき，父

のヘ クターはまだ10代 で した。母のク

ララもまだ10代 で，ユタ州の トゥーエ

ルに住 んでいました。彼女の父親 も，

オークレーへ移住 して，そこで最初の

製粉工場を作 るよう要請を受けました。

こうして，ヘクター とクララは，その

アイダホの小 さな町で出会い，愛 し合

うようになったのです。

1890年 に二人 は結婚することになっ

たのですが，二人の間で， どこで結婚

しようとか，何 をしようといったこと

は，話題にも上 りませんで した。何を

しなければな らないか，二人 は知 って

いたのです。わた しの話 を聞いてお ら

れ る皆 さんの中には，アイダホ州のそ

の辺 りの地理に詳 しくない方 もいらっ

しゃると思いますが，その町か らロー

ガ ン神殿 までは，距離に して約290キ

ロあ ります。 それでも，父 と母は，結

婚のためにその小 さな町か らローガン

神殿 まで出かけました。1890年5月15

日の ことです。わた しは，二人が どん

な旅 をしたのか， よく考えることがあ

ります。側板 もな く，座席が二人ずっ

向かい合わせ になっている旧式の2輪



馬車 に乗 り，馬に引かせて旅をす る場

面を想像 してみて ください。降 りしき

る春の雨 の中，二人 はそんな馬車 に

乗 って290キ ロに及ぶ旅 を始めたので

す。

その旅 に一体何人が同行 したのか，

わた しには分か りませんが，屋根 にも

鉄板があ り，サイ ドには窓ガラスが入

り， ヒーター もラジオ も快適 な座席 も

装備されている現代の自動車 とそのよ

うな馬車 とを比較すれば，その差が歴

然 としているのがお分か りいただける

でしょう。 とにか く，二人 は同行者 と，

290キ ロに及ぶ旅の計画 を立 てました。

当時，その旅 は1週 間かか りました。

二人 は馬車に乗 り，神殿 に向かって7

日間の旅 を開始したのです。二人 には

寝袋 も，わたしたちが今知 っているよ

うな冬着 もあ りません。 しか し，当時

の適切な衣類 は持 って行 きました。毛

布 とキル ト， そして食料 を詰めた小麦

粉用の袋 を持 って行 きました。

ですか ら，わた したちが山の強さの

ため と歌 うとき，その強 さのゆえに主

に感謝する必要があ ります。 自分が今

ここに存在 し， 自分が神 の子であると

知 り，教えを信 じ，教えに従 って生活

することは，紛れ もな くその強 さです。

現在の若者の中に，わずか数キロ しか

離 れていないマ ンタイ神殿 やセ ン ト

ジ ョージ神殿，またジョージア州ア ト

ランタ神殿やスウェーデ ンのス トック

ホルム神殿，南アフリカのヨハネスブ

ルク神殿，あるいはどこの神殿であれ，

出かけて行 くのはなかなか大変ではな

いかと悩んでいる人はいないでしょう

か。 ほんの数年前の状況 を思い浮かべ

てみて ください。 そうすれば，神殿へ

の旅がそんなに大変ではないことに気

づ くはずです。

妻のルビー とわたしは，先 日結婚65

周 年のお祝いをしました。わた したち

は1930年9月4日 にソル トレーク神殿

で結婚 しました。翌朝，わたしたちは

二人で，ソル トレーク ・シティーのM

通 りに住む妻の母 に別れを告 げるため

に出かけて行 きました。静かな語 らい

の時が過ぎ，やがて義母 は，車の中に

置 くた めに作 って くれた小 さなバス

し出しなが ら，わたしにご

う言い ました。「デビッ.ド，わた しに

約束 してち ょうだい。ルビーを心か ら

大切にす るって。」わたしは，.「約束 し

ます」 と答えました。.わたしは折に触

れてルビーに言っているのですが，い

つか彼女の母親に再会する日が来て，

義母 の目をまっす ぐに見詰 め，「わた

しは約束 をきちん と守 ったつ もりで

す」 と言 える日の来 ることを，心か ら

望んでいます。

ルビー とわた しは正 しい方法で結婚

し，神聖な聖約 と決意 の下に神殿で結

び固めを受 けました。そのおかげで，

よりふ さわ しく， より忠実に， より信

仰深 く，またよ り献身的になろうと努

めてきました。今，65年 のすばらしい

歳月を二人 そろって振 り返ってみて，

時がたつにつれて，結婚生活 もいっそ

うすば らしくなるものだ ということを

実感 しているところです。

1930年 にル ビーとわたしは，小さな

T型 フォー ドに乗 って，カ リフォルニ

アに向けて出発 しました。わたしたち

はあのでこぼ この砂利道 を，時速160

キ ロで飛 ばしながらネバダ州を横断し

ました。 もっとも最初 の50キ ロ くらい

はまっす ぐの道で したが，残 りの100

キロ以上 は上下に揺 られなが らの運転

で した。 わた したち はそれ まで カ リ

フォルニアへ行ったことがありません。

ネバダとカリフ.オルニアとの州境 にあ

るタホ湖までようや くたどり着いた と

きには，その大 きな湖が特別暖か く，

また美 しく感じられた ものでした。わ

たしは，その湖の水面のほんの2，3

セ ンチ下の水は，氷の ように冷たいと

いうことを知 りませんでした。わたし

たちは小さなモーテル を見つけ，中に

入 ると，水着に着替 えました。わたし

は，新妻に，彼女が実 に男 らしい男 と

結婚 したのだということを，実際の行

動で示 したいと考 えました。わた した

ちは湖 に突 き出た船着 き場へ行 きまし

た。わたしは実に美 しい光景だ と考 え

ました。太陽はすでに沈みかかってい

ました。 こうしてわたしは，新妻にす

ばらしい相手 と結婚 したんだ というこ

とを行動で示 そうと，湖に頭か ら飛び

込んだので した。 ところが氷のように

冷たい水の中に飛び込 むやいなや，自
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分が死ぬか と思い ました。結局，わた

しは大騒ぎをしなが ら，水の中か ら上

がって来たのでした・.' ...一

わ たしたちは二人で楽しい時間を過

ごしなが ら，カ リフォルニア州のバー

クレ」まで車 を運転 して来 ました。わ

たしたちはそこで1か 月45ド ルの家具

付 きアパー トを見つけました。 しかし

2日 目の こと，その 日の夕方アパー ト
かぎ

へ帰ってみると， ドアの鍵が合 いませ

ん。結局，わた しは管理人 のところへ

行 き，「すみませんが，鍵が合 わない

ようなんですが」 と言いました。する

と管理人 は 「ご心配な く。奥様 はもう

引っ越 され ましたよ」 と言うではあ り

ませんか。わた しが 「引 っ越 したと言

うんですか」、と尋ね ると，管理人 はこ

う答 えた ので した。「ええ。 もう5ド

ル安 いアパ「 トを見つけておきました

か.ら。」

あるとき出ル ビー とわた しはアメリ

カ国内を何回引っ越 したのか，数えて

みた ことがあ ります。その数は27回 に

もな りました。 カリフォルニア州への

引っ越 しは，計3回 あ りました。イ リ

ノイ州べ も2回 引っ越 しました。同じ

場所 を行った り来た りしたことも，巡

り巡って同じ場所 に来た こともありま

した。・しかし，そういう日々 を思い返

してみると，実に楽 しい思い出なので

す。現在，3人 の子供たちや，50人 以
ひ まご

上にもなる孫や曾孫たちに恵 まれ，わ

たしたち二人 は 「実にすばらしい人生

だった」 と語 り合 っています。

まず神 の国を求 め，歩むべ き道 に

従って生活するな ら，そのほかの生活'
じ ぎ

はことごとく時宜 にかなって整えられ，

すばらしいことが起 こるで しょう。で

すから， 自分 の家族の ことを考えると，

わたしたちの孫の うち，可能 な男の子

は全員，そして女の子の中で も数人，

伝道 に出 られたことを，わたしたちは

ほん とうに喜んでいます。その孫たち

は皆， 「神 の子 です」(『賛 美歌』189

番)の 歌やそのほかのすばらしいシオ

ンの歌の意味を理解 し，歌 えます。 そ

んな孫たちをわた したちは心から誇 り

にしてい ます。わたしたちの家族の中

に，小 さな水彩画 を大切 にしている者

がい ます。別 に有名 な画家が描いたも



のではあ りません。 その絵 はアルメニ

アの子供 たちが数人で描 いた ものです。

わたしの家族や孫たちの中に，国境 を

越 えてアルメニアへ食糧 を届 ける手助

けをした者がいた ことか ら，命の贈 り

物のお返 しに と，感謝の贈 り物 として

届けられた絵です。生きているという

ことは，1実に豊かで満ち足 りたすばら

しいものです。人生のあらゆる出来事

は，いつか，落ち着 くべ きところに落

ち着 くものなのです。そのためには，

自分の生 き方 を通 して， 自分 で努力す

る必要があ ります。

数週間前のことですが，ル ビーとわ

たしはアイダホ州のオークレーまで出

「かけて行 きました。2日 間ほどの日程

で，わた したち家族 の住 んだ古 い家 を

再建 するためです。 その とき，わたし

はミシガン州のデ トロイ トに住むレオ

ノア ・ロムニー姉妹か ら電話を受けま

した。 レオノアというのはジ ョージ ・

ロムニー兄弟の奥さんです。その電話

は 「今朝，主人が亡 くな りました」 と

い うもので した。で きれ ば時間 をや り

繰 りしてわたしに葬儀 に参列 してほし

い と言われ ました。わた しは彼女 に，

必ず参列するつ もりではいるけれども，

時間の調整 については教会 のわたしの

管理者 と相談 しなければならないと伝

えました。

わたしは電話 を切 ると，わたしたち

の古い家を出て，通 りを歩 き始 めまし

た。わた しはそのまま用水路を横切 り，

かつてロムニー家族が住 んでいた家 の

あ った辺 りまで行 って み ま した。

ジョージの父親の名前はガスケル ・ロ

ムニー といいます。わたしの父が彼 ら

の監督でした。わた しは辺 りを見回し

ましたが， ロムニー家族が住 んでいた

家は，そこにはもうあ りません。それ
かんがい

か らわたしは，昔の潅概用水路 の跡の

土手 を歩いてみ ました。辺 りを見回す

と，父がわたしにバプテスマを施 して

くれた場所が 目に入 りまし鵡 また，

昔ジョージ と一緒 に泳 いだ場所 も目に

入 りました。当時の水泳着 といえば，

胸 まで覆 うようなズボン型の ものしか

あ りませんで した。今皆さんが 目にし

て硲るような流行の先端 をい くような

ものはありませ ん。ほん とうのデニム

製の，旧式のオーバーオールで した。

わたしたちはおぼれないように，足の

部分を短 く切 り，またポケ ットも切 り

落 としました。わたしたちの水泳着 と

言えば，その程度のものだったのです。

わたしたちは， ささやかな 日の光 を浴

びなが ら用水路の土手 に腰 を下ろし，

寒さに震 えていたもので した。 しか し，

わた した ちに とって は， レク リ土一

ションとい うと，水泳程度 しかなかっ

たのです。ジョージとわたしはほぼ同

年齢で した。 ジョージはわた しの友人

でもあ り，また幼 なじみでもあったの

です。

わたしは用水路の土手を歩きながら，

ジ ョージの こ とを考 えていた とき，

ローズマ リー ・ビネー とステ ィーブ

ン ・ビンセン ト・ビネーが，エーブラ

ハ ム ・リ.ンカー ンの母親で あるナ ン

シー ・ハンクスについて書いた詩 を思

い出しました。ナ ンシーrハ ンクスが

亡 くなった とき，エーブラハム ・リン

カーンはわずか7歳 で した。 しかし，

この親子 は深 く愛 し合 っていました。

しかし，その優 しい詩 の中で，ビネー

夫妻 は， もしナ ンシー ・ハンクスが今

の世によみが えった ら， きっとこんな

ことを尋ねるだろうと想像 してい ます。

「わたしの息子のエイブは一体 どうし

ているのだろうか。あの子 はちゃん と

町へ出て行 くことがで きただろうか。

ちゃん と読 めるようになるまで，勉強

しただろうか。 ひとか どの人物 になれ

ただろうか。」("NancyHanks"7物6

BoOん(ゾ 且〃Zθ万6α%POθ'η 「ナン

シー ・ハ ンクス」 『米 国詩 集』 エ ド

ウィン ・マーカム編，p.791参 照)。

ジョー ジの母親 も， ジョージが10代

のころ亡 くな りました。息子が どんな

に成長 したか，見届 ける機会はなかっ

たのです。葬儀 のときに，わた しは恵

まれて， ミシガン州 の現知事 と同席す

る機会 を得 ました。900万 の人々の住

むその州で，ジョージは3度 にわたっ

て知事 に選 ばれ ました。州知事 は，

ジョージ ・ロムニーについて，偉大な

人物であ り，人 に対する務 めがあるか

らといって，決 して神に対 する務めを

おろそかにするような入物 ではなかっ

た と語 りま.した。また，デ トロイ ト・

ニューズ紙 も，ジ ョージ ・ロムニーは

自分の公的な生活 を送 るに当たって，

宗教 をその羅針盤 として活用 した人物

である， と評 してい ます。

わたしは皆 さんの もとに，わた しの
あかし み わざ

愛 と証 を残 してまい ります。 この御業

は真実です。若 い皆 さんの中には，社

会 に出て前進 しようと思い，不安を抱

いている人がいるか もしれ ません。そ

うい う人は，導 きを受けるために福音

を羅針盤 として使い，立派な仕事 をし

ている人 もた くさんいることを，心に

とどめておいて ください。福音1ま真実

です。 この地上 には生ける預言者がい

ます。皆 さんが福 音の教 えに完全 に

従った生活 をす ることがで きますよう，
み な

へ りぐだってイエス ・キリス トの御名

によってお祈 りします。アー.メン。
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光と真理の窓

十二使徒定員会会員

ジョセフ ・B・ ワースリン

あ らし

この世の嵐がわたしたちを混乱に陥れるときでも，啓示の窓はわたしたち

を無事に天の御父のみもとに帰らせてくれます。

する兄弟姉妹の皆 さん， ピンク

愛 レー大管長はこの会場 に向けて
歩 きなが ら， こうおっしゃいました。

「引き返 しましょうか
。」わたしは答 え

ました。「それはあ りがたい。」 とにか

く， この場でお話 しできるのは特権で
み たま

あ り，主の御霊が ともにいて くださる
こんにち

よう願 っています。今 日の情報化社会

では，コンピューターが，無限に広が

る世界をのぞ く窓の役割を果た してい

ます。まさにボタンを一つ押すだけで，

世界中の大学，博物館，政府機関，研

究施設な どの電子化 された情報ライブ

ラリーを検索で きます。世界中を網羅

する電子媒体 のネ ットワーク，すなわ

ち情報 の高速 道路 上 を，膨大 な量 の

データが， 日ごとにス ピー ドを増 して

行 き来 してい ます。 このパ ソコンモニ

ターの窓を通 し，わた したちは家庭や

職場から複雑に交差 したデータバンク

のネットワー クにアクセスし，いろい

うな所 に保存 され ている文章 ，グ ラ

フィック，写真，地 図，図表等 を目に

した り，音楽やスピーチを耳にするこ

とができます。

同様 に，いろいろな機器 により，わ

た した ちの視野 が今 まで想像で きな

かった分野に広め られています。望遠

鏡や顕微鏡は， 日ごとに未知の世界を

拡大 しています。現代医学では，磁気

共鳴画像診 断装置(MRI)と 呼 ばれ

る画像の 「窓」が，患者 に関 して以前

は得 られなかった各種の情報 を医師 に

提供 して くれ ます。 また空港官制塔の

レーダーは， この大切な機械 なしでは

見 られない遠方の物体 を検知 すること

によって，わたしたちの生命 を守って

くれる窓 となっています。技術 にたけ

た官制 官が， この レーダーの情報 に

よってパイロッ トを安全に導いている

のです。

啓示の窓

末 日聖徒は， これ らとは違 った窓で

ある天の窓 を通 して，光 と真理の原点

か ら霊的i青報 にアクセスで きると大胆

に主張 します。「わた したちは，神 が

これまでに啓示 されたすべてのこと，

神が今啓示 されるすべてのことを信 じ

る。 またわた したちは，神が この後 も，

神の王国に関する多 くの偉大で重要な

ことを啓示されると信 じる。」1

1820年 の あの春の日に，聖なる森で

一人の農家の少年の熱心な祈 りに主.が

お こたえにな り，イエス ・キリス トの

完全な福音が回復 されました。その出

来事 によって幕が開け られた この完全

な福音の時代 に，啓示 の高速道路が，
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膨大な量の永遠の真理 を伝送 していま

す。

わたしたちは恵 まれて，愛に満ちた

天父が預言者，聖見者，啓示者 として，

偉大な指導者 ヒンクレー大管長 を召さ

れた， この末 日の世に生活 しています。

ヒンクレー大管長 を通 して，主は啓示

の窓 をお開 きにな り，預言者の言葉に

耳を傾 けるすべての御父の子供たちを

導 き，祝福 して くださいます。昔 と同

様 ，主 は今 も，「しもべである預言者

にその隠れた事」2を 示 され ることに

よって，福音 の光 と真理の窓を開かれ

るのです。

見る目を持ち，聞 く耳 を持 つ者 のみ

が 永遠 の原則 を学 び，3知 識 と先 見，

知恵の壮大 な眺めを見，人生の指針 を

手 にすることがで きます。

わたしたちの心 と精神を信仰，訓練

された従順 さ，祈 り，聖文学習で正 し

く環境設定するなら，神の永遠の真理

のネッ トワークにアクセスで きます。

神の預言者の教 えと導きを受 け，天の

御父 とその愛す る子イエス ・キ リス ト

か らの知識 と啓示の窓がわたしたちに

開かれ るのです。

主は，わたしたちが この霊の窓 の使

い方をよく学び，自分 自身や家族 のた

めに啓示を求め，受 けられ るようにな

りなさい と諭 してお られます。 この世
あらし

の嵐がわたしたちを混乱に陥れ るとき

でも，啓示の窓 はわた したちを無事 に

天の御父のみもとに帰 らせて くれ ます。

わた したちが悪 の誘惑 に負 けてしまっ

た り，霊的に弱った りした とき，霊感

を受 けた監督 をはじめ，そのほかの思

いや り深い指導者が啓示の窓を開いて

霊的な指針を与えて くれ ます。よ く準

備のできた，霊感 に導かれた宣教師は，

天の窓 を開いて， 「見 いだす場所を知

らない とい うことだ けで真理 を得 られ

ず にい る……人」4に 光 を投げかける

ことができます。

かぎ

天の窓を開ける鍵である従1頂

天の窓は，忠実で義にかなった人々

に大 きく開かれます。不従順ほどこの

窓 を速やかに閉ざしてしまうものはあ

りません。ふ さわ しくない人々 は，啓



'

示 された真理のネ ットワークに十分ア

クセスできません。「天の力 は義の原

則に従ってしか制御することも，運用

することもできない」5とあります。

「天の第一のおきては従順です
。」6

けんそん

アルマが 「謙遜であ り……素直であ

り……いつ も熱心に神の戒 めを守 る」7

よ うに勧 めたの はそのためです。

天の窓 を開 くには， まずわた したち
みこころ

の気持ちを主の御心に一致 させなけれ

ばな りません。勤勉さ と神 のおきてに

あ くまで も従順 であることが天 の窓 を
かぎ

開 く鍵です。わたしたちは，従順によ
み むね

り主の御心 と御 旨に敏感になります。

「主は心 と進んで行 う精神 とを求める
。

そして，進 んで行 う従順な者は」8，天

.の窓 を開いて啓示の恩恵にあずかるこ

とができます。

伝道活動

主は教会員に，完全な福音の回復 を

「世 に宣言す る」9ように
，そ してすべ

ての兄弟姉妹に対 し，「心 と，勢力 と，

思 い と，力 を尽 くして」lo光 と真理の

.窓 を開きなさい とおっしゃいました。

救い主 は，「警告の声は，… …弟子

たちの口を通.して，すべての民 に及ぶ。

……彼 らは出て行 き
，彼 らをとどめる

者はいない」11と言ってお られます。

主の教会の会員は，預言者モルモ ン

の言葉 を喜びをもって繰 り返す ことが

で き ます。「見 よ，わた しは神の御子

イエス ・キリス トの弟子である。わた

しはイエス ・キリス トの民の中でイエ

ス ・キ リス トの言.葉を告げ知 らせ，彼

らが永遠の命 を得 られ るようにするた

め に， イエ ス ・キ リス トか ら召 され

た。」12

わ たしたちは乏世 に出て行 く主の弟

子 なのです。わた したち一人一人 は，

「イエス ・キ リス トの民の中で 〔宣教

師 として〕イエス ・キリス トの言葉 を

告 げ知 らせ……るために，イエス ・キ

リス トか ら召 された」のです。若 くし

て， または老後 に専任宣教師 として奉

仕することができます。比較的短 い期

間だけ奉仕の窓が開かれます。スペ ン

サー ・W・ キ ンボール大管長の勧 めに

従 って 「実行」 に移 しましょう。大管

長 は 「実行 しましょう。今す ぐに」 と

付 け加 えてい ます。ステーク宣教師や

愛の深い隣人 にもこの尊い奉仕の機会

が訪れ ます。 この暗 さを増す世の中に
の

永遠 の命 の祝福 を宣べ伝 え，光 と真理

の窓を大 き く開いて ください。 この責

任か ら逃 れたい と思 うときは，主が

「〔わた したち〕 をとどめる者 はいない
。

……目として見ないものはな く
，耳 と

して聞かない もの.はな く，心 として貫

かれないもの もない」Bと 言われたこ

とを思い起 こして ください。

バプテスマを受 けて 「霊的 に神から

生 まれ……心の中に……大 きな変化 を

経験 し……顔 に神 の面影 を受 けて い

る」14新 しい兄弟姉妹 の目や顔 に福音

の光が輝 くのを見 ることほど大 きな喜

びはあ りません。
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天の窓をすべての兄弟姉妹のために

開きなさいという主の命令 を全 うする

には，.福音 を教 える準備 をしなければ

な りません。聖文の研究 と断食，祈 り
あかし

をもって証 を強 めなければな りません。

また，「信仰，徳，知識，節制，忍耐，
けんそん

兄弟愛，信心，慈愛，謙遜，勤勉」15

な どのキ リス トのような特質 を培いま

しょう。

従順の模範を示す ことによ り，わた

したちは 「光を人々の前 に輝か し，そ

して，人々が 〔わた したち〕のよいお

こないを見て，天にいます 〔わた した

ち〕の父をあがめ る」16よ うになるの

です。

また，戒めを守 ることにより，わた

したちは福音の明か りをともし，それ

を 「燭台の上 において，家 の中のすべ
てら

ての ものを照 させる」17こ とがでぎま

す 。

じゆうぶん

什分 の一の律法

マ ラキ書第3章 の言葉は，末 日聖徒

な らだれで もな じみのある言葉です。

「わた しの宮 に食物 のあ.るよ うに
，

十分の一全部 をわた しの倉 に携 えてき

なさい。 これ をもってわた しを試み，

わた しが天 の窓を開いて，あふ るる恵

みを，あなたがたに注 ぐか否か を見な

さい と，.万軍の主は言われ る。」18

時 々わたしたちは，什分の一の律法

をこの世的な戒 めと考 え，物質的観点

からしか とらえようとしないことがあ

ります。 この神聖な律法を忠実に守る

ことによりもた らされ る大 きな霊的祝

福 を.見逃すなら，わた したちは視野が

狭 く，感謝の心 を持 ち合わせていない

と言われても仕方あ りません。忠実に

この律法に従 うなら，天の窓が開かれ，

物質的 な祝福はもちろん，霊的な祝福，

すなわ ち永遠にわたって価値のある祝

福があふれ るばか りに注がれるでしょ

う。

ヒンクレー大管長 は，什分の一 を納

めることによって もた らされる祝福は，

「目に見 える物理的な形で与 えられる

とは限 りません」 と言いました。そし

て次 のように説明しています。「主 は，

この世め富 に勝 る祝福 をいろいろな形



で与えて ください 牢す。健康 というす

ばらしい祝福 もその一つです。、主は，

わた したちのために食い滅ぼす者をお

さえる と，〔マ ラキ第3章11節 で 〕約

束して くださいました。マラキは，地

の産物 について話 していますが， この

約束 は，わたしたちが努力 している事

柄のうえにも，様々な形を とって実現

され て い る の で は な い で し ょ うか 。」19

知恵の言葉

1833年 以来，預言者 ジョセフ ・ス ミ

スは，たばこや習慣性 の刺激物 を避け

ることによりもたらされ る祝福 につい

て教 えてきました。主が天 の窓を開い

て，「シオ ンの聖徒たちのための 『知

恵の言葉』」 を啓示 されたか らです。

主 は，「終わ りの時に陰謀 を企てる人

人の心の中に今あ り，また将来 もある

悪 とも くろみ」20に対す る警告 として

この啓示を授 けられ ました。
はいがん

喫煙 と肺癌の関係が最初 に明 らかに

されたのは，主が窓 を開いて預言者に

啓示 をお授 けになってか ら117年 後 ，

1950年 に出版された 『全米医学協会会

報』21においてでした。

知恵の言葉に従順であることがもた

らす約束 としての肉体的強さと健康22

は，いろいろな分献23に 載 ってお り，

一般によく知れわたっています
。さら

に， この ような習慣性の刺激物から自

分たちの体 を守 る人々には，「知恵 と，

知識の大いなる宝，すなわち隠 された

宝」24である霊的な祝福が与 えられ ま

す。 また，知恵の言葉に従順であれば

個人的な掲示の窓が開かれ，わたした

ちの心は神 の光 と真理で満たされます。

このようにして体を清 く保つ人々には，
くだ

聖霊が 「〔わた したち〕 に降って 〔わ

た したち〕の心の中に とどま」25り，

「不死不滅 の栄光の平和なること」26が

与えられ るのです。

精神的な知恵の言葉

天の御父は，天の窓 を開いて御父の

子供たちに知恵の言葉 を下 さり，肉体

を滅ぼす悪い物質 に対 して警告 されま

した。主 は同様 に，・預言者 を通 じて，

こんにち

金 目璽メディア，特 に雑誌，映画， ビ

デオ， ビデオゲーム，テレビ.などに氾
らん1
濫 す る悪 に身 を染めることに対 し警告

し て お られ ます 。 コ ン ピ ュー タ ー モ ニ

ターやテレビの窓は，わたしたちに有

益な情報 をもた らす一方，わたしたち

を破壊する下品で悪に満ちた情報もも

た らすのです。

主は，今 日の社会 にはび こる悪意を

持つ人々の悪巧みや悪の行いに対して

警告を与 えていらっしゃい ます。彼 ら

はわいせつな画像，言葉 立)くなどき、

使 って誘惑 し，わたしたちを欲望 と情一
欲の とりこにしようとねらっています。

;ζ三一 し
たちの霊を汚す思いを取 り除 くように

強 く警告 しておられるのです。

1950年 以 来，教会 の指導者 は，不健

全 なメデ ィアの影響 に対す る警告を約

75回 ， この総大会の壇上か ら説教して

います。 ます ます風紀が乱れ，社会の

道徳水準が低下 している今，そしてそ

の乱れがメディアに反映 し，同時にメ

ディア自体がそれ をリー ドする今だか

らこそ，主の羊の群れ を率いる霊感 あ

ふれる羊飼 いの愛の言葉が繰 り返 し，

緊急性 をもって伝 えられ・てきたのです。

台の上の見張 り人が警告の声を発 した

のです。

わたしもそれ らの言葉に付け加えた

い と思います。メディアを通 じていと
まんえん

も簡単に家庭 に入 り込み，蔓延する悪

の影響 に対 して天の御父は警告 を発 し

てお られ ます。 その声 に よ く注意 を

払 って ください。わたしは， これ まで

このことに関 して受けたすべての助言

と指示をまとめて 「精神的な知恵の言
　　 ロコヘ バ

葉」 と呼びたい と思います。わた しだ
一 ・聞聞㍉幽「・-r略

一 きな注意
猛 うように，耳や目から霊の体に入

盗事柄 も注意深く選択しなけ蔓ばなり

ませ ん 。一
たまもの

聖霊の賜物

聖霊の賜物 は，霊的な窓であ り，わ

た したちの生命を救って くれ るビジョ

ン，知恵，洞察な どを提供す る個人 的

で正確な羅針盤の役割 を果た します。

この信仰 なき社会 にあって，聖霊 は明
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確 な導 き と指針 を与 えて くれ ます。

ファウス ト副管長 は次のような確信 に
あかし

満 ちた証 を述べてい ます。「・この禿筆 一
み たま

定 な世 にあって，聖霊の御霊 こそほか

の何 よりも，わた したちに心の平安 を

与 えて くれるものだ と信 じています。

……わた したちの心を開 き，幸福感 を

増 し……て くれ ます。……またわたし

たちが生 まれつ き持っている感覚 を磨

いて くれ るので， もっ とはっきり見，

もっとはっき り聞 き取 り，忘れてな ら

ないことをよ く記憶することがで きる

ようになります。すなわち，聖霊の導

きに従 うな らば，わたしたちは至上の

幸福 を得.ることがで きるのです。」27

ふさわしい礼拝

窓 は定期的に洗 い， ほこりや汚れを

取 り除かなければなりません。定期的

に掃除せずにほこりや汚れがたまると，

光を遮 り，窓が薄暗 くなってしまい ま

す。建物の窓を定期的に掃除 しなけれ

ばならないの と同じように，霊の窓 も

いつ もきれいにしておかなければなり

ません。
せいさん

わた したちは毎週聖餐会に出席する

ことにより，自分 自身の天の窓をきれ

いにし，この世の誘惑や妨害 という迷

いの霧か ら影響 を受 けない ようにしよ

うという決意が強められます。毎週ふ

さわしい状態で聖餐 を受 け，バプテス

マの聖約を新た にするなら，わたした

ちは人生の永遠の目的 と神の目から見

て何が大切かをしっか り見極 めること

ができます。.聖餐 の祈 りは，いつも救

い'エ ス ・キ リズ トを轡 えて生活す

るというわた したちの約束の言葉 であ

2上 わた したちに反省 と悔い改め，新

雌 の機会を与えるものです。錘

週イエス ・キリス トの ようになること

を繰 り返 し決意することこそが，末 日

徒 としての最高の生 き方なのです。

また，事情が許すか ぎり神殿 に参入

することも，天の窓をきれいに保 つた

めに欠かすことができません。主の家

で礼拝するなら，人生で何が最 も大切

か，いつ も明確 にしっか りと心 に留め

ることができます。そうすれば， この

世の汚れに染 まらずにい られます。



あかし

証

わたしは，天の窓が確 かに開かれて

いることを証 します。 ヒンクレー大管

長 は，主から召された現代の生 ける預

言者です。 ジョセ フ ・ス ミスは回復の

預言者です。イエスはキ リス トであ り，

全人類の主であ り，救い主です。天の

御父は確かに生 きておられ，子供たち

一人一人を愛 しておいでにな ります
。

主 は，永遠の真理のネットワークを回

復なさい ました。わた したち もそれぞ

れの天の窓 を開 くことがで きます。 こ

の神聖な窓 を開いて， 「永遠 の大いな

る広が り」28，「世々限 りな 〔い〕」29無

限の宇宙 を主 とともに見詰めることが

で きるのです。
み な

この証 をイエス ・キリス トの御名 に

よって申し上 げます。アーメン。

*
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幸福をもたらす

永遠の律法
七十人

リン ・A・ ミケルセン

十戒を守ることによりわたしたちは神への愛を示します。また，

の原則を積極的に応用することにより隣入への愛を表します。

ンクレー大管長，わた しは全世

ヒ 界の聖徒を代表 して， このこと
を伝 えても差 し支 えないと感 じていま

み

す。大管長は，力 を増 し加 え， この御
わざ

業を前進 させていかなければな らない

と言われ ましたが，預 言者 としての

チャレンジに満ちた言葉に，わた した

ちは深い感動 を覚 えてい ます。わたし

たちは，全力 を尽 くして預言者 に従 い，

この目標 を達成 したいと思い ます。
きょう

1978年 にブリガム ・ヤング大学で教
べん

鞭 を執 っていたデニス ・ラスマ ッセ

ン兄弟は，米国ユダヤ教神学校で学ぶ

ために願書 を提 出し，受講者に選ばれ

ました。 その開講式 において， ラス

マッセン兄弟が， 自分の名前 と所属大

学を紹介 します と，ユダヤ教の律法学

者であるマフス氏が 「あなたはモルモ

この永遠

じゆうぶん

ンだ」 と大声で叫び，「什 分の一 を完

全 に納 めていますか」 と聞 きました。

兄弟が 「はい」 と答える と，「では，

心か ら喜んでですか」 とまた尋ねまし

た。兄弟が 「そうです」 と言 うと， こ

の律法学者 は次の ように言いました。

「喜びほど宗教生活 の基本になるもの

はない と思い ます。……わたしは今，

喜 びに関する本 を書いてい ます。」 ラ

スマ ッセ ン兄弟 は， それ に答 えて，

「『モルモ ン書』の中には
， 『人が存在

す るのは喜びを得るためである』1と書

かれてあ ります」 と言いました。

マ フス氏 はそれ に深 く感 動 し，「そ

れ こそわたしが生涯探 し求めてきた言

葉です。何 とわた しは今 その言葉 を，

…… 『モルモ ン書』の中に見 いだしま

した」 と宣言 しました。 さらに，ラス

マ ッセ ン兄弟の方 を向 いて，「もう一

度，今度はゆっ くり言って ください」

と言いました。兄弟がその聞 き慣れた

聖句を繰 り返 すと，学者の目には自分

の理解 した， これ までになく簡潔 に表

現 された偉大 な真理 に対 して，感謝の

色がうかが えました。2

わ たしたちの存在の目的を知るのは

何 と大切 なことで しょう。人 は喜びを

得 るために存在 し，喜びは神の戒めを

守 ることによりに もた らされ ます。3

今 年の2月 ，わた しはこの喜びの実

例をチリのサンティアゴで目にしまし

た。わたしはある宣教師 と一緒に，改

宗者 を訪問 しました。バスアレ家 に着

くと， まるで宣教師のようにワイシャ

ツとネクタイに身を包んだ8歳 の双子
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の兄弟，ニ コラス とイグナシオがわた

したちを出迎 えて くれ ました。父親は

それより3週 間前にバプテスマを受け，

その1週 間後 自分の奥 さん と息子たち

にバ プテスマを施 しました。わたした

ちは彼 らの改宗について話 しました。

彼 らは宣教師たちをどれほ ど愛 してい

るか，そして福音 に生 き，戒めを守る

ことによりもた らされる喜びについて

語 り，居間に飾ってあるサンテ ィアゴ

神殿の写真 を，誇 らしげに見せて くれ

ました。 それ はバ プテスマの 日か ら

ち ょうど1年 後に，永遠の家族になる

ための 目標の象徴で した。

わた しはニコラスに大 きくなった ら

宣教師になりたいか聞きました。彼は

「うん」 と答 え
，そのための準備 をす

る約束を，わた しと握手 を交わ して し

ました。次に，わた しはイグナシオに

同 じ質問をしました。彼は，少 しため

らいながら 「ぼ くにはその約束ができ

るかどうか分か らないよ。だってまだ

8歳 だ もの」 と言 いました。「ニ コラ

スは約束 したよ。同 じことをした くな

いの」 と続けましたが，彼 はまだため

らいぎみに 「準備で きるか どうか分か

らない」 と言 うのです。 これ以上 は無

理だ と思い，「じゃあ， お父 さん と話

してみたらいいね」 と言いました。

父親 は，自分のもとにやって来たイ

グナシオを抱 き締 めて， こう言いまし

た。 「イグナシオ，イエス様 も宣教師

だったんだよ。イエス様 も，シー ツ長

老やその同僚めように町を歩 き回 って，

戒 めを守 るようにように教 えなが ら，

人々 を幸せにしたんだよ。 イエス様 み

たいにな りた くないのかい。」「うん，

な りたいよ，お父 さん。」「皆で頑張っ

たら19歳 になるまでに宣教師になる用

意 がで きると思 うかい。」「多分ね。」

'「それ じゃあ
， ミケルセン長老 とそう

する約束 をした くないかい。」彼 はわ

たしの ところにや って来ました。そし

て，わた したちは約束 を確認するため

に握手 を交わ しました。わた しは， ほ

んの3週 間前に改宗 した この若い父親

が，家族を救い主 に従わせ，息子を教

えるために宣教師 を模範にする という，

こまやかな配慮 を示 した ことに驚 きま

した。永遠 の家族 になるとい う彼 らの



目標 は， この忠実な父親の導きの下 に

必ずや達成 されるでしょう。

創造の初めよ り， このような家族の

幸福 は天父の計画の中心で した。エデ

ンの園 を追放されたアダム とエバは地

に増 え，地 を満た しました。その家族

の人数が増すにつれ，主の助 けを求 め

るようにな りました。主は彼 らに戒 め

を与え，それを子供たちにも教 えるよ

う教 えられ ました。4そ の永遠の律法

は，シナイ山上でモーセにも与 えられ，

救 い主の二つの偉大 な戒め5に 要約 さ

れ， この 「教会の律 法」6と して ジ ョ

セブ ・ス ミスに再び啓示されました。

わた したち もこれ らの戒めを子供たち

に教えなければなりません。わた した

ちの この世での幸せ と，永遠の家族 と

しての来世での喜びは，わた したちが

これ らの戒 めを どれほど熱心に守 るか

にかかっています。わた しは十戒 を，

救い主 の高 い律法 を反映する積極的な

方法で，子供たちに教 えることができ

ると考 えています。

1.「 あなたはわたしのほかに，な

に ものを も神 としてはならない。」7神

が生 きてお られ，確かに存在 され ると

いうこと，文字 どお りわた したちの霊

の父親でい らっ しゃる ということを，

教 えましょう。わた したちは神の形に

似せて創造 され ました。未発達ではあ

りますが，人 は神 の属性をすべて備え

ているのです。8神 はわた したち を愛

し，わたしたちが御 自身のようになる

よう望んでいらっしゃいます。神 はわ

たしたちとの意思疎通 を望んでいらっ

しゃい ます。子供たちに祈るよう教 え

て くだ さ い 。

2.あ な たは刻 んだ像 にひれ伏 して

はな らない。9天 父 をまず第一 に優先

しなければな りません。 この世の何 も

の も，天父に取って代 わることはでき
み

ません。すべての事柄 のうえに神 の御
て

手があることを悟 らせ，神 を敬い，尊

ぶ ように教 えて くだ さい。10隣 人への

無私の奉仕 によって神 を礼拝す る方法

を，自.らの模範 によ り，子供たちに教

えて ください。家族の祈 りの中でまた

家庭 の夕べの中で神 を礼拝 して くださ

い。スポーツ，学業，娯楽，富，その

ほか この世のむなしい事柄 を優先する

ようになると，神への礼拝がおろそか

になります。

3.「 あなたは，あなたの神，主の名

を， みだ りに唱 えて はな らない。」II

子 供たちに，バプテスマの聖約 を通 し
み な

て，主の御名 を受 ける準備 をさせて く

ださい。 この聖約 を受 けることにより

わた したちは神の子 として認められ，

またその戒めを守 る約束を交わ します。12

この神 との約束 と聖 約 を破 りなが ら

悔 い改めをしない とき，わた したちは

神の御名 を汚 してい ることになるので

す。13

4.「 安 息 日を覚 えて， これを聖 と

せ よ。」}47日 の うちの1日 は，神 に

ついて学 び，毎 日の務 めの重荷 から精

神を解 き放ち，神 を覚える日としてさ

さげるよう，子供たちに教えましょう。

神にこのように時間 をささげますと，

わたしたちの心 と精神を人生のほん と

うの目的に向け， この世か ら自らを解

放することができます。安息 日は，神

の よう.になり，神を礼拝 し，神の模範

に従 って隣人 に奉仕する日なのです。

安息日の目的を理解 し， それにかなっ

た生活 をす るなら，安息 日のための細

かい規則 は必要ではありませ ん。

5.「 あなたの父 と母 を敬 え。」15子

供たちに従順 を教え，正 しい道を歩む
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よう， しつけましょう。16子供 たちは

地上の父母 を敬い，彼 らに従 うことに

より，天父に従うことを学び ます。家

庭 内の倫理的標準 を教 え，行動規則 を

立 てましょう。主 はイスラエルの民に，

主の備 えられた土地で生き長 らえるで

あろうと約束 され ました。同 じ約束が
こんにち

今 日で も有効です。イスラエルの民 に

とって，それはカナ ンの地 でした。わ

た したちには，それは家族 とともに享

受する，永遠の命 なのです。17

6.「 あなたは殺 してはならない。」18

わた したちは神の形 に似せて造 られ

ました。19肉 体 と霊 との結合 は完全な

喜びをもた らします。20人 の命の神聖

さを尊び，慈 しむように教 えなければ

な りません。人の命は永遠の命への貴

重な一段階です。母親 の体 内に宿 った

ときか ら，大切に守 らなけれ ばな りま

せん。21
かんいん

7.「 あなた は姦 淫 してはな らな

い。」22わ た したちの肉体が神 の宮で
み たま

あり，神の御霊が宿 るところであるこ

とを教 えましょう。23家 族の神聖 さと

結婚 の美しさ，そ して天父が人類 に与

えられた創造の力の本質 を教 えて くだ

さい。命 を創造するときに，わたした

ちは神の協力者 とな ります。 この力は

尊 ばれ，守 られ，神聖な結婚 のきずな

の中でのみ行使 され るものです。24そ

れ は日の栄 えの力であり， もしも乱用

されるなら，取 り上 げられてしまいま

す。

8.「 あ な た は盗 ん で はな らな

い。」25ほ かの人 に属す るもの， 特に

天父に属するものに対 して正直であり，

尊ぶ ことがで きるよう教えましょう.。
じゆうぶん

什 分 の一 と，そのほかの献金 を惜 し

みな くささげることにより，子供たち

の模範 となって ください。正直 に行動

する とき，御霊 と神 の力 に満たされ る

のです。26分か ち与 えることの喜 びを

教 えようではあ りませ んか。27

9.「 あなたは隣人 について，偽証

してはな らない。」28常 に真実 を語 る

よう教 えましょう。あ りのままを話す

よう教 えましょう。ほかの人の良い と

ころを見つけ，称賛を与え，否定的に

な らないように教 えましょう。真実ほ

ど貴重なものはこの世 にあ りません。



それはわたしたちの存在の本質です。29
はらから

真実 を語 ることた より，神 と同胞 の

中にあって，わた したちの自信 は強固.

になります。30

10.「 あなた は……む さぼってはな

らない。」31わ た したち は子供た ちを

愛 し，彼 らが皆天父の子供であること

を教えなければな りません。天父は彼`

らを愛 してお られ ます。わた したちの

愛 を感 じることにより，子供 たちは天

父の愛 を感 じ， 自らの良き名 とキ リス
み な

トの御名を受 けることに感謝するよう

になります。わた したちの愛 と天父の

愛 を感 じるな らば，彼 らは他人の持ち

物 などまった く必要 としな くな ります。

個人の成長が大切 なのであり，他人 と

比較す ることが大切なのではない と理

解 させ るのです。隣人を愛 し，彼 らの

業績 をともに喜ぶ ように教 えましょう。

十戒 を守 ることによりわた したちは

神への愛を示 します。 また， この永遠

の原則 を積極的 に応用することにより

隣人への愛 を表 します。 これらは幸福

になるための永遠 の律法であ り， これ

に従 うならば，わたしたちを天父のみ

もとに導いて くれ るのです。32模 範 と

訓戒 によりこの永遠の律法を教えるこ

とがで きますように。福音の真理 を知

り，十戒 を子供たちに教 えることによ

りバスアレ家族が感 じた ような喜びを

わたしたちも感 じることができますよ

うに。

戒 めを積極的な態度で理解するな ら

ば，子供たちはます ますその戒めに従

お うとします。 また，間違 いを犯 した
ゆる あがな

場合の赦 しに関する腰 いの力 をさらに

深 く理解することができるようにな り

ます。主の犠牲を理解す るならば，子

供たちは悔 い改め，主に従 う者の罪の

代価 をキリス トが支払 って くださると

い う知識の下，完全な希望の光 に照ら

されて前進す ることがで きます。33

わたしたちが戒めを守 り，それ を子

供 たちに教えることにより，家族 とし
まっと

て創造の目的 を全 うし34，天父の望 ま

れる幸福 を得 ることがで きますように，
み な

イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り， ア ー

メ ン 。
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子供たちの心に触れる

中央初等協会第一副会長

アン ・G・ ワースリン

子供たちはまずわたしたち親の目を通して救い主を見ます。そして最も信

頼する友として主を知り，愛する方法を学んでいくでしょう。

弟姉妹の皆 さん，ち ょうど1年

兄 前，スーザン ・ワーナー姉妹 と
わた しは，新 しい中央初等協会会長会

のバ トリシア ・ビネガー会長の下に，

副会長 として支持 を受 けました。わた

したち3人 合わせて，24人 の子供を育

ててきたわけですか ら，子供たちの必

要を理解するには自信があると言って
こんにち

いいのか もしれません。 しか し，今 日

の世界中の教会の子供たちを代表する

という責任は，非常に重いものです。
み

わた したちが最 も望むのは，天父の御
こころ

心 を知 り，導 きを求 める ことです。

この召しを受 ける際，わたしたちはロ

バー ト・D・ ヘイルズ長老か ら様々な

助言 を受 けました。その とき彼 は，聖

文 を読 むときに子供 たちに関する聖句

に線 を引 くという提案 をして くれ まし

た。わた したちはた くさん見つけるこ

とができ，聖文は家族のために書かれ

た と思えるほどでした。預言者たちは，

主が幼い子供 たちに望んでおられ るこ

とを，明確 に書 き記 してい ます。

ニー ファイは記録 を書 き始 めるに当

た って， このように記 しました。「わ

た しニーファイは善い両親か ら生 まれ

たので，父が学んだすべてのことの中

か ら幾 らかの教 えを受けた。」(1ニ ー

フアイ1：1)

エ ノスの書き始めは次のようでした。

「さて見よ，わた しエノスは，父が正

しい人であったことを知っている。父
くんとう

はわた しを父の言葉で， また主の薫陶

と訓戒 によって教 えて くれたか らであ
み な

る。神の御名 がほめたたえられるよう

に。」(エ ノス1：1)

また ，初等協会のテーマはイザヤの

言葉か ら取 った ものです。「あなたの

子孫は皆，主によって教 えを受け，あ

なたの子孫 の平安 は深い。」(3ニ ー

ファイ22：13)

天父 は，わたしたちに御自分の子供

たちを教 えるように，そして子供たち ，

に自分がほん とうは何者であるか を教

え，彼 らを救 い主のみ もとに連れ来る

ようにと願ってい らっしゃいます。去

年の10月 の総大会のメ ッセージの中で，

ビネガー姉妹は 「子供 たちにだれが教

えるのでしょうか」 という鋭い質問を

しました。 これは単なる質問ではな く，

わたしたちの影響下 にある子供たちを

知 るすべての人 に対 して，神の子供た

ちを教 えるという天父からの召 しにこ

た えるようにとい う呼びかけです。
けんそん

わた したちが謙遜 になってその召し

にこた えようとするとき， もう一つの

さらに奥深い問いかけが心に浮かんで

きます。 「子供 たちにどのように教 え

るのだ ろうか。子供たちが幼い うちか
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　み こと ば

ら主の御言葉 をその心に印象づけ，彼

らが青少年になった ときに真理 と誤 り

を見分ける能力を持ち，誘惑 を退 ける

内なる力 を培 えるようにするには， ど

うすればよいのだろうか。子供たちの

霊的な成長を促 し，彼 らが外形的な盲

従ではな く，天父への愛 と自分 の本来

の姿 を知 る知識からわ く望 みによって

従順 になれるようにするには， どうし

た らよいのだろうか。」

わた したちを困惑させ るこれらの問

いかけは，今の時代に限った ものでは

あ りません。いつの世代で も，親 はこ

のチャレンジを受 けてきたのです。そ

して何百年 も前にモーセを通 してイス

ラエルの子 らに語 られた主の勧告 は，
こんにち

まるで主が今 日のわたしたちに語 りか

けてい らっしゃるかのようです。申命

記には こう書かれています。

「あなたは心 をつ くし
，精神 をつ く

し，力をつ くして，あなたの神，主 を

愛 さなければな らない。

きょう，わたしがあなたに命 じるこ

れ らの言葉をあなたの心に留め，

努めてこれ をあなたの子 らに教え，

あなたが家に座 している時 も，道を歩

く時 も，寝 る時 も，起 きる時 も， これ

について語 らなければな らない。……

またあなたの家の入口の柱 と，あな

たの門 とに書 ぎしるさなければな らな

い。」(申 命6：5-7，9)

わ た したちはまず心 を尽 くして主 を

愛 して初めて，子供 とのあらゆるかか

わ りの中で，彼 らを主のみもとへ導 く

ことがで きます。子供たちはわた した

ちの主に対す る献身を見 て，主 に自ら

をささげるようになるでしょう。祈 り

を聞いて こたえて くださる，愛に満ち

た天父に祈 りをささげるわた したちの

姿 を見て，子供たちは祈 りの力 を理解

するようにな ります。わた したちが信

仰 によって生 きる姿 を見 て，彼 らは信

仰 を理解するでしょう。 また，わた し

たちが子供たちに親切な態度で尊敬の

念 をもって接することにより，彼 らは

愛の力 を理解するようになるで しょう。

子供たち との関係が信頼や思 いや りに

欠 けたものであるならば，わた したち

は彼 らに真理を教えることはで きませ

ん。ハ ワー ド・W・ ハ ンター大管長 は

誓翻

難 雛
'

概ll：

こう言い ました。「立派な親 とは，子

供に愛 を示 し，犠牲 を払い，世話 をし，

教え，子供の必要を満たす人の ことで

す。」(「子供 を思いやる両親」『聖徒の

道』1984年1月 号，p.114)

子供 たちがわたしたちの主 に対す る

愛 と，彼 らに対する無条件の愛を感 じ

るとき，わたしたちの模範は，子供た

ちに とって自らの霊的な力を強めてい

くうえで，意義深い指針 とな ります。

主がイスラエルの民 に与 えられた戒め

を思い出して ください。 まず主の御言

葉 を彼 らの心 に置 き， そして続 けて

「努 めてこれをあなたの子 らに教 え」

(申命6：7)る よ うにと，主は言わ

れ ました。わた したちは何 をなすとき

にも，子供たちに主を愛するよう教え

ることがで きます。'時には，教えてい

るつもりはないのに，最 も心に残 る教

育をしてい る場合があ ります。

わた しが初等協会の11歳 の女の子の

クラスの教師をしているとき，生徒 と

母親のための昼食会を開いた ことがあ

りました。わた しは生徒たちに， 自分

のお母さんを紹介 し， お母 さんについ

てすばらしい と思 うことを一つ話 して

くれるように頼みました。生徒 の一人

は， 自分のお母さんは聖文 を読 むのが

とても好 きだ， と話 してくれ ました。

そして聖典 を手に持ちなが ら 「お母 さ

んの聖典がある場所が分かれば，お母
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さんがそれまで家のどこにいたか当て

られます」 と言い ました。その模範 は

何年 もわたしの心に残 りました。 この

母親 にとって聖文に対する愛 を子供た

ちに伝 えるの は，何 と自然 だったで

しょう。彼女自身が聖文 に対す る愛 を

はぐくんでいたか らです。わた.したち

はまず，自分 自身のひととな りを子供

に伝 えます。そしてその印象 こそが，子

供たちの思いや心に生 き続けるのです。

主への愛 と，互いへの愛， その愛か

らわ く従順への決意があるとき，家庭
み たま

の中に御霊が広が ります。 この御霊に

ついて話す と，わたしの心に思い出 さ

れるのは，夫が伝道部長 として働いた

ドイツのフランクフル ト伝道本部の こ

とです。娘のマ リアンは当時10歳 で し

た。彼女の友達が何人 か学校の帰 りに

よく遊びに来て，時 には泊まってい く

こともあ りました。ある晩，友達の一

人が こう言い ました。「わたし，あな

たの家に来るのが好 きよ。だって安心

す るんだ もの。」マ リア ンにはその意

味が分か りました。家族全員が伝道本

部にあふれる御霊 を知っていました。

それは無数の献身的な宣教師が残 した

遺産で した。彼 らはこの伝道本部 に出
あかし

入 りし，証や，天父 と救い主への愛を

分かち合いました。そしてこの御霊は，

聖文 を読 みなが ら家 族で証 を分か ち

合った り，御霊を感 じた りす るとき，

また ともにひざまずいて祈 るときに，

どこの家庭で も感 じることができます。

キンボール大管長は家庭での鮮明な

記憶 を語 って くれました。食前 に家族

がひざまずいて祈 るときは，いす を食

卓の反対側 に向け，食器皿 は伏せてあ

りました。また，夜の祈 りは母親のひ

ざで ささげたそうです。彼 はこう語 り

ました。「この ような大切 な教訓 を，

大 きくなって，学ぶのがはるかに難 し

い年齢 になってから，会得 しなければ

ならない子供たちを，わたしは気の毒

に思います。」(エ ドワー ド ・L・ キン

ボール，アン ドリュー ・E・ キンボー

ル ・ジュニア共著，5加縦召7罪.κ 珈 一

観1『 スペ ンサー ・W・ キンボール』

p.31)家 庭 をこの世 のオア シスにす る

ことがで きます。すべての子供が心 に

安 らぎを感 じる権利 を持 った場所です。



最近わたしが出席した，自分の所属
あかしかい

す るワー ドの断食証 会で，3人 の子

供たちが証をしました。 リッチーは証

会が始 まってす ぐに壇上 に立ち， こう

証 しました。「昨 日の夜， ぼ くはニー

ファイ第一書の第1章 と第2章 と第3

章 を読んでいました。そして読んでい

るうちに とっても平安 になって，いい

気持 ちがしました。ぼ くは聖文に感謝

してい ます。」

チャリティー は家族 とコンサー トに

行 き，迷子になった ときの経験を次の

ように話 しました。「わた しは隅っ こ

を見つけて座 り，天のお父様 にお祈 り

しました。お父 さんとお母 さんがわた

しを見つけて くれるまで，聖霊がわた

しと一緒 にいて くだ さるようにお願 い

したら，恐 くな くな りました。」

執事 の職 を受 けた ばか りの スペ ン

サーは， 自分 にアロン神権 を授 けて く

れた監督への感謝を表し，執事であ る

ことが自分に とってどんなに大 きな意

味が あるか話 しました。 この3人 の子

供たちの心に触れたのは，まず主 を愛

し， それか ら子供たちを主に向けさせ

た親，教師，そして指導者 たちでした。

家族の輪の中で，わた したちは子供
み たま

が御霊を感 じた ときの気持 ちを識別で

きるように助 け，それを自分の言葉で

表現できるように励 ます ことができま

す。初等協会やそのほかの教会の集会

で彼 らが学んでいることを話す ように

言 うこともできます。そのようにして

わたしたちは，御霊が子供 たちの心に

それ らの教えを確信 させ るための，扉

を開 くことがで きるのです。

兄弟姉妹の皆 さん，わた したちは子

供たちの心に触れ，彼 らを救い主のみ

もとに連れて行 くことができます。彼

らはまずわたしたち親 の目を通 して救

い主 を見 ます。そして最 も信頼 する友

として主 を知 り，愛する方法 を学んで

い くで しょう。主の御霊 とともにある

ということが， どの ような ことかを理

解 し，それは彼 らの力 となるで しょう。

兄弟姉妹の皆 さん，わた したち全員が

自分の前 にその ようなビジョンを持ち

続けられるようにお祈 りし，イエス ・
み な

キリス トの御名によってそれを願い ま

す。 アーメン。

「主 よ
， わたしたちは，

だれのところに

行きましょう」

七十人名誉会員

ハンス ・B・ リンガー

わたしたち末日聖徒は，キリスト・を見いだすには，どの道を通ってどこへ

行き，何'をしなければならないか，主御自身が教えてくださると信じてい

ます。

ガ1：醗 客ち㍊畿 潔
で した。皆，人類への布教 を始 められ

た主のメッセージを，ぜひ聞 きたい と

願 っていたのです。当時，多 くの弟子

たちが主 に従 ってい ました。 しか し中

には，主 の教 えに腹 を立 て，去 って

行 った者たちがいました。その とき，

主は十二使徒 に，彼 らも御 自分の もと

を去 ろうとするのか，お尋ね にな りま

した。シモ ン ・ペ テロはキ リス トの こ

の質問 に，「主 よ，わた したちは，だ

れの ところに行 きましょう」(ヨ ハ ネ

6：68)と 答 えています。

これは，2，000年 前 と同様 ，現在 も

大 きな意味 を持った，非常に大切な質

問です。わたしたち末日聖徒は，キ リ

ス トを見いだすには， どの道 を通って

どこへ行 き，何 をしなければな らない

か，主御 自身が教 えて くださると信じ

ています。キ リス トの道 を見いだし，

それに従って行 くのは，わたしたち一

入一人の責任です。

2，3か 月前，わたしは，真理 を求
あかし

めていた一人の男性の力強い証 を聞 く

機会 に恵まれました。福音によって永

遠の事柄に目が開かれ， 自分の人生の

方向を変えることができたのです。同

じころわたしは，忠実だったある教会

員が福音か ら離れ，別の教会 に入 った

ことを知 りました。 この二人の男性は，

ともに誠意 をもって，だれのところに

行 くべ きか知ろうとしたのですが，正

反対 の結論 に達 し， まった く異なる道

を歩 む結果 になってしまったのです。

このような正反対の行動 を生んだ原因

は，一体何だったので しょうか。

わたしは，言葉や行動 はそれぞれの

思いに深 く根ざしていて，その思いが

行動を決定するのだ と考 えてい ます。

計画されたものであれ，衝動的なもの

であれ， 日々の決断はわた したちの思

いの反映であり，わた したちはその決

断に責任を負 う必要があるのです。た

とえ個人 として，自分は神か ら独立 し
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た存在であ り， その影響 を受けずに自

由に行動できると考 えた としても，人

が皆永遠の法則の下 にあるという事実

から逃れるわけにはい きません。 この

世 と来世 におけるわた したちの幸福 と

平安 は， どれ くらい心から，思い と行

動 を神の律法に添った もの とで きるか

にかかっています。つ まり，真の心の

平安 と永遠の幸福 は，神 との一致か ら

得 られ るのです。 もし神 と一致 した け

れば，神ではな く，わた したち自身が

変わ らなければな りません。

前述の二人の男性が異なった道 を選

んだのは，彼 らの考 え方 と神 に対す る

理解 に違 いがあったか らだ と思います。

イエス ・キリス トの福音 に添 って生 き，

それによって永遠 の祝福 と救いにあず

か るためには，神 を知 ることが不可欠

です。 まずキ リス トと神 を知 らなけれ

ば，人生の目的 をほん とうに理解する

ことはできません。 ロー ウェル ・L・

ベニオ ン長老 は， 著書 『イエ スの遺

産』(五 ¢gαα6∫σ ノ翻 ∫)の 中で次 の

ように書 いています。「わた したちが

学ばなければならない重要なことの一

つに，神の属性がある。キ リス トは，

神が どのような特質 を備 えた御方かを

教えるために， この世 に来 られた。教
けんそん

訓 と模範 によって，信仰，謙遜，正直，

愛の意味 を教 えて くださったキ リス ト

御 自身 こそ，神が人類 に与 えて くだ

さった啓 示 その もの なので ある。」

(P61)

わ た したちは，キ リス トの生涯か ら

神について学び，その模範 に従 うこと

によって，神 を知 るようになります。

親愛なる兄弟姉妹， またわた したちの

友であ り，この話 をお聞きの皆 さん，

救い主 と天 の御父 をほん とうによく知

る努力 をして ください。キリス トの足

跡に従 うことがで きるよう，自分の決

断がキ リス トの模範 に添 うものか どう

か自問して ください。だまされた り迷

わされた りしてキリス トの道か ら離れ

ることのないように注意 し，主 に従 う

ことによって平安 と永遠の喜びという

祝福を享受 しましょう。

キリス トの教 えと，模範 と，完全な

人格を考えれば，主が神 の御子である

ことに疑問の余地はありません。主 は

御自身について次 のように語 ってお ら

れ ます。「見 よ，わた しは世の光 であ

り命である。わたしは，父がわた しに
さかずき

下さったあの苦い杯か ら飲 み，世の罪

を自分に負 うことによって父 に栄光 を

ささげた。わた しは世の罪 を負うこと

によって，初 めから，すべてのことに
みこころ

ついて父の御心 に従 ってきた。」(3

ニ ーファイ11：11)

この キリス トに関する知識 とともに，

わたしたちには， ヨハネが記 した以下

の ような約束 も与 え られてい ます。

「わた しの父 のみ こころは
，子 を

信 じる者が， ことごとく永遠の命 を得

ることなのである。そして，わた しは

その人々 を終 りの日によみがえらせ る

であろう。」(ヨ ハネ6：40)

正 しい方向 に向かって人生を歩 み，

福音がもたらす祝福 を受けるには， ま

ず回復 された福音 を喜んで完全 に受 け

入れ ることが大切です。キリス トは福

音の回復についてジ ョセブ ・ス ミスに

こう言われました。「光が さすであ ろ

う。 それ はわた しの完全 な福音 であ

る。」(教 義 と聖約45.28)
きょ しもへ

次 に，神の聖 い権能 と，神 の僕たち

の権能 を受 け入れなければな りません。

パ ウロは，エペ ソの支部 にあてた手紙

の中で，なぜ権能が与えられ，なぜ主

の僕 に従 うことによって祝福 を受 ける

のかを説明 してい ます。こう書いてい

ます。

「それ は
，聖徒 たち をととの えて奉

仕のわざをさせ，キ リス トのか らだを

建てさせ，

わた したちすべての者が，神の子を

聯

壷 、

麟

鵡

毫毒

.霧

ふ難

騒

罐 。蟻

3人 の アッシャー。総大会 を迎えた週末 には，220人 を超え るボランティアのア ッ

シャーかテンプルスクウェアで働 いた。
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信 じる信仰の一致 と彼を知る知識の一

致 とに到達……するためである。」(エ

ペ ソ4：12-13)

さ らに，神 の戒めを知 ったなら，妥

協することな く，また例外な く，それ

らの戒めを守 らなければな りません。

時々，わた したちは，自分の都合 に合

うようにキリス トの教えをおろそかに

した り，外的な事情 に事寄せて信仰 を

曲げたい とい う誘惑 に駆 られることが

あります。わた したちをキ リス トか ら

引 き離そうとす る誘惑の影響か ら逃れ

るために，主はこう戒めておられます。

「あなたは，世の汚れに染 まらずに自

らをさらに十分 に清 く保つために，わ

た しの聖日に祈 りの家に行って，聖式

をささげなけれ ばならない。」(教 義 と

聖約59：9)

主 の戒めに従 うことによって，自由，

独立，強さ，そして真の幸福が与 えら

れ ます。それでは， ここで皆 さんにお

尋ね します。「わたしたちは，だれの

ところに行 きましょう。」 キ リス トに

従い，主の真の弟子 になると決意 しよ

うではあ りませんか。主の真理のメッ

セー ジに腹 を立てず， それ を喜 び ま

しょう。わた しも， ほかに道 はな く，

行 ける所 もないことを知 っています。

ですか ら，キ リス トに次の ように答 え
あかし

たシモン ・ペテロの証に，わた し自身

の証 を添 えたい と思います。「主 よ，

わた したちは，だれの ところに行 きま
ことば

しょう。永遠の命の言を もっているの

はあなたです。

わたしたちは，あなたが神の聖者で

あ る こ とを信 じ， また 知 っ て い ま

す。」(ヨ ハネ6：68-69)

ジ ョセブ ・ス ミスが確か に天の御父

と御子 にまみえた ことを証 します。御

二方は確かに生 きてお られ ます。イエ

スは復活なさいました。イエスはキ リ

ス トであ り，救 い主です。生ける神の

御子です。 この知識 は，わた し個人の

信仰，証， そして人生そのものです。

わた したちが皆，イエス ・キ リス トを

知 るようになり，その知識 に基づいて，

清い心 と希望，愛を もって行動で きる

ように祈っています。イエス ・キリス
み な

トの 御 名 に よ っ て， ア ー メ ン。

前七十人

デュレル ・A・ ウルジ

戦 略

勝利のための方程式は昔から今に至るまで変わることがありません。つま

り，戒めを守り，預言者に従い，聖文を読んで理解 し，深く考えてみる

ことです。

△ 日わた しは皆 さんに戦略 とい う

フ ことにりいてお乱 したいと思

い ます。わた したちは，「戦い進め

つわ ものよ」(『賛美歌』155番)と い

う賛美歌 を歌 います。また，パウロは

次の ように言っています。 「また， も
ね

しラッパが はっきりした音を出さない

なら，だれが戦闘の準備 をす るだろう

か。」(1コ リン ト14：8)黙 示録の中

にも，天の戦 いの ことが書かれていま

す(黙 示12：7参 照)。 一体 どの よう

な戦 い，また戦争なのでしょうか。

この戦争 とは人 の救いのために行わ

れ る戦いです。 この戦線 はすでにアダ

ムの時代 から引かれていました。すな

わち，善 と悪 との戦いです。 この最後

の神権時代 にあって， また福千年の準

備の時代 にあって，悪の軍勢 はいよい

よ力を強め，サタ ンの強大な影響の下

に集結 を始めてい ます。 その戦線の一

方の側では，神の王国が恐 らくこれ ま

でになかったほど高らかに義のラッパ

を鳴 らし続 けてい ます。末 日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会は，善 は善，悪 は悪

とし，妥協することなく攻勢 に出てい

ます。

イザヤはまさにこの点について，わ

たしたちの時代 を見越 して，次のよう

に預言 しています。 「わざわいなるか

な，彼 らは悪を呼んで善 といい，善を

呼んで悪 といい，暗きを光 とし，光を

暗 しとし，苦 きを甘 しとし，甘 きを苦

しとする。」(イ ザヤ5：20)サ タ ンは，

ごくわずかの善 を巧妙に混ぜ合わせて

悪 を覆 い隠し，破滅 に通 じる道へ とい

ざなっています。その ことについて，

古代の預言者ニーファイは次の ように

言 っています。

「見 よ
， その 日，悪魔は人 の子 らの

心の中で荒れ狂 い，人の子 らをそその

かして善い ことに対 して怒 らせ る。

また，悪魔はほかの人々 をなだめ，

彼 らを欺いて現世での安全 を確信 させ

るので，彼 らは，『シオ ンの中で は，

すべてが良い。 まことに， シオ ンは栄

えてお り，すべてが良い』 と言 う。悪

魔 はこのように して人々をだまし，巧

みに地獄に誘い落：とすのである。」(2

ニーファイ28：20-21)

サ タ ンはまさに人 の心 の中で荒れ

狂 っています。多 くの人々 を欺いて，

現世での安全 を確信させ， また人の心

に取 り入って，地獄はないな どと言 っ

てい ます。サタンはこれまで も，名声

や富や権勢 といった誘惑で多 くの人々

をい ざな い， 自分 の軍勢 に加 担す る

人々 を生み出してきました。サタンは

聖徒 の道/1996年1月 号

93



き べん ろう

数々の誰弁を弄レて，善を悪，悪 を善

と呼 ばせています。 これ までにも大勢

の人々を混乱 に陥れてきました。その

ため，多 くの国々やその指導者 まで も

が，道徳的な問題 を解決するために実

に不道徳な手段 を取ろうと考えるよう

な状況 となっているのです。

ここでサタンの数多 くの誰弁 の中か

ら， きわめて不敬で実 に説得力のある

言葉 を3つ 紹介したいと思い ます。 ま

ず第1は ，中絶 によって人の生命を滅

ぼす ことは，選択の自由の問題である，

とサタンが言っていることです。第2

は，同性同士の性関係か ら最終的には

婚姻関係 まで，許 され るべ きである と

いう考え方です。第3は ，純潔や貞節

な どとい う考 え方はすでに時代遅れの

偏狭な考 え方であり，性的な行動につ

いては，拘束 され る必要はないという

考え方です。

今 この ときも，スポーツ界や音楽界，

映画界の世界的なヒーローたちが， 自

ら不道徳な生活 を送 っているだ けでな

く，メデ ィアの強力 な影響力を使 って，

世界中の人々に同 じように不道徳 な生

活 をさせ ようと誘っています。 こうし

たヒーローたちは偶像化 され，世界中

の何百万 とい う人々 に受 け入れ られて

いるのです。一般的 な傾向 として，世

界 は，神 から賜 り，時の経過 によって

磨かれてきた道徳律や背景にある原則
こんすい

を捨て，不義 とい う昏睡状態 に陥って

いるのではないか と思われるふ しがあ

ります。

幹部の兄弟たちは，世の悪 に敢然 と

立ち向かうように言 っています。わた

したちの数は， ソドム とゴモラを救 う

ために必要だった10人 よりも，はるか

に多いのです。 これからもその戦いが

続 くのだ とすれば，わた したちはどの

ように戦 っていった らよいのでしょう

か。神の聖なる神権 に支 えられた信仰

深い神の聖徒たちこそ， この地上で最

強の軍勢 なのです。神 は生命の尊厳 に

ついて教 え， また貞潔で汚れのない生

活を送ることは，永遠かつ不変の教 え

であると言われ ました。わた したちは
み こと ば

神から賜 ったこれらの力強い御言葉 を

固 く守って生活 する必要が あります。

家族 という制度は神 によって定 められ

た ものであ り，父親 と母親，子供は と

もに永遠 に住 まうことができるという

愛に満 ちた神の教 えは，決 して例外的

な事柄 としてでな く，む しろ当然ある

べき姿 として説かれたのです。一人一

人がキ リス トの教 えに立ち返 ることに
かっとう

よって，混乱 は心の平安 に，葛藤 は心

の平静 さに，恐れ は勇気 と楽観的な考

え方に変えることがで きるのです。

キリス トを中心 とした生活 とい う考

え方は，個人のためだ けでな く，家族

のため，政府のため，'そして国家 のた

めの ものでもあ ります。 そして， この

考 え方 は最終的には同様 の結果を もた

らします。例えば，個人であれ，国家

であれ，貞潔で徳高い生活を送ってい

るかぎ り，恐怖の病であるエイズの こ

とについては， ほとん ど恐れる必要は

あ りません。 また，争いや離婚によっ

て生み出される母子家庭 などというも

のも，実質的にはな くなってしまうこ

とでしょう。皆 さんが自分の責任 につ

いて考 えるとき， どういう考 え方 に立

脚 して物事 を進めようとするので しょ

うか。不義の坂道 を下っているとき，

兆候や警戒信号に気づ く必要がありま

す。わたしたちが気をつ けなければな

らない10の 兆候 として，次の ようなも

のが挙げ られ ます。

●霊的な事柄 を見 るための視力がだ

んだんと弱 まり，霊的なことをはっき

りと見 る力がな くなる。

●神にかかわ る事柄 についてだんだ

んと鈍感 になる。

●霊的な意味での動脈硬化。霊的な

事柄 に心を向ける頻度が，毎 日から1

週間 に1度 とな り，月に1度 となり，

やがてご く時折 となり，最後にはまっ

た く関心 を持たな くなる。

●神権者や神や自分 自身 に頼 るより

も，増え続ける精神病理学 の専門家 に

依存する気持ちの方が強 くなって くる。

●霊的な ことに依存 しない傾向が強

まる。

●道徳の標準 の低い友人 との交わ り

が増 える。

●聖文の引用 より，テレビ番組 で覚

えた ような言葉 の引用が増 える。

●静かに語 るべ きところで，大声で

しゃべるようになる。

●愛 に満 ちた態度で接 しなければな

らない場面で，言葉の面で も，時には

行動面で も，乱暴に接する。

●突然にではないにしろ，少 しずつ

だんだん と悪を受け入れるようになる。

ゴル フコースのバ ンカーのある場所
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や，テニスのバ ックハ ン ドの打ち方を

知 ってはいても，命の救いにかかわる

聖句の書かれている場所を知 らない人

もいます。幸福を求める多 くの人々は，

最新の財産運用の本は読みますが，霊

感 に満ちた預言者 の勧告には耳を傾け

ようとはしません。わた しはこれまで，

世界中の大多数の人々が，昇栄や永遠

の行 く末 にまった く関係のない ことの

ために時間や精力 の大部分 を使って，

その人生 をいたずらに過 ごした り，疲

れ果てた りしている様子 をこの目で見

てきました。

わた したちは義 にか なった 目的に

もっと心 を向ける必要があ ります。わ

た したちは，自分 自身や家族の ことを

客観的な目ではっきりと見詰め直 して，

わたしたちの周囲に迫っている2回 目

の世界的大洪水の災禍から自分や家族

を守 っていかなければな りません。信

仰深い者たちはこの大戦争に勝利 を収

め，主イエス ・キ リス トの再臨の時に

は主 とまみえるために，勝利の うちに

天に上げ られると預言されてい ます。

この勝利のための方程式 とは，毎 日，

個人で も家族で も祈 りをささげ，少な

くとも1週 間に1回 は家庭 の夕べを開

くことです。 「時間がない」 と言 う人

がいるかもしれ ません。兄弟姉妹 の皆

さん，時間が取れないなどと言ってい

る余裕 はないのです。驚かれるかもし

れ ませんが，テレビのスイ ッチ を切 る

だけで，す ぐにで もかな りの時間を生

み出す ことが可能なのです。この方程

式は昔か ら今に至るまで変わることが

ありません。っまり，戒 めを守 り，預

言者に従 い，聖文を読んで理解 し，深

く考えてみることです。

わた しは神が生きておられることと，
あがな

その御子イエス ・キ リス トが贋いの計

画を効力のあるもの として くだ さった
あかし

ことを証 します。イエス ・キ リス トが

おられ，その愛 に満 ちた贋いがあるが

ゆえに，悪 との戦いで勝利 を得たいと

望む者たちは皆勝利 を得 ることができ，

イエス ・キ リス トとともに永遠 に住 ま

うことができるのです。以上の ことを
み な

イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り証 し ま

す 。 ア ー メ ン。

完成への道

十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ ネルソン

完成を目指す熱心な努力が;今 は困難で果てしないように感じられるかも

しれません。完成とは途絶えることのない過程です。それは復活の後のみ

に，主を通してだけ完全にもたらされるのです。

の戒 めの中で，いちばん守 り「主
にくい戒 めはどれか」 と尋ね

られた ら，多 くの人がマタイによる福

音書第5章48節 の 「それだか ら，あな

たがたの天の父が完全であられるよう

に， あなたがた も完全な者 とな りなさ

い」 を引用するでしょう。1

この戒 めが守 りにくいのは，霊的に

も肉体的にも，だれ もが完全からは程

遠いか らです。 この戒めを思い起 こさ
かぎ

せ る出来事は度々起 こります。鍵 を付

けたまま車：をロックしてしまった り，

車をどこに留 めたか忘れてしまった り

す ることさえあります。何か をしよう

と思 って家の中を歩いているうちに，

その用事 自体 を忘れてしまった りもし

ます。

自分の行いを主の望まれる至高の標

準 と比較 して，至 らなさに時々落胆 し

て しまうことがあ ります。自分の不完

全 さゆえに落胆 してしまい，幸福 を味

わ えないでいる善良な聖徒の方々 に向

けてお話ししたい と思います。

次のことに心 を留める必要があ りま

す。「人が存在 するの は喜 びを得るた

めであ り，不要な罪悪感 を得 るためで

はない。」2従 うのが不可能な戒 めを主

はお与 えにな らないことも銘記 して く

だ さい。 しかし，わた したちはその こ

とを十分に理解で きないこともあ りま

す。

完成 に関する理解 を二つの領域 に分

類 して考えると助 けになるでしょう。

この世，つまり現世での完成 に関する

もの と，来世，つ まり不死不滅の状態

あるいは永遠の完成 に関するものです。

現世での完成

この世で は， ある種の行いにおいて

は完全 になることが可能です。野球の

投手はノーヒットノーランの投球 をす

ることができます。外科医は一つの間

違い もなく手術 を行 うことがで きます。

音楽家 は，1か 所 も間違わずに曲を奏

でることがで きます。同様にわたした
じゆうぶん

ち も時間 を守 った り，什 分の一 を納

めた り，知恵の言葉 を守 った りするこ

とにおいて完全 になれ ます。 そのよう

な克己 を達成するには計 り知れない努

力 を要 しますが，深い満足感 という報

いが もた らされます。 もっと重要 なこ

とは，現世 において霊的に達成 した こ

とは，永遠の世界にも持 って行けると

いう事実です。3

ヤ コブは現世での完成度を図 る分か

りやすい目安を提示してい ます。 こう
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言 っています。「もし，言葉 の上であ

や まちのない人があれば，そういう人

は，全身をも制御す ることので きる完

全な人である。」4

聖 文には，ノア，セツ，ヨブのことが

完全 な人 として記述 されています。5

様 々な神権時代 における数多 くの忠

実な弟子たち も，同 じ言葉を当てはめ

るにふさわ しい人たちです。アルマは，
み まえ

主の御前 に清 められた人々は 「大勢お

り，非常 に多 くの数 に上った」 と言っ

ています。6

このことは，彼 らが何の誤ち も犯 さ

ず，間違いを正す必要が一度 もなかっ

た とい う意味ではありません。完成へ

の道 には，克服 すべ きチ ャレンジや，

非常 な苦痛を伴 うか もしれない悔い改

めの段階が含 まれます。7

人 格を形成するうえで懲 らしめが必

要なこともあ ります。御存 じのように，

「主 は愛する者を訓練」されるか らで

す。8

現世での完成 は，わた したちがすべ

ての務 めを果たし，すべての戒 めを守

り，天父が御 自分の属する世界 におい

て完全であられるように，わたしたち

も自分の置かれた状況の中で完全にな

ろうと努力す るときに達成 され ます。

もし最善を尽 くすな ら，主 はわた した

ちの行い と心の望みに応 じて祝福 して

くだ さい ます。9

永遠の完成

しかし，イエスは現世での完成以上

のことを望んでお られ ます。主は 「あ

なたがたの天の父が完全であられるよ

うに」 と言われた とき，同時 に，現世

とい う境界 を超 えた ところまでわた し

たちの視点 を引 き上 げられたのです。

永遠 の御父は永遠 の完成 を遂げてお ら

れます。 この紛れ もない事実 を考 える

と， はるかに広い視野が得 られます。

最近わた しは，英語版 とギリシャ語

版の 『新約聖書』 を研究 し，「完全」

という言葉 とその派生語の用い方につ

いて集中的に調べました。両方の言語

を同時に研究 していると， ある興味深

い洞察が幾つ か得 られ ました。ギ リ

シャ語が 『新約聖書』の言語であるこ

どに由来する考えです。

マ タイに よる福音書第5章48節 の

「完全」 という言葉は
，ギ リシャ語 の

「テ レイオ ス(teleios)」 とい う言葉

を翻訳 した もので，「完成す る」 とい

う意味が あ ります。 また 「テ レイオ

ス」は 「終わ り」の意味の名詞 「テロス

(telos)」 か ら派生 した形容詞です。Io

この動 詞の不定詞形 は 「テ レイオ ノ

(teleiono)」 で，「果 てにた どりつ く，

十分に発達す る，成 し遂げる」 という

意 味です。1に の言葉 には 「失敗 をし

ない」 という意味 は含 まれてはお らず，

「はるかな目的を遷成する」 とい う意

味がある1ことに注 目して ください。実

際，ギ リシャ語版の 『新約聖書』 の著

者 は 「品行 の完成」，つ まり 「人間の

努力の正確 さ，卓越性」 を描写 したい

ときには， この 「テレイオス」の類の

言葉を用いずに別の言葉 を選択 してい

ます。12

「テ レイオ ス」 は英語 圏 の人 々 に

とって はまった く耳慣 れない言葉では

ありません。この言葉 から，英語 に頻

出す る 「tele一」 とい う接頭辞が生 ま

れたか らです。「遠い」 を意味す る接

頭辞 です。「telephone〈 電 話)」 は文

字 どお り 「遠 くとの話」 という意味で

す し，「television(テ レ ビ)」 は 「遠

く離れて見 る」を，「telephoto(望 遠

写真)」 は 「遠 くの光」 を意味する と

いった具合です。

このような背景 を念頭に置いて，.主

が語 られた もう一方のきわめて意味深

い言葉 について考 えてみましょう。主

は十字 架 におか か りになるに先立ち

「わた しは……三 日目に 〔完 全 にな

る〕であろう」 とおっしゃいました。13

罪 がな く，過ちを犯 さなかった主が，

つまり現世の標準か ら見 ればすでに完

全であられた主が，御 自身が完全 にな

るのはこれか ら先のことであると宣言

されたのです。14こ うして主 は，「永遠

の完成」を，復活 して 「天においても

地 においても，いっさいの権.威」 を受

けた後 に，遂げられました。15

救 い主がわたしたちのために心 に描

いてお られ る完成 とは，「誤 ちのない

行為」以上の ものです。 それは永遠の

視野 に立 っ.た期待 であ り，主が御父に
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ささげられた次 の偉大な執 り成 しの祈

りにも表 れています。 「わた したちが

完全になれますように，そして永遠 に・

と もに住 ま う こ とが で き ます よ う

に。」16
みわざ

主の御業の全体 と栄光 は，一人一人

の不死不滅 と永遠の命を もた らす こと

です。17
みこころ

主は， この世 に御父の御心を行 うた

めに来 られ ました。 そして御父が主 を

遣わ され ました。18主の神聖 な責任 は

創世の前 か ら予見 され てお り，19主の

聖なるすべての預言者たちによって世

の初 めか ら預言 されていました。20キ
あがな

リス トの順いは，昔か ら待ち望 まれて

いた目的 を成就 しました。 この 目的の

ために主 は地上に来 られたのです。カ

ルバ リの十字架の上で主が最後に語 ら

れた言葉 は，全人類 を贈 うとい う主の
まっと

使命が全 うされたことを意味 してい ま

した。 こう言われ ました。「すべてが

終 った。」21そ う考 えると，「finished

(終 った)」 とい う言葉 の元 になった

ギ リシャ語が 「テレイオス」なのもう

なず けます。

イエスが復活 に続 いて永遠の完成 を

遂 げ られた ことは，『モルモ ン書』 を

読 めばはっきりと分 か ります。 そこに

は復活 された主が古代アメリカ大陸の

人々を訪れられた ことが記 されていま

す。 この とき主 は，前述の重要 な戒 め

に，一つの非常 に意義深い言葉 を追加

して繰 り返 されました。 こう言われた .

のです。 「わた しや天 にお られ るあな

たがたの父が完全であるように，あな

たがたも完全になることを，わたしは

望んでい る。」22こ の度 は，御父 に加

えて御 自身の ことも完全 な御方 として

挙げ られたのです。以前 に語 られた と

きは，そうではあ りませんでした。23

復 活は永遠 の完成 を遂 げるうえで不

可欠です。イエス ・キ リス トの贋いの

おかげで，現世での朽 ちる肉体 は，朽

ちない肉体になるのです。わた したち

の肉体 は，今 は病や死，衰 えから逃れ ら

れない状態にありますが，不死不滅の

栄光を受けられ るようになるのです。24

現 在わたしたちの命は血に支えられ，ゐ

絶 えず老化 していますが，復活 により

この肉体 は霊 に支 えられるようにな り，

、4



老いることな く死の縄 目を解かれたも

の.となれるのです。26

永遠の完成 は，万事 を克服 し，天の

住 まいで御父の完全を受け継いだ者 に

のみ約束 されています。完成 は，永遠

の命，すなわ ち，神が有 してお られる

命 と同 じ命を得る ことにより成 し遂げ

られます。27

神殿の儀式と聖約

聖文 は，永遠の完成に とって重要な，

このほかの必須条件 について明 らかに

しています。それは，神殿の儀式 と聖約

に関連 しています。28自分の行 いに対

して責任を負える人で，神殿 の儀式 を

受 けな くて も日の栄えの王国で昇栄 に

あずかれる人は一人 もいません。エン

ダウメン トと結び固めめ儀式は個人 の

完成のために存在 し，わたしたちの忠

実さを通して確かなもの とされます。29

この条件 は，わた したちの先祖 とも

かかわっています。パ ウロは 「わた し
まっと

たちをほかにしては彼 らが全 うされる

ことはない」 と教 えてい ます。30こ こ

で も前述の聖句で 「完全」 とい う言葉

の元になったギ リシャ語 は，「テ レイ

オス」でした。31

末 日の啓示の中で，主はこれ らのこ

とを， さらに明確な言葉で語 られまし

た。主の預言者 はこう書 いています。

「さて
，わた しの親愛なる兄弟姉妹た

ち，わた しはあなたがたに断言 します。

こ.れらは死者 と.生者に関する原則であ

り，わた したちの救いに関して軽々 レ

く見過 ごす ことので きない ものです。

彼 らの救いはわたしたちの救いにとっ

て必要であ り，不可欠だからです。……

わた したちの死者 なしには，わたした

ち も完全 な者 とされ ることはないので

す。」32

救い主の模範から受ける励 まし

完成への道を登る とき，聖文 に記 さ

れた励 ましは助 けになります。聖文 に

は， もしすべてのことに忠実であれば，

わた したちは神 のようになれる と約束
まな で し

惑 れてい 享す。愛弟子 ヨハ ネは こう書

いています。

「わた した ち：〔は〕神の子 と呼 ばれ

る……

彼が現れる時，わたしたちは，自分

たちが彼 に似 るもの となることを知 っ
みすがた

ている。 その享ことの御姿を見 るか ら

である。

彼 について この望みをいだいている

者は皆，彼が清 くあられ るように，自

らをきよくする。」33

永 続する励 ましは，イエスの模範に

従 うときにもたらされ ます。イエスは

こう説かれました。「わた しが聖な る

者であるから， あなたがた も聖なる者

になるべきで ある。」34主 の望 みは実

に明解です。 こうも宣言されました。

「あなたがた はどのような人物である

べきか。 まことに，あなたがたに言 う。

わた しのよ.うでなければならない。」

35し たがって， イエスに対す る崇敬 の

念 は， イエ スの ように生 きるこ とに

よって最 もよく表れるのです。36

主の標準が不明確であった り，あま

りにも高す ぎるために，イエスに従え

ないなどとい うことはあり得 ません。

むしろその逆です。 また，主の教 えが

細かす ぎるとか，高すぎて実行不可能

なよう.に思 えて，無視する人々がいま

す。.しか し， どんなに高遠な標準であ

ろうと，熱心に探求す るなら，大 きな

心の平安 とほかで は得 られないような
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喜 びが もた らされ るでしょう。

イエス ・キ リス トに匹敵する人物 は

どこにも.いません。 また，人に希望 を

与 える，次のような主の崇高な表現 に

並び評せ られる勧告は どこにもありま

せん。 「わた しや天 にお られ るあなた

がたの父が完全であるように，あなた

がた も完全 になることを，わたしは望

んでいる。」37

主 のこの切 なる願いは，天の父母の

子供 であるわたしたちが，神の ように

なる可能性 を賜 ってい るという事実 と

調和 しています。ち ょうどこの世 の子

供たちが生みの親のようになるの と似

ています。

主は御 自身の教会を回復 して，わた

したちが完成 に備 えられるようにして

くださいました。パウロの言葉 によれ

ば，救 い主は教会 に使徒，預言者，教

師 を置かれ，「それ は，聖徒たちを と

とのえて……キリス トのか らだを建て

させ，

わた したちすべての者が，神の子を

信 じる信仰の一致 と彼を知る知識の一

致 とに到達 し，全 き人 とな……るため

である。」38

パ ウロの言 った 「全 き人」 とは，

「テレイオス」
，つ まり完成 された人で

あ り，栄光 を受けた人のことです。

モロナイは， この輝かしい目標 に到

達す る方法 を教えています。モロナイ

の教 えは年齢 にかかわらず，落：胆を取

り除 き，喜びをもた らします。次の聖

句 は願 いの込め られたモロナイの言葉

です。 「キ リス トの もとに来て， キ リ

ス トによって完全 にな りなさい。神の

御心に添わない ものをすべて拒みなさ

い。……勢力 と思いと力 を尽 くして神

を愛するならば，……あなたがたは……

キリス トによって完全にな り，……染.

みのない清い者 となるのである。」39

で すか ら，兄弟姉妹の皆 さん， 日々

最善を尽 くし，向 上す るように努 めよ

うではありませんか。 自分の不完全 さ

が現れた ときで も，間違いを正す努力

がで きます。 自分や愛する人々の中に

ある弱点 に対 して， もっと寛大 になる

ことができます。慰 めを受け，堪 え忍ぶ

ことができます。主は教えられ ました。

「あなたがたは今 は神の臨在に……堪



えることができない。 それゆえ，あな

たがたが完全 になるまで忍耐 し続 けな

さい。」40

完成 を目指す熱心な努力が，今は困

難 で果 てしないように感 じられるかも

しれ ません。 しか しわた したち は，

がっか りする必要 はあ りません。完成

とは途絶えることのない過程 です。そ

れは復活の後のみに，主を通 してだけ

完全に もたらされ るのです。それは主

を愛 し，主の戒 めを守 る人すべてに用

意 されています。完成 とともに王位，

王国，公国，力，主権を受け継ぎます。41

完 成 こそわた したちが堪 え忍ぶ 目的で

す。42永遠の完成 は神がわた した ち一

人一人のために用意 された ものです。
み

これ らの ことをイエス ・キリス トの御
な あかし

名 に よ っ て 証 し ま す 。 ア ー メ ン。

注

[.ジ ョセ ブ ・ス ミス 訳 で は ， これ らの

言 葉 は さ ら に 強 調 さ れ て い ま す 。

「そ れ だか ら
， あ な た が た の 天 の 父

が 完 全 であ ら れ る よ うに ， あ な たが

た も完 全 な 者 と な る よ う に命 じられ

て い る。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス 訳 マ タ

イ5：50)

2.2ニ ー フ ァイ2：25参 照

3.教 義 と聖 約130：18-19参 照

4.ヤ コ ブの 手紙3：2， 下線 付 加

5.創 世6：9;教 義 と聖 約107：43;ヨ

ブ1：1参 照

6.ア ル マ13：12

7.ヘ ブル5：8参 照

8.ヘ ブル12：6

9.教 義 と聖 約137：9参 照

10.偶 然 に もこの名 詞 の女 性 形 は 「teleia」

で， ギ リシ ャ語 で 文 の 終 わ りに来 る

終止 符 をい う。

Il.マ タ イ5：48の 脚 注bに は次 の よ う

.に あ る。 「GR(訳 注 一 ギ リシ ャ 語

の意 味 を解 説)完 成 ， 仕 上 が り， 完

全 な 発達 」(末 日聖徒 版 欽 定 訳 聖 書，

P.ll95)

12.幾 つ か の例 を挙 げ る。

● 「幼 な子 ， 乳 の み 子 た ちの 口 に さ

んび を備 え 〔欽 定訳 英 文 は"hastper-

fected"〕 られ た 」(マ タ イ21：16， 下

線 付加)

● 「弟 子 は そ の 師 以上 の もの で は な

いが ， 修 行 を積 め ば 〔欽 定 訳 英 文 は

"perfect"〕
， み な そ の 師の よ う に な ろ

う。」(ル カ6：40)い ず れ の 節 に も

あ る 「perfect」 は ， ギ リ シ ャ 語 の

「kataritzo」 か ら 来 た もの で あ り
，

「装 備 す る， 備 え付 け る， 整 え る，

手 配 す る， 調 整 す る ， 自分 に合 う よ

う にす るか ， 作 る 」 な どの 意 味 が あ

り， 準備 の 行為 を示 す 。

●別 の 箇 所 で は 「詳 し く調 べ て い ま

す 〔欽 定 訳 英 文 は"perfectunder-

standing"〕 」(ル カ1：3， 下 線 付

加)と あ る 。 この 場 合 の 「perfect」

は， 「厳 密 に，正 確 に」 を意 味 す る ギ

リ シ ャ語 の 動 詞 「akribos」 か ら来 て

い る。

●別 の 節 で は ， 主 の 衣 の 端 を 「さ

わ った 者 は 皆 いや さ れ た 〔欽 定 訳 英

文 は"perfectlywhole"〕 」 と言 及 して

い る(マ タイ14：36， 下 線付 加)。 こ

の 場 合 の 「perfect」 は ギ リ シ ャ語 の

「diasozo」 か ら来 て い て
， 「危 険 の

中 を 持 ち こた え る， 安 全 に保 つ， 救

う， 消滅 を免 れ させ る， 救 助 す る 」

を意 味 す る。

13.欽 定 訳 ル カ13：32

14.ギ リ シ ャ語 の この 宣 言 で は ， 動 詞

「teleiono」が 再 び使 用 され て
，未 来

形 「teleiouma」 とな って い る。

15.マ タイ28=18。 教i義 と聖 約93：2-

22も 参 照

16.ヨ ハ ネ17：23-24参 照

17.モ ー セ1：39参 照

18.3ニ ー フ ァ イ27：13参 照

19.モ ー セ4：1-2;7：62∫ ア フ フ

ハ ム3：22-28参 照

20.使 徒3：19-2惨 照

21.ヨ ハ ネ 【9：30。 近 代 の 啓 示 の 中 で も，

イ エ ス は同 様 の言 葉 を使 用 して い る。
さかずき

「わ た しは杯 を飲 み
， 人 の 子 らの た

め に わ た しの備 え を終 え た の であ る。

〔訳注 英文 は いず れ む ¶nished"〕」

(教義 と聖 約19：19， 下 線付 加)

22.3ニ ー フ ァイ12：48， 下 線付 加

23， マ タ イ5：48参 照

24.ア ル マlI：451教 義 と聖 約76：64-

70参 照

25.レ ビ17：II参 照

26.末 日聖 徒版 聖 書 辞 典(英 文)「 復 活 」

の 項 。 「復 活 とは 不 死 不 滅 の状 態 に

な る こ と。 血 液 は 流 れ て い な い が ，

骨 肉 の 体 で あ る。」ノ

27.ジ ョセ フ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミ

ス 『完 成 へ の道 』p.260;ブ ル ー ス ・

R・ マ ッコ ン キー，A40〃 ηoηOoc餌 ηe

『モ ル モ ンの 教 義JP .237参 照

28.ジ ョセ ブ ・ス ミス は 「再 生 は， 儀 式
み たま

を通 じ， 神 の御 霊 に よ っ て起 き る」

と教 え た。(τe∂c伽8soff加Pro助e亡

Jo5e助Sm肋 『預 言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス の教 え』p.162)

聖徒 の道/1996年1月 号

98

29.ジ ョ セ ブ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミ

ス 『救 い の 教 義 』2：42参 照

30， ヘ ブ ルll：40， 下 線 付 加

31.「teleioo」

32.教 義 と 聖 約128：15;『 預 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス の 教 え 」P.159も 参 照

33.1ヨ ハ ネ3：1-3。 さ ら に 詳 し い

解 説 に つ い て は ， 『完 成 へ の 道 」

pp.1-3参 照

34.1ペ テ ロ1：16。 レ ビII：44-451

1g：2;20：26も 参 照

35.3ニ ー フ ァ イ27：27

36.ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル ， 埣e

工∂1κofO力r15f， レγe尺(ヅo/ceノ η0んr競

『わ た し た ち は キ リ ス トの こ と を 話

し， キ リ ス トの こ と を 喜 ぶ 』p.145;

ヒ ュ ー ・B。 フ フ ウ ン ，TheAbundant

Llfe『 豊 か な 人 生 」P.199参 照

37.3ニ ー フ ァ イ12：48

38.エ ペ ソ4：12-13， 下 線 付 加

39.モ ロ ナ イ[0：32-33

40.教 義 と 聖 約67=13

41.教 義 と 聖 約132：19参 照

42， こ の 概 念 を 裏 付 け る 事 実 と し て ， 「新

約 聖 書 』 の 聖 句 で 「堪 え 忍 ぶ 」 と い

う 言 葉 に 関 連 さ せ て 使 わ れ て い る 「最

後(ま で)」 と い う言 葉 の ギ リ シ ャ 語

の 原 文 も ， 語 源 は や は り 「telos」 で

あ る(マ タ イ10：22;24：B∫ マ ル

コ13：r3参 照)。

噛

轟鷲：



あ か し

信仰と証が

あやなす織物
大管長

ゴードン ・B・ ヒンクレー

み わざ

わたしたちが携わっている御業の偉大な目的は，不死不滅と永遠の命へ

の道を歩んでいるすべての入を助けることです。

常 にすばらしい大会で した。わ

非 た したちは28人 の話に耳 を傾 け
てきま した。何 を話すべ きか とい う

テーマ を与 えられた人はだれ もい ませ

ん。一人一人が 自由に何 について話す

かを選びます。ですか ら複数の人が同

じ内容の ことを話す恐れが常に存在 し

ます。 しか しす ばらしいことに，すべ
あかし

ての話が一 つに織 り込まれ，信仰 と証

を表現する1枚 の美 しい織物 に仕上 げ

られて きました。わた しはこれ まで聞

いたことに感謝 しています。 この大会

で学んだことを生活の中に取 り入れ る

なら，わた しはもっと善い人間になれ

ると思います。そして皆 さんにも， こ

のすばらしい大会で聞いた ことを生活

の中で実践するなら，さらにすばらし

い人間になることができると申 し上げ

たいと思います。

兄弟姉妹 の皆さん，わたしは皆 さん

がよ く祈ってお られることを知 ってい

ます。 それは多 くの人々が祈 りの習慣

を忘れているこの時代 にあって実にす

ばらしいことです。自分の知恵 を超 え

た知恵， またなすべきことを実行 する

ための力，慰めを求め，感謝の思いを

表すために，主に祈 ることは意義深 く，

すばらしいことです。皆 さんがわたし

のために祈 ってい て くださる ことを

知 ってい ます。皆 さんのお祈 りに感謝

しています。それはわたしの支 えであ

り，皆 さんか らの大いなる信頼 を思い

起 こさせて くれます。わた したちがい

つ も皆 さんのために祈っていることを

知 っていただきたい と思い ます。わた

しは皆 さんが幸福 になること， また福

音 を実践す るときに皆さんの家庭 に愛

と安 らぎがあ り，徳が増 し加 えられる

ことを祈っています。わた したちがそ
み こ

のようにす るのは，「御子 を信 じる者

がひ とりも滅 びないで，永遠の命 を得

るため」に神が愛 する聖なる独 り子を

遣わして くださったか らです(ヨ ハネ

3：16)。 わた したちが挨iわっている
み わざ

御業の偉大な目的は，不死不滅 と永遠

の命への道 を歩んでいるすべての人を

助 けることです。

わた したちが皆 さんを心か ら愛 して

いることを知 っていただ きたい と思い

ます。わた しは福音が回復 された こと

と，それが忠実な末 日聖徒 にとって，

有意義なものとなっていることを，毎

朝主 に感謝 しています。

聖徒の道/1996年1月 号

99

父親 と母親の皆 さん，子供たちを愛

して くだ さい。子供 たちを大事 に育て

て ください。子供たちはこの上ない大

切な存在です。未来 は子供たちの中に

あ ります。子育 ては自分 自身の知恵以

上の ものが求められます。主の助 けが

必要です。主の助けを祈 り求め，与え

られる霊感 に従 って ください。

この大会の最後に，皆 さんに別れの

あいさつを述べるに当た り，皆 さん一

人一人 を愛 していることを知 っていた

だきたい と思います。罪 を犯 した人 も

、含めて，わた したちがすべての人 を愛

していることを知っていただきたい と

思います。罪を見過 ごしにすることは

で きませんが，わたしたちは罪を犯 し

た人々 も愛 しています。

皆 さんのうえに，神の祝福があるよ

うに祈っています。信仰 をもって歩む

ときに，'心に安 らぎが，生活の中に徳

と喜 びが もたらされ るように， また主
み たま

の御霊がそれぞれの家庭 に注がれ，皆

さん と皆 さんの最愛の人々のうえに守

りが あるように，イエス ・キリス トの
み な

御名 によ り，祝福いたします。アーメ

ン。
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扶助協会

ギレアデの乳香
中央扶助協会会長

イレイン ・L・ ジャック

姉妹の皆さん，扶助協会の一員としてわたしたちが果たしている最も重要

な役割の一つは，わたしたちが家族をよりよく助けられるように互いを強

め合うことです。

A晩 お話 しすることは単純 なこと

7で す。皆さんに，わた しが扶助

協会 を愛 していることを知 っていただ

きたいのです。扶助協会は確かに， こ

の教会 の女性たちの生活に愛 と平安 と

一致 をもた らしてい ます
。扶助協会 は

これまで，わた しの生活に とって力の

源 とな り，家族を育てるための支 えや，

親しい友情 をはぐくむための核 とな り，

わたしが福音 を学び，福音の中で成長

するように導いて くれました。 そして，

生活の中心をイエス ・キリス トに置き，

主の望 まれる事柄 を実行できるように

助けて くれました。

わた しは中央扶助協会会長に召 され

た とき， トーマス ・S・ モンソン副管

長から勧告 を頂きました。 ほんの一部

ですが，その勧告 を皆 さんにお話 しし

たい と思います。
こんにち
「今 日
，世の中 も教会 も大 きく変化

しています。例 えば，家族の生活様式

や家族構成 などが変わってきてい ます。

ひ とり親の家庭や，夫婦間の問題を抱

えた家族がた くさん見 られ ます。さら

に，不法な薬物 に関連 した犯罪 など，

家族を不安 に陥れ る問題 もあ ります。

この ような大 きな必要 を抱 えた時代 に，

あなたは世の中を改善 し人々を助ける

ための力， そして教会のすべての姉妹

たちを一致 させ るための 『ギレアデの

乳香』 を与 えられ る組織 を導 くように

……召 されたのです。」

今晩，わた しはこのモンソン副管長

の勧告 についてお話 ししたい と思いま

す。 また，わたしたちの家族や扶助協

会，そしてこの偉大 な組織がわた した

ちすべてにとって 「ギレアデの乳香」

となるにはどうした らよいか，特に家

庭 にあってどのような助 けとなるか に

っいてお話 ししたい と思 います。

二人の訪問教師が ある姉妹の家を訪

れ，話 し始めるやいなや，二人の10代

の娘が元気 よく入って来て，若い女性

の集会へ行 くのだ と告げました。す る

と，や はり夜の集会へ出かけようとし

ていたご主人が，姉たちについて行 く

と言って きかない3歳 の息子 を押 しと

どめました。隣の部屋では，別の娘た

ちが どのビデオを見 るかで言い合 って

いました。玄関の ドアや隣の部屋の ド

アが閉 まると，母親 は泣 き始 めました。
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大変な1週 間であった と，彼女 は説明

しました。

賢明 にもこの訪問教師たちは，妻 と

してまた母親 として大変忙 しい日々 を

送 っているこの姉妹 に，話す機会を与

えました。彼女 は，この1週 間の出来

事 を話 し，最近母親 を亡 くした悲 しみ

について語 りました。3人 の姉妹たち

は，福音を理解 してはいて も日々実践

す ることは難 しい と，話 し合いました。

訪問教師の一人 は独身で子供がな く，

もう一人は独 りで子供 を育ててい まし

た。二人 は彼女が家族 を立派に育 てる

ために一生懸命 に努力 していることを

褒めました。

母親 は気持ちが軽 くな りました。訪

問教師たちは互いにきずなを強め， こ

の姉妹 とも親 しさを増 しました。3人

ともよい気持ちを味わいました。扶助

協会の真の精神 を持 ったこの姉妹 たち

は，訪問先の姉妹 とその家庭 を強めま

した。 この話を聞いて，わたしもうれ

し くな りました。なぜでしょうか。そ

れ は， この話はわたしが知っているこ

と，すな'わち扶助協会はほん とうにわ
いや

た したちを結び合わせ る乳香(癒 しの

力)で あ り，家族 の助 けとなれ ること
あかし

を証 しているからです。姉妹 の皆 さん，

扶助協会の一員 としてわた したちが果

た している最 も重要な役割の一つは，

わたしたちが家族 をよりよ く助 けられ

るように互いを強め合 うことです。わ

た したちはともに集い，・互いに学 び合

います。そして，家へ帰 り，家族 を強

めるのです。何 も難 しいことではあり

ません。しかし，わた したちにギレア

デの乳香であるこの組織が与 えられて

い るということは，非常 に大 きな意味

があ ります。

十二使徒定員会会長代理のボイ ド・

K・ パ ッカー長老 は，かつて教会の女

性たちへの話 の中で，以下のような大

管長会からのメッセージを引用 しまし

た。

「わた したちは扶助協会 の姉妹たち

に，扶助協会 は主の霊感によって組織

された世界でも珍 しい組織であること

を忘れないでいただきたいと思 う。……

世界中でそのような起源 を持つ女性 の

組織 はほかに一つ としてない。」



(『聖徒の道』1981年4月 号，p.213)

その ような主の力は，今 日もこの組

織の うえに注がれてお り，神権指導者

がわたしたちに助言や導 き，励 ましや

霊感を与えて くれ ます。わた しは預言

者 ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長を

はじめ，扶助協会の働 きを尊重して く

ださる中央幹部 に感謝 しています。

わた した ちは，慈 愛 を示 し， イエ

ス ・キ リス トの福音に対する個人的な
あかし

証 を築 き，教会 の家族 を強 め，福音

を中心 とした生活 を送 るようわた した

ちに寄せ られている信頼にこたえよう

と努力 しています。集会や家庭で，ま

た姉妹たちの交わ りを通 して，そのよ

うに努 めています。 この ような霊的な

物 の見方 こそ，モンソン副管長が告げ

た 「世 の中を改善 し人々を助 けるため

の力」 で あ り，心 に平安 をもた らす

「ギ レアデの乳香」なのです。わた し

たちは この乳香を常に携え，人々の生

活 を変 えてい くのです。

最近，霊的 な糧 を得 られることが少

な くなっています。世の中の多 くの人

人 にとって，現代 は混迷，混乱の世で

あ り，何が人生で最 も重要なのか分か
み わざ

らな くなってい ます。主の御業か らわ

たしたちの注意をそらす問題や緊急事

態が，次か ら次へ と起 こります。忘れ

ないで ください。扶助協会は女性のた

めの主の組織です。 日曜 日にただクラ

スに出席するというだけの ものではあ

りません。扶助協会での奉仕 は， あら

ゆ る姉 妹の成長 と進 歩 を助 け ます。

バ ージニア州のある姉妹 はこのように

書 いています。

「わた しは 〔扶助協会 の〕召 しをほ

とんど全部受 けてきましたが，それ ら

の奉仕を通 して， この補助組織 を深 く

愛す るようになりました。そして扶助

協会 は，いろいろな点でわたしの教養

を高めて くれました。扶助協会で奉仕

した年月は，わたしの教会歴の中で最

も霊的で楽 しいときで した。扶助協会

は， 自分が価値ある人間であるという

ことをわた しに教 えて くれ ました。」

(バ ージニ ア州 ビッグ ・ス トー ン ・

ギャップ，ロレッタ ・H・ アイソン)

一挾助協会では，女性，母親，家族，

義にかなった生活 にかかわ る徳を堅固

に守 ります。神から与 えられた この教

えを心か ら守 ることにより，扶助協会

の姉妹たちは 「ギレアデの乳香」 を悩

み深 き世 にもた らす ことがで きます。
いや

人々の悩みを癒すのに用いる信仰 と希

望，哀れみの霊的な源 をわたしたちは

持 っているのです。

古代 において， 「ギ レアデの乳香」

は病や傷 を癒すために用いられたか ぐ

わしい香料でした。ギレアデの周辺に

繁茂 していた草木か ら作 られ，常 に高

い需要のある人気商品で した。 この乳

香 の持つ力は，次の ような賛美歌の歌

詞でわたしたちに もなじみのあるもの

です。

「傷つ く者 をす こやかにし
，

病める人を癒すために

ギレアデに乳香 あ り。」

(『レクリエーシ ョン歌集』p.130)

わたしたち中央扶助協会会長会は，

教会のすべての姉妹が各自の奉仕の意

義を認識し，地上の神の王国における

務めを通して強められるように願って

います。姉妹の皆さん，わたしたちの

召しは神聖な召しです。わたしたちが

扶助協会の目的を達成するために献身

するとき，わたしたちの家庭や社会を

破壊しようとする多 くの問題が解決さ
ま

れるのを目の当た りにできるで しょう。

「扶助協会 」 という名前 には，わた

したちの 目的，すなわち 「相互扶助」

が表現されています。わた したちはし

ばしば問題を解決 しようと願 った り，

そのために努力 した りしますが，わた

したちは 「問題解決協会」ではあ りま

せん。わた したちは 「扶助協会」なの
み

です。ガラテヤ書に書かれている 「御

たま

霊の実 は，愛，喜び，平和，寛容，慈

愛，善意，忠実」(ガ ラテヤ5：22，

下 線付加)の 持つ力を知 っています。

問題を除去す ることはできな くて も，

悩む心 を癒す ことがで きるのです。励

ましと支え，親切 と慰めを与 えること

がで きるのです。

預 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス は リバ

ティーの監獄で苦 しんでいるとき，友

人たちか ら受 けた乳香 についてこのよ

うに記 してい ます。

「正 当な理由 もな く監獄に閉 じ込め

られた経験 のない人 には，……友人の

声 を聞 くのが どんなにうれしいことか，

ほ とん ど理解できないでしょう。 どこ

か ら来 るものであっても，友情 を示す

しるしは，人の心の中にあらゆる感動

と共感 を目覚めさせ，呼び起 こし，…

…そして御霊の声がそっと訪れ
， こう

ささや くのです。…… 『あなたの心 に

平 安 が あ る よ うに』 と。」(研s'oη

げ'加C肱z訥 『教会歴史』3：293)

ジ ョセフは，人生の荒波 を静 め，主

の声が聞 こえるように，人 を励 まし，

助 け，慰める際にわたしたち一人一人

が果たす役割 に気づいていたのです。
こんにち

これこそ，今日扶助協会の姉妹たち

が用いる乳香です。全世界に広がるわ

たしたちの教会では，何よりも家族を

大切にする姉妹たち，聖文を読んで深

く考える姉妹たち，生ける預言者の勧

告に従 う姉妹たち，そしてローレルの

若い女性のために野外キャンプを準備

し，初等協会の子供たちに信仰箇条を

教え，日曜日の朝，扶助協会の部屋の

入り口で歓迎をするなど，時間と労力

を要する召しを果たす姉妹たちがたく

さんいます。そして世界は彼女たちの

影響力によって祝福されているのです。
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わた したちが世 に貢献する行為 の大

部分 は，人 目につかない所で個人 レベ

ルで行われ ます。 それは， これ までい

つ もそうで した。暑 さの中をほこりま

みれになって旅をしてきたキ リス トの
いや

足を洗い，髪の毛でふき，疲れを癒す

香油 を塗 ったマ リヤのことが思い出さ

れ ます(ヨ ハネ12：3参 照)。 また，

ドルカスは扶助協会の姉妹 を代表する

『新約聖書』 の女性 と時折呼 ばれてい

ます。彼女は生涯善い行いをしたので，

死 んだ ときには，周 りの女性たち皆 が

非常に嘆 き悲 しみ，ペテロに彼女 をよ

みがえ らせて くれ るように頼みました

(使徒9：36-39参 照)。 中央扶助協会

事務局でわた しと一緒 に働いてい るヘ

レンのことも思い浮かび ます。疲れを

知 らず，忍耐強 く，だれにで も親切 な

ヘレンの周 りには，平安があふれてい

ます。わたしは彼女が どんな ときにも

いつでもそばにいて，明る く接 して く

れるので， とても心が落 ち着 きます。

わたしは皆さんの中の多 くの方々 に

お会いする特権 にあずか りました。皆

さんがお互いに示 し合っている堅固な

愛 と模範，奉仕 に感謝 します。皆さん

が互 いの肩 を抱 き，支部，ワー ドまた

はステークの中で愛 と思いや りに満ち

た姉妹たちの輪を作 り上 げていること

に感謝 します。

第5代 中央扶助協会会長エ ミリン ・

B・ ウエル ズ姉妹 は， 「扶助協 会 に

とっての太陽 は決 して沈みません」 と

述べて，姉妹たちの力 をたた えました

("R.S.Reports：AlpineStake"

Woman'sExponent「 扶 助協会報告

アルパイ ンステーク」 『ウーマン

ズ・エクスポーネ ント』1904年8月 号，

P.21)。

わ たしは世界各地 で扶助協会の集 ま

りに出席 しましたが， これ らの集会 に

集 った善良な姉妹たちほ どすばらしい
み わざ

主の御業の働 き手は，ほかにいない と

思い ます。わたしたちのギレアデの乳

香 は様々な形をとります。心 と手の両

方を使って奉仕するか らです。

先 日，ジョージア州のある姉妹か ら

報告書 を受 け取 りました。彼女はその

地方で起 きた大洪水の後，ステーク内

の家屋の被害状況を調べ るように頼 ま

れていたのです。彼女は くるぶ しの上

まで泥水 につかった1軒 の家の台所に

入 り，食器棚 を開けました。中には毒

蛇が とぐろを巻いていました。彼女は

す ぐ戸 を閉め，別の食器棚 を開けまし

た。見るとそこにも毒蛇がいたのです。

びっ くり仰天 して階段 を上が り2階 へ

行 くと，今度 はわにが現れました。 こ

れは英雄的な慈善行為だ と言って よい

と思います。

ノースカロライナ州のある母親は，

病気の とき，親切な扶助協会の姉妹た

ちに世話をして もらいました。彼女 は

この ように述べてい ます。「あの姉妹

たちはわたしに人の価値 について教訓

を与えて くれ ました。入 は，あらゆる

役割や肩書 き，責任 を取 り去った裸の

ままで，天父に とって もお互いに とっ

ても価値が あり，愛 はいつ まで も絶 え

ることがない， ということを教 えて く

れたのです。」

どこへ行ってもわた したちはギレア

デの乳香 を携 え，周 りの人々 に振 りま

くことがで きるのです。それは， あな

たを必要 としている人 の隣に座る， と

い うような簡単なことです。 レッス ン

の中で，だれかの祈 りにこた えるよう

な思慮深い発言をすることか もしれま

せん。だれかに優 しいまなざしを向け

る，水飲み場で子供を抱 き上げて水 を

飲 ませてあげる， ちょっとしたメモを

送 る， だれか と一緒に聖文 を読む， あ

るいは集会 に出席できなか った人や，

あなたの心 に静かな細い声が告 げる人

を訪問するなどということです。 こう

した小 さな行為 はわた したちに霊感 を

与 え，わたしたち自身の問題 を小 さな

もの に感 じさせ ます。 まさに， 「小 さ

な こ とか ら大 いな る こ とが生 じ る」

(教義 と聖約64：33)の です。 こうし

て与 える者 と受 ける者がともに祝福さ

れ ます。

福音にお ける扶助協会の姉妹の力は，

家庭 において最 も明 らかに表れ， また

最 も重要な働 きをします。女性 は家庭

の中心です。皆 さんが どのような状況

に置かれていようとも，皆 さんが家庭

の中心であることに変わ りありません。
きよ

どうか皆 さん自身の家庭を聖 くし，家

族 を強め養 うことを何 よりも優先 して
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ください。

わた しと妹 は，わたしたちが育 った

家族についてよく語 り合います。やた

したちは善 い両親か ら生 まれ ました。

母 はカナダのアルバータ州 にあるカー

ドス トンで熱心な扶助協会の会員でし

た。成長するにつれて，わた しはワー

ドの扶助協会の姉妹 たちの影響力を感

じるようになりました。 これ らの人々

は， これ までのわたしの人生に変わら'

ぬ模範 を示 して くれました。父 は堅固
あかし

な証 の持 ち主で，88歳 の とき，わたし

に最後の神権 の祝福 をして くれ ました。

最近 では珍 しいことのようですが，祖

父母 はす ぐ隣に住んでいました。わた

しの祖父はステークの祝福師を務 め，

わたしが彼の速記者で した。 その経験

はわた しの人生に とって実に豊かな祝

福 となりました。妹のジー ンとわた し

には幸福で平和な家庭 で育った思い出

がた くさんあ ります。

家庭はこの世か らの神聖な避難所 と

な ります。夜露をしの ぐ物理的な避難

所 となるだけでな く，安心感，帰属感，

家族 との親近感を与 えて くれ るところ

です。家族は一つ屋根の下で ともに生

活 します。家族は母親，娘，姉妹，お

ば，祖母，そして，父親，息子，兄弟，

おじ，祖父により成 り立っています。

家族 はわた したちに最大の喜 びと，

時 には最大の悲痛 を与 えます。家庭 は

学びの場 とな り，生涯卒業することな

く，常 に学ぶ ことので きる学校 とな り

ます。家族 を通 してわた したちは，愛，

忍耐，共有，誠実，親切，寛容，自制，

奉仕 などの原則 を応用することによっ

て得 られる心の平安がいかに大切か を

学びます。姉妹の皆 さん， これ らは単

に家族の価値だ けで はな く，主が示 さ

れる生 き方なのです。

扶助協会 という組織 の目的は，手引

きに書かれてい るとお り，姉妹たち と

その家族がキ リス トのみ もとへ来 るよ

うに助 ける ことです。つ ま り， イエ

ス ・キ リス トの影響力 を家庭の中に及

ぼす ことです。主の福音 を中心 とした

生活 を送 り，主の戒めを守 ることに喜

びを見いだす ことです。自分が何に時

間を費や しているか改めて考え，仲良

く一致 した家族 を築 くことに重 きを置



左から，大会に臨む扶助協会，若い女性，初等協会の各中央会長会。

くことなのです。

皆 さん御存 じのように， これは決 し

て易 しいことではあ りません。あらゆ

るメディアが家族の分裂， さらには崩

壊について述べています。経済的な圧

力により家族 は困難な選択 をす るよう

強いられています。わたしたちは四方

八方か らいろいろな問題 を突きつけら

れていますが，福音の原則 をしっか り

と生活の中心に置かなくてはな りませ

ん。そのための努力 は，ほかの人には

あまり気づかれず，評価されないか も

しれ ませんが，や る価値が あります。

家族は現世 において も来世 において も

生活の基本的な骨組 みです。家族の結

び 固めは，主の計画の中で家族 こそ第

一の 目的であることを示 しています。

かぎ

そ して，女性 は家族の中で鍵 となる役

割 を果たします。わたしたちは家庭 の

雰囲気や家族の生活様式 を築 き，人 に

どのように接す るか という基準を定め

ます。 さらにわたしたちは，教師であ

りカウンセラーであり，心を打ち明け

られる親友であ り，支持者，援護者，

話 し相手 でもあるのです。

扶助協会では長年 にわた り，家族を

最優先するために重要なプログラムを

実施 して きました。「母親学級」 は扶

助協会 で教 えられた最初 の標 準的な

レッスンです。1901年 に始 まった この

レッスンは，最初の母親教育課程でし

た。その意図 は，姉妹たちに家庭 を管

理 し，子供たちを鼓舞 し，福音 を教 え，

模範的な生活 を送れるように助 けるも
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ので した。それは今 も変わりな く行わ

れています。
こんにち

今 日，扶助協会の勉強では，1か 月

に1度 家庭 と家族の必要に焦点 を当て

たレッスンを行っています。 しか し，

それだけにとどまりません。家庭 と家

族 はすべてのレッスンの主要な基盤 と

なっているのです。

わた したちは家族を愛するがゆえに，

時には家族のことで傷 つ くことがあ り

ます。 リーハイとサライアを例 に採っ

てみましょう。 レーマンとレムエルが

絶 えずいさかいを起 こしていることに

ついて，二人はどのように感 じていた

で しょうか。ヨセブがエジプ トへ売 ら

れた とき，彼は兄たちのことをどのよ

うに思 っていたで しょうか。王妃エス

テルはお じのモルデカイか ら 「あなた

が……迎えられたのは，このような時

のためでなかった とだれが知 りましょ

う」 とい う言葉 をほん とうに聞 きた

かったのでしょうか(エ ステル4：14)。

家族 には互いに対す る責任があ りま

す。 この春，わたしの7歳 になる孫息

子デビッドが電話 をかけてきて， 自分

のクラスの発表会 を見 に来てほしいと

頼 み ました。「ぼ くが独 りで歌 うんだ

よ」 とのことで した。発表会は火曜日

で，わたしのいちばん忙 しい日で した

が，行 くようにすると約束 しました。

発表会当日，開演 とともに，わたしは

デビッドの両親 と一緒に， ミッキーマ

ウスの耳を付けた大勢の子供たちの中

のどこに小 さなデ ビッドがいるかと，

目を凝 らして探 しました。確 かにデ

ビッドは独 りで歌いました。クラス全

員が1フ レーズずつ独 りで歌 ったので

す。 で も， コンサ ー トの終 わ りにデ

ビッ ドが，「おばあちゃん，きっと来

て くれるって分かっていたよ」 と言い

なが ら通路 を走 り寄って来た とき，わ

たしは来て よかった と思いました。

つい最近友人が，脳卒中で倒れた父

親のことを話 して くれました。人生の

厳 しさに直面 しなが らも，彼女 は父親

を世話 し支 えるために最善 の方法 を選

びました。 また同時 に，健康で，や り

たい ことにいろいろと取 り組み，孫た

ちと一緒に過ごす時間に恵 まれている

母親 のことを考 えました。そして，そ

「



のとき感 じた父への尊敬 の念 について，

この ように語 りました。「父が体の衰

えという難 しい局面 に正面か ら向き合

う姿を見なが ら，わた しは父か ら学べ

る喜びを感 じました。」

最 も困難な ときに，家族はわた した

ちを支 え，励 まして くれます。わた し

たちはそれ を，世界史上最 も激 しい苦

痛 に満ちた経験の一つ，すなわち神の

御子イエス ・キリス トが十字架におか

か りになった ときのことか ら学べます。

ヨハネによる福音書には， このよう

に記 され てい ます。「イエスの十字架

のそばには， イエスの母 と，母の姉妹

と……が，たたずんでいた。」(ヨ ハネ

19：25)彼 女 たちは，イエスが生 まれ

てから死ぬ までずっとそばにい ました。

そして この ときも，十字架 のそばにい

たのです。その何年 も前 に，マ リヤ と

ヨセブが この最 も麗 しい子供 を育てた

ころの ことが思い浮かび ます。赤子の

イエスをあやすマ リヤの口か ら， ごく

自然 について出る優 しい言葉が聞 こえ

て き ます。 「わた しは ここにい ます

よ。」そ して，歴史上最 も劇的な この

瞬間 にも，母マ リヤがそばにいたので

す。そのときには，イエスの苦痛 を和

らげることはできませんでしたが，彼

のそばに立 っていたのです。イエスは，

感謝 してこの ようなすばらしい言葉 を

語 りました。「婦人 よ， ごらんなさい。

これ はあなたの子です。」 それから弟

子にこう言われ ました。「ごらんなさ

い。 これはあなたの母です。」(ヨ ハネ

19：26-27)

扶助 協会の姉妹の皆 さん，わた した

ちはギレアデの乳香 を持 っています。

扶助協会の姉妹たちの きずなにより皆

さんが慰めと祝福を受けられますよう

に。皆 さんが家族のために，また家族

と一緒 に行 うすべての ことについて，

わた しは力になりたい と思っています。

扶助協会 の乳香，すなわ ち高め合い，

助 け合 う力 を皆 さんが感 じられ ます よ

うに。

神が生 きてお られ，イエス ・キ リス

トは神の御子であ り，主の福音がこの
あかし

末 日に回復されたことを証 いた します。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て ，

ア ー メ ン。

生きたネットワーク

中央扶助協会第一副会長

チエコ ・N・ 岡崎

わたしたちは文字どおり霊の姉妹なのです。どの扶助協会も，互し1に愛

し合う姉妹たちの集まりでなければなりません。

する姉妹の皆 さん，アローハ。

愛 こよいはすべての家族 を強 める
というテーマで話が進められますが，

わたしは，扶助協会が姉妹たち同士を

強い姉妹愛のきずなで結ぶ とい う働 き

を通 して， どのようにその目標 の達成

に貢献 できるかをお話 ししたい と思い

ます。

これは網です。魚を とる綱ですね。
かねのり

わた しの父，西村兼則 がハ ワイで昔

作 った ものです。 その父が30年 前 に亡

くなって以来，わた しが持 ってい ます。

形見 として大切にしてきました。わた

しは，網 を打つ瞬間は美の極致だ と思

います。わた しは，網 を打つ父の姿 を

眺めるのが好 きで した。浜の磯の所 に

立 ち，手には束ねた綱 を持 ってい ます。

そ して，力強い， しか しなが らダ ン

サーのようなしなやかな動 きで網を投

げ上げます。すると網 は扇か傘のよう

に弧を描いて飛び，打ち寄せる波を銀

の矢のように突 き抜 けようとする魚の

群れの上に落ちます。そ して，網の周

囲に付 けたお もりによって，網 は静か

に底 まで沈み，魚の群れを囲んで しま

うのです。

やおら父 は海 に飛 び込 み，端の方 を

握 りなが ら網を底の方か らた ぐり寄せ

ます。そ して，網を袋にして魚の群れ

をす くい上げるのです。父はピチピチ

跳ねる魚の入った，水の滴る網 を持っ

て浜 に上が り，網を広げて，手早 くそ

の 日とその次の日の夕食のための魚 を

取 り分けます。それか ら近所の人の分

もよ く取 り分 けてい ました。 そ して

残った分 は海 に放 してや ります。

わた しは，扶助協会の姉妹同士の き

ずなをこの網 と較べてみたいと思い ま

す。わた したちの現代 の預言者 は網を

打つ人です。扶助協会が使命 を達成 で

きるように導いて くれています。そ し

て扶助協会には，網 としてその働 きを

遂行する方法が3つ あ ります。第1は ，

すべての網の目が大切であるように，

すべての人が大切だ とい うこと。第2

は，網 は手入れが必要だ ということ。

そして第3は ，網の目的はた くさんの

収穫 を得 ることだという点です。

父はとれた魚を選別 して，残 ったも

のは海 に放 してや りました。でも福音

はすべての人が大切であ り，天の両親

の愛する子供である と教えています。

わた したちは文字 どお り霊の姉妹なの

です。 どの扶助協会 も，互いに愛し合

う姉妹たちの集 まりでなければな りま

せん。一部 を選んで残 りは放 してや る

ようであってはな りません。わたした

ちは皆，選ばれるにふさわしい存在です。

父 の網の場合，網 は魚を住み慣れた
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環境か ら取 り出して異質な空気 にさら

しますか ら，魚は死 んで しまいます。

しか し福音の網 は，思いや りや親切，

愛，奉仕，教 え，そ して互いに見守 り

合 うとい う環境 にわた したち を連れて

行 って くれますか ら，わたしたちはそ

こで天国の姿 をかいま見ることができ

ます。つま り，わたしたちは魚であ り，

網であ り，網を打つ人で もあるのです。

網 についての2番 目のポイ ントも真

実です。わた したちの姉妹 としてのき

ずなは偶然 に生 まれた ものではないか

らです。努力が必要です。父はこの網

を自分の手で編み上 げました。町のよ

ろず屋で網用の丈夫な より糸を買い，

仕事が終わった夜や週末 に長 い時間か

けて丹念 に編 んでいったのです。父 は

網の中心 となるこの四角の部分か ら編

み始め ました。そ して， その四角の周

囲に一つ一つ，やっと親指が通 るほど

の四角い目を編み足 していきました。

四角い目の角の部分 はすべて本結 びに

して，網 目がずれないようにします。

た とえ一つの目が岩に引 っかかった り，

弱 くなって破れた りしても，隣の目ま

でほつれて しまわないようにするため

です。 この ようにすれば網目，は丈夫で，

ずれ ることはありません。

また父 は，使った後 の網は必ず手入

れをしていました。家 に帰る と真水に

つけて洗い ます。海水 に含まれる塩分

で網の繊維が弱 くなるの を防 ぐた めで

す。それか らさくにかけて干 しますが，

網 を振 ってよ く伸 ばしてか ら干すよう

にします。早 く均等に乾 くようにする

ためです。乾いてもす ぐには畳みませ

ん。網目を丹念に調べます。結び目が

緩 んでいた り，糸がほつれていた とき

は，大 きな問題 になる前にす ぐに修理

をします。 このように手入れの行 き届

いた網 は何年で も使 えます。手入れを

怠 らないので丈夫なのです。

これ と同じことは，わたしたちが互

いに思いや りを示 し，見守 り，助 け合

うことにも当てはまります。父の打 っ

た網は決 して岩 に引っかからなかった

か というと，そうではあ りません。わ

たしたちがほころびや破れな どの問題

をずべてな くすことがで きないの もそ

れ と同じです。で も，姉妹の きずな と

いうわたしたちの網 は，使 う度に， ま

たほ ころびが出た ときにはいつでも，

手入れをし，修理す ることがで きるの

です。

部屋を見回して， この放送 をご覧に

なっている姉妹たちの顔 を見て くださ

い。皆さんは強い力 とた くさんの祝福

を授 けられた教会の姉妹なのです。そ

の強 さとは，数多 くの幸福 な結婚，強
あかし はんりょ

い証，ふさわしい神権者 を伴侶 に持つ

こと，福音を学び福音 を愛す る子供た

ち， こまやかな心遣いの下 で進 んでさ

さげられた長時間にわた る慈善奉仕，

福音の原則 に対する雄々 しい証，定期

的な聖文の学習，心配 して くれる監督

やほかの神権指導者， ワー ドやステー

クで召 しを受 けて奉仕する機会，そし

て，特にこよい この場でわた したちの

愛す る現代 の預言者， ヒンクレー大管

長の言葉 を聞 く機会に代表 されるもの

です。わた したちには，福音を中心 と

した理想的な家庭 という明確なビジ ョ

ンがあ ります。教会の姉妹たちはその

理想に向かって努力 し，祈 りを もって

それ を求め，そ してその理想を実現 し

て喜びを得 るのです。

さて，福音の計画の一部 として善悪

の判断が挙 げられ ます。わた したちは

善悪が交 じり合 う中で生活 し，経験 を

通 して賢明な選択 をす ることを学んで

いきます。 そして，その経験の多 くは

痛 みを伴 うのです。そうした痛みを伴

う経験 は，姉妹たちの集 まる所な らほ

とんど例外な く見 られます。理想的な

姿 に見える姉妹で も，その人 自身や家

庭の中に悲しみや難 しい問題 を抱えて

いることがあるのです。皆 さんの中に

も，虐待やそのほかの犯罪の犠牲にな

りながら，何 とか立ち直 って こられた

方が少なからずお られることでしょう。

死別や離婚 はどんな家庭 にも起 こり得

ます。可能性が消 えかけたとき，信仰

が なえた とき，愛する人が選択の自由

を行使 して， 自他 ともに傷つけるよう

な選 び をして しまった とき， 苦痛 は

や って来 ます。皆 さんのご家族の中に，

あるいは親 し くしている方々のご家族

の中には，慢性の心身の病や情緒障害，
は

アルコールや薬物の依存症，財政の破
たん

綻，そして孤独や悲 しみや失意にある

家族 の世話 を強い られている方々がお

られることと思い ます。 また，再婚 さ

れた方々は，3つ の問題 を同時に抱 え

ています。最初の結婚か らの立ち直 り，

今の結婚 を充実 したものにすること，

それに夫の連 れ子に対 して母親 として

の愛 と思いや りを注 ぐことです。

なかなか解決で きない問題 に苦しむ

家庭 であれ理想的な環境 にある家庭で

あれ，すべてが貴重でかけがえのない，

愛すべ き家庭 です。救い主は皆さんに

成功 してほしいと望 んでお られ ます。
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天の御父 は皆 さんを愛 してお られ ます。

わたしたち も皆さんを愛 しています。

皆さんが強 くなれ るように， また必要

な助 けを受けるとともに，必要な人に

手を差 し伸べ られるように祈 ってお り

ます。

網 との比較の3番 目のポイン トは，、

わたしたちのネ ットワー クは父の網 と

同 じで，豊かな恵 みを もた らすために

作 られたものだ ということです。わた

したちはあふれ る祝福 と豊かな愛，想

像 を超 えた恵 みを受 けることができま

す。父の網は浜か ら投げるように作 ら

れたものですが，ルカによる福音書の

中のすばらしい物語 を思い出して くだ

さい。夜通 し漁 をして も何 もとれな

か ったペテロに，救い主 はこう言われ

ました。 「沖へ こぎ出 し，網 をお ろし

て漁をしてみなさい。」(ル カ5：4)

何 が起 こったでしょうか。あまりにも

多 くの魚が網にかかったので，網が破

れそうで したね。彼 らは網 を揚げるの

に助けを呼び ました。そして2そ うの

舟 は魚でいっぱいになりました。彼 ら

が今 までにない大漁に驚 きなが ら網 を

引いている間，救い主が何 をしておら

れたかは，聖典 には記 されていません。

わた しが想像するに，ほほえみながら

見 てお られたので しょう。

浜辺 のすばらしい ところは，いろい

ろな活動がで きることです。 日光浴 を

している人 もいれ ば，バレーボールや

バ温ベ キュー に興 じている人 もい ます。

かにが今に も折れそ うな弱々 しい足で

はい回 り，イソギンチャクが潮だ まり

で花 を咲かせています。 また，波頭 に

姿を見せ る魚 をか もめがねらっていま

す。そ うです。皆 さんは一生 を浜辺で

過 ごす ことがで きます。美しく，興味

深 く，楽 しい生活ができるのです。で

もそれは，美 しく，興味深 く，楽 しい

活動が浜辺にはあるか らです。

しか し救い主は，浜辺ではな く沖に

こぎ出 して綱 を入れ るように言われま

した。救い主がわた したちのために用

意 しておられる宝 は，浜辺の砂や泡立

つ波，そして，そ こでひっきりなしに

行われてい る活動 の中にはあ りません。

主 は言われ ました。「あなた は求めれ

ば，啓示の上 に啓示 を，知識の上 に知

識を受けて，数々の奥義 と平和 をもた

らす事柄，すなわち喜びをもた らし永

遠の命を もたらす ものを知ることがで

きるようになるであろう。」(教 義 と聖

約42：61)ま た ，ペテロ，ヤコブ，、ヨ

ハネの経験か ら，わたしたちには大漁

の網 を一緒 に引 き揚 げる仲間が必要で

あることが分か ります。
ふちぶち

しか し，詩篇第42篇7節 には 「淵々

呼び こたえ」 とあ ります。 ここで言わ

れている淵すなわち深さ とは，単 なる

福音 の知識の深 さではな く， その人の

人間的な深 さなのです。皆 さんには，

た くさんの人 と交わって笑いながら日

光浴 をするような浜辺の部分 に相等す

るパ ーソナリティーも必要でしょう。

でも，浅 くて砂の多 い浜辺 を離れて深

い部分 を求 める心 も持ってほしい と思

います。そして，好 むと好 まざるとに

かかわらず，人生の荒波によって海の

深みに連れて行かれることがあ ります。

悲 しみと苦痛の中で自己を見詰める深

みです。自分が何者であ り，救い主 と

はどのような御方であられ るか を知 る

のは， そのような深 みにおいてなので

す。

姉妹の皆 さん，わたしたち扶助協会

会長会 は，皆 さんが重荷を負って生活

しておられることを知ってい ます。わ

たしたちは，すべての集会の中で皆 さ

ん一人一人が強められるように，そし

て，その こ とによって家族 や友人，

…華i触

臨

ワー ド，地域社会が皆 さんを通して強

め られるようにと祈っています。わた

したちは皆さんの勇気 と明るさに接す

るときにともに喜 び，皆 さんの苦痛に

対 してはともに悲 しんでい ます。 また，
けんそん

皆 さんの信仰 には謙遜になり，皆 さん

の愛 に養われています。 どうぞ，皆さ

んの勇気 と信仰 と愛 を互 いに分 かち

合って ください。 自分自身を力づけ，

人 を力づけて ください。生 きたネッ ト

ワークを作 りましょう。

だれでも，抱えている重荷 を軽 いと

感 じるときもあれば，押 しつぶされ る

ように重 いと感 じるときもあ ります。

皆さんの中には，そうした重荷を，皆

さんの ことを心 にかけて くれる人 と分

かち合ったときにどれほど大 きな力が

得 られ るかを経験 しておられる方がい

らっしゃることで しょう。あるいは，

重荷 を自分だけで持 とうとしてお られ

る方， さらには，.重荷を持っているこ

とを否定した り，重荷などまった くな

い ようなふ りをした りして，さらに大

きな重圧 に苦 しんで お られる方 もい

らっしゃると思い ます。

姉妹の皆 さん，皆 さんの重荷 をすべ

て肩替わ りで きるのは救 い主をおいて

ほかにないことを心に留めて ください。

しかし，分かち合 う'ことによって重荷

を軽 くできることも心 に留めてほしい

と思います。 どうか， 自分だけで重荷

を背負わない ようにして ください。 ま
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た，ほかの姉妹 にもそのようなことは

させないで ください。わた したちが こ

の地上 に来たのは， ここが喜びと悲 し

みの交錯した学びの場であることを承

知のうえで した。悲 しみを分かち合 う

ことと不平 を声高に言 うことの間には

一線 を画さなければな りません
。 どう

ぞ，姉妹たちの抱えている問題に敏感

になって ください。で きる範囲内で重

荷を取 り去 る手伝 いをして くだ さい。
いや

話すことで打 ちひ しがれた心 を癒す こ

とがで きるのであれば， よく話を聞い

てあげて ください。そ して， 自分が逆

境 に陥った ときには，皆 さんを理解 し，

力づ けて くれる思 いや りに満 ちた友に

助 けを求め ましょう。 このようにして

わたしたちは，網 の手入れをし，一つ

一 つの網の目を丈夫に し
，わた したち

の姉妹 のきずなを健全 で活力のあるも

のにしてい くことができます。

最後 に姉妹の皆 さん，父の網のこと

を思い出しなが ら皆さんの扶助協会に

生 きたネッ トワークを作って ください。

どのような状況にある家庭 にも，勇気

と信仰 と愛が必要です。わた したちの

親子の関係 は，永遠の兄弟姉妹 とい う

さらに深い関係 を土台 とした ものです。

わた したちは天の御父の子供であ り，

御父はわたしたちを愛 し，見守 り，わ

たしたちの信仰が深まることを望んで

おられます。そして，わたしたちの勇

気が人 を奮い立たせるように，またわ

たしたちが御父の模範 に倣 って，愛 を

もって人を包み込む ことがで きるよう

に願っておられます。使徒パ ウロはこ

う語 りました。

「どうか
，主が， あなたがた相互 の

愛 とすべての人 に対す る愛 とを，わた

したちがあなたがたを愛する愛 と同じ

ように，増 し加 えて豊かにして下 さる

ように。

そ して， どうか，わたしたちの主イ

エスが，そのすべての聖なる者 と共 に

こられ る時，神のみまえに，あなたが

たの心 を強め，清 く，責 められるとこ

ろのない者 にして下 さるように。」(1

テサロニケ3：12-13)

わた したちがこのようになれるよう，
み な

イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ りお 祈 り

し ます 。 ア ー メ ン。

扶助協会は何のために
中央扶助協会第二副会長

アイリーン ・H・ クライド

扶助協会は神の預言者ジョセフ ・スミスによって組織され，……わたした
こんにち

ぢが 「イエス ・キリストに真に従う者」となれるように，今日も預言者に

よって導かれています。

■7よ いわた したちは，預言者 と預

《一 ・言者 を補佐する方々 に臨席 して

いただ き，愛 に満 ちた天 父が預 言者

ジ ョセブ ・スミスを通 してこの扶助協

会 を組織 された ことに思いをはせ， ま
あかし

たそのことを世界中の人々 に証できま

すことを何 よりうれし く思 っています。

そしてわたしたちは， この教会が引 き

続 き神の預言者 によって導かれている

ことを証 します。わた しは皆さん とと

もにこの扶助協会の大会に出席 し，わ

たしたちの時代 のわた したちの預言者

であるゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管

長の勧告を聞けることを光栄に思いま

す。わた したちを導 く預言者 の声が今

必要であるように，1842年 ，姉妹たち

がジ ョセフ ・ス ミスにノーブー にお け

る女性の慈善協会設立を打診 した とき

も，預言者の導 きは必要で した。姉妹

たちは預言者ジ ョセブに， 自分たちの

計画に基づいて組織 を作 り，神の王国

に貢献 したい とい う要望 を伝 え，預言

者の意見を求めました。 それに対 して

預言者 はもっと良い方法があると述べ，

姉妹たちの善意が さらに大 きな実 を結

ぶ ように，秩序 と目的において神権の

指導を得 られる組織 を提案 しました。

わた したちの時代 は，た くさんの組

織が競合する時代 です。事実，教会の

いろいろな組織での召 しに熱心になる

あま り， 「わた しは今扶助協会で働 い

ていない」 と考 えた り，「わた しが扶

助協会 にいた とき……」 と言 った りし

て しまいます。姉妹の皆 さん，教会員

であるわたしたちはいつも扶助協会の

会員です。で も，特 に教会員 となって

問 もない人や扶助協会に属する年齢に

なったばか りの人 か らは，「扶助協会

は何のためにあ るの」 とか，「なぜ扶

助協会に参加 しなければならないの」

とか， 「わ た しに どう役 立 っの」 と

いった言葉 を聞 くことが珍 しくあ りま

せん。 こうした疑問について考えると

ともに，わた したちの預言者が過去に

述べた言葉や今回のような機会に話さ

れる言葉 に思いをはせてみることは，

わたしたちすべてにとって意義深い こ

とではないで しょうか。

まず， ご く単純 なことですが，わた

したちは，扶助協会が神 によ りわたし

たちのために組織 された会であるとの

理解の下 に，扶助協会に参加 します。

神は預言者を通 して，わた したちがこ

の組織の存在 によって 「喜びを得，こ

の ときを皮切 りに，知識 と英知が流れ

出る」と約束してくださいました(H臨

'oη げ 漉θC肱 γ訪 『教会歴史』4：
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607。 、研s'oη α〆'，1～61ゴげSooガ θあノ，

一Z842一一Z966： 銑 θG6多 ¢6η1βoα ㎡

げ1～61勿Soo'θ 砂，1966「 扶 助協会

中央管理会1966年 」 『扶助協会 の歴史

1842-1966年 』p.21に 引 用)。 また，

預言者 ジョセブ ・ス ミスの母親 はこう

語 ってい ます。扶助協会 は 「わた した

ちが天で ともに席 を得 られるように，

互いに教 え合い，……互いに愛 し合 う

所です。」(π4伽 漉s(ゾ 魏6Fθ 〃3αZθ

1～61」げSO6ゴ θ砂 げ1物 卿00『 ノ ーブー

女性扶助協 会議 事録』1842年3月24

日;『 扶助協会の歴史1842-1966年 』

p.20に 引 用)姉 妹 の皆 さん，確か に

わたしたちには教育が必要です。互い

に愛 し合 うことが必要です。すべての

教師とほ とん どの経験豊かな生徒 は，

この二つの原則の間 に関連性があるこ

とを知っています。愛していない人 を

教 えることはで きませんし， 自分たち

を愛 していない人か ら学ぶ こともで き

ないのです。

「インターネ ッ ト」 とい う
，世界 を

一っにつなぐことを約束す る近代 のコ

ミュごケーションの武器 その ものが，

互いのつなが りを疎遠にす る原因にな

るのではとよく言われ ます。その こと

について考 えてみて ください。個人的

なことについて考 えてみても，わたし

たちのワー ド，いや家族 においてさえ，

時間や正当な目的がない とい う理由で，

廊下の反対側にい る人や通 りの向かい

側 に住 む人 とは他人 であ り，心 を通 じ

合 えないと感 じることがあ ります し，

そのような話 をよ く耳 にします。 こう

した個 人間， また家族 内部 ， そして

ワー ドの中の家族同士の結びつきが希
こんにち

薄になっている今 日，扶助協会への参

加が ます ます求められるのです。

ペテロは当時の聖徒たちに一つの強

い指示を与えています。それ は男性 に

も女性にも当てはまる ものです。わた

したちに特によく当てはまるので，読

んでみたい と思います。「何 よ りもま
たがい

ず，互の愛を熱 く保ちなさい。……不

平 を言わずに，互 にもてなし合いなさ
たまもの

い。あなたがたは，それぞれ賜物 をい

ただいているのだから，神のさまざま

な恵みの良 き管理人 として， それをお

互のために役立てるべ きである。」(1

ペ テロ4：8-10)わ た しは， この聖

句 に秘め られた力を， これから開かれ

るすべての扶助協会の集会に何 として

も伝 えたいと願 ってい ます。未婚既婚

を問わず，専業主婦であるなしを問わ

ず，ほんのひ とときの安 らぎを感 じて

いるか急に落ち込むようなことがあっ

たかを問わず，出席す るすべての姉妹
み たま

が天の御父の御霊 を感 じ，仲間である

姉妹たちの変わることのない愛 と励 ま

しを味わえるような何かが，毎回の扶

助協会で起 こってほしいのです。

姉妹の皆 さん，「愛 はいつ まで も絶

えることがない」のです。 この言葉 は

単 なるモッ トーではあ りません。神か

ら授 けられたわたしたちの使命 なので

す。姉妹 として，互いに愛 し合い， こ
み わざ

の御業に働 く兄弟たちを愛 そうで はあ

りませんか。慈愛 の中に信仰 を示 しま

しょう。

「最 も大いなるものである慈愛 を固

く守 りなさい。……

この慈愛は…… とこしえに続 く。そ

して，終わ りの 日にこの慈愛 を持 って

いる と認 められ る人 は，幸いである。

したがって，わたしの愛する 〔姉妹

たち〕 よ，あなたがたは，御父が御子

イエス ・キリス トに真に従 う者すべて

に授 けられた この愛で満た され るよう

に… …熱意 を込め て御父 に祈 りな さ

い。」(モ ロナイ7：46-48)

扶助 協会 は神の預言者 ジョセ フ ・ス

ミスによって組織され，わたしたちが

「イエス ・キ リス トに真に従 う者」 と

なれるように，歴代 の預言者によって

導かれて きています。 これが 「なぜ扶

助協会があるのか」 との問いへの答 え

です。 なぜ参加す るのか，何をして く

れるのか という問いへの答 えなのです。

扶助協会は，主イエス ・キ リス トの弟

子 となるというわた したちに与 えられ

た聖約 を伴 う義務 と約束について，さ
かんぺき

らに完壁 に教 えて くれる所 なのです。

また，1842年 にジョセブ ・スミスは，

初期の姉妹たちにこう教えています。

「〔この〕……協会 は貧 しい人々を救済

す る の みな らず ， 人 を救 う協 会 で

す。」(『教会歴史』5：25)人 を救 う

とはどうい うことで しょうか。わた し

は皆 さんの もとを訪れなが ら，その例
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をた くさん目撃 しました。一っ をご紹

介 しましょう。 ある南アフリカの姉妹

ですが，6人 の子供 を残 して夫 に先立

たれた彼女 は，『聖書』の教 えに頼 る

ことにしました。そして箴言の第13章

24節 について よく考 えました。 この聖
むち

句 は一般 に，鞭(rod)を 加 えない と

子供 はだめになるという意味だと解釈

されて刃〉ます。 そして，わた したちの

教会 に改宗 した彼女は，理解を求めて

『モルモン書』 をも読 んでみ ました。

そ こで彼女は別 の"rod"す な わち鉄

の 「棒」 を見いだしました。命 の木へ
み ことば

と人を導 く神の御言葉です。そこで彼

女 は，『聖書』の中の，"rod"を 加 え

ない と子供がだめになるという記述 の

意味が確実に理解で きるようにな りま

した。このようにして彼女は，家 を整

えて福音の光 を家庭 にもた らし，子供

たちに救いを与えることを学んだのです。

わた しはごく最近，ブ リガム ・ヤ ン

グ大学で表彰 を受けたマービンベ ラ姉

妹 と再会 しました。彼女 は活躍の場 を

次第 に広 げつつあ ります。話 によると

彼女 は， ソウェ トの扶助協会 に参加す

ることにより， 自分が学 んだ人を救 う

ための方法 を彼女の住んでいる地域で

実践 しているとの ことでした。教会で

発行 している 『主の道にかないて助 け

をなす』 などに述べ られた福祉の原則

や家庭訪問な どを実践することによっ

て，1，000人 を超 え る子供 たちが 自分

たちのために， また人 を助 けるために

畑 を作 り，作物 を育 てるのを指導 して

います。 また，地域 の250人 を超 える

おばあさんたちを募 り，子供 たちを物

心両面 にわたって養 い育 てること， ま

た家族 を強 めることに力を貸 して もら

い ました。マー ビンベ ラ姉妹 は人 を

救 ってい ます。彼女は，困難な時代 に

ノーブーで飢 えた家族 に食物 を与 え，

信仰を失いか けている人を励 ますため

に互いに訪問 をす ることを始めたエラ

イザ ・R・ スノー，フィービー ・キン

ボール，ザイナ ・D・H・ ヤ ングと肩

を並べる傑 出した女性です。そうです。

扶助協会の目的は，わた したち女性 を，

人 を物心両面 にわた り養い育てること

ので きる者 とし，神の子供たちを 「彼

らの弱さに応 じて……救 う」(ア ルマ

./



7：12)こ とので きる者 とすることに

あるのです。 これは救い主御 自身が行
み わざ

われた御業であ り， この協会が神権の

管理の下 に置 かれたときに，主がわた

したちに求められたことなのです。

マー ビンベ ラ姉妹の ことは，簡単に

紹介 してしまったので，彼女の してい

ることも造作のないことと思われるか

もしれません。で も，現実は違います。

今 は， ソウェ トに住んでいようと，サ

ンフランシスコや札幌，サンパウロに

住 んでいようと，混乱 した時代です。

「で きれば
，聖約に よる選民である真

の選民 をも惑わそうとする」ほ どの混

乱 した時代です(ジ ョセフ ・ス ミスー

マタイ1：22)。 このような中にあっ

て主の弟子たちが欺かれないためには，

従 うよう求 めるた くさんの声の中か ら

真理の声を聞 き分 ける力を持たなけれ

ばな りません。確かに，聖文を通 して
み こと ば

与 えられた神 の御 言葉は鉄の棒であ り，

永遠の命 の道へ とわた したちを導いて

くれます。そ こには真理が明 らかにさ

れてお り，わたしたちはその鉄の棒 に

すがることができます。 またその真理

は，時代 を超 えて証明されてきました。

しかし，すべての真理が昔か ら受 け入

れ られてきているわ けではあ りません。

ある特定の真理に接 したときに，わた

したちはそれが真理であると分からな

ければな りません。それが真理であり
み たま

神 にかかわることであるという，御霊

あかし

の証 を受けなければならないのです。

真理 を識別する必要性 を説かれた救

い主が，その とき何 をイメージとして

持ってお られたかを考えてみて くだ さ

い。主は真理 を知 るこ とを 「命 の水」

を受 ける ことにた とえられました。っ

まり，飲 むに適 した，清い，流れる水

です。主 は井戸端の女にこう言われ ま
たまもの

した。「もしあなたが神 の賜物 の こと

を知 り， また， 『水 を飲 ませ て くれ』

と言 った者が，だれであるか知 ってい

たならば，あなたの方か ら願い出て，

その人か ら生 ける水をもらった ことで

あろう。」(ヨ ハネ4：10)人 の命を救

う水 と井戸 について考 えるとき，ハガ

ルの ことが心に浮かびます(創 世21：

14-20参 照)。 ハガル は複雑 な家庭の

問題を抱 えていました。彼女は，幼い

息子イシマエルを連れてベエル シバの
あら の

荒野をさまよわなければなりませんで

した。やがて，荒野 に持 って来たパ ン

と水 は底をつ き，飢 えと渇 きが二人 を

襲います。記録 には，息子が泣 く声 を

聞 くに忍びなか ったハガルは，息子 を

木の下に置 き，そ こか ら遠 く離れた所

で(同16節 参照)自 分 も声を上げて泣

いた とあ ります。す ると，その声 にこ

たえて天使が現れ，ハガルに慰 めを与

え，ハガル を見捨て ることはしない と

言いました。 そして， こう書かれてい

ます。「神がハガルの 目を開かれたの

で， 彼 女 は水 の井戸 の あ るの を見

聖徒の道/1996年1月 号

109

た。」(同19節 ，下線付加)わ たしたち

もハガルの ように，「水の井戸」 を見

る必要があ ります。また，井戸端 の女

のように， 「主 よ， わた しがかわ くこ

とがな 〔い〕 ように，その水 をわた し

に下 さい」(ヨ ハネ4：15)と 言 わな

ければなりません。 これこそが扶助協

会の目的です。わたしたちが神の娘 と

して二度 と渇 くことがない ように， ど

のようにして必要なものを主 に求 め，

見いだせばよいかを扶助協会 は教 えて

くれるのです。扶助協会 を通 じて 「喜

び を得，……知識 と英知が流れ 出る」

という預言者 ジョセフ ・ス ミスの約束

を心 に留 めて ください。

わた したちはこの約束 を受 けられる

ように行動 しなければなりません。ハ

ガルの ように遠 く離れたので はこの約

束は受けられませ ん。姉妹 の皆 さん，

互 いに近 く立つようにしましょう。互

いに愛 し合い，大切にし合 って，御霊

が 「すべての ことの真理」(モ ロナイ

10：5)を 告 げて くださるようにしま

しょう。互 いに教 え合いましょう。聖

霊の賜物を通 して神か ら授 けられた識

別の力 をもって物事 を見るようにしま

しょう。静か な細 い声 に耳 を傾 けま

しょう。 また，神の御言葉の中に導 き

を求めて くだ さい。それは，古代 の預

言者への言葉 として聖典 に記 された も

のと， こよい語 られる現代の預言者の

言葉の両方です。井戸を見るようにし

ましょう。「かわ くことがない」 よう
しょく

に，水 を求め ましょう。独 り子の贋
ざい

罪を通 して愛 に満 ちた天父が差 し出さ

れ る約束 を享受 して ください。主 はこ

う語 ってお られ ます。「しか し，わた

しが与える水 を飲 む者は，いつまで も，

かわ くことがないばか りか，わた しが

与 える水 は， その人のうちで泉 とな り，

永遠の命 に至 る水が，わ きあがるであ

ろう。」(ヨ ハネ4：14)

わ た しはこれが真実であること， ま

たわたしたちが教会において神権の力

によって一つ となってお り，地上で主

の王国を建設 し，主を知ることによっ

て喜びを得 られることを証 します。救
み な

い主イエス ・キ リス トの御名 により申

し上げます。アーメン。



世の策略に

対抗して立つ
大管長

ゴードン ・B・ ヒンクレー

こんに ち

今日のチャレンジに対抗できる強さを身に付けることができますように。

常に直面する問題に対して，皆さん自身の知恵を超えた力が授けられま

すように。

皆
さんとともにこの会に集 うよう

に招待 を受 けました ことを大変

光栄に思っております。扶助協会でお

話 をす るのは，わたしよりも愛する妻

マージョリーの方が適任ではないか と

思います。わたしは彼女 をわが家の扶

助協会会員 として尊敬 しています。彼

女 を通 して， また彼女が携わったいろ

いろな活動 を通 して，わた しのこの偉

大 な組織への理解は深 まっています。

すばらしい大会で した。わたしたちが

信頼を置いている有能な指導者の皆 さ

んか らお話 を聞 くことがで きた ことを

うれ しく思ってお ります。

何 と力のみなぎる集 まりで しょうか。

扶助協会に は350万 人 の方々がい らっ

しゃいます。住 む国も違 えば話す言葉

も違います。 しか し，皆 さんは一 つの

心で理解 し合います。皆 さん一人一人

は神の娘です。 この何 をも超越 した事

実が何 を意味するかを，考 えてみてい

ただ きたい と思 いますQ臣

わたしたちの天の父である御方は，

精神 と肉体 という驚 くべき力を皆さん

に授けられました。それは，わたした

ちが一人残 らず，御父の創造 の栄光の

冠 を得 るためです。

1842年4月 に，預言者ジョセブ ・ス

ミスが扶助協会 の女性の皆 さんに語 っ

た言葉 をご紹介 しましょう。「皆 さん

が与えられた特権にふ さわ しく生きる

ならば，天使は必ずや皆さん とともに

い て くれ る で し ょ う 。」(1糎 勧00

4〃欄'6∫ 『ノーブー議事録』1842年4

月28日)皆 さんには何 と驚 くべ き可能

性が秘 められていることでしょう。

わたしは， こよい実 り多い幸福な生

活 を夢見ている，美 しい若い女性の皆

さんの目を見ています。 また，いつも

家族や子供 のことを心 にかけている母

親 の皆 さんの目を見てい ます。 さらに

わた しは，のしかかる重荷 に耐 えなが

ら，孤独の中を主 に力 と守 りを願って

いるひ とり親の方々の目を見ています。
あらし

そして，打ちつける嵐 に耐 え，人生の

つ らさも楽 しさも十分 にかみ分 けて こ
そう そ ぼ

られた，年老いた祖母や曾祖母 の方々

の目を見ています。皆 さん一人一人が

この大会 に参加 して くださっているこ

とに感謝いたします。皆 さんの強 さと

忠誠，そして皆さんの信仰 と愛 に感謝
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いた します。 また，信仰 をもって歩み，

戒めを守 り，いかなるときで もどの よ

うな状況の下で も正 しいことを行お う

という決心を心に抱いてお られる皆さ

んに感謝 をいた します。

世界の歴史の中で，女性 にとって今

ほ ど恵 まれた時代 はなか ったのではな

いでしょうか。教育の機会， そして技

術や知識の習得の機会について考 える
こんにち

とき，今 日ほ ど門戸が大 きく開かれて

いる時代 はあ りません。

しか しなが ら，少な くとも近年の歴

史 と比較するか ぎり，今 日ほど難 しい

問題 に直面 している時代 は見 られませ

ん。 申すまで もな く，現代は混乱の時
ロ 　　 　コ　 　 かこん だ か

頚 乳価 値観の揺危盗時猛 です・一里高曇

声が，時 に裏打ちされた行動の規範 に

反旗 を翻 し， これだ，あれだ と叫びま

す。わたしたちの社会の倫理的な基盤

は大 き く揺 らいでいます。世界中のあ

まりにも多 くの若人が， そして同様 に

あまりに も多 くの年長者たちが，自分

だ けを満足 させ ようとする誘惑の声 に，

のみ耳 を傾 けているのです。若い独身

女性 の皆 さんは途方 もないチャレンジ

に直面 してお り，わた したち も，それ

が皆 さんにとって どれほ ど大変かを理

解 してい ます。教会 の標準に従って生

活 し，徳 の力を身に付けて歩 み，世界

中に洪水 のようにあふれてきている道

徳的退廃の泥沼から心を遠ざけること

を決意 してお られる皆 さ 「に対 し

感謝の言葉 もあ りません。 もっと良 い

方法があることを知 っていただいて，

あ りがとうござい ます。 いいえと言 う

意志の強さをあ りが とうございます。

誘惑を拒み，現実を乗 り越 えなが ら永

遠の可能性の輝 きに目を向けて くださ

り，あ りがとうございます。

徳 の標準 を捨て ることによって刈 り

取 らなければならない実は，何 と苦い

ことでしょう。統計 はひ どい数字を示

しています。アメリカ合衆国で誕生す 一.

る子供の4分 の1以 上が私生児であ り，

しか もこの状況 はさらに深刻な問題 を

生んでい ます。出産 をした10代 の女性

＼の46パ ーセン トが4年 以 内に福祉援助

に依存す るようにな り， これが未婚で

出産 した10代 の女性 になると，73パ ー

セン トが4年 以内 に福祉援助 を受ける



ようになる とい うのです。(鋭 σ漉㎎

Po勿 な ルZ6θ伽9伽N6θ ゐ(ゾ

0πγy∂観81θs'C痂 飼%η 『出発点

最年少の子供 の必要 を満たす』pp.4，

21参 照)子 供が歓迎 され， よく養われ，

愛苓れる家庭，そ して父親 と母親がい

て互いに誠実であ り，子供に対 して も

誠実な家庭に生 まれる とい う祝福 は，

すべての 子供が亨受すべ きものではな

いで しょうか。若い女性の皆 さんで，

これ以下の ことを望んでいる人 はだれ

もいないと思います。世の策略にき然

とした姿勢 を示して ください。娯楽 を

作 り出す人々，出版物 を提供 する人々

の多 くは，わたしたちとは反対の こと

を信 じています。 しか し，何世紀にも

わたって積み重ね られた知恵は，明確

に，疑いの余地な く述べているのです。

帽婚前は時 に裏打ちされた純潔の徳の 、

標準に従って歩み，結婚後は夫婦間の

貞節 を守 る人だ けが，よ り豊かな幸福，

より大 きな安心感， より確固 とした心

の平安， より深い愛 を味わえるのだ と。
て こでア

た とえ狭い道であって も，主の御心に

従 うとし「)う固い意志 をもってまっす ぐ

に歩むことができるように 、って盛 の

同性婚 と呼ばれるものを正当である

と信 じ込ませようとしている人々がい

ます。わた したちは，同性 の人 への恋

心に悩んでいる人々 に対 して気の毒に

思っています。わた したちは皆 さんの

ことについて主に祈っています。皆さ

んに同情の気持ちを抱 いています。皆

さんは，わたしたちの兄弟であ り姉妹

です。しか しながら，皆さんの不道徳

な行為 を見過 ごしにできないのは，ほ

かの人々の不道徳な行為を見過 ごしに

できないの と同 じです。

安定 した家庭 を維持するために仕事

を持って働 いてお られ る主婦の皆 さん

に申 し上げます。愛 と敬意 と感謝のあ

る家庭 を主 は祝福 して くだ さい ます。

状況が どうあれ，信仰をもって歩 んで

ください。光 と真理の下 に子供たちを

育てましょう。小さな ころから盤

とを教 えて くだ さい。たとえ全部 は理

解できな くても，聖文 を読 んであげて

ください。 また，初めてお金 を得た と
じゆうぶん

きに仕 並 と献 金を納める ことを

教 えましょう。.そして生涯 にわたって

習慣 となるようにして ください。男 の

子たちには女性を大切 にすることを教

えて くだ さい。女の子だちには純潔 を

守 って生 きるように教 えましょう。教

会の責任 を引 き受 け，いかなる責任で

あろうと主が皆 さんをその任 にふさわ

し一 ことに信頼を置いて

ください。皆さんの模範が子供たちの

随 のです。失意にある子供，
網題を抱えている子供には型

べ ましょう。

子供たちに，本を読む時間 を増や し，

テ レビを見る時間を減 らすように教 え　
て くだ さ い。 こ う あ り ま す 。 「ア メ 虜、'

1力 心 理学会の研究 によると，典型的なl

l子 供の場合，テレビを見 る時間は週 に1
智

啓7時 間である。そうすると，3歳 から1

韓 までの剛 ・・・… 件畷 人と・・互ノ
件 の暴 力行為 を見 るこ とになる。ゴ

(σ.S.〈 セωs(昼 防 γ♂4、他ρoπ 『U.

S.ニ ューズ ・アン ド ・ワール ドリ

ポー ト』1995年9月11日 付 け，p.66)

一

整 え て くだ さ い 。 『ウ ォ ー ル ス ト リ ー

ト ・ジ ャ ー ナ ル 』 の 社 説 に は ， カ リ

大会の部会で タバ ナクル合唱団を前に最後の指揮 を振 る ドナル ド・リップリンガ ー。彼 は1995年 末 で，20年 問務めた合唱団副

指揮者の責任 を退 ぐ。
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フォルニア大学バークレー校でのアジ

ア系の学生の優秀 さが報告されていま

す。彼 らの傑出 した学業成績 について

こう報告 されています。「アメリカに

台頭す る新 しいエ リー トの最 も重要な

要素は，アジア系の家庭 に見 られる，

密度の濃い，献身的な家族のつながp

で ある。・…・・そこには年長者への敬意

があり，子供には高い標準 を要求する。

学校では熱心に勉強し，放課後 は家事

を手伝 う。親族の仕事 を手伝 うことを

日課 とす る 子 供 も多 い 。」("The

AsiansatBerkeley"「 バ ークレーの

ア ジ ア 人 」1995年5月30日 付 け，

p.A14)

新 しい世代 を担 う人々を生み出すの

はその ような家庭です。母親の皆 さん

にぜひ理解 していただきたいのは，い

ろいろなことが言われ，行 われてきま

したが，安心感 と平安，親子の交わ り，

愛，成長 と成功への啓発 という環境の

中で子供 を養い育 てることほど，大変

であ りなが らも報いの多い務 めはない，

とい うことです。

ひ とり親の皆 さんに申し上 げます。

皆 さんが どの ようにして今 の状 態 に

陥ったのかその理由はともか く，わた

したちは皆 さんに対 して同情を禁じ得

ません。皆 さんの多 くは孤独感 にさい

なまれなが ら，安 らぎのない悩み と恐

れの日々 を送ってい ます。 ほとんどの

人はお金が足 りたということがありま

せん。そしていつも，子供 を今 どう育

てたらよいのか，子供 の将来は どうな

るのか とい う不安が付 きまといます。

皆さんの多 くは働 きに出なければな ら

ず， その結果，長時間子供 を独 りにし

ておかなければな らない状況 に甘ん じ

ていることでしょう。でも，子供が ま

だ小 さい ときに優 しい気持ちを示 し，

十分 な愛を注ぎ， ともに祈 るならば，

子供たちの心1ご抵平安が宿ず1「二強い人

格が植 え付 けられることと思います。

子供たちに主の道を教えて くだ さい。

イザヤは こう述べています。「あなた
おしえ

の子 らはみな主 に教 をうけ，あなたの

子らは大いに栄 える。」(イザヤ54：13)

皆 さんの子育 てがイエス ・キ リス ト

の福音 に添 った，愛 と高い理想 に基づ

いた ものであればあるほど，子供たち

の生活 に訪れ る平安 の度合いは大 きく

な ります。

子供たちのために模範を示 して くだ

さい。それは子供たちに対 して口で教

える以上の ことを意味 します。甘やか

しす ぎないで ください。労働の意味を

理解し，労働に敬意を払うような子供

趣 う。家の内外の仕事をし
こ言 できるようにし，小遣いの一

一部 は自分で稼 ぐようにさせて くださ

いρ～男 の子たちには伝道 に向けて貯金

一
行動の面でも，あらゆる利己的な面
捨てて主に仕えるために伝道に出るよ

うに備 えさせて ください。わた しは何

のためらいもな く皆 さんに約束 します。

今 申し上げた ことを行 えば，皆 さんは

恵みを数 え上げるζとになるでしょう。

つい この前の月曜 日，1通 の手紙 を

受け取 りました。それを読みたいと思

います。

「20年前の6月 の ことです
。 わた し

は9歳 を頭に5人 の子供 を持ち， しか

も妊娠 していました』 そんな中で，夫

が家族を残 しで別 の道を歩むことを選

んだのです。わたしは立派な開拓者で　
すから， と言 えればよか ったのですが，

現実はそ うではな く，世間のことが何

も分か らず毎 日失敗 を繰 り返 してい る，

か弱い，おどおどした，不安でいっぱ

いの若い母親 でした。 しか し，わた し

は指導者に助言 を求 めました。そして，

生活がもっと困窮すると予測で きるよ

うなこ とでも，指導者か らの指示には

従い ました。指導者 の助言には疑問 を

差 し挟むべきでない と沁 に決めたので

す。ですから，彼 らの助言 によって一

時的に苦 しい思いをしなければな らな

い ときは，わたしにとって必要な こと

だ と考えるようにしました。

わたしは毎月，『エンサイン(E脚)』

のキンボール大管長のメッセージに目

を通 してい ました。その中で大管長 は，

毎 日 文 を読 んでいれば，日々直面す

るあらゆる問題の答えを聖文の中から

見 っ，け一ら る と，、・ し て い ま した 。 わ

た しは心の中で こう言い ました。(吃

か りました，キンボール大管長。やっ

てみましょう。わたしには問題がた く

さんあります。 どうしても答 えを見つ

塁徒の道/1996年1月 号

ヱヱ2

け な けれ ば な らな い もの ば か りで

す。」 わたしは子供たちを集めて毎日

聖文を読み，祈 り，彼 らの父親や 自分

たちのために断食 をし，家庭の夕べを一
は子供たちの父親 を赦 し，わたし自身，

こついては'の 自由をす

べて のゐ父 にゆだねることにしまし

た。わたしは御父に，最初考 えていた
はんりよ

ように夫 を永遠の伴侶 とすることがふ

さわしくないのであれば，夫への妻 と

しての愛 をキ リス トの愛 に変 えて くだ

さることを喜 んで受 け入れたいと申し

ました。た とえ一瞬た り.とも，子供た

ちの父親 を憎 んだ り恨んだ りす るのな

ら，死んだ方が ましだ と思ったか らで

す。子供たちには，怒 りや嫌悪感，恨

みは教 えた くあ りませんで したd夫 は

基本的 には善人で，才能 もあ り，将来

性 も豊かな人間です。彼はひ どい過 ち

を犯 しました。そして，その ことから

生 じる心の傷は， 自分で刈 り取 らなけ

ればな らないで しょう。実際，彼 はそ

うしてきています。で もわた しには，

間もな ぐ6人 になる子供たちを育てる

という差 し迫った仕事があ りました。

オ エス ・キ リス トの福音を誤解しない

ように教 えなければな りません。夫を

失うという心の痛手には耐 えられて も，

わたしに託された神の貴い子供をた と

え一人 とい えども失 うことは，わた し

には耐えられませんで した。

わた しは心か らへ りくだ り，主がわ

た しの祈 りを聞 き， しかも祈 りにこた

えて くださった ことを報告させていた

だ きたい と思います。最初の夫 との間

の4人 の息子のいちばん下は今伝道中

です。……彼は3人 の兄 と1人 の姉の

模範に倣って，全世界の人々に福音 を
の

宣べ伝えるべきだと考えました。……

長女は帰還宣教師と神殿で結婚しまし

た。……上の3人 の息子は長老定員会

会長，ワード伝道主任に召され，2人

の娘は初等協会 と扶助協会の会長会で

奉仕しています。4人 の子供はすばら
はんりょ

しい永遠の伴侶 を見つけ，神殿で結婚

しました。 みんな人生の進むべ き道 を

歩んでおり，少 しな りとも人に仕える

喜び を経験 しています。

ヒンクレー大管長，奇跡が存在する



とすれば， これ こそが奇跡ではないで

しょうか。主は子供たちを守 られ，養

われました。彼 らの祈 りにこたえられ

ました。……

主はわた しに2番 目の夫 を授 けるべ

きだ とお考 えくださ り，わたしたちは

神殿で結び固めを受 けました。 そして，

家族 として生活 してきてい ます。簡単

な道の りだったで しょうか。いいえ。

解決 しなければな らない問題 は無数 に

ありました。しか し，聖文 を鉄の棒 と

して，祈 りを土台 として，そして従順

を定められた道 として，わたしの子供

たちは 『心 をつ くして主に信頼せ よ，

自分 の知識 にたよって はならない』 と

いうことを学んでいます。

わた しは自分の ことを誇 るために自

分の体験をお話 ししているのではあ り

ません。……でも，主の ことは心から
しょくざい

誇 りにす ることがで きます。順 罪 は

わたしたちに とってまった くの現実で
いや

す。傷ついた心 は癒 され，自信は取 り

戻 され，今 は平安を心置 きな く味わっ

ています。確かに大管長がおっしゃる

ように， 『神が明 らか にされたすべて

の原則 には，その真理へ の確信 が伴

う』のですね。わたしは最初の夫の こ

とを考 えてい ます。 もうすでに自分の

過ちの代価 は支払ったのだ ということ

を夫が分かって くれれば と思うのです

が。夫 は，才能 ある彼の子供たちが主

にあって成長するのを見 る喜びを失い

ました。 また，彼 らの学校や教会での

業績，そ れに伝道の送別会 と報告会 を

見逃 しました。すべて，わた したちの

人生に潤いを与 えて くれるものばか り

です。いつも子供たちのそばにい られ

たことをどれほど感謝 していることで

しょうか。
こんにち

今 日，世界中にはひとり親の方がた
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くさんい らっしゃると思います。わた

しは，心の傷 を追体験 して時間 を浪費

してはな らない と，声 を大にして言い

たいです。救い主の足 もとに重荷 を下

ろせ ば，救 い主 は代 わってそれ を背

負 って くださり，苦 しみを愛 に替 えて

くださるのです。……大管長 とご家族

に主の祝福が ござい'ますよラに。心か

らの愛 と感謝 を込めて。」 こうして彼

1女 は署名で手 概を 、んでいま
そう そ ぼ

さて，祖母な らびに曾祖母 の皆 さん

に一言だけ申し上 げたい と思います。

皆 さんの経験 は偉大です。皆 さんの理

解の心 は想像 を超 えています。価 値観

の揺 らぐこの世 の中にあって，皆 さん
いかり

は錨 となることができます。皆 さんは

過 ぎ去 った長い人生の中で，数々の逆

境 によって磨かれてきました。皆さん

のや り方は穏やかであ り，忠告 は知恵

に満ちた ものです。心か ら愛する皆 さ

んは， このすべてが誤 りであり逆行 し

ている社会にあって宝です。神が皆 さ

んを祝福 され ます ように。皆さんの晩

年が輝 きで満たされ，愛する方々から

の愛 と主の愛で満たされた日々とな り

ます ように。

さて，大勢の姉妹の皆さんが直面す

る重大 な問題 について， これ まで少 し

触れてきました。

わた したちの方で皆 さんに警告 した

い ことがあ ります。現在起 こっている

ことと， これか ら起 こることの両方に

対 する警告です。Aの の には
き べん

理という仮面をかぶった誰弁があふれ
一 'や

に対する欺
まん

隔が後を絶たず，じわじわと世の汚れ

巳染めてい こうとす る誘惑があま りに

も多いからです。 この ことを踏まえて，

わたしたち大管長会 と十二使徒評議会

は，教会員ならびに一般の方々に向け

て一つの宣言を発表いた します。 これ

は，わたしたちの教会 の預言者，聖見

者，啓示者が歴史 を通 じて繰 り返 し述

べてきた，家族 にかかわる標準 と教義

とその運用についての宣言を再確認す

るものです。では， ここで読 ませてい

ただきたいと思い ます。一
リスト教会の大管長会と十二使徒評議

会は，男女の間の結婚は神によって定



めちれた ものであり，家族は神の子供

たちの永遠の行 く末 に対す る創造主の

計画の中心 を成す ものであることを，

厳粛に宣言します。

すべての人 は，男性 も女性 も，神の

形 に創造されています。人 は皆，天の

両親の大切 な霊の息子，娘です。 した

がって，人 は皆，神の属性 と神 になる`

可 能性 とを備 えています。 そして性別

は，、.人の前世，現世お よび永遠の状態

と目的にとって必須の特性なのです。

前世 で，霊の息子，娘 たち は神 を

知 っていて，永遠の御父 として神 を礼

拝 し，神の計画を受け入れました。そ

の計画 によって，神の子供たちは肉体

を得 るこ とがで き， また，完成 に向

かって進歩して，最終的に永遠 の命 を

受け継 ぐ者 としての神聖な行 く末 を得

るために，地上での経験を得 られ るよ

うになったのです。神の幸福の計画は，

家族関係が墓 を超 えて続 くことを可能

にしました。聖なる神殿において得 ら

れる神聖な儀式 と聖約 は，わたしたち

が個人 として神のみもとに帰 り， また

家族 として永遠に一つ となることを可

能にするのです。

神がアダムとエバに授け られた最初

の戒めは，彼 らが夫婦 として親になる

能力 を持つ ことに関連 した ものでした。

わたしたちは宣言 します。す なわち，

増えよ，地に満ちよ， とい う神の子供

たちに対す る神の戒めは今なお有効で

す。 またわたしたちは宣言 します。生

殖の神聖な力 は，法律 に基づいて結婚

した夫婦である男女の間においてのみ

用いるべきです。

わた したちは宣言 します。 この世に

命をもたらす手段 は，神によって定め

られた ものです。わたしたちは断言 し

ます。命 は神聖であり，神の永遠の計

画の中で重要なものです。

夫婦は，互 いに愛 と関心を示 し合 う

とともに，子供たちに対 しても愛 と関

心 を示す という厳粛な責任を負ってい
し

ます。 『子供 たちは神か ら賜わ った嗣
ぎょう

業であ り』(詩 篇127：3)と あ りま

す。両親 には，愛 と義 をもって子供た

ちを育て，物質的にも霊的にも必要な

ものを与 え，また互いに愛 し合い仕え

合い，神の戒 めを守 り， どこにいて も

法律 を守る市民 となるように教 えると

いう神聖な義務があ ります。夫 と妻，

すなわち父親 と母親 は， これ らの責務
み まえ

の遂行 について，将来神 の御前で報告

す・ることになります。

家族 は神 によって定め られた もので

す。男女の問の結婚 は，神の永遠の計

画 に不可欠 なものです。子供たちは結

婚の きずなの中で生 を受け，結婚 の誓

いを完全な誠意 をもって尊ぶ父親 と母

親 により育 てられ る権利 を有していま

す。家庭生活における幸福 は，主イエ

ス ・キ リス トの教 えに基づいた生活 を

送 るときに達成 されるに違いありませ

ん。実 りある結婚 と家庭 は，信仰 と祈
ゆる

り，悔い改 め，赦 し，尊敬，愛，思い

や り，労働，健全な娯楽活動の原則 に

のっとって確立 され，維持 されます。

神の計画により，父親 は愛 と義 をもっ

て自分の家族 を管理 しなければなりま

せん。 また，生活必需品を提供 し，家

族 を守 るという責任 を負っています。

また母親には，子供 を養い育てるとい

う主要な責任があります。 これらの神

聖な責任 において，父親 と母親 は対等

のパー トナーとして互いに助け合 うと

いう義務 を負ってい ます。心身の障害

や死別，そのほか様々な状況で，個々

に修正 を加 えなければな らないことが

あるか もしれません。 また，必要な と

きに，親族が援助しなければなりません。

わたしたちは警告 します。貞節の律
はんりょ

法を犯す人々，伴侶や子供 を虐待する

人々，家族 の責任 を果たさない人々は，

いつの日か，神 の御前 に立 って報告す

ることにな ります。 またわた したちは、

警告 します。家庭の崩壊は，個人や地

域社会，国家 に，古今の預言者たちが

預言 した災いをもた らす ことでしょう。

わたしたちは1全 地の責任ある市民

と政府の行政官の方々に，社会の基本

単位である家族を維持し，強めるため

に，これらの定められた事柄を推し進

めてくださるよう呼びかけるものであ

ります。」

わた したちは，すべての方々が この

宣言を入念 に， よく考えなが ら，祈 り

を込 めて読んで くださることをお勧め

いたします。いかなる国家であろ うと，

その強 さは家庭 という囲いの中に根ざ

しているのです。 わた したちは，世界

中に住むわた したちの民が，時 を超 え
ダ

て生き続け るこの価値観 にのっとって

家族 を堅固な ものにす るようにと，強

くお勧めいた します。

愛す る姉妹の皆さんに主の祝福があ

ります ように。皆さんは家庭 の守 り手

です。子供たちの生みの母です。子供

たちを養い育て，生活の習慣 を教 え込

むのは皆さんです。神の息子，娘 を養

い育 てることほど神 に近 い仕事 はあ り
こんにち ゅ

ません。今 日のチ ャレンジに対抗 でき

る強さを身 に付 けることがで きます よ

うに。常に直面す る問題 に対 して，皆

さん自身の知恵 を超 えた力が授 けられ

ますように。皆 さんの祈 りと願いが皆

さんへの祝福 として， また皆 さんが愛

す る人々への祝福 としてこたえられま・

す ように。皆 さんの人生が平安 と喜び

に満た された もの となるよう，わたし

たちの愛 と祝福 を残 したいと思い ます。

必ずそのようになります。皆 さんの中
あかし

の大勢の方々がそれを証 して くださっ

ています。今 もこれか ら後 も主が皆 さ

んを祝福 され ます ように。へ りくだ り，
み な

救い主イエス ・キリス トの御名 により

申し上 げます。アーメン。・
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で

第

ア

各

曜

バ

働

ミ

域

い

域

ム

持

ワ

十

副

と

デ

ラ

ニ

老

ラ

支

ハ

七

二

任

・

バ

第

長

ヒ

に

・

く

第

解

ズ

・

び

ド

・

長

ン

じ

が

を
・
ル

Ｊ

よ

一

Ｇ

会

ト

同

老

会

一

の

お

ワ

．

会

一

，

長

長

ヤ

長

老

ハ

ド

長

バ

に

ス

会

チ

会

長

．

・

会

ぺ

．
長

二

↓

，

ユ

バ

さ

・

老

シ

・

　

欝

膵

罪

漢

靴

務
老
老
，
驚

舗

翻

取
解

の

れ

よ

し

中

ス

老

イ

当

ル

・

一

オ

ル

と

七

身

さ

お

と

地

。
長

ザ

担

ワ

Ｒ

マ

ウ

ウ

任

に

出

召

長

部

・

た

一

デ

画

ド

●

●

●

・

解

日

ス

て

会

幹

パ

つ

ガ

」業

企

エ

ド

オ

ド

Ａ

ら

３１

冤
嶋薪
靱
際
轟
醐

力

会

在

し

リ

各

現

と

メ

の

。
長

ア

域

た

殿

南

地

き

神

は

北

て

殿

老

力

い

神

長

リ

働

ゴ

鵯
麟
黙
驚
翫
戦
麗
誹
訟
螂
艦
∴
∵
難

，
し

年

ア

テ

ン

バ

老

た

と

リ

域

で

り

い

一

ヨ

リ

め

部

ガ

前

督

最

凹
域

陸

電

幹

ン

以

監

の

地

ス

，

一

と

５

．

一

イ

ユ

長

つ

人

チ

地

会

チ

働

力

，

メ

務

誉

リ

る

び

て

海

イ

は

ナ

者

ド

カ

テ

シ

ジ

な

十

南

長

は

て

域

ア

を

後

員

再

発

会

け

午

会

の

に

な

受

日

の

会

前

た

を

曜

会

長

以

新

持

土

員

会

，
の

支

の

定

校

に

会

の

会

人

学

ら

長

へ

駄
廿
罐
譲

乱

繋
難

榔

１６

の

異

発

て

そ

の

が

れ

，

人

織

さ

が

地

北

長

会

東

び

会

性

南

よ

副

男

力

お

で

い

リ

域

会

若

メ

地

長

央

ア

海

会

中

北

中

各

，

は

地

の

た

老

・
域

ま

長

パ

地

。

　

部

ダ

州

だ

十

Ｂ

学

ナ

タ

い

七

・

て

ら

ス

ツ

。

会

ネ

ィ

の

幹

ル

第

テ

の

た

北

。
大

屯

ル

勧

勒

酵

ヤ

ハ

長

ビ

デ

会

誉

ブ

人

ス

表

わ

は

た

タ

戦

ア

て

８５

た

第

７
襲

。冠

ジ
譲

乳

飯
名
匙

離

農

建

蹴
智

ぎ

お

地

・

・

人

・

に

以

地

長

が

め

ル

世

た

師

老

，
ス

ズ

十

ド

年

れ

び

て

た

務

ア

次

い

剤

長

は

ク

ル

七

。

ツ

７８

そ

よ

し

き

を

は

二

就

薬

ド

老

ツ

一

，
た

テ

ー９

。
お

と

て

長

老

第

に

で

”

張

妙

膏

睡

納

唖

ぽ

縦

綴

杁

黙

聡

痕

し

鞘

卜

鵬
雛
讐
灘
懸
繋

い

名

働

も

で

老

会

長

員

一

定

ガ

一

ン

第

リ

人

・
●

▲▲－
備
■
■

開■１

老長ス

長

イ

会

ぺ

副

・

一
一
Ｌ

第

・ン
レク老娠

長

博

会
心琳八老長ド一

長

ワ

会

八

副

・

一

ン

第

ト一バＦ
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■

■

▲
＝≡

ワ
■

老

・

長

オ

ズ

シ

ン

ベ

イ

ル

テ

へ

一マ晃惣幾罵エァ●
姥

Ｅ

障
よ．メ

●

’

Ａ

老
・

長

ル

ジ

レ

ル

ユ

ウ

デ

老

・

長

ド

ン

一

一

ラ

バ

バ

ユ

・

シ

Ｊ

オウ

老長一ガンリ●Ｂ　スン八

’

》つよるけ行に殿神にずを

ｄ

殿

合

ダ

す

神

大

６

て

べ

た

れ

す

ま

の

つ

カ

あ

か

し

述

の

か

ま

り

４７

８

ｄ

レ

ほ

討

に

徒

置

い

あ

で

に

１６

は

あ

カ

ン

そ

を

よ

日

う

つ

度

界

タ

域

域

中

計

，

。

の

の

建

設

む

べ

建

た

あ

較

こ

の

睨鷺

製

長

所

る

。

に

よ

し

管

か

い

た

め

る

。

一

れ

そ

北

の

の

い

さ

の

，

つ

つ

て

営

内

つ

６

６

れ

運

国

２

た

，

さ

が

衆

に

ま

て

表

。

え

発

，

ナ

る

加

に

。

で

，

２１

る

す§

せ

う

ク

の

検

う

聖

に

て

が

中

州

に

で

で

画

よ

旅

し

ヒ

と

と

の

末

こ

願

限

世

ユ

地

地

設

の

で

で

に

ラ

こ

次

の

と

に

も

ま

る

ら

エ

る

て

中

い

切

に

在

る

か

外

が

建

□

く

な

さ

ズ

す

し

界

近

を

度

現

い

ほ

以

殿

殿

Ｑ

遠

に

ネ

設

そ

世

的

と

速

て

の

米

神

神

る

地敷の殿

る

神

れ

な

さ

た

表

新

発

ま

ツ

ト

し

り

ツ

イ

ま

な

ゼ

ワ

り

に

一

ホ

な

と

ユ

刑

に

グ

こ

チ

ク

と

る

サ

一

こ

す

マ

ヨ

る

止

に

一

す

中

り

ユ

設

は

わ

二

建

画

代

と

に

計

の

ン

ズ

る

そ

ト

ン

す

。

ス

一

設

た

ボ

レ

…”む

建

し

州

プ

た

皆

し

た

の

て

ど

の

〔

れ

こ

つ

ほ

徒

…

か

。

よ

れ

聖

…

導

す

に

そ

い

。

に

ま

と

は

篤

す

定

い

こ

ち

仰

ま

決

て

る

た

信

し

な

し

れ

徒

の

た

た

足

さ

聖

バ
講
螺

漏

今
蔽

η

一

に

の

に

の

ト

ハ

ん

し

と

つ

一

さ

か

こ

ニ

ハ

　

難

協
諜

論
醐
灘

弊
繁

醗
鰭

禦
璽

髄

潔
認

蹴
鑑
鰐

辮灘
熱

禽

号唱砕囲

１９

／

ヱ

道の徒聖



も

るれさ名

督

鵬

・灘朔
ト

ン

イ

ヤ

ベ

・ムガリブ

　

資

監

る

実

老

て

等

務

は

れ

北

と

理

あ

た

長

げ

高

度

き

さ

ア

リ

タ

に

同

ソ

グ

管

で

し

ン

さ

ン

。
月

う

マ

さ

度

を

た

に

ア

タ

イ

た

４

こ

ト

に

１

長

れ

部

く

ユ

は

し

お

５９

テ

い

年

て

９４

し

１９

営

，

経

は

を

の

社

た

会

れ

の

さ

用

召

運

に

産

督

　

べ

奉

督

ク

召

た

を

長

取

学

。

リ

子

，

の

監

一

に

つ

部

。

ン

を

大

た

り

の

え

で

ら

テ

部

あ

本

た

マ

号

科

得

マ

人

□

灘
鍬
朧
稀
搬
班
凝
糠

灘
譜
撫
撫
膓
讐
讐
繋

界

そ

た

議

て

地

か

域

イ

で

チ

済

レ

姉

恵

・
て
地
辮

藁

鍵

徽

業

は

き

評

め

一

の

，
２

と

召

ジ

州

ユ

後

て

に

コ

人

，

，

い

年

ス

ー６

コ

と

イ

仕

を

会

さ

幹

置

老

得

に

１９

ン

供

鋤
諺

驚

のの
轟

劇
蘇

雛

ガ

．
経
ギ

職

人
経

叢

繍難

慰
灘

～

１

，
を

管

マ

に

漣

兄

マ

グ

済

て

の

軍

後

社

９２

た

年

は

長

大

ト

長

意

一

ト

ン

経

め

学

空

の

会

１９

れ

９６

命

’
会

一

イ

学

辞

リ

イ

ヤ

で

務

済

国

そ

菓

。

さ

１９

任

の

レ

ベ

代

で

・

べ

・

学

も

経

衆

。
製

る

召

の

会

ク

ー０

題

Ｅ

ム

大

長

は

合

た

ズ

い

に

こ

事

ン

第

問

・

る

理

ヒ

。

に

の

ス

す

学

・

た

月

上

ク

発

大

Ｂ

れ

１０

康

ツ

を

グ

・

さ

年

健

レ

ガ

同

部

で

の

え

一

て

会

ル

リ

前

学

学

州

教

マ

し

員

サ

「

ブ

以

の

大

ド

を

の

任

定

ン

，

，
部

ナ

ラ

学

ス

歴

ニ

コ

。

は

く

学

一

ロ

済

リ

を

第

営

，

，
も

イ

理

十

，

た

め

で

と

管

七

あ

（

の
。

、
鵬
轍

舳

敏

賭

，

で

年

と

メ

，
グ

第

る

が

ン

人

あ

督

ヤ

十

に

監

・

七

職

ン

ム

，

。

の

マ

ガ

後

る

督

ト

リ

今

な

監

イ

ブ

。

に

理

べ

る

た

任

管

・

あ

つ

兼

の

Ｊ

に

な

と

会

・

ボ

と

職

教

ル

ロ

長

の

在

リ

ブ

学

会

州

の

員

現
タ

学

定

ユ

大

一

詩

む

，
立

，
制

ま

の

さ

教

せ

，

基

で

化

も

る

べ

恥

す

搾

め

確

葉

規

し

る

化

宗

ま

は

い

力

浄

る

け

す

の

で

も

高

を

，

り

写

な

な

の

め

づ

与

会

ず

情

言

を

持

い

鈍

欝
灘
灘

騰
嬉

　薫

窮
慧

割

螺

翻
詠
賠
盤

け
先
蔽

融
社
轟

眈

慰

侃

儲

趨

ゆ

褐

厩

胱

鴛

騰

給

拗

掬

濫

妨

駿

絵

加

効

脈

疏

と

ち

た

し

，
と

た

う

と

る

組

た

ら

い

し

と

。
の

で

調

け

こ

た

い

た

さ

う

わ

そ

こ

す

番

し

知

て

た

然

す

ビ

の

強

う

す

供

て

わ

品

よ

。

，
る

対

。
た

，
し

わ

毅

で

レ

も

を

も

示

子

し

下

し

す

は

せ

に

ん

わ

を

覆

に

の

テ

き

部

金

るナ繍力び
’
呼

会

を

長

化

会

浄

織

の

組

組

助

番

補

ビ

会

レ

教

テ
も

則

世

と

ら

供

邦

支

す

な

か

要

ら

を

原

全

の

な

子

連

な

右

し

組

必

な

針

の

，
も

。

組

を

る

力

左

か

番

を

ル

指

音

は

た

る

番

成

す

強

を

し

ビ

け

ブ

な

福

書

し

い

送

編

と

，

り

。

レ

助

一

格

．灘

灘
羅
　

と

に

界

な

び

と

通

持

る

が

ら

と

び

発一イテシＯク一レトルソ

の

レ

わ

す

通

形

け

。
世

５４

人

る

会

テ

，

。

作

邦

う

お

る

が

と

万

い

協

，

さ

た

制

連

い

に

い

ち

性

２０

て

等

近

品

け

が

る

と

国

て

た

女

コ

し

翻
鉾
臨
闘
瓢
駕
脚
濃

慧
鞭
蕪
瞬
翻
瀦
議

覧
翻
蹴
繍
蹴
驚
麟

ら

つ

れ

組

員

わ

組

会

の

００

等

扶
か

せ

こ

番

委

行

番

長

中

生

初

ビ

い

る

信

で

る

会

界

万

の
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，

。
請

ほ

し

る

と

ア

専

。

，
ど

を

ア

た

要

の

熟

れ

の

ジ

が

る

が

な

助

二

れ

の

ぞ

成

さ

今

ア

婦

い

ど

校

援

バ

ら

ら

，
る

遣

。

，
夫

て

な

学

る

ル

送

か

助

す

派

る

カ

た

つ

者

，
よ

ア

に

府

援

有

て

い

り

し

わ

育

院

に

，

ド

政

者

を

し

て

フ

う

携

教

病

談

”
ヵ
翫
躰
縢
配
懲
浮
．豪

掃
謝
糊

響

徽
欝

肇

畷

灘

灘

．

，
ナ

近

や

で

・
多

一

メ

的

師

の

問

た

ミ

ア

イ

最

療

野

力

が

ヨ

ア

道

医

国

期

き

リ

ラ

た

医

分

婦

ス

，

ン

人

，

の

短

て

ガ

ク

ま

，

の

夫

一

ろ

テ

で

た

く

，

つ

ル

ウ

で

か

た

ケ

こ

ラ

任

ま

多

で

行

援支のへ動活の元地

　

　

む

活

穀

能

力

村

ケ

る

接

実

れ

た

と

要

直

や

を

救

る

開

り

る

の

き

り

の

と

あ

直

誠

さ

き

会

重

ら

員

間

的

あ

域

よ

す

で

書

タ

で

エ

で

を

，
証

て

教

に

か

会

時

道

で

地
」
に

除

ナ

み

ス

ア

ウ

例

動

合

実

れ

，
ら

人

教

万

人

の

の

と

排

一

読

コ

グ

ブ

の

活

場

と

わ

ら

さ

個

。

百

や

る

々

こ

ら

ガ

の

や

ラ

バ

そ

援

の

る

行

が

も

人

う

数

仕

い

人

る

か

。

で

イ

カ

ン

は

救

く

い

て

な

り

個

う

り

奉

て

の

す

因

た

カ

タ

ニ

ジ

ど

は

多

て

し

し

よ

徒

あ

お

善

げ

元

援

原

き

リ

，

，

，

な

会

，

し

通

か

助

聖

で

ど

慈

さ

地

支

の

て

フ

ム

ル

立
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ローカルニ ューズ

再組織された青森地方部長会
昨年9月10日,日 本仙台伝道部のリ

チャード･M･オ ースティン伝道部長

管理の下に開催さ:れた青森地方部大会

で,1992年1月 より地方部長の責任を

果たしてきた森浩典兄弟が解任さ:れ,

新たに山田正兄弟(写 真中央)が 召さ
えび な こうせい

れた。第一副地方部長には蝦名公誠兄

弟(写 真左)が,第 二副地方部長には,
たく

佐々木卓兄弟(写 真右)が 召され,そ

の任に当たる。

人生に目的を与えて くれた

宣教師との出会い

いつも福音にあって喜び,シ オンを築くために

青森地方部長 山田 正

年9月10日 の地方部大会で,リ

昨 チャー ド･M･オ ー スティン伝

道部長よ り青森地方部の地方部長 に召

され ました。

それまで,青 森支部で伝道主任 とイ

ンスティテユー ト教師の責任 を受 けて

いましたので,い きなり地方部長の召

しの面接を受けた ときは,ほ ん とうに

びっくりしました。 しか し,今 まで主

の召 しを断ったことがあ りませんでし

たので,自 分にできるかな という不安 ヒ
み わざ

はかなりありましたが,こ の御業は主

の業 であ り,主 が召 されたのであれば,

わた しは恐れる必要はないと思いまし

た。

同じような気持ちを抱いた ことが,

今 までに何度かあ ります。わた しが専

任宣教師 として働 き始め,5か 月が過

ぎたころに,伝 道部長か ら監督長老に

なるように言われ,さ らに支部長 も兼

任す るようにと大 きな責任を受けた と

き。 また,山 形でワー ドの伝道主任を

していて仙台ステークの ことをほ とん

ど知 らないわた しに,ス テーク会長か

らステーク伝道部長の召 しを受 けた と

き。さらに,監 督会の経験 もないわた

しが突然監督 に召 された ときにも,そ

うでした。

今回の召 しについても,心 の中で副

地方部長の経験があれぼ…… と思いま

した。 しか し,今 までの信仰生活 を省

みて,い つ も主の導きと助けを受 けて

主の召しを果たす ことができましたの
けんそん

で,一 生懸命謙遜に頑張 りたい と思い･

ます。

わたしがこの教会 を知 るきっか けに

なったのは,今 か ら14年 前の大学生の

ころでした。何の目的 もな く入 った大

学で,自 分 は何 をしたいのか も分から

ず毎日が過 ぎていきました。ある日,

寮 の先輩 のところへ宣教師が訪ねてき

ました。先輩が約束 していたのですが,

先輩 は自分の代わ りに宣教師の話を聞

くようにわたしに言いました。先輩の

命令 は絶対 でしたので,何 が何だか分

か らず彼 らに会いました。それが宣教

師 との最初 の出会いで した。

宣教師のまじめで誠実な態度にはと

て も心が引かれ ましたが,4,5回

レッスンを聞いても,ど うして も神様

を.信じることできずに彼 らに申し訳な

く思い,お 断 りしました。

それか ら1年 ほどして,堕 落した目

的のない学生生活を送 っていることに

気づ き,人 生の目的について考える機

会があ りました。 どのように生 きるべ

きか考 えました。わたしは学校 を休学

し,社 会に出てみようと思い ました。

両親や大学側 からは,猛 反対を受けま

したが,自 分の人生を見詰 めるための

わた しの大 きな決意でした。

そんな とき,神 様は再びわたしを宣

教師に会わせて くださいました。 レッ

スンを聞 くことができた ときには,救

われる思いが しました。今思うと,と

て も不思議なのですが,最 初 の宣教師

か らもらった 『モルモ ン書』 は,お 断
まくら

りした後 もいつ も枕 もとにあ りました。

そ して大の本嫌 いだったわたしが酔 っ

て帰って来た ときでも読んでいたので

す。 また,最 初か らわたし自身が宣教

師に会 っていたのなら,話 を聞 くこと

はなかったで しょう。神様 はわた しに

いちばん合 った方法を用いて導いて く

ださいました。
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ていたのであった。
けんせい

しか しアメ リカ軍艦が単 に牽制 して

いただけと分か り,日 本兵 は撤退 した。

野原兄弟 は次 のように述べた。｢あ な

たがたが侵略 して来なかったので,わ

たしたちは島の西部か ら侵略して来た

アメ リカ軍 と戦 うために,そ こか ら

もっと北へ移動したのです。｣

それか ら50年 後,3人 は静かな神殿

で出会い,当 時対戦することがなかっ

た幸運 を悟 ったのである。

当時若い海軍兵であったタッド長老

は,1950年 か ら53年 まで 日本で伝道 し,

現在バ トリシア夫人 とともに神殿宣教

師 として働いている。一方,野 原兄弟

は3年 前に改宗 し,/年 に何度か地元

沖縄か ら神殿 に訪問 している。大城ス

テーク副会長 も頻繁に神殿 に参入 して

お り,儀 式執行者 としても働いている。

3人 は神殿で,福 音が もたらした もの

と,戦 争がもたらさなかった ものに対

して,感 謝の念で胸 を満たした。

ブル ック･カ ワルズ ィク.ユ タ州 フ

ルー ト･ハ イツステーク,フ ルー ト･

ハ イ ツ第2ワ ー ド所 属(C加 γ酌

Nα 〃s『 チャーチニ ューズ』1995年9

月30日 付 け)

｢求 めよ
,そうすれば与 えられるであろう｣

念願の献堂式を迎えて

名古屋伝道部名古屋西ステーク
おおがき

大垣支部

高木 覚

,の 度 恵まれて大垣の地に教会堂

㌔一 が建ち,今 まで以上 に神様 の祝

福 を受 けられることを心から感謝 して

います。

わた しが末 日聖徒イエス･キ リス ト

教会 を知 ったのは,19年 前 の1976年7

月 のことで した。宣教師から1冊 の本

を買ったのが始ま りです。そのころは

岐阜市に教会があ り,日 曜 日には宣教

師 とともに教会に行 っていました。

その年の11月 か ら,大 垣で日曜 日の

集会 を行 うと聞き,近 くなるなと思い

ました。場所 は金物屋の3階 を使用 し

ていました。その後 は,お 風 呂屋 をみ

んなで改造 し,番 台を説教台 として使

い,集 会を行いました。

それか ら,も っと交通の便の良い所

へ ということで,駅 前通 りのビル を使

うことにな り,そ ちらで集会 を行って

いました。 しかしどこへ行 っても問題

が ありました。第1に 集会所の広 さ,

第2に 部屋の数,第3に 冷暖房の問題。

これ らはどこへ行 ってもなかなか解決

で きず,大 垣 の地 にあって,理 想的 な

建物があ りませんで した。

そんな中,久 瀬川(今 まで使ってい

た所)方 面で良い場所があると聞き,

見 に行 きました。 ここにしようと決定

憲.

轟

灘1

謬翻

調護陰

写真上 献堂された大垣支部に集う兄弟姉妹たち。下 高木ご家族
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『モルモン書』の寄贈

教会広報部

改
訂新版 『モルモン書』の発刊を

記念 して,教 会の広報部では各

地の図書館に 『モルモ ン書』の寄贈を

しています。大学やマスメディアの図

書館では手続 きが必要なため,初 めに

案内状 を送 り,希 望のあった図書館に

寄贈 しています。寄贈 した図書館か ら

は,丁 寧なお礼状が届いています。

●寄贈先(1995年11月30日 現 在)

国公立大学図書 15

6

9

34

濫
婁

･.

新聞社

テ レビ･ラ ジオ局

私立大学

その他国会図書館など………2

合計66冊

曝
礁難難

轟襲整鱒 浮
国会図書館に 『モルモン書』;を寄贈する地域広報ディレクターの井上龍一兄弟

1996年 度｢ク モラの丘霊園｣分 譲のお知 らせ

いる ま も ろ やま

所在地 埼玉県入間郡毛呂山町長瀬

1313武 蔵野霊園内
おご せ

(池袋駅から東武東上･越 生

線で約1時 間,武 州長瀬駅下

車,徒 歩7分)

1.墓 地永代使用料 て

支払い方法

2.墓 地管理料

3.申 し込み方法

4.1995年 度 申し込み期限

5.墓 所の指定

6.初 回金および

管理料の振込先

7.お 問い合わせ先

8.そ の他の情報

1区 画 田5,000円

一括または分割払い
。分割払いの場合は,初 回金

5,25D円,以 降毎月5,250円59回 払 いの無利子分割払い

とな ります。

年間8,000円(初 回金 とともに1年 分を前納 し,以 降

毎年定められた期 日までに支払うものとします。)

以下の書類をクモラの丘霊園事務局に提出してください。

(1)ク モ ラの丘霊園使用申し込み書

(2)住 民票

(3)ク モ ラの丘霊園永代使用契約書2通

(4)銀 行 自動振替手続き書類

1996年12月31Eヨ

申 し込み書類受領確認の後,川 頁番に行います。

三和銀行青]｣支 店 普通預金口座219499
おかもと りょう

クモラの丘霊園 代表 岡本 亮

〒106東 京 都港区南麻布5-10-30

末 日聖徒イエス･キ リス ト教会内

クモラの丘霊園事務局 電話03(3440)2351(代)

分譲開始年月日:旧82年9月 旧El

分譲i数:L600墓 所 中,586墓 所が分譲済みq995年10

月13日 現 在)。

他霊園との比較一一永代使用料は他霊園の5分 の1か

ら8分 の1。
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